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     第一章　ＣＩＡ


    



    　海かい胴どう総そう次じ郎ろうに引き連れられた俺と莉り音おんは、タクシーを降り立った。車内で海胴は「これからＣＩＡに向かう」と言っていたのに、俺たちが降りたのは、上シヤン海ハイアメリカ総領事館の前だった。果たして、ここがＣＩＡだとでも言うのだろうか？


    　中国共産党内部の権力闘争によって引き起こされた反日大暴動は、今や中国全土を揺るがしていた。現・国家主席・劉りゆう立りつ昌しようと、現・中央軍事委員会主席にして前・国家主席・江こう大たい明めいの権力闘争に、ナショナリズムが利用され、暴動に発展したのである。


    　暴動では、隆盛著いちじるしかったアクアスが反日の象しよう徴ちようとして利用された。そのせいで、大成功をおさめかけていた俺たちの金きん融ゆう商品ＫＫＣＳ（チェーンの新規店てん舗ぽを証券化して、投資家に資金を引き受けてもらい、出店を加速する商品）が、奈落の底へ突き落とされたのだ。この危機を回避しないとＫＫＣＳが行き詰まり、国際商業銀行が破は綻たんし、革命部グループは瓦が解かいする。


    　そんな危機の最中、海胴が俺たちに手を差し伸べてきたのだった。


    　タクシーは去った。海胴に続いて、入り口脇に設置された警備員詰め所に向かう。


    　海胴の姿を見た恰かつ幅ぷくのよい白人の警備員は、険けわしい顔で口にする。


    「なんの用ですか？　ここは一般人の立ち入りは禁止ですが」


    　俺たちを中国人だと思っているようだった。今は中国暴動の最中であり、反日がいつ反米に向かわないとも限らない。アメリカ人なら、中国人を警戒しても仕方のないタイミングだった。


    　ぶっきらぼうに海胴は応じる。


    「日本人だ。国務省対外戦略局アジア太平洋支局長、ラルフ・スタインを呼んでくれ。海胴総次郎と言えばわかる」


    「ああ、日本人？　海胴……なんですって？」


    　警備員は警戒の色を解き、名前を確かめてきた。


    「海胴総次郎だ」


    「はいはい、ちょっとお待ちくださいよ」


    　電話を持ち上げ連絡を取り始めたが、すぐに戸とま惑どった様子になって顔を上げる。


    「あなたの名前を伝えたとたん、電話の向こうでラルフが激げつ昂こうし始めたんですが……何なんですかね？」


    「さあな」


    　海胴は肩をすくめた。


    　警備員は押し黙り、海胴をしげしげと見つめる。


    「……」


    「来るのか？　来ないのか？」


    「大声すぎてよく聞き取れなかったんですが、来るようなことを言っていたような……」


    「そうか。では待とう」


    　海かい胴どうがそう言ったとたん──。


    　アメリカ総領事館の出口から、怒ど髪はつ天をつくような形相を浮かべた白人の大男が出てくるのが見えた。


    　大男はこちらを見み据すえ、一直線に向かってくる。タンクローリーが走っているように見えた。


    　みるみる近づいてくる男は、海胴を凝ぎよう視しして怒鳴りつけてくる。


    「貴様ッ！　どのツラ下げて俺の前に現れた!?　ぶち殺してやる！」


    　間近に迫ってもスピードは衰おとろえない。


    　あと一〇歩。


    　あと三歩。


    　……。


    　──え？


    　俺も莉り音おんも、そして警備員までが仰ぎよう天てんした。


    　大男は止まらず、そのままの勢いで、いきなり海胴を突き飛ばしてしまったからだ。


    　まさしく海胴は吹き飛び、杖つえと茶封筒を取り落とし、背中から道路に投げ出された。


    　莉音と俺は言葉につまり、目を見開く。


    「な……」


    　警備員が慌あわててラルフに駆け寄り、肩口をつかんでまくしたてる。


    「ちょ、ちょっとラルフ！　な、なんてことを!?」


    　大男──ラルフ・スタインは肩で息をし、海胴をいまいましげに見下ろしていた。


    　──い、いくらなんでも、海胴はもう老体だぞ!?　死んだんじゃないのか!?


    　一瞬そんな心配をしたが、海胴はヨロヨロと上半身を起こし、白人を見上げる。


    「久しぶりだ。おまえさん、ずいぶんえらくなったんだな。俺としては嬉うれしい」


    「抜かすかジジイ！　死んだころかと思っていたが、まさか俺のところに来るとはな！」


    　呼びかけられただけで、ラルフは地じ団だん太だ踏んで悔くやしがった。


    　海胴はせせら笑う。


    「なに、ちょっとした陰いん謀ぼうの相談だ。それもまた、久しぶりだな」


    「なるほど、俺の手で殺して欲しいようだ。目玉をくりぬかれて死ぬのと、香ホン港コンの暗黒街に売られて死ぬのと、どっちがいい？　長い付き合いだ。好きな方を選びやがれクソ野郎！」


    　アメリカ総領事館前には、人だかりができ始めていた。


    　大男の白人が、中国人に見えなくもない老人をいじめる構図──。


    　まわりの群衆は、敵意を持ってラルフを睨にらみつけていた。


    　ラルフは往来を見回し、逆に群衆に怒りをぶちまける。


    「なんだッ！　何を見ている!?」


    「ラルフ、落ち着いて。いったいどうしたんです!?」


    　警備員がラルフに食い下がった。


    「俺とこのクソジジイの問題だ。口を出さないでくれ」


    　海かい胴どうはヨロヨロと起き上がり、杖つえと茶封筒を大事そうに取り上げた。


    　海胴は杖をつく。杖に寄りかかるのは珍しい。ぶち当たられて、さすがにダメージを喰らったのだろう。


    　恰かつ幅ぷくのいい警備員は、海胴に近寄って声をかける。


    「大丈夫ですか？」


    「心配無用。俺とラルフの話し合いだ。悪いが下がって欲しい」


    　海胴からもラルフからも「下がれ」と言われ、警備員は不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で引き下がった。警備員詰め所には戻ったが、心配そうにこちらを眺めている。


    　立ちつくしているまわりの野や次じ馬うまたちにも、海胴は声をかける。


    「おまえらも、下がれ！　これは話し合いだ。喧けん嘩かじゃない」


    　俺にはどう見ても話し合いには見えなかった。


    　海胴の剣幕に圧おされ、あたりに集まっていた人々は何度も振り向きながらも、それぞれ再び雑踏の中へ戻っていく。


    　ラルフは海胴に向けて手を払う。


    「帰れ疫やく病びよう神がみが！　俺たちにとっちゃ、貴様なんぞゴミでしかないんだよ！　いや、ゴミ以下だ。ダニみたいなもんだ！」


    「ラルフ、話を聞いてくれ。でないとマズイことになる」


    「マズイだと？　誰にとってマズイんだ、クソ野郎!?」


    「もちろんおまえさんにとってだ。穏おん便びんに済ませたい」


    　海胴の言葉に、ラルフはさらに逆上した。


    「なにぉぉおおお!?　まさか貴様、俺を脅きよう迫はくするつもりなのか!?」


    「話を聞いてくれればそれで済む。ちょっとした取引がしたいだけなんだ。頼む」


    「断る、クソが！」


    「俺はもう老い先短い。老人の最後の願いだと思ってくれないか？」


    　海胴は腰を折り曲げ、今度は頼み込むような素振りを見せた。


    「なんだ、今度は泣き落としのつもりなのか？　おまえがまだ死んでいないことが、俺には残念なくらいなんだぞ!?」


    　ラルフは息巻いた。


    　泣き落としは通用しないと見てとったのか、海胴は急にスックと胸を張り、ドスの利きいた声を響かせる。


    「取引だ、ラルフ。俺はおまえの不正の情報を握っている」


    　ラルフは鼻でわらう。


    「中国風に言えばだ、天地神明に誓ちかって言える。俺は不正など働かない。貴様のようなゴロツキと違ってな」


    「……言い方を変えよう。俺は、おまえさんの不正を捏ねつ造ぞうできる。貴官と俺が一緒に活動していたとき、いかに悪逆非道の汚お職しよくに手を染めてきたか、特別委員会にでも密告してやろう」


    「こッ、このクソ悪魔が！　死ぬがいい！」


    　泣き出しそうな顔でラルフは叫んだ。


    「貴官になら殺されても構わない。最後の願いだ。聞いてくれ」


    　海かい胴どうとラルフは無言で睨にらみ合う。


    「……」


    「……」


    　しばらく沈黙が続いた。


    　やがてラルフは根負けしたのか、海胴から視線をそらす。


    「……貴様のようなヤツを我がアメリカの領内に入れるわけにはいかない。だから中はダメだ。そこの公園で立ち話とさせてもらう」


    



    
      ◇

    


    



    　公園と言っても樹じゆ林りんなどはなく、にわか作りの一面コンクリートといったところだった。しかし場所だけは広く、近所に住んでいるらしい老人らが身体を動かしたり、談笑にふけっているのがチラホラと目につく。平日の真っ昼間ということもあり、若い人は多くない。


    　そんな味気なく見える公園の入り口の傍そば、ラルフが、海胴に無言で付き従う俺と莉り音おんに不審の目を向ける。


    「ところで何なんだ、ジジイが引き連れている若造は？」


    「事情を知らず恐きよう縮しゆくです。革命部、羽は月づきです。今回の上シヤン海ハイ暴動で、アクアスが危機にありまして、それで街中を歩き回っています」


    　すかさず俺は自己紹介した。海胴から、ボディーガードだの脳筋だのと呼ばれたらたまらない。それに、身分を打ち明けもせず会話に聞き耳を立てるのは不自然だと思ったのだ。


    　ラルフは俺の姿を上から下まで見回し、息をのむ。


    「革命部だと？　アレか！　ＩＣＢとかいう銀行のヤツらか」


    「そうです」


    「なんでクソジジイと一緒にいる？」


    「なりゆきみたいなものですが……」


    　うまい説明が見つからず、俺は言葉につまった。


    「ほおう、それだけでわかるよ。ジジイはそういう男だ。やることなすこと意味不明。いいか若造ども。忠ちゆう告こくしておいてやる。このジジイには関わるな。地獄を見るぞ」


    　おどけた調子で莉音が口をはさむ。


    「そのアドバイス、早く聞きたかったわね。私たち、あやうく殺されるところだったの」


    「なにぃ？　てめぇたち、じゃあなんで生きてるんだ？」


    「偶然……なのかな？」


    　莉り音おんが首をかしげて俺を眺めやってきたので、うなずいた。


    「ええ、たまたまです」


    「ふん。殺したいときはいつでも殺せる。ほんの気まぐれで生かしてやっているだけだ」


    　そっぽを向いたまま海かい胴どうが吐き捨てた。


    「ケッ、クソジジイ。用件を早く言え。俺の貴重な時間を一〇分だけ与えてやる。貴様ごときに、破格の待遇だぞ」


    「そう急せくな。江こう大たい明めいの件だよ。劉りゆう立りつ昌しようを助け、江大明を追い落としたい」


    　ラルフが眉み間けんにしわを寄せる。


    「……ジジイになんの関係がある？　そりゃ劉立昌の方が日本の国こく益えきに合っているだろうが、わざわざてめぇが出しゃばるほどか？」


    「そんな話はいいんだ。要は、江大明を追い落とせれば、それでいい」


    「ワケを言え。まさか日本の国益のために、クソジジイが自みずから出で張ばってきたってのか？　勘かん定じようが合わんだろう。そんな計算もできないくらい頭が衰おとろえたのか？」


    　そこまで言って、ラルフは海胴を指差す。


    「言っておく。俺は日本が嫌いだ。貴様がいるからだ。貴様さえいなくなれば、少しは好きになれそうなものを……」


    　眉ひとつ動かさず、海胴はラルフを見み据すえる。


    「江大明が復権して、いいことなどひとつもなかろうが。日本にも、アメリカにとってもだ」


    「はん、俺に言わせればだ、江大明にやらせときゃいいんだよ。ナショナリズム？　愛国無罪？　日本にでも台たい湾わんにでもインドにでもアメリカにでも、派手に戦争ふっかけりゃいい。好きにさせとけ。そうすりゃ、中国は勝手に破滅する」


    「破滅させたいのか？　それともアメリカに、中国を分割するプランでもあるのか？」


    「そこまでＣＩＡは関わらねぇよ。情報を分析して、本国に送ってるだけだ。あとは勝手にしやがれ」


    　予想外だと言わんばかりに海胴はラルフをのぞきこむ。


    「昔の貴官なら、もっと積極的に関わっていたはずだが」


    「ケッ、どこぞのクソジジイのせいで、痛い目を見てるからな。深く首をつっこむのはごめんなんだよ。俺もちょっとはえらくなった。わざわざ命を削る工作なんざやってられっか」


    　ラルフは肩をすくめた。大男だけに、山が動くような大おお仰ぎような動作だ。


    　海胴は応えず、抱かかえていたＡ４サイズの分厚い茶封筒を、おもむろにラルフへ投げやった。


    　無意識でラルフは封筒を受け取る。


    「なんだ？」


    「プレゼントだ。取っておいてくれ」


    　いぶかしみながら、ラルフは封筒の書類を取り出した。


    　ふいに、書類に目を走らせるその顔付きが変わった。


    「ちょっと待て……こいつは……」


    「日本の政治家、官かん僚りよう、財界人、裏社会……そのスキャンダルが盛り込んである。今後一〇年は有効だろう」


    　淡たん々たんとした口調で、海かい胴どうは言った。


    　ラルフはページを次々とめくり、何やら小さくうなった。


    　そして海胴に視線を戻し、やっとのことで言葉を絞り出す。


    「こいつは……どんな罠わなだ？」


    「日本人は正面切った喧けん嘩かには強いが、謀ぼう略りやくとなればアングロサクソンや中国人の足下にも及ばない。俺が死ねば日本政界は変わる。どうせ他国に操あやつられるなら、ＣＩＡの方がマシだ」


    「……この情報が真正だと、俺に信じろというのか？　大方、日本にとって都合のよいようにスキャンダルが改ざんされているだろう。貴様のやりそうなことだ、クソ野郎」


    「どう思おうと勝手だ。代わりに、中国の権力闘争では力を貸してもらう」


    「俺は貴様を殺したいんだ」


    　ラルフは汚けがらわしいものだと言わんばかりに、茶封筒と書類を海胴に投げ返した。


    　とっさのことに海胴は受け取れず、封筒は地面に落ちる。書類はバラバラと音を立てたが、クリップで留まっているため散らばるのは避けられた。


    　海胴はわずかに地面に目をくれたが、それを拾おうともしなかった。


    　今度は懐ふところに手をやり、折りたたんだ書類の束を取り出した。数十枚の書類を、乱雑に三つ折りにしてあるだけのものだ。
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    　海かい胴どうは近づき、その束をラルフに差し出した。


    　双方、無言で動きを止める。ナイフを突き出すように、束をラルフの胸元に突き付けている海胴。鋭い視線で、書類を凝ぎよう視ししているだけのラルフ。


    　……。


    　…………。


    　動かない。このまま物別れに終わってしまうのではないかと思われた。


    　時間だけが過ぎていく。この公園のなかで、俺たちのまわりには異質な空気が漂っていた。


    　しびれを切らしたのか、先に動いたのはラルフだった。


    　もぎ取るように書類の束を奪い取った。せわしなく書類を広げる。どうも海胴は、ラルフの扱いに慣れているように見える。


    　すばやくラルフは書類に視線をはしらせる。


    「こんなことが……あっていいはずがない……」


    「はじめに言ったろう。貴官に選択肢はない。俺と貴官が組んでいた時期のこと、貴官の汚お職しよくを完かん璧ぺきにでっち上げることができる」


    　無表情で、海胴は言った。


    　ラルフは書類に目を落としながら、ブルブルと震ふるえた。


    「こんなものはウソだ！　貴様と俺が共犯になっているじゃないか!?　貴様だってタダでは済まないぞ!?」


    「その情報は事実だ。金は俺が頂いただいた。貴官にも金を回したことになっている」


    「な、なんだと!?」


    　ラルフは大きく目を見開いた。


    「……俺はもう年だ。今さら痛くもかゆくもない。だが、役人として出世した貴官には痛烈だろう」


    「俺は秘密口座なぞ作ったことはない！　汚職に手を染めたこともない！」


    　ラルフは絶叫した。


    「同じことを、特別委員会で証言するんだな」


    「……はやく地獄に墜おちるがいい、クソ野郎……」


    　身体からだを激しく打ち震えさせ、ラルフは絞り出すように言った。悔くやしくて悔しくてたまらないのだろう……。


    　俺はさすがにラルフ・スタイン氏が可哀相かわいそうだった。ふたりのやりとりを聞く限りでは、ラルフは忠ちゆう実じつな公務員であり、何も悪くない。


    　しかし海胴は容よう赦しやなかった。


    「ＣＩＡは、いくつかの企業や公共団体を通じて、劉りゆう立りつ昌しようと江こう大たい明めい、双方の派は閥ばつに金を流している。見み紛まごうことなき、アメリカとの癒ゆ着ちやくだ。その明白な証しよう拠こが欲しい」


    「それがどうした!?　ゴミのように小さな金だ！　単にコネクションを維持するための最小限の工作資金にすぎない！　日本の情報機関とて、そのくらいの金は流しているだろう!?」


    「大事なのは、アメリカとの癒ゆ着ちやくという点だ。中国人は、日々アメリカの謀ぼう略りやくにさらされていると考えている。中国を弱いままに留とどめておこうとアメリカがたくらんでいると、中国人は怒っているのだ。そこにアメリカと上シヤン海ハイ閥ばつが癒着しているという情報が出てきたとしたなら……江こう大たい明めいはむろん、タダでは済むまい」


    　静かに、だが明めい瞭りような口調で海かい胴どうは言った。


    　その話はよくわかった。アメリカと中国の暗闘を、莉り音おんから聞かされていたからだ。アメリカが世界各地で行おこなう謀略活動は有名だが、近年は中国に対してしかけられることが多い。


    　たとえば中国政府は、国家主席の専用機にする予定で、二〇〇二年、ボーイング社から旅客機を購入した。実はこの専用機の機内には、巧妙に細工された盗聴器がしかけられていた。反米デモが発生することを恐れた中国政府は、この情報を隠しつづけ、報道を抑え込むことに必死になった。


    　また、こんなケースもある。中国政府がインターネットを規制していることに対抗し、アメリカ政府が資金を拠きよ出しゆつしているラジオ局は、ネット規制を打ち破る活動をひそかに援助している。中国共産党からの弾圧の対象になっている宗教団体・法ほう輪りん功こうの信者であるプログラマーらに、共産党が開発したセキュリティシステム、ファイアウォールを軽々と突破できるソフトウェアを開発させ、配布しまくった。電脳空間においても、中国政府とアメリカ政府の駆け引きが行われているのだ。


    　事態が明らかになるのは常にごくごく一部であり、今でも極ごく秘ひ裏りにしかけられつづけているものは多いに違いない。しかしラルフは大きく手を払う。


    「そんなものは日常業務の範囲内だ！　日本とて、やっているだろう!?　中国だって同じことをアメリカや日本にやっている！　中国に、アメリカの軍事技術がどれだけ盗まれたと思ってるんだ！」


    　アメリカの工作が大規模かつ強力であることは確かだが、それでもラルフの意見にも一理ありそうな気がした。この程度のことまで粗あら探しを始めたら、ＣＩＡは何もできない。それにラルフが指摘するように、中国の少なくない軍事技術が、アメリカかロシアから盗用したものだと言われている。


    　細かいことを指摘しだせば、日本もイギリスもロシアも中国もどこもかしこも、各国すべての情報機関の仕事がなくなってしまう。個別の事象が良いか悪いかは別として、ＣＩＡとしては陰謀をたくらんでいるというより、通常の業務をやっているにすぎないはずである。


    「そんなものはどうでもいい。大事なのは、中国人がどう見るかだ。確固たる証しよう拠こが欲しい。提供してくれ」


    「断る！　貴様なぞに屈するものか！」


    　海胴は、ラルフの涙声を気にも留めずに続ける。


    「ひとつ、情報をくれ。共産党中央を通して、マスコミに流す。アジア太平洋政策では、今や貴官が総責任者だろう？　ひとつくらいのルートが潰つぶれたとて、貴官にとって痛くもかゆくもない。むろん、ＣＩＡのような大諜ちよう報ほう機関にとってもだ」


    「貴様ごときがＣＩＡの政策判断をするな！」


    「貴官があまり重要と考えないルートでいい。ほんのひとつ、たったひとつだけでいいんだ」


    「絶対に、ダメだ！」


    「ならば……昔の情報を俺は売るしかない。貴官の犯罪の証しよう拠こだ」


    　ラルフは血ち眼まなこで叫ぶ。


    「き、貴様ぁぁぁあああああああ……！　殺してやる……ＣＩＡなんて関係ない……。こっちは世界中のヒットマンを知ってるんだ。俺が個人で、貴様にヒットマンを放ってやる……」


    　そんなラルフの言葉を海かい胴どうは無視し、地に落ちたままの封筒と書類を拾い上げた。


    　そして静かに、ラルフに手渡す。


    　なぜかラルフは抵抗せず、放心したようにそれを受け取った。悔くやしすぎて、何も考えられなくなり、抵抗することを忘れていたのかもしれない。


    　海胴はやさしく言葉をかける。


    「俺はもうこの年だ。俺さえいなくなれば、貴官が日本でやりたかったこと、そのすべてができる。方針の違いから別れることになったが、貴官は邪じや道どうなことをしない人物だと俺にはわかっている。どうかこれだけは信じてくれ……俺は貴官を尊敬していた」


    「くっ……ウソ八百を並べやがって……」


    「貴官なら、アジア太平洋地域の平和を維持できる。託せるのは、世界広しといえども、貴官しかいない」


    　わずかに声のトーンを落とし、海胴は続けていく。


    「今日が貴官との最後の別れになる。貴官には辛つらい思いをさせた。許さなくていい。すまなかった」


    　ラルフは、クマのように大きな身体からだを打ち震ふるわせ、何かを堪こらえているようだった。


    　悔しさなのかは、わからない。感情を押し殺すようにラルフは唇をかみしめ、不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵を見るように海胴を睨にらみつけ続けた。


    　海胴はその視線をしっかりと受け止め、唇を引き結んだまま直立不動。


    　ラルフは息を荒らげた。目の前の仇きゆう敵てきを、心から殺したいのかもしれない。


    　やがてポツリと、吐き捨てるようにラルフは口にする。


    「一時間だ」


    「……」


    「待ってろ」


    　それだけを言って、ラルフはアメリカ総領事館へ引き返していってしまった。


    　俺たちは取り残された。どうしろというのだろうか。


    　海胴は、背筋をピンと伸ばして、兵士のように立ったままだ。


    　俺と莉り音おんは海胴に声をかけたが、完全黙殺された。仕方なく俺たちは公園のベンチに座り、時が経つのを待った。


    　一時間が過ぎた。しかしラルフは戻ってこない。


    　このまま置き去りにされるのかもしれない。さっきのやりとりなら、このまま放置されても仕方ないと思える。ヒットマンを放たれる可能性だってありえた。


    　だからといって、海かい胴どうだけ残して帰るわけにもいかない。


    　ベンチに座って待つ俺たちもけっこう辛つらいのに、不動の姿勢で待つ海胴は並みの男ではない。とうてい老人とは思えない精神力だ。


    　やがて一時間一五分も過ぎたころ……クマのような大おお股またで、ラルフが封筒を抱かかえて戻ってきた。俺と莉り音おんは慌あわてて立ち上がり、海胴の傍そばへ小走りに走る。


    　俺たちの前にやってきたラルフは、おもむろに書類を海胴に投げ出した。


    　ラルフは言葉を震ふるわせる。


    「俺が望むものはただひとつ。貴様の死だ。一秒でもはやく貴様がこの世から消えてくれるよう、これから毎日、俺は神に祈ることにした」


    　言い残したのは、たったそれだけ。


    　すかさずラルフは反転し、足早に去っていってしまった。


    



    
      ◇

    


    



    　翌日。


    　海胴は必ずやってくると思い、朝七時前には起き、いつでも出発できる準備をして莉音とともにホテルで待っていた。海胴が「また来る」と言っていたのだ。


    　海胴からは、昨日ラルフ・スタインから預かった書類のコピーを渡されていて、「自分になにかあった場合は郭かく首相にこれを届けろ」と言われていた。もっとも俺たちには、郭首相とコンタクトを取れるようなコネクションはなかったのだが……。時間をかければ会うことはできるだろうが、そんな悠ゆう長ちようなことは言っていられない。


    　俺たちは待った。しかし八時を過ぎても来なかったので、ルームサービスで軽い朝食を済ませ、テレビで暴動の続報を聞いていた。


    　そろそろ一〇時になろうとしていたが、いまだ海胴はやってくる気配がない。


    　莉音も俺もイラつき始めていた。


    　一〇時半。思いあまって俺は、星せい河が国際大飯店に連絡をいれた。先日、海胴と郭首相に招かれたホテルである。高い確率で、二一〇一号室に宿泊していると思われたからだ。しかし星河国際大飯店によると、海胴なる人物は宿泊していないし、記録にもないという答えしか返ってこなかった。


    　それ以上の連絡先を知らない。教えろと何度か言っても、海胴はいつもの調子で完全無視しやがったのである。だから、俺たちと合流したいなら、海胴の方が来るしかないのだ。


    　時刻は昼になろうとしていた。海胴が来る可能性は高く、勝手に出かけることはできない。


    　莉音も俺も、ひたすらイライラした。なんという自己中心的な男だろうか……。


    　ふたりで枕まくら投げをしたりしてストレスを解消しようと試こころみたが、余計に鬱うつ憤ぷんが溜たまるばかりだった。


    　無駄な時間を過ごすくらいなら、宋そうさんと合流してアクアスの現状を調べたい。だがしかし、海かい胴どうがやってくる可能性は高いのだ。


    　一五時。現れる様子はない。


    　俺たちはひたすら待ちつづけた。


    　二〇時。時間だけが過ぎていく。


    　結局この日、海胴はやってこなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　さらに次の日。


    　莉り音おんと一緒にルームサービスを済ませたあと、俺はテレビを見ていた。莉音は奥の部屋に移り、パソコンを叩たたいている。


    　俺もメールチェックでもしようと思った矢先、トントンとドアが叩かれた。


    　──まさか、海胴……？


    　時計を見ると、時刻は九時を少し過ぎたところ。


    　俺は駆け寄ってドアを開けた。


    「やあ、巳み継つぐくん。元気そうだね」


    「一かず馬まおじさん！」


    　ボルサリーノ製のソフト帽を被かぶった、スーツ姿の一馬おじさんだ。


    　職業、冒険家。羽は月づき一馬──言わずとしれた莉音の父親であり、俺の叔お父じである。


    　おじさんは身ひとつで世界中を飛び回る。僻へき地ちや山岳地帯への冒険となればそれなりの装備を用意するが、普段はこの格好なのだ。もう四〇歳のはずだが、すらりとした背せ丈たけに無駄のない筋力は、おじさんを若く見せている。なかなかの男前だと思う。


    「兄さんは元気かい？」


    　一馬おじさんの言う「兄さん」とは、俺の父親のことである。


    「怒ってますよ、いつも。アイツはまたどこほっつき歩いてるんだって」


    「ハハハ、兄さんには元気にしてると伝えておいてくれ。沙さ織おりちゃんたちは？」


    「元気です。一馬おじさんに会いたがってますよ。今度ゆっくり話をしてやってください。今はどこに行ってるんですか？」


    「最近までちょっと南極にね。その後、イラン入りしていたんだけど、莉音からこうして呼び出されちゃってさ」


    　声を聞きつけたのか、莉音が奥の部屋から飛び出てきた。


    「お父さん！　早かったわね」


    「さあ、積もる話は外でしよう。もうすぐ約束した時間なんだ」


    　持つものもとりあえず、俺たちは一馬おじさんに従ってホテルを出た。


    　タクシーに乗り込んですぐ、俺は訊きいてみる。


    「話は聞いてるんですか？」


    「細かいことは莉り音おんからメールで聞いてるよ。江こう大たい明めい一派の汚お職しよく情報でいいんだろう？」


    　莉音がうなずく。


    「うんと激しいのがあると良いんだけど」


    「どうかな。でも徐じよさんなら必ず手を差し伸べてくれるだろう。莉音と巳み継つぐくんは六、七年ぶりくらいだ」


    「そうよね。もうそんなになる」


    「ちょっと待って。徐さんって誰？」


    　俺が戸と惑まどうと、莉音が教えてくれる。


    「ほら、昔みんなで、何度か横よこ浜はまの中華街に行ったでしょう。そこの中華料理店の店長だったお爺じいちゃん」


    「え？　……あ。そういえば、憶おぼえてる。いたなぁ、うん」


    　子供のころ、よく一かず馬まおじさんに横浜へ遊びに連れて行ってもらったものだ。そのとき、必ずといってよいほど寄った中華料理店があり、徐さんはそこの経営者だった人である。横浜の中華街でも一、二を争うほど大きくてリッパなお店だったが、一馬おじさんが出向くといつもニコニコして顔を出してくれたお爺さんだ。


    「へぇー……あのお爺さん、今、上シヤン海ハイにいるんだ」


    「こっちに越してきたんだよ。もともと上海出身なんだ」


    　一馬おじさんは笑顔で言った。


    　──でも、こんなときに、なつかしいお爺さんに？


    　聞いてみようと思ったら、莉音が別の話題を出す。


    「ミクシムはまだスポンサーやってくれてる？」


    　ミクシムとは東とう証しよう一部上じよう場じようの大手ゲームソフト企業だ。俺たちは以前、事業を二〇〇億円近い価格で売却したことがあり、その際に莉音が、一馬おじさんのためにスポンサー営業をしていたのだった。


    「ああ、おかげさまだ。とりあえず今年いっぱいは、毎月一〇〇万円もらうことになってる」


    「スポンサーとの関係作りはちゃんとしなきゃいけないわよ？」


    「大丈夫さ」


    　余よ裕ゆうたっぷりの一馬おじさんを、莉音はのぞきこむように見る。


    「本当？　お父さんひとりだと不安なのよね」


    「どうして？　一馬おじさんだってやってきただろ」


    　俺は一馬おじさんへの助け船を出した。


    「だって、今まで長いこと私がやってたことだからねー。スポンサーへの営業、書類作り、報告、広告への協力、その他もろもろ！」


    「ハハハ、ちっちゃなころから莉音はリッパにこなしてたよ」


    　一かず馬まおじさんはヒザを叩たたいて他ひ人と事ごとのように笑った。


    「いいこと、お父さん。企業に成果を納品するんだからね？　それ、忘れちゃダメよ」


    「小学生だった莉り音おんが一生懸けん命めいスポンサーに話している場面を思い出したよ。あんなに小さい冒険家は、世界中どこを探したっていなかったろう。みんな莉音がやってくるのを楽しみにしていたものだよ」


    「スポンサーのところにまで、小さな莉音を同席させていたんですか？」


    　冒険譚たんはたくさん聞いてきたが、スポンサー営業に子供の莉音も同席させていたなんて聞いたのは初めてだ。


    「そうよ。信じられる？　私、昔はそれが普通だと思って、頑張って営業することになんの疑問も抱いだかなかった」


    「本当に可愛かわいらしかった。あれで仕事を出さない企業なんてひとつもなかったな。一撃だよ」


    「私をダシにしてたってわけ？」


    「それもある。でも、冒険に連れ出す前の莉音は泣き虫で、気が弱くて、虫一匹殺せない子だった。母さんが亡なくなったとき、ずっとずっと泣きっぱなしだったろう？　だから俺は、そんな莉音をひとりにしておけなくて、冒険に連れ出してみたんだ。今思えば、かなり無茶なことをしたと思っているけどね」


    「あー、思い出したくない……。そういえば私、日本を離れた最初のころ、怖くて毎日泣いてた……」


    　莉音は額ひたいに手を当ててうんざりした表情を見せた。


    「フフ、火を熾おこすだけで泣きわめいてたからな。初めて莉音とカナダの樹じゆ林りん地帯に入った日、巨大なクマに遭遇したんだけど、莉音が俺に飛びついて悲鳴を上げながら泣き始めちゃって。クマに対応するどころじゃなかった。でも、あまりの絶叫にクマの方がビックリして、一目散に逃走してしまったよ。クマには可哀相かわいそうなことをした」


    「莉音にも、そんな時代があったんですか……」


    　莉音の優れた冒険譚しか知らなかった俺には、意外なことだった。今までよりもっと莉音が身近に感じられた気がする。


    　一馬おじさんが財布を取り出し、はさんである写真を俺へ見せてくる。


    「ほら、これがその直後の写真だ。急いでカメラを取り出して、莉音をダッコしながら撮ったんだよ」


    　俺は写真をのぞきこんだ。


    　小さな莉音が一馬おじさんの腕のなか、大きな口を開けて滝のように涙を流している姿──。


    　一馬おじさんがこの一枚を財布におさめている理由がわかった。見ているだけでやさしい気持ちになれるような、すごく愛らしい写真だ。


    　莉音はたちまち赤くなり、一馬おじさんにつかみかかった。必死で写真を奪い取ろうとする。


    「ちょ、ちょっとやめてよ!?　まだそんな写真持ってるの!?　巳み継つぐには見せないで！」


    「ははは、いいじゃないか。こいつは俺のお守りなんだ」


    　一かず馬まおじさんはうまく莉り音おんの手をさばきつつ、急いで写真を財布にしまいこんだ。


    「ずっと昔のことなんだから、もう巳み継つぐに見せたりしちゃダメよ！」


    　莉音がなじると、一馬おじさんは笑顔で応じる。


    「いいじゃないか。むしろ誇らしい写真だ」


    「可愛かわいい写真だったぞ。俺もお守りに欲しい」


    「ダメ」


    「今度俺が家に帰ったら、巳継くんにはこっそり他の写真も見せてあげよう。このころの、莉音の愛らしい写真がたくさんあるぞ。いっつも泣いてばかりのヤツだけどな」


    「見たいです、すごく。ぜひお願いします」


    　俺は何度も深くうなずいた。


    「お父さん！　そんなこと言うんなら燃やしちゃうから！」


    「そ、それは困る……俺の宝物なんだ」


    「じゃあ絶対ダメ！　わかった!?」


    　念を押すように莉音は厳しく言った。


    　一馬おじさんは残念そうな表情で、俺を向いて肩をすくめる。


    「と、いうわけだ。ごめんな巳継くん。また今度にしよう」


    　莉音がため息をつく。


    「まったく、お父さんから目を離せないわね……。私には、お父さんがひとりでスポンサーに営業したり、テキパキと報告してる場面なんてちょっと想像できないわよ。スポンサーより自分の興味を優先するタイプだから。長く仕事として続けるつもりなら、それじゃ困っちゃう」
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    「ちゃんとやってるさ。冒険費用もやりくりできてる。好きなこともやれてる」


    「お父さん、理想主義者だから。企業とは、ちゃんと成果としてやりとりしないと愛あい想そ尽かされるわ。スポンサーが自分の理想についてきてくれるって信じてる。夢物語よ」


    「わかってる。でも、夢物語でいいじゃないか」


    「それで暮らしていけるのならね」


    　そう言いつつ、莉り音おんは頭を抱かかえる。


    「……あー、なーんか、このやりとり、私が悪者みたいでやな感じ。少年の夢を叩たたきつぶす理解不足の先生役っぽい」


    「人間、どこで何をやっても暮らしていけるものだ。地球上、海でも山でも、たいていのところに食べるものはある。その気さえあれば飢うえ死になんてしない。サバイバル技術なら、莉音にもすべてを教え込んだはずだが」


    「じゃあ聞くけど……仮にアフリカの奥地へ冒険に行って、そこで一いち文もん無しになったらどうするの？」


    「河にもジャングルにも、食べるものならたくさんある。生きる糧かてを得るために身体を動かすのは、なかなか良いものだ」


    「そうじゃなくて、飛行機代がないと日本に帰れないでしょ？」


    「泳いで帰るよ。莉音が待ってるからな」


    　クスリと莉音は吹きだす。


    「あはは、お父さんならホントに泳いで帰ってきそうで困っちゃうな」


    「自分の食い扶ぶ持ちくらいはなんとかするさ。人間その気なら、どこで何をやっても生きていける。スポンサーがつかなくなるなら、それもいい」


    「もし誰もスポンサーになってくれなくなったら、革命部がなってあげる。必要なら、いつでも言ってね。私たち、今までお金でたくさん苦労してきたけど、これからはもう、その心配はいらないからね、お父さん」


    「俺はやりたいこと、やるべきことをやってる。そんな俺の勝手に、スポンサーが広告費を出してくれているだけでもありがたいことだ。だから、なくなっても不満はないよ。莉音も巳み継つぐくんも、自分たちの冒険に全力を挙あげればいい。俺の心配は無用さ」


    　そう言って一かず馬まおじさんはニッコリ微笑ほほえみ、俺と莉音を眺めやってくる。


    「莉音も巳継くんも、本当に成長してくれた。革命部のニュースを見かけるたび、嬉うれしくて仕方がなかったよ」


    「ぜんぶ莉音のおかげです。ジェットコースターに乗ってる気分ですよ」


    　俺は肩をすくめた。


    　莉音はおでこに手を当てる。


    「でも今回、大ピンチ。このタイミングでＫＫＣＳを中国に持ってきたのは、私の判断ミスだったと思う。ここ一番で、どうしてこんな風に間違っちゃうのかしら……」


    「そうは思わないな。最初から俺たちは危険を理解してたじゃないか。その上で、俺たちはスピードを取ったんだ。綱渡りだと知っていても、やるしかなかったんだって。綱から落っこちる覚悟なんて、端はなっからできてるよ」


    「バッシングに遭あうのは巳み継つぐと恒こう太たなのよ。ううん、それで済めば良い方。ひどい死に方をするかもしれない」


    「仕方ないって。革命か、しからずんば死か。そうだろう？」


    　俺は強く言った。そのくらいの気構えがなければ、成なし遂とげられるわけもない。


    　そんなやりとりをしているうちに、タクシーは目的地に着いた。
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    　上シヤン海ハイの高級マンションが連つらなる一帯。


    　中でも大きなマンションを俺たちは見上げていた。警備員があたりを歩き、エントランスは黄金で飾り立てられているようだ。日本にも、これほど煌きらびやかなマンションはない。中国の貧ひん富ぷの差を、まざまざと見せつけられる建物だった。


    　一かず馬まおじさんのあとについて、最上階へ上がる。


    　エレベータを下りると玄関になっていた。一階ごとに、ひとつの階が丸ごと邸宅である。


    　ガラス張りの広々とした玄関から見渡せる上海の光景に、俺は息をのんだ。見渡すビル群はどれも、空を突き刺さんばかりの勢いである。そしてビルの波間を雲のように覆おおう光化学スモッグ。くぐもった空気によって地平線を見渡せないため、世界は高層ビルだけで埋うまっているように錯さつ覚かくしてしまう。拡大する上海の熱気を、肌で感じられるような場所だった。


    　しばらくして、白い髭ひげを生やし、少し太ったお爺じいさんがやってきた。


    「徐じよ先生、ご無ぶ沙さ汰たしております」


    「一馬くん！　ようこそ。それから、子供たちも」


    「こんにちは」


    「こんにちは」


    　一馬おじさんは、窓の外に視線をはしらせた。


    「よい眺めだ。上海の景色も変わったものですね。経済成長の真っ直ただ中なかにいる匂いがします」


    　徐さんはにこやかに応じる。


    「発展しているのは大都市だけですよ。少し奥地に行けば、昔変わらぬ景色が広がっています」


    「いえ、日本の成長期にも引けを取らないスピードです。いにしえの中華帝国の復権を、肌で感じることができますね」


    「買いかぶりすぎです。中国の経済成長が八％で続いていると言われていますが、そんなものは真っ赤なウソですよ。中国の根本は農業国であって、人口の大半も農村におります。彼らはいまだ置いてけぼりの状況にある。もし共産党発表の経済成長八％を信じるとするなら、都市部が経済成長三〇％を上げないと達成できない数字です。実態は半分──四％もありません。外貨に頼らねば経済を維持できない。日本、アメリカ、ＥＵに本当の意味で追いつけるのは、とほうもない将来になるでしょう」


    「しかし中国のすごいところは独裁制を維持できていることです。都市部の利り益えきを、農村に回さずに発展している。日本では考えられなかった舵かじ取りです。少なくとも都市部だけは、世界経済で重要な役割を担になうことができる」


    「天てん朝ちようの存在が身体からだに染しみついているのですよ、中国人は。私としては孫そん文ぶん先生の三さん民みん主義を見つめ直して欲しいと思うところですが、なかなかに……」


    『天朝』とは、中国風の王朝を意味するものだ。最近では、中国共産党を示す隠いん語ごにもなっている。


    　古来、中国には数多くの王朝が生まれ、そして消えた。生誕と滅亡の狭はざ間まには、さまざまな戦争や権力闘争が繰り返されてきた。


    　中国王朝の交代劇は、『易えき姓せい革命』がベースにある。易姓革命とは「天が王朝を選ぶ」という考え方だ。天下を統一するだけの武力を持ち、「俺は天に選ばれた」と宣言すれば、誰でも新王朝を創ることができる。この易姓革命という概がい念ねんをもってすれば、チンピラだった劉りゆう邦ほうが漢かんの皇帝になったのも、物もの乞ごいだった朱しゆ元げん璋しようが明みんの皇帝になったのも、中国人にとってはごく自然のことなのである。たとえ、日本人には瞠どう目もくすべきことであってもだ。その歴史が始まったときから王朝や伝統が変わらない日本とは、まるで別世界なのである。


    　中国では、次々と王朝が交代し、創造と破壊が繰り返される。伝統は中断し、文化財は破壊され、長い歴史を有しながらも、それを感じさせるものがない。乱世だけに限定すれば、中国は究極無比の、完全実力主義社会であると言えるだろう。


    　中国共産党を天朝になぞらえるのは、乱世に毛もう沢たく東とうという英えい傑けつが天下を制し、新王朝を樹じゆ立りつしたと見ることができるからだ。これこそまさに、古来から続く易姓革命そのものなのである。


    　ふと徐じよさんは、俺たちになつかしそうな視線を向けた。


    「あのころの子供たちが……大きくなりましたね」


    「やんちゃな娘息子で困ったものです」


    　莉り音おんが訊きく。


    「徐さんはいつこっちに越してきたの？」


    「五年前です。横よこ浜はまでは中華料理店を営いとなみ三〇年暮らしましたが、引退してこちらにやってきたんですよ。住み慣れた横浜がなつかしくてなりません。おふたりは高校生ですか？」


    「うん」


    「きかん坊にも拍車がかかり、最近では革命部という会社をやっているんです。徐先生にバックアップ願えたらと……」


    「……革命部？　あなたはテレビで……あの世界的に有名な革命部……？」


    　徐さんがまじまじと俺をのぞきこんできたので、うなずいた。


    「世界は大げさかもしれませんが、その革命部です」


    「まさか……一かず馬まくんの子供たちだったとは……。いや、ふたりを憶おぼえていなかったわけではないんですが……結びつきませんでしたよ。これはこれは、驚きです……」


    　そうして徐じよさんは、俺たちを奥座敷へ招き入れた。
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    「中国共産党で起こっていること、徐先生は把は握あくしておられますね？」


    　案内された奥座敷、一馬おじさんが切り出すと、徐さんは何度もうなずいた。


    「ええ、ええ。それはもう。劉りゆう立りつ昌しようと江こう大たい明めいの権力争いのようですね」


    「いかにもそうです。単たん刀とう直ちよく入にゆうに申し上げます。娘たちが劉立昌を強く支持している。江大明がクーデターに動き始めましたが、これを阻そ止ししたいのです」


    　一馬おじさんの言葉に、徐さんはうなった。


    「……しかし一馬くん、我われ々われは……共産党内部のくだらない争いには関与したくない。……これは本当に仮の話ですが……我々が関わるとしたら……共産党を打ち倒すときではないのですか？」


    「気持ちはわかります。しかし、もし江大明が政権に返り咲けば、混乱をおさめるために今よりもさらに激しいナショナリズムが巻き起こる。それはとりもなおさずアジアの危機です」


    「それでも我々が、共産党とは関わり合いにならないことを、一馬くんなら知っているはずです」


    「わかっております。ですからこれは、私個人としてのお願いです。徐先生にこうして頭を下げに来たのです」


    　一馬おじさんは真しん摯しな口調で徐さんを見つめた。


    　しばらく沈黙した徐さんだったが、やがて静かにため息をつく。


    「しかし教えてください。江大明一派が政権に返り咲く可能性に、一馬くんがそこまで熱心になるのはなぜなんです？　中国で反日世論がどれほどの盛り上がりを見せたとしても、日本が戦争を避ける選択肢は他にもあるはずです。たとえば核武装、たとえば日米同どう盟めいの強化、たとえばインドとの攻守同盟、もしくはロシアとの相互防衛協定……」


    　言いながら、徐さんは悩ましげに一馬おじさんを見つめた。


    　──徐さんというのは何者だろう？


    　徐さんは横よこ浜はまの中華料理店の経営者だった。しかしどうも、それだけの人物には見えない。


    「アクアスのことはご存じですね？」


    「はい、テレビでも新聞でも、話題でしたからね。知らない中国人はおりません」


    「では、革命部がアクアスに関わっていることは？」


    「もちろん知っています。革命部さんの傘さん下か、国際商業銀行が進めたＫＫＣＳですね。アクアスの出店攻勢には目をみはるものがありました。ニュースでも雑誌でも、いつもトップニュースでしたからね」


    「そうです。アクアスの多店てん舗ぽ展開は、娘たちが進めていたものなんです。もはや後戻り不可能なほどの資金を、革命部はアクアスに投入してしまっています。そのアクアスが江こう大たい明めいの謀ぼう略りやくに、象しよう徴ちようとして利用されているのです」


    「もしアクアスが行きづまれば……革命部は破は綻たんするのですか？」


    　徐じよさんの問いに、莉り音おんが神妙な面おも持もちでうなずく。


    「うん、確実に……」


    「どうか手を貸していただけませんか？　徐先生の力添えが必要なんです」


    　一かず馬まおじさんは頼み込んだ。


    「私は、共産党の権力争いに興味はありません。だがしかし、ほかならぬ一馬くんの子供たちならば、私にとっても実の子供同然です。子供の危機に、指をくわえて見ている親などおりますまい」


    「ありがとうございます徐先生……。あなたの力添えがあれば百人力だ」


    「具体的に、どのような手助けを望んでいますか？　なんなら、江大明を殺しますか？」


    　何食わぬ顔で、徐さんは暗殺を口にした。


    　莉音が応じる。


    「中国共産党の郭かく首相と、そのことで話したことがあるの。党本部としても江大明の暗殺を検討したみたい。でも普段から人民解放軍の兵士たちに取り囲まれていて、なかなかスキを見せない。難しいと判断し、断念したんだって」


    　徐さんは口元を引き結ぶ。


    「ふぅむ……郭先生は穏おん健けんな方だ。それに上シヤン海ハイなら、私の方がネットワークがある。南ナン京キン軍区の将官に、ちょうどいいメンバーがいます。彼なら、間近からヒットすることは不可能ではありません」


    　口振りからすると、郭首相と徐さんは知り合いなのだろうか。


    「将官クラスを使うのですか？　それは我われ々われ天てん地ち会にとって危険です。洪こう門もん全体を、危機にさらすことになりかねない」


    　一馬おじさんが驚いたように応じた。


    　──天地会？　洪門？　なんのことだろう？


    　徐さんが首をひねる。


    「では、どんな方法があるでしょう？」


    「江大明の配下にあたる、上海閥ばつの不正の証しよう拠こを」


    「なるほど……。上海閥が一掃されれば、江大明は裸の王様だ」


    　わずかに間をおき、徐さんをのぞきこむようにして莉音は言う。


    「……もちろん証拠は、捏ねつ造ぞうでも構わないの。それを、郭首相に渡せば、あとは中央政府が有効に使うことでしょう」


    「ははは、捏造などする必要はありません。正しよう真しん正しよう銘めいの、汚お職しよくの情報をお届けしましょう。彼らは目が飛び出るほどの額を、平然と懐ふところにおさめておりますからね」


    「すぐに調達できますか？」


    「ええ。すぐにでも。一日ください」


    「ありがとう……ありがとう徐じよ先生……心より、ご協力に感謝します……」


    　感極まったように一かず馬まおじさんは徐さんの手を取った。


    「どのような苦境にあっても変わらず、一馬くんが我われ々われのメンバーを助力しつづけてくれたこと、忘れてはおりません。今度は私が報むくいる番です」


    「この私とて、血族以上の間柄で結ばれた天てん地ち会のメンバーです。会の興隆に少しでも役に立てたなら、これに勝まさることはない」


    　そう言って、一馬おじさんは俺たちにチラと視線をはしらせた。


    「無理を承しよう知ちで最後にもうひとつだけ。今後、徐先生に、どうか娘たちを守ってやって欲しいのです」


    「あの高名な革命部を、ですね？」


    「はい。どうかふたりを洪こう門もんに」


    「一馬くん、それを私に依頼するのはおかしいですよ。あなた自身、天地会の有力者なのだから」


    「ぼくは見てのとおり、一所に留とどまれないどうしようもない男です。それに娘たちは、ぼくなどと比べればはるかに優秀です。とうてい彼女らを手助けしてやれる実力がない。だからこそ、娘たちを引き受ける実力がある人物──真っ先に思い浮かんだのが徐先生でした」


    「……ご謙けん遜そんを。私は、あなたほどの実力者を他に知りませんが……」


    「娘たちの目的は世界革命。常に危険に身をさらされています。暗殺、謀ぼう略りやく、陰謀──あらゆる危険があるのです。そんなとき、世界のどこへ行っても洪門数百万人の力添えがあるのなら、娘たちにとって最大の助けとなりましょう。どうか徐先生、お願いいたします」


    　そう頼み込む一馬おじさんは真剣だった。
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    　徐さんのマンションをあとにして、俺たちは最寄りの、アメリカ資本の喫茶店に入った。高級住宅街だけに暴動の最中でも治安が良く、開いている海外資本の店は多いようだ。


    　コーヒーを飲みながら、一馬おじさんは言う。


    「聞いてのとおりだ。資料は遅くとも明日までに、ホテルへ届けられる」


    「助かる。海かい胴どう総そう次じ郎ろうもアメリカとの癒ゆ着ちやく情報を引き出してるから、併あわせれば大ダメージを与えられるはずよ」


    　莉り音おんもホッとしていた。


    　ふいに、一馬おじさんが驚いた顔をする。


    「海胴……総次郎って……あの海胴総次郎か!?」


    「そんなの、ひとりしかいないでしょう？」


    「海かい胴どう総そう次じ郎ろうが上シヤン海ハイに来てるのか？」


    　戸と惑まどったような一かず馬まおじさんに、俺が口にする。


    「一昨日、会いました。アメリカ総領事館まで引っ張られていって、ＣＩＡと一ひと悶もん着ちやくあったんです。これだけだと何を言っているのかわからないと思いますが……」


    「お父さん、海胴のこと知ってるの？」


    「知ってるもなにも、世界のＶＩＰのひとりだぞ。会ったことはない。しかし、ちょっとした事情があってよく知っている。向こうも、俺のことは知っているだろう」


    「海胴は、冒険家に興味を持つような老人ではないような気がしますが……」


    「いや、冒険家としてってことじゃない。洪こう門もんとして知ってるってことだ。海胴総次郎って男は並なみの人物じゃない。哥か老ろう会の長老だぞ」


    「海胴が……？」


    　莉り音おんは目を見開いた。


    「中国共産党、郭かく首相に会ったと言ったな？」


    「うん、アクアスの祝賀会に来てくれたんだけど、暴動のあと、海胴と一緒にいたの。そのときに会ってる」


    「海胴氏と郭首相は、お互い哥老会の長老だ。あのふたりは、日本と中国をささえてきた本当の権力中ちゆう枢すうだよ」


    「で、でも海胴が哥老会の長老なんて……あの爺じいさんは超国家主義者で……」


    「そんな風に計算で割り切れる男じゃない。もっと根本的で、もっと魂たましいに響くような部分で、海胴は本質的なものを持っている。あれほど真剣に生きている男はいないだろう」


    「それでも、日本を強大化しようとしているのが海胴でしょう？　そんな男が中国人とわかり合えるの？」


    　莉音は疑問をぬぐえないようだった。


    「よく憶おぼえておくといい。自みずからの信念に命を懸かけることができる人間同士なら、イデオロギーや立場の違いを超えてわかり合えるんだ。莉音も巳み継つぐくんもいずれきっと、相あい容いれない敵であろうとも、共感できる人間が出てくるだろう」


    「……」


    「……」


    　莉音も俺も押し黙った。


    　ローザがそういう相手なのかもしれないと、ふと思った。もしくは、海胴もそのひとりなのかもしれない。


    「いいかい、莉音、巳継くん。主義主張なんて飾りなんだ。人間を形作るのは信念の形──魂なんだよ。そこさえぶれなければ、やがて地球のすべてを手にいれることだってできるだろう」


    「うん、自信があるわ。私なら大丈夫」


    　莉音はハッキリとした口調で言い切った。


    　こうして話をするのは久しぶりなので、かねてより疑問だったことを俺は訊きいてみる。


    「根本的なことを聞きますけど、一かず馬まおじさんは……どうして冒険家をやってるんですか？」


    「俺はこの目で、世界をくまなく見てみたい。だから冒険を続けているんだ」


    「一馬おじさんなら、もっと大きなことができるんじゃないかって思うんです」


    「大きなこと？」


    「世の中に影響力のある何かを、形にできるはずです。企業を大きくすることも、政治家として名をあげることも、裏社会で強力な地盤を築くことも、ジャーナリストとして世界中を駆け回ることだってできるはず。それがどうして冒険家なのか……」


    「冒険家じゃいけないかい？」


    「いけないというより、なんというか……もったいない気がします」


    「俺には俺の目的がある。新しい世界──光り輝く世界の答えを見つけたい。その答えが見つかるまで、俺は世界を歩きつづけたいと思ってるんだ」


    　初めて聞いた……。世界をふらふらと巡るのも目的があったらしい。


    「ないわよ。そんなもの」


    　莉り音おんは詰きつ問もんするように言う。


    「お父さんは理想主義的すぎる。根っからのロマンチストなのよ」


    「理想を探求するのは悪いことじゃない」


    「でもお父さんは、見つけた理想のその先に、人間を、世界を変えたいと思ってるんでしょう？」


    「もちろんだ。そうでなければ意味がない」


    「ロマンで人間は変えられない」


    　そう言って、莉音は苦く渋じゆうに満ちた面おも持もちで唇をかむ。


    「……断言するわ。きっとお父さん、死ぬまで答えは見つけられない。だって、お父さんが求めるような答えなんてありはしないから……」


    「そうかもしれない。でも、それでいいじゃないか。もしも答えがないのなら、世界の片隅で、野の垂たれ死じぬのも一興だろう」


    　穏やかな目をくずさず、一馬おじさんはそう言った。こうしてふたりのやりとりに耳を傾けただけでわかった。一馬おじさんは理想主義者で、莉音は現実主義者だ。親子なのに、よって立つ地盤がまるで違う。どちらがいいのか、俺にはわからない。


    「お父さんは逃げてるだけよ。……ううん、こんな言い方はしたくない。でもね、お父さんがもっと積極的に私たちに関わってくれたのなら──」


    　一馬おじさんは、莉音の話をさえぎった。


    「俺はリアリストにはなれそうにない。一〇〇人を救うために、目の前の一〇人を殺す選択が、俺にはできないんだ。もちろんわかってる、選択は必要なのだと。一〇人を地獄に落とさなくてはいけないことはあるのだと。それでも……それでも俺には無理なんだ。弱い人間なのさ」


    　自じ嘲ちよう気味にため息をつきながら、一馬おじさんは続ける。


    「莉音は強くなってくれた。俺が一番、それをよく知っている。我が娘が、きっと世界を……きっと人類を新しい世紀へ導みちびいてくれるだろうと、俺には確信が持てるんだ」


    「投げっぱなしはズルイと思わない？」


    「ああ。非ひ力りきな人間の、自分勝手な願いだと思ってくれ」


    「答えはたくさんある。でも、お父さんの答えだけはないと思う」


    「ならば、俺にとって地球は生きている価値がない。いつかそれを悟れるなら、それはそれで俺の本懐だ」


    　一かず馬まおじさんが断言すると、莉り音おんは顔をしかめる。


    「極論よ」


    「ハハハ、お互い様だよ。莉音とて同じようなものだろう」


    「……」


    　莉音は反論しようとしたようだが、やがて視線をはずして押し黙った。なんというか……この親にしてこの子ありという感じだ。根っこの部分は同じなのかもしれない。


    　一馬おじさんはやさしく言う。


    「俺と莉音が違うように、海かい胴どう氏とも違うし、徐じよさんとも違う。それでも、俺たちはわかり合える。それでいいじゃないか」


    　俺が口をはさむ。


    「ローザさんとも、敵なのにわかり合えてるもんな」


    「海胴はともかく……ローザは敵だけど、敵じゃないわ」


    「ローザというのは誰だい？」


    「ローザ・スタインバーグ。ほら、アメリカのスタインバーグ財ざい閥ばつ。そこの実質的な総そう帥すいよ」


    「ああ、こっちの世界じゃ、最近、よく耳にする名前だ。ローザ・スタインバーグは真実、本気で世界を支配しようと目もく論ろんでいる」


    「せ、世界支配!?　そんなことできるんですか？」


    　俺は声を上げた。ローザにも高い理想があることはわかっていたが、あくまで漠然としていて、世界支配なのだと想像つかなかったのだ。一馬おじさんは笑う。


    「巳み継つぐくんが何を言うんだ。だいたい、君は世界革命をしようって言うのに」


    「あ……。そ、それもそうでした……そうですよね……」


    「ローザ・スタインバーグ……ハーバードだろう？」


    「うん。ハーバードでもかなりの英才だったみたい。ジリヤと同級生だったんだけど、三歳下だったんだって」


    　莉音がうなずいた。


    　ジリヤと一馬おじさんは面識がある。莉音によれば、たしか南米で、ジリヤさんを救ったことがあると言っていたっけ。


    「連中は、狂信的な新自由主義者だ。究極の自由こそ人類の行き着く先なのだと信じてる。あんなところにはミサイルでも撃ち込んだ方が人類のためだろう。ローザ・スタインバーグはその急きゆう先せん鋒ぽうだ」


    　新自由主義とは、政府による介かい入にゆうを最小限に留とどめるべきで、ほとんどのことを自由経済にゆだねるべきだという主張である。政府による介入とは、福ふく祉し政策や弱者救済なども含まれ、そういうコストを重荷として切り捨てて、身軽で効率的な社会を実現させようとする考え方だ。


    　政府を小さくし、規制を取り払い、あらゆるコストを下げる。そして、省庁、国会、役所、警察、軍隊、公共施設など多くのコストを最小限度まで削ったり、民間企業に変えてしまったりするわけだ。要は、規制のない自由競争こそが正義であるとする思想である。


    「私には、ローザのことがわかるわ。それもきっと正しい答え」


    「違うな。自由を突きつめたその先には、支配と搾さく取しゆ、支配者と奴ど隷れいしか残らない。人間が完全な自由のなかに放り込まれれば、必ず強い者が勝ち残り、弱い者は隷属化するだけだ。どこまでも自由を追求すれば、法律もいらないし、道徳だっていらなくなる。人殺しだって自由のうちだ。自由なんて口当たりがいいだけのまやかしさ。社会的弱者を見殺しにするような主張に、俺は耳を貸すことはできない」


    「支配と搾取、支配者と奴隷──うん、そうよ。だからね、私はそれすらひとつの答えだと思うの。正しい支配の仕方──それをローザは日々考えてる」


    　そんな莉り音おんの答えに、一かず馬まおじさんは首をふる。


    「おそるべきリアリズムの極地だな。そんな世界に、俺は生きていたくない」


    「そう思うのは、お父さんの場合、そういう世界だってちゃんと認識できているからよ。気づかなければ、どうということはない。どうせほとんどの人は認識できていないんだから問題ないわ。そういう世界を創り上げようとするローザの理想を、私は真っ向から否定できない」


    「俺は全力で否定する。人類の叡えい智ちは、その螺ら旋せんから脱出できるはずなんだ」


    「私は、人類の叡智なんて信じない。人類がそこから脱出できる可能性は限りなく低い。ならば、理想的な支配の手段を模索するのは良いことよ」


    　しかし莉音の目的も、今の世界支配を崩そうとするものだったはずだ。俺は訊きいてみる。


    「でも莉音だって、突破しようとしているんだろう？　誰かが支配し、誰かが支配される社会を、少しでも変えようとしているはずだ。前に言っていたじゃないか、電子マネー化した『減価する貨か幣へい』を創るんだって」


    　減価する貨幣──つまり価値が徐々に目減りしていくお金のことである。莉音は世界の税制を統一し、富ふ裕ゆう層の貨幣価値を少しずつ減価させ、貧困層の貨幣価値を少しずつ増価させていくような、新しい世界の形を創ろうとしているのだ。また、電子マネー化することで、資金の動きをすべて把は握あくし、不正を見み逃のがさないようにすることは必ひつ須すだ。たとえばオフショア市し場じよう（法的に優ゆう遇ぐうされた自由市場）に集まる資金だけでも二〇〇〇兆円といわれているが、これらの多くが汚お職しよく、脱税、犯罪で儲もうけたマネーではないかと目もくされている。現行システムは、本当の権力者や富豪こそが不正を働きやすく、脱税できる余地が大きい。けなげに税金をおさめるのは、生活にあえぐ一般庶しよ民みんなのである。


    「一時的には、理想に近い社会を創れるかもしれない。でもやっぱり、永遠には無理でしょう。時を経へれば、不正や汚職が必ず出てくるからね。それでも、脱出できるっていう道筋だけは創りたい。人類で初めて、突破口を見つけたいの。その希望さえ抱けるならば、時代が巡り巡っても、新しい答えを見つけることができるはず。だから答えは、ひとつじゃない。理想なんてないって、私は信じてる」


    　一かず馬まおじさんは大きく息を吐きながら口にする。


    「……それでも俺は、理想を探し求めたい。人類がやがてたどり着く、たったひとつの理想を。それを探求することが、俺の人生のすべてなんだ」


    「お父さんのこと、わかってる。やっぱり私、お父さんとは認識が折り合わないみたい……。すごく口くち惜おしいけど……」


    　莉り音おんは哀しそうな表情をすると、一馬おじさんが熱意を込めて口にする。


    「だが誤解しないで欲しい。莉音のことを、俺は誇りに思っている。心からだ」


    「ありがとう。私も、お父さんのことを誇りに思ってる」


    　ふたりは真剣な面おも持もちで見つめ合った。


    「認識が違っていてもいい。それでも俺たちは、同じものを目指してる。イデオロギーも民族も右翼も左翼も何もかも、そんなものは踏み越えてみせろ。そこには、どんな冒険よりも困難な、あらゆる厄やく災さいが詰まってる。それでも、やがて踏み越えたその先に、輝かしい世界の未来がきっとある」


    「乗り越えてみせる。それが私の新しい冒険だから」


    「莉音には、俺の持てるすべてを教え込んだ。灼しやく熱ねつの砂漠でも、極ごつ寒かんの最果てでも、欲望うずまく企業社会でも、激戦が続く戦場でも、莉音ならば活路を見つけることができるだろう。究極的には、成功も失敗も時の運。しかし莉音には、運をつかみ取れるだけの力を、身につけさせてきたつもりだ」


    　ふと一馬おじさんは、悲しそうな表情で莉音を見つめた。


    「……だが死なないで欲しい。親としては当然の願いだ。それでも、俺にそれを言う資格はない。命よりも大切なものがあるということを教えてきたのは、ほかならぬこの俺だからだ」


    　少し身を乗り出して、一馬おじさんは続ける。


    「本音を言えば、莉音を死地に追い込んだのかもしれないと、身を引き裂かれるような思いだ。俺にできることはせめて、その苦痛を忘れないことくらいだろう」


    「お父さんに育ててもらえて良かったって、心から思える。だから何も心配しないで。何があっても後悔なんかしないでね。私はすごく幸せだから」


    　莉音は笑顔でそう言った。


    　一馬おじさんは苦悩するように顔をゆがめた。そして俺に視線を向けてくる。


    「巳み継つぐくん、莉音をサポートしてやって欲しい」


    「もちろんです」


    「過か酷こくな道のりだろう。辛つらい仕事を押し付けてしまって申し訳ない。それでも、莉音を助けてやってくれ」


    「ぼくは生しよう涯がい、莉音と一緒ですよ」


    　俺は大きくうなずいた。すると一かず馬まおじさんは、安心したように微笑ほほえんだ。


    「それじゃ俺は、俺の冒険に戻ることにしよう。とりあえず、ここでお別れだ」


    「もう行っちゃうんですか？　せっかくだから、一馬おじさんの話を聞きたかったのに」


    　しかし一馬おじさんは残念そうに言う。


    「俺の出番は済んだ。いずれ徐じよさんには紹介するつもりだった。それがたまたま今日になったというだけさ。あとは君たちが成なし遂とげる世界革命を、世界の片かた隅すみから、楽しみに待っていることとしよう」


    「海かい胴どうに会っていかない？」


    　莉り音おんが言うと、一馬おじさんは首をふる。


    「別に会う理由もない。海胴氏のことは十分に知っている。だからなんだというわけでもない。よろしく伝えておいてくれるだけでいいさ」


    「そう。わかった」


    「どうせシルクロードを進む旅だから、このままウイグル方面から入ってみるよ。列車に揺られながら、暴動で騒然とした中国を、この目で確かめるのも興味深い」


    「一馬おじさん、またお話を聞かせてください」


    「ありがとう、お父さん」


    　一馬おじさんはスックと立ち上がり、テーブル上に裏返してあったソフト帽を取り上げた。


    　そして俺たちに笑顔を残し、ひとり颯さつ爽そうと店をあとにした。

  



  
     第二章　権力闘争（二）


    



    　その夜。


    　莉音と一緒にルームサービスの夕食をとりながら、話に出た天てん地ち会、哥か老ろう会、洪こう門もんの話を聞いてみた。すると莉音はみるみる笑顔になり、身振り手振りを交え、ときには紙に書いたりしながら説明してくれる。


    　昔から、俺にモノを教えることが嬉うれしくてたまらないのだ。子供のころはいつでも俺をつかまえ、俺が行ったこともない国の話や、見聞きしてきた海外の事情を教え聞かせてくれた。


    　今回も莉音は、俺を前にして意気揚よう々ようと語り始めた──。


    



    『洪門』とは、中国の清しん朝ちよう半ばに起こった『反清復明』を旗はた頭がしらにする秘密結社の総称である。


    　その誕生には謎なぞが多い。およそ一七〇〇年前後、清朝最盛期に発はつ祥しようしたと考えられている。


    　洪門のベースは、『反清復明』の思想だ。言葉どおり、清を蹴け散ちらし、明みんを復活させようとする考え方である。この反清復明は、『三国志』の故事『興こう漢かん滅めつ曹そう』を下地にしたもので、洪門の伝説上の始祖とされる秘密結社『漢かん留りゆう』の思想と呼ばれている。


    



    　なぜこのような思想が起こったのか、時代状況を考えればわかりやすい。


    　一三六八～一六四四年に中国を統治した明みんは、漢民族の王朝だった。


    　しかし一六三六年に満まん州しゆうにおいて建国され、一六四四～一九一二年にわたり中国を統治した清しんは、漢民族の王朝ではない。満州族という北東の少数民族が、軍事力によって漢民族を制圧し、王朝を打ち樹たてたのである。それゆえ、満州族に反旗を翻ひるがえそうとする漢民族が、『反清復明』を掲かかげて秘密結社となり、地下へ潜ったのが始まりだ。


    



    　やがて、父が中国人、母が日本人として長崎で生まれた鄭てい成せい功こうが、台たい湾わん島を拠きよ点てんにして清の打倒のために大軍を興おこす。忠ちゆう義ぎの士だった鄭成功は、明の復興を夢見、一歩も引かずに清帝国と戦いつづけた。その鄭成功が、洪こう門もんの前身──『天てん地ち会』を旗はた揚あげしたという伝でん承しようがある。


    



    　この天地会から始まった反清復明が広カン東トンに広まり、『三さん合ごう会』が設立された。


    　ほぼ同じころ、天地会の思想が四シ川センに及び、『哥か老ろう会』が設立される。


    　清の時代が末期に近づくと、『天地会』『三合会』『哥老会』は、またたく間に中国全土へ広がっていった。一部はアジア全域、ヨーロッパ、アメリカにまで広まり、数百万人の会員数を擁ようするまでになる。これら反清復明団体の総称が、『洪門』である。


    　父は『漢かん留りゆう』、母は『天地会』、兄弟は『三合会』『哥老会』──こうして『洪門』は誕生した。


    



    　洪門は、そもそも革命団体である。


    　よって暴力的だと誤解されがちだが、洪門は愛国団体だ。国を愛し、民たみを愛し、そして故郷の山河を愛する。だから天地会、三合会、哥老会──これらは暴力組織ではない。いずれも愛国主義的な、政治結社なのである。


    　ただしここから枝分かれした新しん義ぎ安あん、[image: ]、和わ勝しよう和わなどは、一気にマフィア的な色彩を濃くする。秘密結社とマフィアに明確な線引きがあるわけではないが、日本の暴力団、イタリアンマフィア、ロシアンマフィアに近いのは、枝分かれした関連団体の方である。


    　なお、洪門団体の多くが、シンボルマークに「コンパスと定じよう規ぎ」の絵柄を採用している。世界の陰いん謀ぼう論にしばしば顔をのぞかせる欧米最大の秘密結社フリーメイソンも、シンボルマークは「コンパスと定規」だ。これは偶然の一致ではない。大きな流れとして世界を俯ふ瞰かんしてみれば、その本流はひとつなのである。


    



    　一九一二年、辛しん亥がい革命によって清を打ち倒した巨大な原動力が、この秘密結社『洪門』だ。ここにいたって洪門は、反清復明の理想を成なし遂とげたことになる。


    　これ以降も洪門は最大級の中国の秘密結社だが、この時期と前後してもうひとつの系統、『青チン幇パン』という結社が台たい頭とうしてくる。青幇はもともと、水上運輸にたずさわる人間たちの相互扶ふ助じよ的な組織だった。彼らは水上輸送にたずさわり、南方から北ペ京キンへ米を運んだ。そしてその帰りの空船を利用し、禁制品である塩やアヘンを積み込み、密売しては利り益えきを得ていた。


    　しかし上シヤン海ハイを経由して海を使った貿易が盛んになると、青チン幇パンの仕事が激減していく。当時の上海は、列強諸国によって開発され、急激に工業化し、大量の流民が流れ込んできていた。


    　そこで青幇は生きるために上海へ進出し、裏社会を牛ぎゆう耳じる組織として巨大化していく。当時の上海の人口三〇〇万人のうち、なんと七〇万人以上が青幇か洪こう門もんに所属していたほどだった。


    　青幇と区別するために、洪門は紅ホン幇パンとも呼ばれるようになった。


    



    　中国の国父とも言える孫そん文ぶんは、洪門だ。辛しん亥がい革命を成功させたのは、この孫文によるところが大きい。


    　そして蒋しよう介かい石せきは、青幇だ。内戦に敗北した蒋介石はやがて台たい湾わんに逃のがれるが、その影響でひと昔前の台湾の軍人には青幇が多かった。


    　今や洪門と青幇は、アジア秘密結社の二大巨頭である。


    　その革命団体としての性質から、しばしば中国共産党から激しい弾圧の対象になり、香ホン港コンや台湾に逃げた組織員は多い。そして両組織員は、生きるために暗黒ビジネスに乗り出した。革命を標ひよう榜ぼうする以上、以前から闇やみビジネスには手を染めていたが、組織的に、そしてより大規模化したということである。


    　香港の政財界にはマフィア関係者が実に多くいる。また台湾も、地方議員や有名な企業の社長に黒社会の関係者が非常に多い。


    　アジアには、実にアジアらしい、人と人との繋つながりから始まる巨大なエネルギーのうねりがあるのだ。


    



    
      ◇

    


    



    　夜二三時。


    　フロントから電話があり、「預かっているものがあります」と告げてきた。


    　なんのことかよくわからなかったが、すぐさまホテルマンがバッグを抱かかえてやってきた。


    　そそくさとホテルマンが去ったあと、バッグから書類を抜き出してみると……徐じよさんが提供してくれる約束だった汚お職しよく情報である。


    　徐さんと会ったのが今日の午前中。驚くべき早さだ。あとはすぐに海かい胴どうがやってくるのを待つだけである。明日には来るだろうか。海胴が来ないと、この情報を郭かく首相に渡せない。


    



    
      ◇

    


    



    　次の日。


    　ドンドン、ドンドンと、ドアを叩たたく音が飛び込んできた。


    　──今度こそ海胴か……？


    　俺は半身を起こした。


    　扉を叩たたくスピードはいっそう激しくなっている。


    　デジタル時計を見やると……まさかの朝五時一六分！


    　慌あわてて飛び起き、扉を開くと、やはり怒りの形相を漲みなぎらせた海かい胴どうが立っていた。海胴は、封筒を持っている。


    「何度叩かせるんだガキどもが！」


    　それだけを言って、海胴はひとりスタスタとエレベータへ向かってしまった。


    　急がねば。


    　俺は莉り音おんを揺すり起こした。パンツ一枚で寝ていた莉音の半身がチラッとだけ目に入ったが、動転している場合ではない。転げるようにして着替えをし、靴くつをはき、海胴を追いかけるころには五分が経過していた。


    　エレベータに飛び乗り一階へ着くと、案あんの定じよう、海胴がスックと直立し、こちらへ憤ふん怒ぬの形相を向けていた。青筋が立ち、今にも殴なぐりかかってきそうなほどの面おも持もちだ。


    　どう言葉をかけるべきか思案していると、海胴は何も言わずに反転し、そのまま外へ向けて歩きだす。俺と莉音は急ぎ追いかけた。
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    　ホテル前に待機していたタクシーに乗り込むと、車は走り出した。


    　海胴を見み据すえて莉音がなじる。


    「こんな朝はやく、今度はどこへ行くのよ？　いい加減、少しは行動を教えてもらいたいんだけど」


    「特別列車に乗り込み打ち合わせをする。劉りゆう主席のスケジュールは詰まっている」


    　窓の外から視線を外さない海胴は、面倒くさそうに言った。


    「え？　りゅ、劉主席って、国家主席？」


    「暴動を沈静化させるために上シヤン海ハイ入りする。上海閥ばつと正面決戦だ」


    「今は危険じゃないの？」


    　莉音が首をかしげると、海胴が俺たちに視線を向ける。


    「党中央は、それだけ切せつ羽ぱ詰まっているということだ。暴動を抑え込む劉立りつ昌しようより、暴動を扇せん動どうする江こう大たい明めいの方が人気が出てきた。インターネットでは、江大明を応援しようという動きが加速しているようだ。放置すれば、江大明がヒーローになってしまう」


    　いくぶん、海胴の顔には疲労の色が見え隠れしていた。剛直な海胴にしては珍しい。


    　海胴の言うとおり、ネットでは江大明支持が圧倒的だ。


    　中国の生の言論は、ネットにしか探し出せない。テレビでも新聞でも、党の公式見解から逸いつ脱だつした情報を見つけることはできないが、唯ゆい一いつネットだけは過激な意見が飛び交う可能性があった。


    　もちろん中国では、危険な書き込みはすぐに削除されてしまう。一〇〇や二〇〇の書き込みならば、何ごともなかったように闇やみに消え去る。しかしそれが、中国全土から何十万何百万もの書き込みになってくると話はまるで違う。当局の方も何万人を動員して人海戦術での削除態勢を取るわけにもいかず、ほとんど対処ができなくなる。


    　そのネット上、中国全土からの書き込みがエスカレートしていて、暴動を押さえつける劉りゆう立りつ昌しようへの不満が爆発し、反比例するように江こう大たい明めいの人気がうなぎ登りといった状況だった。


    



    劉立昌　　党総書記、国家主席、中央軍事委員会副主席


    江大明　　中央軍事員会主席


    



    　間違いなく、劉立昌の方が権力者だ。


    　しかし軍の頂点にある江大明の方が、実力があると考えることもできる。中国は「権力は銃口から生まれる」と言われている社会だ。


    　権力は劉立昌が上でも、実力は伯はく仲ちゆうしている。最後の最後で、中国人民の一押しによって流れが確定してしまう可能性が高い。だからこそ劉立昌は、なりふり構わず上シヤン海ハイ入りし、暴動を鎮ちん圧あつしてしまおうと必死なのだろう。


    　ここ上海で決着がつくのだろうか。


    　窓の外を向いて黙っている海かい胴どうへ、莉り音おんが思い出したように口にする。


    「そうそう、お父さんがあなたによろしくって言ってた」


    　海胴が外を向いたまま鼻を鳴らす。


    「ふん。どうでもいい。おまえのオヤジなぞ知らん」


    「羽は月づき一かず馬まって言うの。お父さん、知ってるはずだって言ってたけど」


    　ふいに海胴が、莉音に視線を向けた。


    「羽月……一馬？　天てん地ち会のか？　すると貴様は、羽月一馬の娘？」


    「うん」


    「ほう。知っている。だから何だと言うわけでもないがな」


    「お父さんも似たようなこと言ってた。まぁ、挨あい拶さつくらいはしておいてくれって。……それと、お父さんから聞いたわ、あなたと郭かく首相が哥か老ろう会のメンバーなんだってこと」


    　莉音の言葉を海胴は無視し、興味なさげにソファに身体を預けた。


    　スルーされたことに莉音は少しむくれたが、何ごともなかったようにソファに座り直した。


    　しばらくして、静かに海胴が口を開く。


    「……貴様らも天地会なのか？」


    「ううん、ぜんぜん。お父さんと一緒に徐じよさんっていう昔の知り合いに会いに行ったの。徐さんから上海閥ばつの汚お職しよく情報を提供してもらえた」


    　莉音は、徐さんから託されたバッグを海胴に渡す。


    　海胴は無言で書類を抜き出し、それに目を通した。


    　ポツリと海胴がもらす。


    「徐じよ先生か……あの方が協力してくれるとは思わなかった」


    「それにしても……あなたが哥か老ろう会の長老だったなんてね。人は見かけに……いやまぁ、見かけどおりかな。あはは」


    「なんで見かけどおりなんだ？」


    　俺が聞くと、莉り音おんはあっけらかんとして口にする。


    「暴力団っぽいから」


    　ふいに海かい胴どうは厳しい視線で莉音を睨にらみつけた。


    「バカを言うな！　暴力団とは根本的に違う。秘密政治結社だ」


    「え……新しん義ぎ安あんとか[image: ]とか、どう見てもマフィア……」


    「枝分かれしたそういうグループもあるというだけだ。何百万もの人間がいれば、どこの世界でも一緒だろうが！」


    「わ、わかったってば……。怒らないでよ……」


    　莉音は慌あわてたように押し留とどめた。


    　海胴が吐き捨てるように言う。


    「それに、郭かく先生や徐先生は悪あく辣らつなことはしない。俺と違ってな」


    「でも徐さん、江こう大たい明めいを殺そうかって普通に言ってたけど」


    「羽は月づき一かず馬まの依頼だったからだろう。普段の徐先生は、そんな手荒なことはしない」


    　それだけを言って、海胴はプイと窓の外を向き、押し黙ってしまった。


    　しばらく誰も口を開かず、タクシーの中は沈黙する。


    　なんだか暗然とした雰ふん囲い気きだったので、俺は莉音に小声で訊きく。


    「なぁ莉音、暴力団と洪こう門もんって具体的にどう違うんだ？　もっと詳しく知りたい」


    　莉音も沈ちん鬱うつな空気がいやだったのだろうか、嬉き々きとして応じてくる。


    「うん。まずは暴力団だけどね──」


    　突然、海胴は杖つえをピシャリと打ち付け、莉音の話をさえぎる。


    「暴力団じゃない！　何度言わせるんだバカ野郎が！」


    　莉音は不満そうに唇をとがらせた。


    　再び車内は静まり、莉音も俺も黙りこくる。上シヤン海ハイ市内の街並みはどこまで行ってもコンクリートの塊かたまりで、そう珍しいものではない。そろそろ景色は見み飽あきたが、口を開けばまた険悪な話になってしまう。なんて憂ゆう鬱うつな空気だろうか。


    　そんなムードを打破しようとしたのだろう、莉音は俺の腕に手を置き、顔を近づけて口を開いた。


    「もともと洪門の始まりは、いわゆる中国の任にん侠きよう集団で、日本で言えばヤクザ──」


    　またもや海胴は杖を打ち付けた。


    「ヤクザじゃないと言っておろうが！　どこまでバカなんだおまえは！」


    　全面否定された莉音はみるみる真っ赤になり、頬ほおをふくらませた。プクリと頬をふくらませる莉音はとてつもなく可愛かわいらしい。だが、当の莉音は怒りで打ち震ふるえていた。


    　それからタクシーの中では誰も言葉を発せず、俺たちはただ黙って上シヤン海ハイの人込みを見やるだけだった。実に重苦しい空気である。
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    　始発列車もまだのような早朝。


    　駅に着くと、兵士たちがホームに整列している。四〇人ほどの兵士は武装し、警戒にあたっていた。手に掲かかげるサブマシンガンは威圧感がある。いやでも中国が、緊迫した状況であることを物語っていた。


    　俺たち三人を、郭かく首相が笑顔で出迎えてくれる。


    「海かい胴どう先生、このようなところまで来ていただいて恐きよう縮しゆくです」


    「とんでもない。郭先生のいらっしゃるところなら、どこへでも行きますよ」


    　海胴は、俺たちに対応するときとは丸っきり違っている。俺たちに対するときは、不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵だと言わんばかりに睨にらみつけてくることしかしないのに。


    　郭首相は莉り音おんと俺にも温かい言葉をかけてくれる。


    「おふたりも、元気そうでなによりです」


    「うん」


    「どうも。おはようございます」


    　ペコリと俺たちはうなずいた。


    「さあ、どうぞ。乗ってください。主席をご紹介します」


    　郭首相に続いて、俺たちも列車に乗り込んだ。
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    　劉りゆう立りつ昌しようは、にこやかに手を差し出してきた。


    「海胴先生のことは前々からお聞きしておりました。中日間の友好に尽くしてくださった先生の恩おん情じようを、我われ々われは忘れません」


    　テレビでは何度も目にしていたが、いかにも公務員然とした、生き真ま面じ目めそうな主席である。


    　車両内だけを見ると、ヨーロッパの一流レストランにでもいるような気分になってしまう。小こ綺ぎ麗れいなテーブルが並んでおり、俺たちはその一席に腰かけた。


    「私の方も、劉先生のようなバランス感覚あふれる方が主席になられたことを、陰ながらよろこんでおりました。江こう大たい明めい一派に、政権を渡してはなりません」


    　力強い調子で、海胴は言った。


    「なんでも、郭首相とは親密な間柄だとか」


    「はい。私にとって郭先生は恩人です」


    　海胴の言葉に、郭首相が慌あわてたように口をはさむ。


    「なにを仰おつしやいますか。海かい胴どう先生こそ、私の恩おん人じんです」


    「ははは、厚い友情ですね。ところで、おふたりが例のアクアスの……」


    　劉りゆう主席が莉り音おんと俺に水を向けてきた。


    「そうです。革命部、羽は月づきです」


    「同じく革命部、羽月です」


    　すかさず俺と莉音は挨あい拶さつした。先手を打たないと、海胴からひどいレッテルを貼られるのが目に見えていたからだ。


    　劉主席は満足そうにうなずく。


    「……若い。中国にも、あなたがたのような若い実業家が登場してくれるといいのだが……。体調をくずし、アクアス記念式典に出席できなかったことが残念だ」


    「もったいないお言葉です」


    「ありがとう」


    　俺と莉音はそれぞれ礼を述べた。


    「我が国への多額の投資に感謝する。このようなことになってしまったが、我われ々われが責任を持って事態を収しゆう拾しゆうすることを約束しよう」


    　俺たちが投資した額は、中国国家予算の二％もの巨額に及ぶ。暴動がなければ、もっともっとつっこむつもりだった。一点に集中して戦力を注つぎ込むほどに、経済的・軍事的にはゲームに勝利する確率は上がっていくからだ。しかし政府が転てん覆ぷくすれば、肝心のゲームの土ど俵ひようごと一緒にひっくり返ってしまう。


    　ちょうどそのとき、ガタリと電車が振動し、動き始めた。次の駅に行くのだと聞いていた。


    　この車両は、列車の最後尾。主席のための特別列車を、最後尾にくっつけたようである。


    　これから主席らは、人民解放軍や民衆の説得にあたるのだ。北ペ京キンから主席らとともにやってきた解放軍の兵士たちは、前の車両に乗って警戒にあたっているようだった。


    　海胴は、持っていた封筒から丁てい寧ねいに書類を抜き出す。


    「劉先生、郭先生、こちらをご覧ください」


    　そう言いつつ、書類をテーブルの前に広げる。


    「アメリカ政府公認のアジア放送局ＡＭＭが、上シヤン海ハイ閥ばつの主要メンバーに多額の資金を流している決定的な証しよう拠こ資料です」


    　郭首相は書類をのぞきこみ、息をのんだ。


    「ＡＭＭはアジア地域において、アメリカ政府が宣伝政策で利用している放送局です。ＡＭＭが広告費用と称し、毎月一定資金を、ほとんどすべての上海閥のメンバーに供給しています」


    　指を書類にはしらせて、海胴は関連するポイントを指摘する。


    「誰が見ても、アメリカと上海閥の癒ゆ着ちやくの証拠になりえます。中国人民は、『江こう大たい明めいがアメリカに操あやつられているのだ』と想像するでしょう。さっそくテレビで報道してください。たちまち江大明は脱落します」


    「か、海胴先生……これが明らかになれば、人民の心は一気に江大明から離れます……。人民はアメリカの謀ぼう略りやくを毛嫌いしていますから……。どうやって入手されたんですか……？」


    　郭かく首相が顔を上げ尋たずねた。


    「私は元ＣＩＡです。もう影響力はありませんが、まだ多少の無理は利きくということです」


    　俺はまじまじと海かい胴どうをのぞきこんだ。海胴は澄まし顔だった。


    　──バカな。あれが「多少の無理」だって……？


    　突き飛ばされ罵ば倒とうされ、そして逆に恫どう喝かつし返し、果ては殺すだの死ねだの悪魔だのと誹ひ謗ぼうされ……もっとなんというか……かなり一触即発だった気がするが……。


    「毎月の明細が、綺き麗れいに並べてある……」


    「これだけでも、人民が江こう大たい明めいから離れることは確実だ……」


    　郭首相と劉りゆう主席は、顔を見合わせた。


    「江大明の支持が急増し始めていますが、まさかアメリカの謀略を支持しようとする中国人はおりますまい。そしてもっとピンポイントに、直接的な打撃になりえるものがあります」


    　そう言いつつ、海胴は莉り音おんをうながす。


    「早く出せ」


    　慌あわてたように莉音はバッグから書類を引っ張り出し、テーブルに広げた。


    「あっ、うん。江大明の右腕にして上シヤン海ハイ市のトップ、市党委員会書記──李り継けい海かいの汚お職しよく情報よ。政府の再開発事業で、四〇億元げん横領していた逃のがれられない証しよう拠こ。金の流れが克こく明めいにわかる」


    　莉音は書類に引かれた矢印を、手でざっとなぞった。四〇億元と言えば、日本円で五〇〇億円を軽く超える。


    「ここに記載の業者たちもすべて協力者みたい。彼らが口封じのために暗殺されないよう、裁判が終わるまで保護した方がいいわね」


    「……あれだけ探さぐっても、なかなか尻尾しつぽを出さなかったのですが……。上海閥ばつのカリスマ李継海を潰つぶせば、連中は壊滅する」


    　郭首相は感想をもらした。


    「この情報、私たちが探し出したんじゃないの。徐じよさんが協力してくれて」


    　莉音の言葉を、意味深な口調で海胴が補足する。


    「徐先生です。上海の」


    「あぁ……徐先生ですか……まさか我われ々われ共産党に手を差し伸べてくださるとは……。ありがとう……」


    　郭首相は涙を流さんばかりに感激を露あらわにした。


    「これは……中華人民共和国史上、最大の汚職になりえる。郭首相、これを和わ[image: ]しんになぞらえて宣伝しよう」


    　劉主席も興奮しているようだった。


    　和[image: ]とは、清しん国最盛期、乾けん隆りゆう帝ていに仕つかえた軍機大臣で、清国国庫から莫ばく大だいな額を横おう領りようしつづけていた人物だ。横領した額は実に、清の国家予算の一五年分に相当した。この当時の世界情勢から鑑かんがみれば、世界最大の富豪である。


    「この李り継けい海かいなぞより、私の方がよっぽど盗ぬす人つとです。……俺のようなヤツは、はやく死んだ方がいい」


    　ポツリと海かい胴どうは、自じ嘲ちよう気味につけたした。


    「なにを仰おつしやいますか。海胴先生あってこそ日本の権力は安定し、高度成長を為なしえたのです」


    「いや、私なぞいようがいまいが、日本が大きく発展したことは間違いない。とにかく日本人は言われるがまま、奴ど隷れいのように働くことに慣れています。古今東西、世界広しといえども、こんな民族は日本にしかいません。その気質と、強い政権があれば、高度成長は約束されていたようなものなのです」


    　そこまで言って、海胴はため息をついた。


    「つまるところ日本の問題は主君選びなのですよ。日本は、主君を選びきれなくなった。だが私には、もう力も金もない」


    　海胴に力がなくなったなどと、俺にはとうてい思えなかった。


    　そして海胴は、大きく身を乗り出す。


    「ひとつだけお願いしたいことがあります。劉りゆう先生、郭かく先生……どうかこいつらを、羽は月づき莉り音おん、羽月巳み継つぐのふたりを、よろしくお願いします。私にはできなかったことが、こいつらならやれるはず。私が今一番残念なのは、こいつらの行く末を見届けられないであろうことなのです」


    　俺たちは、海胴から名前を呼ばれて仰ぎよう天てんした。初めてのことだったからだ。


    「……」


    「……」


    　莉音も俺も、言葉もなく海胴を見やった。どう答えていいのかわからない。


    「もしや海胴先生がわざわざご尽じん力りよくなされたのは……彼らのために……？」


    　郭首相が目をみはると、ふいに海胴は慌あわてふためいた。


    「ま、まさか！　そ、そういうこともあるということです」


    　ゴホン、と咳せき払ばらいをして海胴は続ける。


    「とにかく、お願いいたします。こやつらを厳しく指導してやってください」


    　劉主席は大きくうなずいた。


    「堅くお約束しましょう。おふたりに、もし危機があるようなことがあれば、我が国が全力を挙あげて保護します。海胴先生との約束は、いかなることにも優先します」


    　郭首相も続く。


    「国家としても、私個人としても、こちらのおふたりを保護し、可能な限りの支援をすることを誓ちかいましょう。これは私の命よりも大切な、海胴先生との盟めい約やくです」


    　俺の見間違えでなければ、海胴の目には涙があふれたように見えた。


    　──嘘うそだろ！　あの海胴だぞ!?


    　だがしかし……海胴の目め尻じりには、たしかに光るものがあった。


    「ありがとう、劉先生、郭先生……。これで私も、だいぶ肩の荷が下りた気分です……」


    「私は中日友好などというお題目を高々と掲かかげるつもりはありません。ときには口論もあるでしょう。譲ゆずり合えないこともあるでしょう。しかし海かい胴どう先生、お任せください。我が国と日本は、再び理にかなった関係を維持していけると確信できます」


    　劉りゆう主席が真剣な面おも持もちで、そう口にした瞬間──。


    　突然、耳をつんざく轟ごう音おんが響いてきた。


    　キーンという金属音が、どんどん迫り来る。


    　──な、何ごとだ!?


    　そう思うと同時、電車は激しく振動した。


    　鉄と鉄がぶつかり合う轟音。


    　たちまち俺たちは投げ出され、皆は壁やテーブルに身体からだを強く打ち付ける。


    　電車が横おう転てんし、ガラスが割れて弾はじけ飛ぶ。


    　しまいには、車両後部で爆発音まで鳴り響いた。


    　──脱線事故か!?　しかも爆発？


    　あたりが騒然とし始めたのがわかった。


    　叫び声が上がり、まばらに銃声まで聞こえる。


    　身のこなしに優れた莉り音おんと俺が、身体を起こす。肩や背中に打ち身は感じていたが、重大な負傷はないようだ。動ける。


    「莉音！　大丈夫か!?」


    「うん、巳み継つぐは!?」


    「打ち身はあるが、なんとか……」


    　車両内を見ると、劉主席、郭かく首相、そして海胴が身体を打ち付けられたまま、横倒しになった車両に、ガラスまみれになって転がっていた。


    　俺たちはすかさず三人の下へにじり寄る。


    　三人とも息はあった。七〇歳の郭首相と八〇歳を超えた海胴が心配だったが、かろうじて無事ではあるようだ。


    　劉主席が上半身を上げる。


    「郭首相と海胴先生は……？」


    「大丈夫です。ご無事です」


    　すかさず俺が応じた。


    　劉主席が身体を起こそうとして、顔をゆがめる。


    「ぐ……あ、足が……」


    「動かないでください。ガラスで切っただけです」


    　莉音は郭首相と海胴の元で、必死に声をかけていた。


    　前の車両から、ドンドンと扉が叩たたかれている。同じ列車に乗り込んでいた北ペ京キンの護衛兵が、こちらの車両に入ろうとしているようだ。しかし扉が開かなくなってしまったようである。


    　横倒しのこの車両から出るには、上の窓から出るしかない。俺と莉音で倒れている三人をそれぞれ引き上げるしかないようだった。


    　俺が劉りゆう主席を肩で担かつぎ上げたとき──。


    　急に外の発砲音が激しくなった。


    　単発の銃撃ではない。サブマシンガンの掃そう射しやだ！


    　聞き間違えかと思った。


    　だいいち、ここは大都市上シヤン海ハイだ。いくらか街外れとはいえ、住人だっている。銃撃などあるわけがない。


    　──俺は夢でも見ているのか？


    　一瞬、俺は自分の正気を疑った。


    　莉り音おんは俺を見やり、断定する。


    「攻撃よ。状況把は握あくが最優先。そして三人の保護」


    　再び車列後方から爆発音が響き、車両は大きく揺れる。同時に、方々から射撃音が聞こえ始めた。


    　車両後方から火の手が上がり、カーテンに燃え移り、煙が充満していく。


    　急がねば。


    　しかし倒れている主席らは三人。俺たちはふたり。しかも莉音は女の子の力だ。俺以外、とても大の男を車両から引き出すことなどできそうもない。ひとりずつ、外へ連れ出していくしかなさそうだ。


    「劉主席、つかまっていてください」


    　俺は劉主席を背負いながら声をかけた。莉音も背中を押して手伝ってくれる。


    　ちょうどそのとき、兵士が四人、上から飛び込んできた。


    　敵かもしれない。緊張して身構えたが、ひとりは駅のホームで見た顔だった。


    　悲壮な表情で、兵士は俺の背の主席に声をかける。


    「主席！　無事ですか!?」


    「無事です。足が傷ついています。ひとりずつ運び出さないと」


    　俺が代わりに言った。


    　劉主席が途切れ途切れの声を出す。


    「外は……どうなってる……？」


    「ハッ、後方から、猛スピードでやってきた別の車両に突き当たられました！　その上、正体不明の軍から攻勢を受けています！　敵の数およそ三〇〇～五〇〇。我が方は四〇。応戦していますが、徐々に包囲されつつあります！」


    「ひとまずここから出ましょう！」


    　焦あせった調子で莉音が叫ぶと、他の兵士がうなずき、郭首相と海かい胴どうを背負い込んだ。


    　劉主席を背負った格好の俺は、解放軍兵士ふたりに左右から持ち上げられ、車両の窓に手をかける。


    　そのまま車両の外に頭を出した。見渡すと、解放軍兵士同士が双方、腹はら這ばいになったり、車両の陰に隠れたりしながら戦っている。


    　敵側の兵士たちは散開し、横に広がってこちらを包囲しようと、攻撃を続けている。


    　何人かが大量の血を流して倒れていた。ここから見えるだけでも、こちら側の兵士はすでに四人が倒れ、もしくは死んでいる。


    　街中であるが、車両から上がった煙がもうもうと立ち込め、掃そう射しや音があたりにこだまする様子は戦場そのものだった。


    「危険です。頭を低くして」


    　そう俺は劉りゆう主席に声をかけた。このような銃撃戦のなか、気休めには違いない。


    　俺は這はい出し、敵軍がまだ回り込んでいない方へ、慎しん重ちように飛び降りた。車両に取り付き敵を銃撃していた兵たちが、劉主席の姿を見ると、こちらに集まってきて壁となってくれる。


    　そのすぐあと、郭かく首相と、海かい胴どうを背負った兵士たちが続き、最後に莉り音おんが車両から飛び出してきた。


    　集まったのは一五名ほどだろうか。他にも各所で戦っている兵士たちもいる。全員がここに集中してしまうと、容よう易いに包囲されるから、敵を食い止めるために大半は持ち場を離れられないのだろう。


    　一番大柄の兵士が、俺のところへやってきて声をかけてくる。


    「ありがとう。主席は私が背負います」


    　俺はうなずいて、主席を慎重に預け渡した。この場合、力がある人が背負った方がいい。


    　そして大柄の男に訊きいてみる。


    「その武器を貸してもらえませんか？」


    「拳銃二丁があります」


    「いや、でも主席を背負っている以上、サブマシンガンは使えないはずです。あなたは万一の場合のために拳銃で、サブマシンガンはぼくが使った方がいい。ひとりでも多く、敵の足止めに役立った方がいい」


    「扱えますか？」


    「もちろんです。訓練は積んでいます」


    　すかさず俺はうなずいた。


    　兵士は躊ちゆう躇ちよせず、サブマシンガンを渡してくれた。それから拳銃を一丁。


    　莉音も同じように、郭主席を背負う兵士からサブマシンガンと拳銃を受け取り、俺たちは簡かん易い武装した。


    　俺と莉音は顔を見合わせ、うなずき合った。莉音は少しはにかんで、手に持つサブマシンガンに視線を落とす。言葉にせずともお互いにわかる。


    　ここで死ぬかもしれない。四〇人と五〇〇人じゃ、答えは見えている。ビジネスでも軍事でも同じこと。どうやっても弱小兵力側は、大勢力にはかなわない。


    　兵士のひとりが戸と惑まどう声が聞こえる。


    「なんで軍が攻撃してくるんだ!?　どうなってる!?」


    「今はあとだ。それより、この状況を打開しなくては……」


    「どうする!?　敵は大軍だ。俺たちは包囲されつつある。装備も違うぞ」


    　ふいに、今までグッタリしていた郭かく首相が、上シヤン海ハイの街を指差した。


    「上海ドイツ総領事館……ここからなら線路沿い……一キロくらいだ……すぐわかるはず……」


    　その言葉に、最年長の、この場の指揮官とおぼしき兵士がうなずいた。


    　今は唯ゆい一いつ、逃げるしか術すべがない。うまく待避できるかどうかはともかく、戦ったところで一〇〇％勝ち目はないのだから、安全圏に撤退することだけが残された道だ。


    　指揮官は、兵士たちを見回して命じる。


    「車両に張りついて防戦している他の兵士たちに厳命。この車両を壁にして敵を食い止めよ。死守するべし」


    「ハッ」


    　兵士たちの顔つきが変わり、一いつ斉せいに応じた。


    　指揮官は兵士たちを次々と指差し、口にする。


    「君ら七名。同様にこの場所を死守」


    「ハッ」


    「他八名。劉りゆう主席、郭主席、海かい胴どう氏、客人ふたりを護衛し、ドイツ総領事館まで撤退する。三名を背負う者は振り向かずに駆け抜けろ。他五名、彼らを命を懸かけて護衛せよ」
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    「ハッ」


    「待ってください。ぼくたちも戦えます。こいつも扱えます」


    　俺は口をはさんだ。


    　サブマシンガンを手に持つ俺と莉り音おんの姿を見やった指揮官は、わずかに躊ちゆう躇ちよしたようだが、結局うなずいた。なりふり構ってはいられないのだろう。


    「……では客人の方々、主席らの護衛をお願いします」


    「わかりました」


    　俺と莉音は同時にうなずいた。


    「以上。撤退！」


    　司令官は大声を張り上げた。


    　劉りゆう主席、郭かく首相、海かい胴どうを背負う兵士たちを筆頭に、脇わき目めもふらずに俺たちは駆け出した。


    　ふと右手に、数台の戦車が見えた。線路沿いの木材置き場になっている更さら地ちに、二～三台ほどの車両が並ぶ。


    　戦車は砲塔を列車に向けており、砲弾を撃ち放った。


    　横倒しの電車が一瞬跳はね上がり、同時に車両を死守する組についていた、つい先ほど顔を合わせたばかりの兵士がひとり、弾はじけ飛んだ。


    　車両で死守を続ける兵士たちを突とつ端たんにして、包囲網は狭せばまっていた。撤退する俺たちの左右から、弾だん丸がんが飛び込んでくる。狙ねらいをつけた狙そ撃げき銃による攻撃もあれば、サブマシンガンの掃そう射しやもある。せめてもの救いは、戦車の砲塔が車両に向いていることくらいだろう。兵士には申し訳ないことだが……。


    　俺たちが大して反撃しないことをいいことに、敵側はもはや遮しや蔽へい物などに身を隠さず、全身をさらして走って追いかけてくる。


    　突然、少し前を走っていた莉音が地面に飛び込むようにして腹はら這ばいになった。そしてすかさずサブマシンガンを構え、引き金を引き絞る。


    　タタタタ、タタタタ、と掃射音が聞こえるのと同時、ふたりの兵士が血まみれでつんのめった。即死だ。


    　俺や他の兵士も続いて地面に伏せ、あとを追ってくる兵士たちを掃射した。身を丸出しでなんとか追いすがろうとしてくる敵の兵士たちは、射しや的てきのマトのようだった。


    　即座に四人から血しぶきが上がる。三人は即死、ひとりは足を撃ち抜かれて転倒した。


    　身をさらして追ってきた他の兵士たちは、慌あわてて突つっ伏ぷしたり、遮蔽物になりそうな場所へ飛び退のいた。


    　ひとまず安全を確認した俺たちはすぐ立ち上がり、並んで走り始めた。今のような行動を繰り返しながら撤退を続け、主席らをおぶっている組の足止めに、少しでも役に立つべきだ。


    　早朝だけに市民はまばらだが、なにせ上シヤン海ハイ市内である。住人だっているし、散歩や体操をするために公園へ集まる老人たちもいた。


    　俺たちが駆け抜けていくのを目撃した通行人たちは悲鳴を上げたり、地面に尻しり餅もちをつき、ブルブル震ふるえている。しかし、構ってはいられない。


    　脇わき目めもふらずに俺たちは駆けた。


    　しかし、敵の方が多い。遠巻きにしながらも、包囲が狭せばまってくるのがわかる。


    　少なくとも、左右に三〇名。モタモタしていたら、まだまだ増えるはずだ。これ以上になってくると、もはや打開は不可能である。


    　俺たちは、主席らをおぶって走る組に追いついた。三人を守っている以上、俺たちはこれ以上のスピードが出せない。


    　振り向くと、車両を攻撃していた戦車も、こちらに砲塔を向け始めている。


    　車両の兵士たちを制圧したのだろうか。


    　だいぶ走っている。ドイツ総領事館までの距離はそう遠くないはずだ。


    　ふいに、プロペラ音が迫ってくるのが聞こえた。


    　上空には、攻撃ヘリ！


    　一機だけなのがせめてもの救いか。いや、ちっとも救われちゃいない。攻撃ヘリに掃射されたら戦いは終わりだ。


    　低空飛行で迫ってくる。


    　莉り音おんが踏み留とどまり、果か敢かんにサブマシンガンを持ち上げ、空へ向けて掃射した。主席らを背負う三人を先行させ、俺たちも立ち止まって攻撃ヘリに狙ねらいをつけ、持てる火力を集中した。


    　この銃弾でヘリを撃ち落とすのは難しい。しかし至近距離だけに、なんらかのアクシデントが発生する可能性はゼロじゃない。万が一、プロペラが破損したり、操そう縦じゆう者しやに傷を負わせてくれるだけでもいいのだ。


    　敵の兵士たちはすぐ後ろまで迫っていたが、いずれにしろ前方の攻撃ヘリをなんとか追い払わなくてはならない。弾たま切れになっても構わない。


    　俺たちの掃射に嫌いや気けがさしたのか、攻撃ヘリはそれ以上近づくことはせず、空に舞い上がる。だがその間ま際ぎわ、ヘリは空対地ミサイルを発射した。


    　バランスをくずしたなかでの発射だったが、ミサイルはまたたく間に俺たちに迫る。


    　あっ、と思ったのも束つかの間ま、主席らを背負って前を走る傍そばに着弾、大音を響かせて爆発した。


    　ひとりが弾はじき飛ばされ、背負う老人を投げ出して転がった。


    　もうふたりもよろけてヒザをつく。


    　掃射をやめた俺たちは駆け寄った。


    　兵士ひとりが五体バラバラで息絶えていた。


    　投げ出されていたのは海かい胴どうだ。右腕が、肩口からざっくり千ち切ぎれていた。


    　しかし、虫の息でゼイゼイとあえぎつつ、海胴は左腕を使って半身を起こす。脂あぶら汗あせが顔に光っていた。これで気絶していないのは、強い精神力のたまものだろう。


    　着弾したとき、彼らふたりがもっとも近い位置にいたのだ。彼らが防ぼう波は堤ていになったからか、劉りゆう主席らには致命傷はなかった。


    「俺のような者のために、背負ってくれた兵士には申し訳ないことをした……。俺は……もう終わりだ……構わずはやく行ってくれ」


    　海かい胴どうは、劉りゆう主席らを背負う兵士ふたりを見上げて告げた。


    「か、海胴先生……！」


    　海胴を見やった郭かく首相はあえいだ。


    　劉主席と郭首相を背負ったふたりはうなずき、体勢を立て直し、再び走り出した。


    　護衛の兵士たちも、続く。


    　莉り音おんは唇をかみしめ、チラと海胴を見やった。海胴は左腕だけで懸けん命めいに、五体が千ち切ぎれた兵士に合がつ掌しようするような格好をして黙もく祷とうしていた。兵士のために祈っているのだろう。


    「爺じいさん、ごめん。あなたのことは嫌いじゃなかった」


    　そう莉音が声をかけた。


    　海胴は目を開き、少しだけ口元を緩ゆるめて莉音を見上げた。


    「……銃はあるか」


    　莉音は拳銃を差し出す。


    「そんな状態で、使える？」


    　海胴はうなずいた。やはり並みの精神力じゃない。正座し、ニヤッと笑った。


    「大丈夫だ。はやく行ってくれ。あとのことは、頼む……」


    「……うん」


    　莉音は小さくうなずき、再び駆け出した。


    　透すき通った海胴の声が響く。


    「陛下、先立つ不孝をお許しください。先帝陛下……ただいま御み許もとへ参ります。天皇陛下……万ばん歳ざい……」


    　ターン、と拳銃の音が響いた。


    　海胴が自決したに違いない。


    　俺たちは、目もくれず走りつづけた。


    　包囲が狭せばまっているのがわかる。


    　左手側は雑居ビルが立ち並び、こちらへの攻撃を防ぐ役目を果たしてくれているが、右手側は線路沿いの駐車場や木材置き場のようなところになっていて、がら空きだった。背後だけでなく、そちらからも銃撃が始まっている。


    　主席らをおぶっている兵士の足はどうしても遅くなるから、俺たちはたびたび地面にひれ伏し、こちらも銃撃を行おこないながらの撤退だった。そのため、徐々に敵に肉薄されつつあった。戦車も動き出しているし、ヘリの旋せん回かい音も聞こえる。


    　右手側、木材が積み上げられている場所から、ふいに敵の兵士がふたり、銃を構えながら飛び出してきた。敵先頭部隊が、すでに間近まで来てしまったのだ。


    　とっさのことに、前を走るひとりが銃撃を受け転倒した。まずいことに指揮官役である。頭部に被弾。即死だ。


    　他四人の兵士と、莉音と俺は地面に転がり狙ねらいをつける。敵ふたりだけで火力が弱かったことが幸さいわいし、逆襲し猛撃を加えることができた。先頭を吶とつ喊かんしてきたひとりが脳天を撃ち抜かれ、もうひとりは数発の鉛なまり玉だまを受け、コンクリートに転がった。


    　俺たちはしばらくそこに踏み留とどまり、追いすがる敵を掃射した。


    　それでも敵の進軍を押し留められそうになかった。なにせこちらは数が少なすぎる。


    　主席らの組を振り向くと、大通りを突っ切って、白地の壁に囲まれた門の中へ転がり込んだのが見てとれた。あそこがドイツ総領事館だ。距離二〇〇メートルくらいだろうか。助かった！


    　主席と郭かく首相の安全が確保されたことを確認し、莉り音おんが中腰で立ち上がり、残った兵士たちと俺へ声をかけてくる。


    「行きましょう。防戦はこれで最後。あとは脇わき目めもふらずに総領事館まで走るだけよ。振り返らないで」


    　このなかで、実戦経験が一番あるのは莉音かもしれない。


    　兵士たちはうなずき、めいめい立ち上がって駆け出した。


    　俺も後退しようと振り返ったとき、傍そばで血まみれになって倒れているひとりが、拳銃を取り上げ、俺たちに狙ねらいを定めているのが目に入った。先ほど追いすがってきたふたりのうちひとりだ。


    　銃口は、莉音を向いていた。


    　莉音は気づいていない。


    　考えるより先に、俺はサブマシンガンを投げ出していた。飛び込むように莉音の元へ走る。


    　──間に合ってくれ！


    　とっさにこちらへ視線を向けた莉音と目が合った。ただただ驚いていた。


    　勢いのまま莉音を突き飛ばす。


    「キャッ！」


    　莉音は足をばたつかせながら尻しり餅もちをついた。


    　ほぼ同時、たった一発の銃弾──その迫り来る音が、なぜか俺にはハッキリと聞き取れた。


    　世界がゆっくり動いていた。


    　莉音の動転した顔も、まわりの景色も、駆けて行く兵士たちの姿も、すべてが緩かん慢まんに見えた。


    　しかし脳だけは猛たけりくるったように働いていた。すべてが見えるのに、身体からだがついていかない。なつかしい映像が、濁だく流りゆうのごとく俺の脳内を駆け抜けていく。沙さ織おりが地じ団だん太だ踏んで悔くやしがる様子も、恒こう太たが得意げに髪をかきあげる場面も、柚ゆずさんが殺人ジュースを勧めてくれたことも、そして莉音が皆に囲まれ涙した姿も、なにもかもがなつかしいのはなぜだろう。走そう馬ま燈とうというのはこういうものだろうか。


    　ふと気づいたときには、俺は胸の中心を撃ち抜かれていた。


    「み、巳み継つぐッ！」


    　莉音が目を見開いた。


    　グラリと俺はよろめき、片かた膝ひざをついてしまう。


    　身体からだの芯しんが熱い。なにもかもが、夢のなかの出来事のように思えてくる。


    　俺は、ふらふらとした足取りで立ち上がった。だが、そうかと思えば両りよう膝ひざからスッと力が抜けてしまい、地面に仰向けに突つっ伏ぷした。


    　目の前には、真っ青な空が広がっている。天はどこまでも続く。こうして中国の革命は成なし遂とげられるのだろうかと、朦もう朧ろうとした意識のなかで思った。


    「ああッ、巳み継つぐ！　巳継！」


    　莉り音おんが駆け寄ってきて、転げるようにして俺を抱きしめるのがわかった。


    　覆おおいかぶさるように俺にすがりつき、あふれでる血を止めようと胸に手を当ててくる。莉音の手はまたたく間に俺の血で染まった。


    　莉音は泣きじゃくっていた。


    　最後の力を振り絞り、俺は言う。


    「り、莉音、すまん……逃げてくれ……」


    　血まみれになりながら、莉音は首をふる。


    「巳継、死ぬときは一緒だよ。ひとりじゃないから、何も心配しないでね」


    　莉音の言葉に俺は泣いた。


    　俺なんてどうでもいい。でも、莉音だけは助かって欲しい。


    　だが、身体が動かなかった。声も出せなくなってきた。のどから血が出てくるのだ。


    　莉音は俺の首に手を回して覆いかぶさった。


    　まさか本当に一緒に死ぬつもりなのか？


    　──頼む莉音、逃げてくれ……頼む……。


    　必死の思いで俺は祈った。


    　しかし、莉音は動く様子もない。ただ俺を抱きしめる腕を強めてくるだけだ。


    　──莉音はこんなところで死んじゃいけないんだ。だから……。


    　俺は全ぜん身しん全ぜん霊れいを振り絞って莉音に訴うつたえようとした。


    　通じてくれ、頼む。


    　──違う、違うんだ莉音……頼む逃げてくれ……一かず馬まおじさんにも、新しい世界を創るんだって約束したばかりじゃないか！


    　ずいぶん走ってきた。あとほんの少し……目と鼻の先まで来ているんだ。総領事館はすぐそこだ。駆け抜ければ莉音は助かる。それなのに、俺のせいで……。


    　必死に首をふったが、莉音は涙いっぱいで口にする。


    「私の巳継……大丈夫だよ……ずっと、ずっと一緒だからね……」


    　俺の願いは、聞き届けられなかった。口からは血があふれてくる。


    　もう声も出ない。意識も保たもっているのがやっとだ。


    　莉音の身体まで血で染まる。


    「巳継……巳継……」


    　莉音が、俺の名を呼ぶ声だけが聞こえた。


    　世界にふたりしかいないのではないかと錯さつ覚かくするほど、俺には莉り音おんの声が鮮明に聞き取れた。


    　しかし莉音が俺の名を呼ぶ声は、耳をつんざく掃そう射しや音で打ち破られた。


    　──もう敵が来たのか？　せめて莉音を……。


    　掃射音はすぐ間近から聞こえた。


    　敵かと思われた方に視線を向けると、掃射音の主は、先ほどまで一緒に走っていた解放軍の兵士たちだった。戻ってきてくれたのだ！


    　俺と莉音の両脇で腹はら這ばいになり、迫り来る敵を掃射しつづけている。間近まで迫った敵が、何人か撃ち倒されていた。


    　ひとりの兵士がにじり寄り、莉音に声をかける。


    「もうすぐです。輸血が間に合えば彼は助かるかもしれない。運びましょう」


    「あ……ありがとう……」


    　莉音は涙で顔をくしゃくしゃにしながら、兵士に俺の身をゆだねた。莉音の身体からだは血で真っ赤になっている。再び莉音は、投げ出していたサブマシンガンを取り上げた。


    　俺はふたりの兵士に抱かかえ上げられ、なすがままに任せた。


    　莉音と兵士のひとりが追いすがる敵を掃射しつつ、俺を背負うふたりをサポートしつづけた。


    　やがて道路の向かいには、無ぶ骨こつなコンクリート造りの真白い建物が姿を現した。


    　そのままドイツ総領事館に転がり込んだ瞬間、俺は血を吐き、そこで意識が立ち消えた──。

  



  
     第三章　首脳会談


    



    　──思い返すと、莉音はいつも傍そばにいた。


    　ずっと莉音は、俺の師し匠しよう……いや、はるかにそれを超越した存在だった。


    　莉音がどこか遠くへ冒険に行っているときでも、莉音が今どこで何をやっているのかってことばかり考えていた。莉音から厳しい教育的指導を受けているときでも、反発心はあったにせよ、心から莉音に高しい敬けい意いを抱いていた。


    



    　食事を残すと、よく莉音に責め立てられたものだ。


    　泣き叫ぶのなんて構わず、道場に俺を引っ張り出したのも莉音だ。家に行くといつも組み付いてきて、打ち身に苦しんだのも莉音のせいだ。


    　俺が勉強をサボると、叱しかりつけてきたのも莉音だ。決められた勉強時間に隠れてゲームをやったときは、憤激した莉音にソフトを目の前で投げ付けられ、叩たたき割られ、これ見よがしに粉々にされた。どこか遠くへ家出してしまおうかと思ったほどである。


    



    　──思えば俺は、莉音に何度泣かされてきただろう。


    　おそるべき従姉いとこだったが、さまざまな非常事態に、実務面でも精神面でも耐えうることができたのは、莉り音おんのスパルタのたまものだったことは認めざるをえない。今になって振り返ってみれば、そこには愛があった。


    



    　会社とか法人とか、右も左もわからない俺たちの尻しりを叩たたき、仕事を叩き込んできたのも莉音だ。社会人の基本的なマナーすら知らない俺たちを、名刺の出し方ひとつから指導してくれたのも莉音だった。苛か烈れつな仕事を投げつけるように任せてきたときも、莉音が陰でフォローしてくれているのは、俺にも沙さ織おりにも恒こう太たにもわかっていた。


    　俺を勝手に上じよう場じよう企業の社長に就任させ、世界的な有名人にしてしまったのも、もちろん莉音である。おかげでマスコミに取り囲まれ、さんざんな日々を過ごすことになった。しかしマーケティング面では間違いなく大成功だったと、今さらながらにうならざるをえない。もし今の能力で当時に立ち返ることができたなら、きっと俺は率先して自みずから社長になっていただろう。


    　考えてみれば、よくもまぁ俺たちみたいな素しろ人うと集団を使って、ほんのわずかな期間に、これだけの企業を創り上げられたものだ。


    



    　軍事訓練を強要してきたのも莉音だ。日本で普通に生きていれば、そんな訓練は必要ないはずだ。それがまさか本当に、命を懸かけて銃を手にするような機会が何度も訪れるなんて、誰が想像できようか。


    　俺と一緒に死んでくれようとしたのも、やっぱり莉音らしい。俺にとって莉音は命より大切なのに、逃げてくれなかった。血まみれになって、莉音は一緒に傍そばにいた。


    



    　──莉音の影響なしに、俺の人生は語れない。


    　莉音は、革命に命を懸けるのだと言った。莉音は強きよう靭じんな意志を持つ女の子だ。核兵器を放てば革命が成なし遂とげられるとしたら、莉音は間違いなく撃つ。莉音には、覇は者しやとしての資質がある。どんな相手にも莉音は負けない。


    　しかしだ。


    　たったひとつ、そんな莉音にも弱点があることが、俺にはわかっていた。


    　莉音は、「革命の成じよう就じゆ」と「俺の人生」の二者択一を迫られれば、間違いなく俺を取る。


    　正直、俺としては嬉うれしくない。莉音のために犠ぎ牲せいになる覚悟くらい、俺は持ってる。莉音には、俺を犠牲にしてでも信念を貫つらぬいて欲しいんだ。むしろ俺は莉音のために犠牲になりたい。心から、そう思う。


    　だけどわかっていた。俺が莉音をなにより大切に考えているように、莉音もまた同様なのだ。


    　だから俺は、そう簡単に死んでやるわけにはいかないんだ──。


    



    
      ◇

    


    



    　目を覚ますと、莉り音おんがずっと俺を見ていた。


    　子供のころ、俺が風か邪ぜをひくと、いつも莉音が傍そばにいてくれたことを思い出す。


    「おはよう、莉音」


    　俺が静かに声をかけると、莉音は応えもせず、顔をゆがめた。そして突然、ベッドに突つっ伏ぷし泣き出してしまう。珍しく莉音は、声を上げて泣いた。


    　──どうしたんだ、莉音は？


    　俺は、莉音の頭に手をやり、やさしく撫なでてやる。すると莉音は、肩を震ふるわせた。


    　突っ伏したままの莉音を、俺はぼうっとして眺めつづけた。


    　しばらくして、莉音は顔を上げる。涙でくしゃくしゃだった。


    「バカ。危ないことばっかりしちゃって」


    　莉音は鼻水そのままに、俺をなじった。


    　もっと危ないことばかりやっている莉音が、それを言うのはどうかと思う。だが、莉音の泣き顔を見て、口にしないことにした。その代わり、頭をもっと撫でてやる。


    　莉音はベッド脇にある棚の上のティッシュを取り、涙をふいて洟はなをかんだ。しかしあふれる涙は止まらないようで、目は真っ赤になっていた。


    「いっぱいいっぱい、心配したんだよ」


    　そう言いながら莉音は身を乗り出し、俺の首に手を回し、すがりつくように強く強く抱きしめてきた。そして俺の頬ほおに頬をすり合わせ、莉音は小さく繰り返す。


    「巳み継つぐ……ああ、私の巳継……」


    　すぐ耳元で、莉音の息遣づかいが聞こえる。


    　感極まったのか、莉音はまたすすり泣きし始めたようだった。


    　俺は片手で莉音の頭を撫で、もう一方の腕を莉音の首に回して抱きしめ返す。


    　莉音は俺から離れようとしない。俺に回す莉音の腕には、もう離すまいと決意がこもっているように感じられた。


    　そういえば、一かず馬まおじさんが言っていた。莉音はずっとずっと昔、弱虫で泣いてばかりいたのだと。そのころと比べれば、莉音は心も身体からだも成長して強くなったのだろう。でも、もしかすると今の莉音こそ本当の姿なのかもしれないと、ふと思った。


    　俺たちはしばらく抱き合い、お互いの肌のぬくもりを感じていた。


    　どのくらい時間が経ったろうか。莉音のすすり泣く様子は消え、俺の頬に頬を押し付けたままだ。莉音が今、どんな表情をしているかわからない。莉音の吐と息いきがくすぐったくて、温かかった。


    　やがて静かに、莉音が俺から顔を上げた。


    　間近で見つめ合う。莉音は俺に回す手を離そうとしない。


    　莉音の涙の跡がハッキリとわかる。今まで泣きつづけていたのだろう。こんなにも思い遣やってくれる相手がいることが嬉うれしい。


    　あまりに近くで見つめつづけられて、胸の鼓こ動どうが激しくなった。お互いの息が届く距離でまじまじと注視されるのは、なんだか気恥ずかしくて面おも映はゆい。


    「……眠ってないだろ。疲れてるみたいだぞ」


    　照れ隠しのため、できるだけやさしい口調で俺は言った。


    「巳み継つぐのせいなんだからね……」


    「そういえば俺、どうして助かってるんだ？」


    「防戦しながら、みんなで運んだの。……憶おぼえてない？」


    　莉り音おんは小さく首をかしげた。


    「……そっか。そういえば……総領事館まであと少しだったもんな……」


    　徐々に頭がハッキリしてきた。


    「海かい胴どうは、死んだのか？」


    　そう聞くと、莉音は俺に回していた腕を引いた。わずかに沈んだ表情になり、コクリとうなずいた。


    　海胴が死んだ場面は知覚してる。でも実感として、信じることができなかった。脳が事実に追いついていない感じ。時間が経てば、きちんと認識できるようになるのだろうか。


    「あれから、何日経った？」


    「四日」


    　激戦のさなか、胸を撃ち抜かれ、心しん神しん喪そう失しつしかけたときのことを、俺は鮮明に思い出す。よく生き残れたものだ。見れば、包帯を上半身いっぱいに巻かれていた。ミイラみたいだ。


    　同時に、俺のせいで、あやうく莉音を失いかけた苦痛が蘇よみがえり、胸が痛んだ。


    「劉りゆう主席と、郭かく首相は？」


    「ふたりとも、ここに避難した兵士たちと一緒に、成せい都と軍区へ向かったの。わざわざ成都軍区から近くの飛行場に、航空機を何機も呼んだみたい」


    「成都に？　北ペ京キンじゃないのか？　どうして成都なんだ？」


    「北京では暗殺される可能性がゼロじゃないけど、成都軍区なら安全なんだって。劉主席は昔、成都軍区で行政官だった時期が長いらしくて、軍の主要幹部は劉主席の味方。ちょうど上シヤン海ハイが江こう大たい明めいの地盤であるように」


    「戦国時代みたいだな……。しかしアレが暗殺か。戦争みたいだったけど」


    　俺はため息をついた。世界は知らないことばかりだ。


    「中国主要メディアでは報道されていないけど、香ホン港コンの新聞ではポツポツと情報が出てるの」


    　そう言って莉音は立ち上がり、棚から香港紙を取り上げて渡してくれた。一面記事の片隅に、申し訳程度に小さな記事が載っている。

  



  
    　六日未明に上海で発生した列車衝突事故に絡からみ、香港の中国人権民主化運動センターは、劉立りつ昌しよう国家主席も乗り合わせていた可能性があると報じた。中国メディアは劉立昌国家主席の動向について、現在も沈黙を続けている。


    　広こう州しゆう鉄路集団によると、衝突事故が発生したのは六日午前五時五一分。走行中のｋ９０６３列車に、後ろから走ってきたｋ９０１７列車が衝突した。調べによると、分岐器（線路を分岐して車両の進行方向を選択する装置）を破壊して別の路線から侵しん入にゆうし、時速約七〇キロメートルで背後から衝突した模様。


    　追突されたｋ９０６３列車は脱線し、一部車両が転てん覆ぷく。この事故で乗客二四名が死亡。三九名が重軽傷を負った。


    　なお、劉りゆう立りつ昌しよう国家主席は、連結されていた最後尾の専用車両に乗っていたが、ケガはなかったとされる。


    　中国大陸のメディアは、事故や劉立昌国家主席の動向について、いっさい報じていない。


    


    


    



    　記事を読み終えた俺は、椅い子すに腰かけた莉り音おんに視線を向ける。


    「これだけ死者がいて、主席が最後尾の専用車両に乗ってたのに、ケガはないっておかしいだろ？」


    「まぁね」


    　莉音は苦笑した。


    「攻撃を受けた話なんて一言も出てないか……。アレは江こう大たい明めいがしかけてきたんだよな？」


    「それしかないでしょう。もちろん江大明は表に出てきてないけどね。主席たちを取り逃がした以上、今は落ち着いてる」


    　ふと、窓の外に視線を向けた。


    　砲撃跡だろうか。門が破壊されていた。無む惨ざんにも崩れたまま放置され、ガムテープのようなものを数枚貼って、防ぼう壁へき代わりにしているだけだ。むろん、防壁にすらならないが。上シヤン海ハイ市内は混乱している。今すぐ復旧させるのが難しいのだろう。


    「総領事館の門がぶっこわれてるな」


    「逃げ込んだ瞬間に、戦車から砲撃を喰らったの。本当に間かん一いつ髪ぱつだった」


    「……マジか。総領事館の敷地って、法的に外国だろ。ムチャクチャだ」


    　耳を疑うべき話だが、中国なら自然に受け流せそうな気がした。


    「本当ならドイツは抗議すべきなんでしょうけど、なんらかの手打ちがあったみたい。沈黙してる。なにせ抗議すべき相手──国家主席自身が逃げ込んできたんだからね」


    　莉音は新聞を開いて、小さな三面の記事を指差す。


    「ほら、ここ。見て」


    


    


    



    　六日、上海暴動では、ドイツ総領事館にも被害が飛び火した。


    　群衆が持ち込んだハンマーなどによって一部の壁面が破壊され、公安当局が警備にあたる事態にまで発展した。暴動の扇せん動どう者がドイツへの抗議行動をけしかけ、群衆が殺到したとされる。


    　事情通は、日本の元同どう盟めい国であるドイツにまで感情が爆発したのではないかと指摘する。


    


    


    



    　俺は呆あきれて顔を上げる。


    「ハンマーかよ……。中国人はどんだけハンマーの達人なんだ……。しかし、あれだけの攻撃だったんだ。いくら朝っぱらといっても、民間人、数十人には見られたぞ。泣いていたお婆ばあちゃんの顔を憶おぼえてる。こんなウソ八百の記事でバレないのか？」


    「そこは中国だもの」


    　莉り音おんは肩をすくめた。


    「ネットの方は大丈夫かな」


    「ネットに情報が出たらリアルタイムで削除するのはもちろん、書き込んだ犯人を突き止めて病院か収容所送りでしょ」


    「……そこまで厳重に監視なんて可能か？」


    「今は厳戒態勢よ。中国では、書き込みをチェックするソフトがリアルタイムで稼か働どうしてるの。今なら『上シヤン海ハイ』とか『戦闘』とか、ごく簡単な単語までチェックして、北ペ京キン政府の機関が神経をとがらせて監視してるはず。しばらくしたら監視も緩ゆるまって、情報が出ることもあるでしょうけど……時間が経ってから小出しに流れても、中国らしい誇こ張ちようとして面白おかしく受け止められるだけ」


    「なるほど……中国情報は真しん偽ぎ不明のいろんなものが錯さく綜そうしてるからな。信しん憑ぴよう性が乏とぼしいひとつくらいになるだけか」


    　莉音は思い出したように言う。


    「そうそう、劉りゆう主席と郭かく首相、ここを出る前に巳み継つぐのお見舞いもしてくれたの。とても感謝してるって伝えて欲しいって」


    「俺なんて無ぶ様ざまに撃たれただけだ。邪じや魔まにしかなってない」


    　俺は少しばかり怒った口調で続ける。


    「そういえば、なんであのとき逃げなかったんだよ」


    「……巳継だけ残していくわけないじゃない」


    「お願いがある。ああいうときは置き去りにして欲しい。もしも莉音が傷つくようなことがあれば、死ぬより辛つらいよ」


    　すると莉音は、俺の顔に手をやり、大事なものを扱うように撫なでてきた。なんだかくすぐったい。


    「ダメ。死ぬときは一緒だからね」


    「……」


    　莉音の言葉には決意がこもっているように感じた。この問題は時間をかけて、ゆっくり説得していかねばならない。


    　俺の胸に、莉音は手を置く。


    「痛む？」


    「うん。なんだかジリジリする」


    「しばらく休んでなさい。私がずっとついていてあげるから」


    「莉り音おんも休んでくれよ。というか、いつまでもドイツ総領事館にいて大丈夫なのか？」


    　白壁に囲まれた病室のようなここは、ドイツ総領事館内の医務室だろう。


    「大丈夫。中国政府が一時的に保護してくれるよう、総領事館に依頼してくれたから。近くの総合病院から、お医者さんがたくさんやってきたの。本当なら私たちも成せい都とに一緒に避難するのがよかったんだけど、巳み継つぐのことがあったからね」


    「どのくらいここにいる予定なんだ？」


    「成都に避難した主席たちが、そのうち反撃するはずだから、ここで様子を見ましょう」


    「反撃って……もしかして軍区同士で戦争でもするのか？」


    「まさか。海かい胴どうや徐じよさんの情報があるわ」


    「ああ、なるほど。その情報を使って江こう大たい明めい一派を追い落とすわけか……。ここで死んで、海胴に悔くいはなかったかな……」


    「海胴には、いつでも死ぬ覚悟があった。その死の巡り合わせが、たまたま今回だったってだけよ。あの爺じいさん、後悔はしていない。それだけは確信をもって言えるわ」


    　莉音は力強く断言した。


    　ちょうどそのとき、トントンと部屋がノックされ、ドイツ人の医師がやってきて身体からだの具合を診みてくれた。このドイツ総領事館に常駐する医者らしい。命の心配はもうないが、しばらく安静にしなくてはならないと指摘された。いずれにしろ、クーデター直後の上シヤン海ハイを出歩くのは、暴動の最中よりも危険だった。今は劉りゆう主席らの反撃を待つしかない。


    



    
      ◇

    


    



    　香ホン港コンの英字新聞『Southサウス Chinaチヤイナ Standardスタンダード Postポスト』が、未確認情報としながらも、「列車事故は劉立りつ昌しようの暗殺目的だったのではないか？　反日暴動は、江大明上海閥ばつが政権を奪還するためにしかけた謀ぼう略りやくだったと考えられる。中国国内の混乱に乗じて主席を暗殺したのち、中央軍事委員会主席である江大明が厳戒令を発して全土を掌しよう握あくしようとしたのだろう」という推論を掲載した。あくまで想像である。そして、その推論は正しい。


    　精せい華か大学の教授が小さな時事評論コーナーに書いたものだ。俺と莉音はこの記事に注目していた。しかし、中国事情に通じているごく一部の香港人が着目しただけで、日本、アメリカ、ＥＵではまったくと言っていいほど取り上げられることはなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　俺と莉音は一緒にテレビに見入っていた。


    　上シヤン海ハイでの暴動はまだ続いている。


    　日本総領事館の壁は幾いく十にもペンキが塗りかけられ、流れ落ちた液体のために道は異様な色に染まっていた。


    　唯ゆい一いつ変わったことがあるとすれば、江こう大たい明めいが戦車の上に立つことはなくなったことだ。新しく演説することもなくなり、人前に立つこともないらしい。テレビ画面には江大明が熱狂的に演説を繰り返す姿が映ることはあるが、それは過去の映像を使用しているだけだ。


    　最初に狙ねらい撃ちされたアクアスは全店てん舗ぽが閉へい鎖さしてしまっており、店のなかにはペットボトルやゴミやらが投げ散らかされ、群衆からはスルーされていた。群衆にとってアクアスは、すでに制圧が終わったあとの、なれの果てでしかないのだろう。


    　忙いそがしく飛び回っていた宋そうさんが、ドイツ総領事館に立ち寄ってくれた。


    　俺を見るなり、宋さんは驚きの声を上げる。


    「どうしてドイツ総領事館なのかと思って来てみれば……いったい何があったんです!?」


    「銃撃されたの。しばらく安静にしてないといけなくて」


    「あやうく死にかけました」


    　莉り音おんと俺がほとんど同時に応じると、宋さんは後じさる。


    「じゅ、銃撃……？　まさか、反日暴動の暴徒が……？」


    「あっ、違う違う。クーデターよ。江大明一派から攻撃を受けたの。これは機密にして欲しいんだけど──」


    　莉音は詳しい説明を続けた。話に聞き入りながら、宋さんは大きく目を見開いていた。


    「し、信じられない。い、いや、中国共産党なら信じられるんですが、それでもなんと言っていいか……」


    「この香ホン港コン紙見た？」


    　そう言って、莉音は『Southサウス Chinaチヤイナ Standardスタンダード Postポスト』の時事評論ページを開き、宋さんに手渡した。


    「いえ、ちょっと見せてください──」


    　宋さんは驚きよう愕がくの表情のまま、新聞を熟読し始めた。


    　莉音は横から口にする。


    「おおむね、この推論は当たってる。でも違うところがあるとすれば、単なる列車を使った暗殺じゃなくて、そのあと、軍から攻撃をしかけられたんだけどね」


    「でも、劉りゆう立りつ昌しようは生きてますよね？　成せい都とへ視察に訪れる模様が、ＣＣＴＶでちょっとだけ流れましたが……」


    「うん。クーデターは失敗に終わったの。これから反撃があるわよ」


    「……今後、どうなります？　このままだとアクアス営業再開の見込みは厳しいと思っていたんですが……ずいぶん状況が動きそうですね」


    「もうすぐ事態は反転するはずよ。必ず、一変するから」


    　莉音は力強くうなずいた。


    



    
      ◇

    


    



    　暴動の映像ばかり流れていたニュースの風向きが、ガラリと変わった。上シヤン海ハイ閥ばつをまとめていた市党委員会書記、李り継けい海かい、逮たい捕ほの瞬間の映像である。


    　キャスターは李継海宅の前で、興奮気味に叫ぶ。


    「大変なニュースが飛び込んできました。李継海の逮捕の瞬間です！　李継海は日本からのＯＤＡを着服しつづけ、わかっているだけで四〇億元げんを横おう領りようしていました！」


    　円で五〇〇億円を超える額だから、相当にショッキングなニュースだ。


    　突とつ如じよとして始まったこのニュースのために、暴動が取り上げられることは一気に減った。それに合わせて、実際の暴動の規模もみるみる縮小し始めていた。今までは、暴動を深刻に報道するメディア自身が、暴動を煽あおる役目を果たしていたのだろう。


    　長年にわたるメディアの画一的な報道のせいだろうか、中国人の関心は移ろいやすい。


    　役人の腐ふ敗はい──中国では頻ひん繁ぱんにある出来事で、一般人の関心も極めて高いニュースである。これは中国人の心に激しい怒りを呼び起こす。李継海の逮捕に、中国人は熱狂した。


    



    
      ◇

    


    



    　暴動が徐々に収束し安全が確保されつつあったので、中国政府の取り計らいで、上海でもっとも高級な病院に移転することになった。病院はまるで高級ホテルのようだった。先日まで俺たちが宿泊していた上海南なん華か大酒店のスイートと、ほとんど変わらない。上海南華大酒店は上海でも最高ランクのホテルなのに、である。このような病院があることに呆あきれ果て、かつまた中国での貧ひん富ぷの差をまざまざと見せつけられた気分だ。


    　だだっ広い部屋のベッドに寝かされ、俺は身体からだが回復するのを待ちわびた。


    　運び込まれる食事も、三つ星レストラン並みのコース料理だったのには恐れ入った。病人だから精力はつけなくてはいけないが、これでは逆に太ってしまいかねないほどである。


    　アクアス再開準備のために、莉り音おんは出かけることが増えた。俺の回復も確実だったため、安心して仕事に打ち込めるようになったのだろう。だが仕事の合間にはやってきて、ずっと付き添ってくれる。そして久しぶりに冒険譚たんを聞いたり、日々のくだらない話を楽しんだ。おかげでそれほどヒマを持て余すことがなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　ホテルのような病院に移って二日経ったころ。


    　日本外務省が中国渡航者へ向けて出していた警告が解除されてすぐ、沙さ織おりらが中国へやってきた。


    　莉り音おんから聞くところによると、俺が撃たれて重体だと知ったとき、沙さ織おりはショックで気絶したらしい。柚ゆずさんは毎日泣いていたそうだ。


    　病室に飛び込んでくるなり、ふたりは俺へ抱きついてきた。


    「み、巳み継つぐッ！」


    「巳継くん！」


    「痛ッ。まだ治ってないから、乱暴にしないでくれ」


    　やさしく俺は言った。


    　沙織と柚さんは泣きながら、俺にすがりついてくる。


    「ずっと心配してたんだよ。毎日ね、柚さんと一緒に泣いてたの。仕事どころじゃなかった」


    「よかったです……巳継くん……」


    　その様子を横で見ていた莉音が、後ろからふたりの肩に手を置く。


    「ふたりとも……心配かけてごめんね」


    「ごめんな、心配させちまって」


    　俺も追従した。


    　最後に病室に悠ゆう々ゆうと入ってきた恒こう太たが、俺の姿を見届けて、サラリと髪をかきあげる。


    「ほう、意外と元気らしいな。これで娘どもも、また仕事をするようになるだろう。俺ばかりが働かされて大変だったのだよ」


    「どうせ恒太は仕事なんてしてないだろ」


    「しかし巳継はやはり人間だな。撃たれると性能が大幅に弱体化するらしい」


    　俺は呆あきれて応じる。


    「誰だって同じだろ？　恒太は人間じゃないのか？」


    「生物学的な見地から言えば、俺は人間に分類できない。人間界の銃器など、この俺の前では子供のおもちゃにすぎないのだよ」


    「じゃあ何者なんだよ……。弾だん丸がんが当たれば、人間じゃなくたってひどいことになるだろ」


    「ククク、当たらなければどうということはない。俺には、弾丸の軌き道どうを先読みする特殊スキルが付随している。四〇〇年前のシャリザブラ大会戦では、ただひとり敵の十字砲火をかわして切り込み、シャイニングスプラッシュで敵軍を壊滅させた。おかげで名めい誉よ勲くん章しようを授与されている。なに、俺は別に、勲章など欲しくはなかったのだが……戦友どもがな……」


    　ようやく顔を上げ、涙をふいた沙織が、小さく口にする。


    「よく言うわ。恒太だって毎日そわそわしてたくせに。一〇分ごとに莉音に電話かけて、困らせてばかりいた」


    　意外すぎる話に、おれはまじまじと恒太をのぞきこむ。


    「マジか？　すまんな、ずいぶん心配させちまって」


    「あはは。そうそう、しょっちゅう電話かかってきて大変だったの。こっちは巳継の看病しなくちゃいけないのに、恒太がリアルタイムで状況を聞いてきて、それどころじゃなかったわよ。一回、叱しかりつけたわよね」


    　そう言いながら、莉り音おんは笑った。


    「なっ！　違う！　巳み継つぐが心配だったんじゃない。人間という脆もろい生き物の、弱点を探さぐりだそうとしたのだ。弱みを分析することで、愚ぐ民みんどもをコントロールする手法を洗練させることができるのだよ」


    「あんたは弱点ばかりだけどね」


    　沙さ織おりの指摘に、恒こう太たは傲ごう然ぜんと言い放つ。


    「俺には、たったひとつだけ弱点がある。それは、強すぎることだ……。いかなるものも寄せ付けないあふれるパワー……それがゆえの孤独……」


    「はいはい、ひとりで好きなだけ感かん慨がいにひたってなさいよ」


    　沙織はため息をついた。


    「巳継も無事だし、暴動も沈静化した。さあ、これからが本番よ。みんなでアクアスを盛り返しましょう。ここでＫＫＣＳを成功させれば、一気に道が開けるからね」


    　莉音が言うと、なぜか恒太は我が物顔で胸を張る。


    「任せておけ莉音。成功は俺の手のひらの内にある。さあ貴様ら、この俺に全力でついてきたまえ！」


    



    
      ◇

    


    



    　早朝、一足先に朝食を終えた莉音が俺の個室までやってきた。沙織らが日本からやってきたのに合わせて、莉音たちは病院の隣にあるホテルに移っていた。


    　莉音はベッド脇の椅い子すに腰かける。


    「回復してきたわね」


    「そうだな。早く復帰したいよ」


    　俺の手に手を重ね、莉音はやさしい笑顔で身を乗り出してくる。


    「そういえば、お礼言ってなかったことを昨晩思い出したの。だからちゃんと言おうと思って、朝になるのが待ち遠しかった。……巳継、助けてくれてありがとうね」


    　莉音は手をギュッと握りしめてきた。


    「礼を言うのは俺の方だぞ」


    「だって、巳継は私を庇かばってくれたんでしょ」


    「ほとんど無意識だったけどな」


    「でも、今度同じことしたら巳継とは絶交するから。忘れないで」


    「ははは、絶交は困る。それに無意識なんだから仕方ないだろ。まぁ、善ぜん処しよするよ」


    「……だけど嬉うれしかった」


    　小さな声でそう言いながら、莉音は顔を近づけてきた。しばらく傍そばで見つめ合う。


    　莉音は、俺の顔に片手を置き、やさしく撫なでてきた。なんだか照れくさい。


    「……巳継が無事でいてくれて……本当に良かった」


    　感情がこもった声で、莉り音おんは静かにそう言った。


    　ふと、沙さ織おりが廊下で立ち尽くし、ドアの外からこちらを見ていた。気づいて俺は頭を上げる。


    「沙織、どうした？　入ってきなよ」


    「……あ……」


    　ハッとした沙織は、廊下を駆けていってしまった。


    「沙織？」


    　莉音も振り向いたが、もうそこには沙織の姿はない。


    　代わりに、ちょうど恒こう太たが俺の個室にやってきた。俺と莉音を交互に眺め、恒太は口にする。


    「どうしたんだ？　沙織が暗い顔をして駆けていったぞ？」


    「……ちょっと追ってみるわね」


    　莉音は席を立ち、沙織のあとを追っていった。


    　恒太は俺のベッド脇へやってくる。そして意味深な顔で、俺を眺め下ろしてきた。


    　立ったまま、恒太は何も言わない。いたたまれなくなり、俺から声をかける。


    「な、なんだよ……？　俺の顔に、何かついてるか？」


    「莉音と何をしていた？」


    「は？　いや、何もしてないぜ」


    「ならばだ……おそらく沙織は、貴様と莉音との間に、自分には入り込めない何かを感じ取ったのだろう」
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    「何かって、何だよ」


    　恒こう太たは俺を見下ろしつつ、珍しく真ま面じ目めな表情で口にする。


    「ズバリ問おう。莉り音おんと沙さ織おりと柚ゆず、誰を選ぶんだ？」


    「選ぶ？」


    「答えろ巳み継つぐ。これは重要な選択だ！」


    　恒太は俺を指差してきた。


    「ちょっと待てよ。いきなりどうしたんだ？」


    「いきなりだと？　長く自明なことではないか。このまま黙認することはできん。俺にとっては巳継と同じくらい、莉音も沙織も柚も大切な人間たちだからな」


    「……。……俺はまだ修業中だ。それに革命部も、今が一番大切な時期……。俺たちは、普通の高校生じゃないんだぞ」


    「はぐらかすな！　巳継は選択しなくてはならない」


    「……」


    「三人とも巳継が好きだ。それは、わかってるな？」


    「な……。ああ、わかってるよ……わかっては、いるんだ……」


    「ならば、このまま曖あい昧まいな状態を続けるつもりか？」


    　いつになく、恒太は真剣だった。


    　またいらぬおせっかいを焼こうとしているのかもしれない。気持ちは嬉うれしいがしかし……。


    「恒太がいろいろ心配してくれてるのはわかった。でも、おせっかいはいらない。せめて俺自身が莉音に匹敵するようになるまでは……。昔から、ずっと思ってた。まだまだ追いつけちゃいないけど……でもさ、最近になってようやく、霞かすんでいたゴールが、ハッキリ見えてきた気がするんだ。もう少し……もう少しなんだ……」


    「ずいぶん自分勝手な話だな」


    　誰よりも無軌き道どうに見える恒太から言われ、俺は気け色しきばむ。


    「俺にだってやらなくちゃいけないことが山ほどあるんだ！　まだ俺には、誰かを守る力はない」


    「力なんて関係ない！」


    　恒太は腕をふるい、わずかなためらいも見せずに言い放った。呆ぼう然ぜんとする俺に構わず、恒太は続ける。


    「いいか巳継、よく聞け。俺たちは革命家だ。お互い、いつ死ぬとも知れぬ身なんだ。殺されるかもしれない。野の垂たれ死じぬかもしれない。俺たちは覚悟を持っているはずだろう？」


    　恒太の視線には熱意がこもっていた。恒太が明確に覚悟を持っていたことを知り、俺は意表をつかれた。


    「だからこそ、残された命を燃やし、すべてのものと向き合え。地球と同じくらい、おまえにとっては莉音も沙織も柚も大切なはずだ」


    「恒太……」


    「このまま全革命部員のハッピーエンドが消えゆくのを、俺は捨て置くことはできん。死ぬその瞬間、誰と一緒にいたいか言うがいい。巳み継つぐがどんな選択をしようと、俺たちは最後まで仲間だ」


    　恒こう太たの熱弁に、俺は胸が詰まった。存外に恒太は、こんなに懸けん命めいに俺たちのことを心配し、見てくれていたのだ……。


    「選択はいつでも辛つらいものだ。だが安心しろ。革命部メンバー全員が幸せになるシナリオを、この俺が描えがいてやる」


    「……話は、わかった……。少し……時間をくれないか？」


    　恒太は眉をひそめ、俺を見み据すえてくる。俺は視線をはずさず、一筋に恒太を見上げた。


    　お互い押し黙ったまま、静かに睨にらみ合う。


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    　そのまま数分が経っただろうか。


    　先に視線をはずしたのは恒太だった。窓の外に眼をやり、つぶやくように言う。


    「長くは待ってやらんぞ。シナリオライターとして定評のある俺でさえ、脚本を書くには時間が必要なのでな」


    「……好き勝手やってるように見えて……意外と俺たちのことを心配してくれてるんだな」


    「フッ、任務だからな。……やれやれ、手間のかかる部下どもを持つと苦労する」


    「恒太……ありがとうな……」


    　素直にお礼を口にして、俺は続ける。


    「それから恒太が、革命で死ぬ覚悟まで持っていることに正直、驚いた。好き放題やってるだけだと誤解してたよ……」


    「何を言う。これは革命だ。世界革命なのだぞ？　俺が戦わずして誰がやる？　家にこもってテレビゲームをやってるんじゃない。命くらい安すぎる代償だ」


    「そうだな……俺も今回、あやうく死にかけた。生き残ったのが奇跡だよ。だが……もし俺が死んでも泣かないでくれ」


    「安心しろ。酷こく烈れつな道のその先に、命を失うことがあろうとも、俺たちは永遠の絆きずなで結ばれている」


    　それから俺と恒太は、久々に仕事とは無縁の、気のおけない会話を交わし合った。


    　今まで俺たちは闇やみ雲くもに、追い立てられるように突き進んできた。だが俺たちがやっているのは、命を、人生のすべてを懸かけた大勝負。これからは、こうした一瞬一瞬がとても大切な時間なのかもしれない。だからこそ恒太から厳しく指摘されたように、きちんと莉り音おんと沙さ織おりと柚ゆずさんに向き合わなくてはならないと、俺は初めて認識することができた。俺自身のためじゃなく、莉音や沙織や柚さんのために……。恒太には感謝してもし足りない。


    



    
      ◇

    


    



    　恒こう太たは仕事のために、ホテルへ戻っていった。俺の無事が確認できた以上、明日から積極的に世界各国を回るそうである。


    　しばらくすると、先ほど走り去ってしまった沙さ織おりが、また部屋にやってきた。今度はドアのあたりで立ち止まることもなく、おずおずと部屋に入って俺を見下ろしてくる。


    「巳み継つぐ……」


    「おはよう沙織。心配してくれて、ありがとうな」


    　そう声をかけると、沙織は先ほど莉り音おんが座っていた椅い子すに腰かけた。


    「莉音と話してたのか？」


    「……うん。莉音がね、私が日本に戻るまで、巳み継つぐにずっとついていてやれって」


    「そっか」


    　莉音と沙織は、どんな話をしたのだろうか。


    　おそるおそるといった風に、沙織が訊きいてくる。


    「私じゃ、いや？」


    「いやなもんか。どうしてそんなこと言うんだよ」


    　俺は毛布から肩を出し、沙織に手を伸ばした。沙織は俺の手を取り、握りしめてくれる。


    「哀しそうな顔するな。俺は大丈夫だから」


    「何かして欲しいことある？」


    「今はとくにないな」


    「私、莉音みたいに楽しい話はできないし……こんなとき、どうして私って不器用なのかなって思う……」


    「いてくれるだけで十分だ。沙織が傍そばにいてくれると落ち着くよ」


    　そうしてしばらく沙織と話し込んでいると、今度は柚ゆずさんが意気揚よう々ようとやってきた。一昨日までは泣きはらしていた柚さんだったが、俺が無事なことを確認し、たちまち元気を取り戻していたのだった。


    　部屋に入ってくるとき、柚さんは明るい笑顔で声を上げる。


    「おはようございます！」


    「おはよう、柚さん」


    　俺も応じ、沙織は立ち上がって柚さんを迎える。


    「柚さん、朝ご飯食べてきた？」


    「はい！」


    「じゃあ座って。今、巳継とお話ししてたところなの」


    　沙織は柚さんを座らせ、その隣にまた腰かけた。


    　さっそく俺が口にする。


    「柚ゆずさん、最近は学校にも行かずに会社ばかり出てるけど、家の人は何も言わない？」


    「お姉ちゃんが、部活に行きなさいって言ってくれるんです」


    「へぇ、家族の人たちは柚さんが部活に出つづけるのを、心配してるかと思ってたんだけど……。お姉さんって、大学生くらい？」


    「お姉ちゃんは、私より一〇歳も年上なんです。大学を出てすぐうちのお店を手伝ってて、私のお母さん代わりなんです」


    　柚さんの家は、なかなか老舗しにせのどら焼き屋だ。お店をチェーン化もせず、他の事業にも手を出さず、たった一軒のお店をずっと守りつづけている古い家なのである。


    　不思議そうに沙さ織おりが訊きく。


    「お母さんは、いないの？」


    「私が中学生のころ、亡なくなりました」


    「そうなんだ……ごめんね……。莉り音おんも生まれてすぐにお母さんが亡くなってるけど、柚さんもなんだ……」


    「だから、お姉ちゃんは私のお母さんなんです。私、バカだっていっつもいじめられてて……お姉ちゃんが庇かばってくれたり、励ましてくれたりしたんです」


    　そう言う柚さんの声音には、ちっとも辛つらそうな響きはなかった。


    「でも莉音部長と知り合ってから、毎日とっても楽しくて、夢みたいなんです。本当は莉音部長は、ときどき部活に遊びに来てくれるだけでいいって言ってたんですが……お姉ちゃんが莉り音おん部長とお話しして、泣きながら、柚ゆずのことをよろしくって頼んでくれたんです」
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    　そんなことがあったのか……。


    　柚さんは、いくら知能が高くても、社会で普通に受け入れられる子ではない。だからこそお姉さんは、柚さんのことを誰よりもわかってくれる莉音に、望みを繋つないだのだろう。莉音も、柚さんに対して責任を感じているに違いない。


    「だから私、毎日部活に来てもいいんです。私も、莉音部長や沙さ織おりさんや、巳み継つぐくんや恒こう太たくんと、ずっとずっと一緒にいたいんです」


    「……柚さん……私も、ずっと柚さんと一緒にいるからね」


    　沙織は、隣に座る柚さんの手に手を重ね、熱を込めて言った。


    「ありがとうございます、沙織さん」


    「俺も一緒にいるから。改めて、これからもよろしく、柚さん」


    「はい。私も、もっと頑張ろうって思います」


    　いつもの屈託のない表情で、柚さんはニッコリ微笑ほほえんだ。


    　それから沙織と柚さんは、五日間ほどつきっきりで俺の世話をしてくれた。莉音はふたりに遠慮しているのだろうか、仕事を終えた夜に顔を出してくれる程度になり、アクアス店てん舗ぽの再開準備の状況を俺たちに語ってくれた。恒太はと言えば、俺の無事を確認した翌日には、もう世界中を飛び回っていた。
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    　上シヤン海ハイ閥ばつへの攻撃は、李り継けい海かいの逮たい捕ほだけに留とどまらなかった。


    　上海の要人たちがアメリカ政府運営のラジオ放送局から、ひそかにワイロを受け取っていたことが明らかになり、テレビや新聞はこのニュースを熱狂的に取り上げた。


    　金額は微々たるものだったが、中国人民にとって怒りの対象になったのは、相手がアメリカだったことだ。中国人はアメリカの力を認めつつも、アメリカから謀ぼう略りやくをしかけられることを常に警戒している。


    　とくに中国の新聞の論調は強烈で、「暴動を煽あおった陰で、アメリカに尻尾しつぽを振り、国を売っていた奸かん賊ぞくどもが大量にいた。国の顔に泥どろを塗った厚こう顔がん無む恥ちな連中だ」とまで言い切っていた。名指しまではしなかったが、この何気ない「連中」という単語のなかに、江大明が含まれていることは、中国人であれば明らかなことだった。


    　もはや誰もが、暴動などなかったことのように振る舞い始めていた。


    



    
      ◇

    


    



    　俺が療養している間にも、革命部のメンバーはそれぞれ仕事に復帰した。


    　恒こう太たはあいかわらずマスコミの取材対応を精力的にこなしつづけており、今はなぜかリオデジャネイロに飛んでいた。金きん融ゆうビジネスの専門家が集まる国際会議が開催されるらしく、それに出席するのだという。加えて、南米のマスコミを集め、恒太を中心とした討論会まで開くらしい。五日間にわたって俺の看病をしてくれた沙さ織おりと柚ゆずさんは、再び日本へ戻って日常の仕事を再開していた。本社を留守にしつづけるわけにはいかない。


    　莉り音おんはアクアス再開の準備に、本格的に取りかかっていた。今日も仕事が終わった夜に立ち寄ってくれ、俺の傍そばまでやってきて嬉うれしそうに口にする。


    「だいぶ良くなったみたいね」


    　莉音は、もう俺の前で弱い姿を見せることもなくなっていた。いつもの調子の莉音は頼もしい反面、可愛かわいらしくて弱い部分を見られないのは残念でもあった。


    「調子はいいよ。今じゃ普通に病院内を歩き回ってるし」


    「運動は？」


    「腕立て伏せはやってるけど、そのくらいかな。先生は、もうすぐ退院できるだろうってさ。退院したら、めいっぱい運動するよ」


    「一刻もはやく戦闘力を回復してもらわないとね。近接戦闘をこなせるのは、私と巳み継つぐしかいないから」


    「……。こ、今度は誰と戦うんすか師し匠しよう……」


    　俺は顔をひきつらせた。次は地球連邦軍なんかが出てきても驚かないだろう。


    「アクアスの方もね、いつでも開店できる状態よ」


    「そいつは良かった。でも、どうして開店してしまわないんだ？　様子見？」


    「ううん、成せい都とに滞在してる郭かく首相から連絡があってね、今度は中国共産党が主催で、アクアス一〇〇〇店達成の祝賀会を開いてくれるんだって。だから、それに合わせて盛大に開店しようと思うの。その方がインパクトあるでしょ」


    「ち……中国共産党……主催？」


    　俺は耳を疑った。


    「そう。今度は北ペ京キンでね。劉りゆう主席も出席してくれるんだって。それから、ほとんどの中央政府要人も。びっくりしちゃったんだけど、費用はぜんぶ共産党が持ってくれるらしいわよ」


    「マジで!?　こっちは民間企業だぞ。ありえるのか、そんなこと」


    「日本や欧米諸国じゃありえないでしょうね。中国だからこそじゃない？」


    「アクアスっていうより、まるで中国の祝賀会みたいだ」


    「そんな勢いらしいの。だから一〇〇〇店てん舗ぽの開店は、それに合わせて一いつ斉せいにね。まずは巳み継つぐに快復してもらわなくちゃ」


    　莉音は俺を眺め下ろしながら、明るく微笑ほほえんだ。
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    　退院することになった。


    　莉り音おん、沙さ織おり、恒こう太た、柚ゆずさんが一生懸けん命めい仕事に取り組んでいるのに、俺がいつまでも寝ているわけにはいかないと気を揉もんでいたところだったので、とても嬉うれしい。


    　若じやつ干かん、胸に違和感はある。しばらくは病院に通わなくてはいけない。だが日常業務に支障はなさそうだった。もっとも、今すぐ戦闘行動が可能かと言われると困ってしまうが……。


    　退院の日。


    　今日だけは、莉音は仕事を丸一日中断し、俺に付き添ってくれることになった。


    　珍しく莉音が、俺の荷物を持ってくれる。俺が持つと言ったのだが、莉音は荷物を譲ゆずってくれなかった。いまだかつてなかったことだ。


    　俺たちがホテルのロビー然とした病院のエントランスを突っ切っていくと、出口の前に、ひとりの老人が立っていた。一瞬、海かい胴どうかと思い、自分の目を疑った。


    　老人は、俺たちと正対して直立している。俺たちを待っているようだ。


    　莉音も同じように思ったのだろうか、呆ぼう然ぜんとして立ち止まる。


    　──まさか？　そんなバカな？


    　俺は出口によく目を凝こらした。


    　光の反射具合で、ハッキリと顔は見えない。しかし顔を凝ぎよう視ししてみれば、その老人は徐じよさんだった。


    　海胴と徐さんを取り違えてしまったのは、俺のなかに海胴の印象が強かったせいだろう。それと、背格好や雰ふん囲い気きが似ていたからだ。


    　徐さんだとわかり、俺たちは駆け寄った。


    「退院おめでとうございます」


    　近づいてみれば、徐さんは俺たちをニコニコ顔で眺めていた。


    「徐さん！　来てくれてありがとう！」


    「わざわざ訪ねてきてくださったんですか！　言ってくだされば、こちらから足を運んだのに」


    「いえいえ、散歩ですよ。この病院には私の主治医もいて、よく知っています。銃撃されたと聞いて心配していました。元気そうでなによりです」


    「ありがとう」


    「ありがとうございます」


    　莉音と俺は同時に口にした。


    「少しお話ししましょう。どうです、歩きませんか？」


    「そうね。行きましょう」


    「はい。よろこんで」


    　一かず馬まおじさんがあれだけ信頼していたご老人である。しかも洪こう門もん天てん地ち会の長老。そんな大物が、俺たちを気にかけてくれているだけでもありがたい。


    　俺たちは徐さんに付き従った。


    　病院の前は、ちょっとした広場になっている。煉れん瓦が造りの歩道は瀟しよう洒しやで、噴水まであり、入院している上シヤン海ハイの富豪たちのための、心安らぐ空間になっていた。


    　噴水の前で徐じよさんは立ち止まり、俺たちに向き直った。


    「クーデターに巻き込まれたとわかり、心配していました」


    「なんとか助かったみたい。本当に危き機き一いつ髪ぱつだった」


    「今でも自分が死んでいないことが、不思議でなりません」


    　莉り音おんと俺がそう応じると、徐さんはわずかに視線を落とす。


    「海かい胴どう先生のことは無念です……」


    「ご存じだったんですか」


    「海胴とは、やっぱり面識があったの？」


    「横よこ浜はまに暮らしていたときは、ずいぶん海胴先生のお世話になったものです」


    「そうだったんだ……」


    「軍にいるメンバーから情報が入ったのは、攻撃の少し前でした。率直なところ私どもは、中共の誰が政権を担になおうとどうでもいい。だから高みの見物を決め込んでいたのです。それがまさかこのタイミングで、あなたがたや海胴先生が、劉りゆう立りつ昌しようと同席されているとは……」


    　徐さんは苦く渋じゆうの様子で続ける。


    「失礼だと思い、あなたがたに監視役をつけていなかったことを、これほど後悔したことはありません……」


    「あっ、ううん。李り継けい海かいが逮たい捕ほされたのは徐さんのおかげでしょ。心から感謝してる。海胴だって同じはずよ」


    　莉音は強い調子で言った。


    　しかし徐さんは唇をかみしめる。


    「私が情報提供したのはあなたがたのためであって、中共のためではなかった……。あなたがたが負傷し、海胴先生が亡なくなり、劉立昌は、江こう大たい明めいという政敵を追い落としつつある。まるで私が中共を助け、海胴先生を死に追いやってしまったみたいだ」


    「そんなことない。徐さんはなにも悪くない。それは間違いないわ」


    　繰り返し莉音は言った。


    　徐さんは顔を上げ、噴水に目を細める。心中、納得しきれていないのだろう。


    　やがて静かに俺たちを見み据すえ、徐さんは口にする。


    「あなたがたが中国にいる間、監視役を配置します。実際、入院でお困りのことがあったらお手伝いしようと、我われ々われの関連の者が身辺についておりました。……ですがご心配なさらずに。我々は、おふたりに敵する者ではありません」


    「うん、ありがとう」


    　莉音はうなずいた。


    「あなたがたのことは、一かず馬まくんから頼まれています。おふたりは革命家だと言う。ほかならぬ私も、広い意味で言えば革命家なのです。洪こう門もんは、反政府活動によって強固に結びつけられた組織。私たちは共に歩んでいけるでしょう」


    「……孫そん文ぶんも洪こう門もんのメンバーだったわよね」


    「革命家は、その存在自体が無法者にして暴徒です。しかし、ひとりではできることが限られている。我われ々われとの人脈が、世界をくつがえす一助になるはずです」


    　そう言って、徐じよさんは両手を広げる。


    「私が責任を持って、おふたり──羽は月づき莉り音おんさん、羽月巳み継つぐさんを天てん地ち会に迎えます」


    「ひとつ教えてください。洪門って中国の秘密結社ですよね。今回の反日暴動でも明らかなように、中国には根強い排外感情があります。ぼくらのような異邦人をよろこんで受け入れてくれるものでしょうか？　一かず馬まおじさんは日本人というより無む国こく籍せき人ですから、どこに出入りしていても不思議じゃない。海かい胴どうは上シヤン海ハイに暮らしたこともあり、中国人の友人は多いでしょう。しかしぼくらは、完全なアウトローです」


    「洪門は今や世界中に拠きよ点てんがあります。もともと中国の革命を企き図とした無ぶ頼らい漢かんの集団ですから、中国人が大半を占しめている。しかし少数なりとも外国人はおり、その多くはやはり日本人です」


    「反日感情はないんですか？」


    　俺の言葉に、徐さんは首をふる。


    「私たちは反体制ですよ。そのような感情は、激しいナショナリズムを駆り立てる情報操作によって出てくるものです。清しん国や中国共産党は、日本と敵対したこともある。しかし我々洪門にとっては、日本は良い国でした。清を打ち倒すときにも、洪門に資金を供給しつづけてくれたのは日本人だった。共産党に追われた我々を匿かくまってくれたのも、日本人が多かった。日本に暮らす洪門のメンバーは多いのです。かくいう私も、横よこ浜はまに暮らした時期は長い」


    「徐さんにはナショナリズムはないの？」


    　莉り音おんの問いに、徐さんは穏やかに応じる。


    「十分にありますよ。洪門はそもそも愛国的な革命結社です。私は中国を愛している。だからこそ私は、人生の終わりに上海へと帰ってきました。しかしその愛は、郷土愛としてのもの。山河を愛し、そこに生きる人々を愛することこそ洪門の至高。他者を排する感情は、愚ぐ者しやたちの専売特許だと私は思う」


    「……うん。除さんのことは信じられる」


    「わかりました。こちらからも、天地会への参加、お願いします」


    　莉音と俺の言葉に、徐さんはニッコリと微笑ほほえんだ。


    「では参まいりましょう、加入の準備は整っています」


    　俺たちは、徐さんに続いて歩き出した。


    



    
      ◇

    


    



    　上海市内にある、徐さんが所有するという二〇階建てのビル。無ぶ骨こつな長方形だが、真新しいビルだ。


    　そのビルの一室……といっても、ホールのように広い場所。


    　そこには一〇〇名を超える人々が集まっていた。集まった全員が、徐じよさんに一目置いているのは明らかだった。徐さんの下もとに集まり、まるで兄に接するように語りかけてくる。莉り音おんと俺は一人一人に紹介され、親しく迎えられた。いずれも、上シヤン海ハイを代表する名士たち。中国で著名な事業家もいれば、政治家もいるし、軍人もいたし、いわゆる黒社会に属する大親分もいた。


    　部屋の窓という窓はカーテンで覆おおわれ、一段高くなった場所に祭壇──聖壇と言うらしい──が設置されていた。聖壇には中国を代表する義ぎ侠きようの士──関かん羽う、鄭てい成せい功こうら聖人が奉たてまつられている。


    　聖壇の前のテーブルには、深しん紅くに染まったテーブルクロスがかけられ、儀ぎ式しきに使用するさまざまな宝物が置かれている。美しい光こう沢たくを放つ鏡、巨大なハサミ、宝ほう珠じゆがちりばめられた七しち星せい剣けん、天地を測るという定じよう規ぎ、銅で作られた大きな香こう炉ろ……不思議な組み合わせだった。


    　徐さんが前に進み出て、莉音と俺が洪こう門もんの一員となる儀式が始まった。


    　莉音が日本の暴力団の顧こ問もんになるときは、海かい胴どうの一声だけだった。しかし、天てん地ち会との盟めい約やくは複雑で、多くの典礼を要した。剣を用いた演武や、武道の型のようなものや、ほうきのようなものを使った立ち回りが行おこなわれる。合間には漢詩が読み上げられ、俺たちは粛しゆく然ぜんとして聞き入った。


    　やがて徐さんが、俺たちに向けて問い始める。


    「なんのためにここへ来たのですか？」


    　徐さんから、予あらかじめ紙を渡されていたので、俺たちはそれに沿って応答していく。


    「梁りよう山ざん泊ぱくに身をゆだねるためです」


    「なぜ梁山泊に身をゆだねようとするのです？」


    「義兄弟の契ちぎりを結ぶためです」


    「人に勧められて来ましたか？　それとも、自分で来ましたか？」


    「自分で願ってやってきました」


    　問答は続いた。


    　長い長いやりとりが終わると、ういういしく盃さかずきが差し出された。盃には、黒くて異臭のする液体がなみなみと注がれている。


    　徐さんが小声で「黒酢です」と教えてくれた。本式は鶏にわとりの首をはねて、その血をすすり合うらしい。だが近年は、ＳＡＲＳや鳥インフルエンザによる危険のため、黒酢を使用するのだという。


    　安心し、俺と莉音はゴクリと飲み込んだ。


    　莉音は平然としていたが、俺は黒酢を飲んだのは初めてだったので、のどがむせ返り、思わず吐きそうになるのを必死で堪こらえた。その盃を回し合い、皆で黒酢をすすった。


    　その後、正座のような格好で、床に頭を三度打ち付けた。古来、中国の皇帝に拝はい謁えつするときは、三さん跪き九きゆう叩こう頭とうという額ひたいを地面に打ち付ける礼をとったというが、それに似せたのだろうか。


    　儀ぎ式しきが終わってみれば、四、五時間は経っていた。


    　式典を終え、晴れて洪こう門もん会員となった俺たちに、徐じよさんは手を差し伸べてくる。俺たちはその手を堅く握った。


    「これで私たちは、血の契ちぎりを交わし合った同どう胞ほうです。いかなる敵が相手でも、おふたりには同胞を守護する義務があり、かつまた同胞がおふたりのいかなる苦難も引き受けましょう」


    　一呼吸おき、徐さんは笑顔で続ける。


    「我われ々われは革命結社です。全世界に洪門会員は五五〇万人。我々のネットワークが、あなたがたを暗殺から守る。あなたがたに仇あだなす者は、我々が暗殺する。我々の刃やいばからは、世界中どこにいても、いかなる大物であろうとも逃のがれられない。私たちは、あなたがたの革命を、誠心誠意をもって支援いたします」


    「ありがとう」


    「ありがとうございます」


    　感じいって、莉り音おんと俺は言葉を絞り出した。


    　正直なところ、想像もしていなかった方向から、予想外の援軍だ。五五〇万人……桁けた違いの秘密結社のスケールに度ど肝ぎもを抜かれた。


    　徐さんは手を広げる。


    「瞞まん天てん過か海かい──いかなる艱かん難なん辛しん苦くにも威風堂々向き合えば、天をも騙だまし、やがて革命は成なし遂とげられましょう。義ぎ侠きようの兄弟たちよ、辛酸から目を背そむけることなかれ。いかなる犠ぎ牲せいも諸もろ共ともに背負い、天てん地ち会が大道を共に歩まん」


    



    
      ◇

    


    



    　莉音と俺は、また上シヤン海ハイ南なん華か大酒店のスイートに拠きよ点てんを移していた。


    　アクアスが再スタートを切るまでの、中国での拠点である。その上海南華大酒店へ劉りゆう主席の使いから連絡が入った。


    「中国共産党内の混乱が収束し、北ペ京キンへ戻ります。中ちゆう南なん海かいを訪ねて来てください」ということだ。


    　俺たちはすかさず荷物をまとめて、北京への列車に飛び乗った。別の列車に追突されたりすることは、もうないだろう。


    



    
      ◇

    


    



    　中南海。


    　北京の中心部、紫し禁きん城じように隣接し、天てん安あん門もん広場も近い。中国政府要人の邸宅が建ち並ぶ、中国共産党の総本山である。歩ほ哨しようが険しい表情で立つ検問所のようなところを通り、俺たちは中南海入り口近くにある邸宅に案内された。


    　中国風の丸テーブルが置かれた大広間へ通されると、劉りゆう主席と、郭かく首相が待っていた。


    　劉主席は両手を広げて歓迎してくれる。


    「ようこそ。待っていた」


    　俺たちはお互いの無事な姿によろこび合った。


    　席に着いてすぐ、俺はお礼を述べる。


    「総領事館で、ぼくを見舞っていただいたと莉り音おんより聞きました。まずはお礼を言わせてください。ありがとうございます」


    「あなたが回復されたようで、心からホッとした。おふたりが中国共産党の危機に力を貸してくれたこと、我われ々われは忘れない」


    　劉主席の言葉に、すぐ莉り音おんが応じる。


    「私たちにとっても、江こう大たい明めいがしかけてきた謀ぼう略りやくには困っていたから。あのまま暴動が続けば、間違いなく革命部は壊滅していた。だから結果的に、劉主席と革命部は運命共同体だったの」


    「江大明の勢力を追い落とせたのは、あなたがたのおかげだよ。今度は、私たちが協力しないと。アクアスが再び中国で話題のチェーンになるよう、党としても全力で応援しよう」


    「これで上シヤン海ハイ閥ばつの追い落としは完全に成功したんでしょうか？」


    　確認のために俺は訊きいた。


    　穏やかに俺たちを見ていた郭首相がうなずく。


    「江大明の権力をささえていた権力者たちの処分は、ほぼ見込みがつきました。中核となっていた李り継けい海かいは中華人民共和国史上最大の汚お職しよく事件として検挙され、その周辺はアメリカとの蜜みつ月げつをマスコミに叩たたかれて、頼みの綱だった中国人民からも完全に愛あい想そを尽かされました。江大明は今や、裸の王様です」


    「私たちの暗殺にしくじったのが、ヤツの運の尽きだった。江大明は震ふるえているはずだよ。近々、中央軍事委員会主席も、私が引き継ぐことになるだろう」


    「それはよかったわ。私たちにとっても本当に……」


    　莉音は心から胸をなで下ろしたようだった。


    「北ペ京キンにはいつ戻られたんですか？」


    「実は昨日の夜遅くに、戻ったばかりです」


    　郭首相の答えに、俺は驚いた。


    「え……？　じゃあ政務がお忙いそがしいんじゃないですか？」


    　劉主席が言う。


    「何にも優先して、まずはおふたりとお会いしたかった。我々と共に戦った大切な同志だからね」


    「光栄です……」


    「それにしても、海かい胴どう先生のことは残念だった」


    「海胴先生の亡なき骸がらは、丁てい重ちように日本へ送り返す予定です。近日中にご遺族が中国へいらっしゃって、引き取る手はずになっています」


    「残念だ……。あの方が生きておられたら、健全な中日関係を早期に取り戻せただろうに……」


    「いえ、劉りゆう主席。このおふたりがおります。海かい胴どう先生の役割は、おふたりが万全に果たしてくださるでしょう」


    　劉主席と郭かく首相は、俺たちの前でそんなことを言った。


    　莉り音おんは肩をすくめる。


    「でも、私たちには海胴のような人脈はないし、政官界での権力だってまるでないわよ」


    「いいんです。あなたがたが共産党上層部と日本の政官界を繋つなぐ窓口になればいい。やがて権力も人脈も、あとからついてくるでしょう。私たちが、おふたりとの関係を望んでいるのです」


    「そう、そういうことだよ。一連の経けい緯いを受けて、我われ々われは君たちを完全に信頼した。このことは党内でも、特筆すべきこととして語り継がれていくだろう。我々は運命共同体だったのだからね」


    　やはり中国人は、日本人とは違うと改めて認識した。アメリカ人ともヨーロッパ人ともまた違う。中国人は人間関係こそすべて──人と人との繋がりにもっとも重きを置くと言うが、それを肌で感じた。日米欧の場合なら、いくら信頼したからといっても、それが政治ルートに直結したりするわけではない。もちろんいかなる国の政治でも人の繋がりは極めて重要であるにせよ、こうまであからさまに人間関係が政治に直結してしまうのは、中国ならではだ。


    　劉主席は力強く言う。


    「今度のアクアス祝賀会には、私と郭首相、それから主要メンバーも皆出席する。マスメディア各社にも、大々的に報道させる。党の威信を懸かけて、暴動など一気に消し飛ばすくらい、盛大なものをしかけてみせよう」


    「ありがとう……絶体絶命のピンチを乗り切れそうね……」


    「それもこれも、海胴と一かず馬まおじさんのおかげだな」


    　莉音と俺は、心から安あん堵どして顔を見合わせた。


    



    
      ◇

    


    



    　中ちゆう南なん海かいでの、劉主席との会談を終え、俺たちは丁てい重ちように部屋をあとにした。


    　わざわざ郭首相が出口まで送ってくれ、一緒についてきてくれた。


    　三人だけになったとき、郭首相は耳打ちしてくる。


    「お聞きしました。天てん地ち会に入られたそうですね」


    「えっ!?」


    「もうご存じなんですか？」


    　莉音と俺は不意を喰らって、郭首相をしげしげと見つめた。


    「ははは、これでも私は、哥か老ろう会の長老です」


    「それは聞いていたわ。郭かく首相も海かい胴どうも哥か老ろう会のメンバーだってこと」


    「そうです。天てん地ち会の徐じよ先生とは、長年にわたる交友がある」


    「なるほど……」


    「ですが私は、反体制ではないですよ。洪こう門もんにもいろいろな人間がいる。私は、この広い中国をまとめられるのは、中国共産党しかないと考えています。問題は山さん積せきしている。率直に言って厳しい。バブル化した経済の破裂が迫っている。崩ほう壊かいや分裂の危険性もある。それでも今の困難は、独裁によってしか克こく服ふくできない。異論はあるでしょうが、私は信念を変えません」


    　莉り音おんと俺は、ほとんど同時にうなずく。


    「ううん、異論はない。わかる。それもひとつの正しい答えだと思う」


    「はい、わかります」


    「それから、洪門の長老としてひとつだけ注意を申し上げておきます。いかなる社会にも裏と表が同居している。何百万人もの会員を有する洪門とてそれは例外ではなく、黒社会にどっぷりはまっているメンバーもおります。いわゆる犯罪組織ですが、日本のヤクザとはまた違う。台たい湾わんや香ホン港コンの洗練された黒社会の者どもと密接に結びつき、驚くほど簡単に直接的な暴力を行使します。……暴力装置が必要なことはある。しかし、それを言い訳にして金かね儲もうけをたくらむ輩やからを、私は看過することはできない。徐じよ先生はリッパな方ですが、そのような人間ばかりではないことも、理解しておいた方がいいでしょう」


    「そうね。洪門の裏と表はわかっているつもり。というか、人間がたくさん集まれば、どこの世界でも一緒だからね」


    　莉音はうなずいた。


    　正直なところ、俺たちは革命家だから、暴力組織も犯罪組織も大したことはない気がする。マフィアも暴力団も、あくまで既き存そんの法とうまく付き合いつつ生きているが、革命家なんて既存社会を根底からぶちこわそうとするわけだ。既存社会の支配層から見れば、どちらが悪かなんて一いち目もく瞭りよう然ぜん。極悪も極悪、俺たちほど悪のレッテルを貼り付けられる人間はいまい。


    　郭首相は微笑ほほえむ。


    「表裏の理解があるようでしたらけっこうです。安心しました」


    「その点、海胴は裏と表をよく使い分けていたと思う」


    　莉音は感心するように言った。


    「あの方は抜群のバランス感覚の持ち主でした。見み倣ならうべきところばかりです」


    「ぼくには、暴力寄りだった気がします。ぼくらもあやうく殺されるところでしたし」


    　俺がそう指摘すると、郭首相は唇を引き結ぶ。


    「必要なこともあるのです。しかし信念の上で、海胴先生はぶれたことがなかった。ただの一度も。その海胴先生が、あなたがたに目をかけたのです。自信を持っていい。海胴先生は、おふたりに事後を託されたいと望んでおりました」


    「でも私たち、海胴とはまるで違うわ」


    「もちろん海胴先生は、おふたりと目指す方向がまったく違っていることを理解した上でのことです」


    「海かい胴どうとは、絶対に折り合わないと思っていたけれど……」


    　莉り音おんのつぶやきに、郭かく首相はうなずく。


    「はい、海胴先生とあなたがたは折り合わないでしょう。あなたがたと私も違います。私と徐じよ先生もまるで違う。それでも、私たちは理解し合える」


    「……」


    「……」


    　莉音も俺も押し黙った。


    　そういえば、一かず馬まおじさんも言っていた──「己おのれの信念に命を懸かけることができる人間同士なら、イデオロギーや立場の違いを超えてわかり合える」のだと。


    　郭首相は、真しん摯しに莉音と俺を見つめ、続ける。


    「海胴先生は仰おつしやいました。あなたがたのためになら、生しよう涯がいのすべてを賭とすことができるのだと。自分のような古く、了りよう見けんの狭いファシストには、とうてい成なし遂とげられなかったことができるはずだと」


    「海胴が、そんなことを……」


    　いまだ莉音には信じがたいことのようだったが、俺には理解できた。男同士だからだろうか。


    「やっぱり俺にはわかる気がする」


    　以前、海胴が、「金はない。すべて使い果たした。だがおまえに、それ以上のものをくれてやろう」と言ったことを俺は思い出した。おそらく郭首相は、海胴が残してくれた「それ以上のもの」なのかもしれないなと……ふと、そんなことを俺は思った。


    「私や海胴先生にも為なしえなかった新しい世界を、あなたがたには創ることができるかもしれない。こうして巡り合うことができたのは、ひとえに天命によるものです。天てん地ち会と哥か老ろう会は組織こそ違えど、血をわけた兄弟であることに変わりはありません。どこへ行こうと洪こう門もんのネットワークが、革命部を支援することを忘れずにいてください」


    　そう言って、郭首相は穏やかに微笑ほほえんだ。


    



    
      ◇

    


    



    　中国共産党主催のアクアス祝賀会は、こちらが縮ちぢみ上がってしまうほど盛大で見事なものだった。中国最高のホテルとして知られる北ペ京キン万まん麗れい飯店を丸ごと借り切っての祝賀会である。


    　俺たちが開いた一回目よりもずっとたくさんのマスメディアがやってきたが、目立ったのは、ＣＣＴＶをはじめとした中国のマスメディアだ。この祝賀会の模様を中国人民に伝えようと、よほど政府が奨励したのだろう。


    　劉りゆう主席のスピーチから始まり、郭首相の挨あい拶さつ。


    　それからアクアス中国を代表する宋そうさんの熱弁。


    　日本からのゲストとして立たち花ばな社長の祝辞。


    　列席してくれた要人たちのスピーチが続く。


    　しかし俺たちは、恒こう太たの挨あい拶さつだけは、力尽くで押さえ込んでいた。恒太はクーデターよりおそろしいのだ。


    　要人たちが挨拶を済ませるなか、莉り音おんと俺、立たち花ばな社長と宋そうさんは司会者席の近くで話し合っていた。


    　会場を見渡しながら、立花社長が舌を巻く。


    「見事なものだね。いやはや、驚いたよ。あれだけの反日暴動のあと、今度は一転して中国共産党主催のアクアス一〇〇〇店てん舗ぽ祝賀会とは……」


    「本当ですよ。目まぐるしく状況が変わるんで、ついていけませんね」


    　宋さんも肩をすくめた。


    　莉音が嬉き々きとして応じる。


    「これでアクアスの成功は間違いなしでしょ。ううん、きっと独自で祝賀会をやったときより、もっと成果を期待できると思う」


    「明日の全国一いつ斉せい開店に合わせて、大忙いそがしです。間違えて今日店舗に来るお客さんも多いみたいですよ」


    「君らには仰ぎよう天てんさせられてばかりだけど、今回ほど腰を抜かしたことはないよ。いったい、どんな裏技を使ったんだい？」


    　大まかな今回の経けい緯いを、莉音と俺は代わる代わる説明した。


    　話を終えると、呆あつ気けに取られて聞いていた立花社長は血相を変える。


    「あの列車事故にそんなことが……」


    　宋さんが言う。


    「ネットの一部の掲示板では、あれは実は列車事故じゃなく、『人民解放軍の反乱だ』とか『上シヤン海ハイ発で革命が始まったのかもしれない』っていう書き込みがあったんですよ。戦車が国家主席の乗る列車に砲弾を撃ち込んだとか……。もちろんそんなバカげた話、誰も信じちゃいません。そういう書き込みはすぐに消されるんですが、わりとしつこく同じ話題が繰り返し書き込まれてたんですよね……。今じゃぱったり見かけなくなりましたが」


    「繰り返し書いてた人が逮たい捕ほされたんでしょう。そういう逮捕者、絶対に出てくると思っていたけど……やっぱりちょっと可哀かわい相そうよね」


    　莉音が返すと、宋さんはキョロキョロとあたりを見渡す。


    「私は先日ドイツ領事館で教えていただきましたが……まずいですよこれは。聞かない方が良かったかもしれない」


    「黙ってれば問題ないわよ。喋しやべらないでね」


    「……もちろんですとも」


    「信じがたいことだ。しかし、今この祝賀会を見せつけられると信じざるをえない。どうして中国共産党が、たかだかアクアス一企業のためにここまでやってくれてるのか、よくわかったよ……」


    　立たち花ばな社長は首をふりながら続ける。


    「それにしても……海かい胴どう総そう次じ郎ろうが死亡……。巨星墜おつといったところだろうか……」


    「日本にとっては、ひとつの時代の終しゆう焉えんでしょうか」


    　俺の言葉に、立花社長はうなずく。


    「そうだな。そう思う。長期的視野で国力を補強するためにも、願わくは求心力のある政権が日本に興おこってくれればいいのだが……今の状況では難しかろう」


    「まぁ私は、どうでもいいかなぁ」


    　莉り音おんは無関心といった様子だった。


    「しかし、革命部の基盤は日本だろう。ここまで規模が大きくなれば、日本経済がそのまま革命部の強さに直結する」


    「今はね。やっぱり日本経済は大きかったし、流通網も整備され尽くしているし、企業の創業にとって良い国だった。でもＫＫＣＳで世界展開を進めれば、日本でのビジネス活動や保有資産の割合は落ちていく。過か渡と期きなのよ。多た国こく籍せき企業化すればするほど、日本の強さも弱さも利用できるからね。日本が弱くなるなら、それをも取り込んで売り買いしていける」


    「淡たん泊ぱくなんだな。……いやしかし、君らがまだまだ急成長をつづけそうなことは確認できた。どれほどの狂騒のなかにあっても、いつでも心静かに物事を見み据すえる視点こそ最上のものだ。ますます君らに期待したくなってきたよ」


    「あはは、ありがとう。『日本なんてどうなろうが知ったこっちゃない』なんて言うと、海胴が泣いちゃうと思うけどね」


    「いや、海胴総次郎もそういう君らの覚悟にこそ共感したんじゃないかな」


    「俺もそう思う。莉音がそう言うことくらい、海胴はぜんぶ知ってるはずだよ」


    　俺も大きくうなずいて、立花社長の意見に同意した。


    　今なら海胴という超人のことが、わかるような気がした。
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    　俺と莉音が沙さ織おりらのところへ戻ると、沙織が真剣に怒っていた。激しすぎているのか、後ろから近づいた俺たちに、沙織は気づいていなかった。


    　沙織と柚ゆずさんはフォーマルなドレスだけに、人目を惹ひいている。澄ましていれば美しいはずの沙織が、鬼の形相で地じ団だん太だを踏んでいるのは、いつものことながら苦笑を禁じえない。


    「恒こう太た！　しばらくここでジッとしてなさい！　適当なことばかり言ってると、私たちが困るの！」


    「民たみ草くさどもが俺に寄ってくるのだ。王として、相手をしてやる義務があるだろう」


    　恒太は得意げな顔で、サラリと髪をかきあげた。


    　俺が割って入る。


    「どうしたんだ沙織？　恒太なら、自由に歩き回らせてりゃいいんじゃないか？」


    「あっ、巳み継つぐ、莉り音おん！」


    　俺たちに気づいた沙さ織おりは、こちらを振り向いてまくしたてる。


    「聞いて。恒こう太たがね、マスコミの人たちに、また勝手に金利を上げるような話をしていたの。今度はね国際商業銀行の金利を二〇・〇％にする予定だとか……。だから、慌あわてて恒太を引っ張ってきて……」


    「ぎ、銀行の金利二〇・〇％!?　どこの国の話だ？」


    「二〇・〇％……いくらなんでも言いすぎよ」


    　さしもの莉音も顔をひきつらせた。


    　世界を見渡せば、金利二〇・〇％に近い政策金利や銀行金利を持つ国はないわけではない。それは、とりもなおさず経済基盤が貧弱なために、金利を高くして国際市し場じようから投資を誘致するための、やむにやまれぬ措そ置ちなのである。


    　今にも破は綻たんしそうな国が金利一・〇％なら、その国にお金を移動する相手はいない。逆に金利二〇・〇％なら、投資を検討してくれる相手がいる。一億円を金利二〇・〇％の国に移動すれば、一年後には一億二〇〇〇万円になるからだ。もっとも、国自体が破綻したり、その国の通貨が暴落したりするリスクは大きいのだが。


    　だが日本の場合、経済基盤は強固であり、政策金利をいくら低くしてもお金が集まってきてしまう。ほとんど〇％金利にもかかわらず、皆が日本円にお金を換えようとするから、どんどん円が高こう騰とうするわけだ。そんな〇％金利の国にある銀行が、金利二〇・〇％とは、破滅的な行為だった。


    　しかし恒太は、大おお仰ぎように首をふる。


    「おやおや、巳み継つぐや莉音までそんなことを言うとは……。まずは莉音に答えてもらおう。国際商業銀行の頭とう取どりは誰だ？」


    「だ、誰って……恒太でしょ」


    「そのとおり。まさにそこなのだよ。この俺の知力を考えると、現状の金利は低すぎると思わないかね。ここは一気に、二〇・〇％にする必要がある。なぜならそれが、春かす日が恒太が頭取を務める銀行としての適正金利だからだ！」


    「メチャクチャだな。この前言ってた宇宙帝国主義の方がマシだ」


    　呆あきれて俺は肩をすくめた。


    「いいこと、恒太。銀行だってビジネスなの。利り益えきを出さなくちゃ続けられない。預金者に払う利息以上のものを、銀行は稼かせぎ出さなくちゃいけないのよ」


    　小学生に対するように、莉音はごくごく基本的なことを説明した。


    「莉音はまだまだ俺にかなわないようだな。やはり革命部の経営戦略を担になうのは俺の義務……」


    「えっらそうに！　あんたの経営戦略って何なのよ？」


    　沙織はドンと地面を踏みつけた。


    「ククク、俺の遠大なプロジェクトを聞いておののくがいい。あえて国際商業銀行が金利を二〇・〇％に引き上げる。世界中、他の金きん融ゆう機関はどこもついてこられまい。地球上の預金者のすべてが、国際商業銀行に集まるだろう。すると……どうなると思う？」


    「どうって、預金者がいなけりゃ、銀行なんて潰つぶれるな」


    「そのとおりだ巳み継つぐ。世界中の金融機関を壊滅させればいい。手早く全滅させるために、あえて二〇・〇％という驚きよう愕がくの金利を提示したのだよ。そして、破は綻たんした金融機関の買収を進め、この俺が全銀行を支配したのち……金利を一気に〇％にまで下げるのだ。これこそボロ儲もうけというもの」


    　莉り音おんが苦笑する。


    「なるほど……なんにも考えてないわけじゃないみたいね。でもね恒こう太た、全銀行を支配することなんて無理よ。そこまで支配する前に、どこかの政府から必ず圧力がかかる──間違いなくアメリカ政府は力尽くで圧迫してくるでしょうけど、そうなったら銀行はバラバラにされる。元の木もく阿あ弥みよ」


    「フッ、莉音ほどの者が何を言う。そんなもの、バレないように買収すればよかろう。要は、現実的にこの俺が、全金融機関を支配できる状態になればいい。民たみ草くさに知られなければいいのだ」


    「……小さな規模の買収ならそれも通用する。でもね、数千億、数兆クラスの買収になってくれば、資金の出元をカムフラージュするのは困難よ。ううん、ほとんど不可能」


    「ほ、ほおう……。そうとも……言えるな……。……だが、それを可能なように考えるのが莉音の役目だろう。この俺の頭脳は、遠大な計画をプランニングするためにあるのだ」


    　沙さ織おりが恒太を指差す。


    「あっ、肝心なところを逃げた！」


    「逃げたよな、確実に」


    　思わず俺は笑ってしまった。


    「カルヴァート財ざい閥ばつやスタインバーグ財閥は、現実的にオイルを独占しているだろう。それでも問題がない。独占はやり方次第なのだよ。そして独占こそ、資本主義最さい高こう峰ほうの旨うま味みだ」


    「だから、そのやり方を莉音に丸投げするなっての」


    「……恒太の戦略は穴だらけよ。いいこと、他の金融機関が国際商業銀行と同じレベル──金利二〇・〇％を保たもちたいなら、簡単よ。金融機関自身が、国際商業銀行に預金すればいいの。そうすれば、二〇・〇％の金利を受け取れる」


    　教師のように莉音は続ける。


    「それからね、二〇・〇％の金利ってのは度ど肝ぎもを抜くから、広告のインパクトとしては面白い。でもね、常識的に考えればそんな金利で銀行経営を成り立たせるのは不可能だってわかるから、逆に誰も国際商業銀行に預金なんてしなくなるわ。だって、破綻する可能性が高い銀行に、自分の大切なお金を預けるわけないじゃない」


    「その穴を考えるのが、莉音の役目。俺の頭脳は日々、高度な戦略を考えなければならないのだからな」


    「恒こう太たくんってすごいんですね。とっても難しいお話をしているんで、尊敬しちゃいます」


    　恒太にも柚ゆずさんにも、俺と沙さ織おりはこれ以上のツッコミを入れなかった。


    　莉り音おんは腕を組みながらゆっくりと言う。


    「でも恒太の戦略はともかく……金きん融ゆう機関の買収を進めるのは良いアイデアかもしれないわね……。不況の影響で、今は世界中の金融機関の体力が弱ってる。だから、買収を進めやすい」


    「そうだろうとも。今こそ地球の金融機関を、この俺の傘さん下かに置くべきだ」


    「考えてみれば……これから私たち、ＫＫＣＳを他の金融機関に大量に引き受けてもらおうとしていたでしょう？　だったら、わざわざ他の金融機関に営業して、ＫＫＣＳを買ってもらうよう説得するんじゃなく、金融機関自身を買収しちゃった方がいいかもしれない」


    「フフフ、莉音にも、ようやく論点がのみ込めてきたようだな。世界の金融機関を買いまくり、その莫ばく大だいな預金量を使って好き放題する。これこそ資本主義の頂点と言えるのではないかね？」


    「……うん、いいわね。あくまで大おお雑ざつ把ぱな方向性だけど、ＫＫＣＳを進めるのと並へい行こうして、金融機関の買収を進めましょう。傘下に置いた金融機関に対して、どんどんＫＫＣＳを売りつけていけばいい。それから、他の金融商品も次々開発して、それらもぜんぶ傘下の銀行に売りつけていくのよ。お金をグループ内で回して巨大化していけるわ。莫ばく大だいな資金に限界までレバレッジを効かせて、世界のあらゆるものに投資しまくりましょう」


    　不安を感じて俺が指摘する。


    「何十兆、何百兆の資金にレバレッジを効かせるのか？」


    　レバレッジの元の意味は、「テコの原理」のことだ。借り入れをすることによって、自己資金だけで投資を行おこなうより、何倍もの収しゆう益えきが狙ねらえる効果のことである。


    　たとえば、「勝てば資金が倍」「負ければ全額を奪われる」というギャンブルをするとしよう。そのとき、手持ちの現金が一〇〇円しかなければ、勝てば自分の現金は二〇〇円、負ければ〇円になる。


    　この手持ちの一〇〇円にレバレッジを掛け、他人から一〇〇〇円を借りてきて同じギャンブルをしてみよう。借しやつ金きんも含めて手持ちの現金は一一〇〇円だ。すると、勝てば自分の現金は二二〇〇円、負ければ〇円になる。その後に他人へ一〇〇〇円を返したとしても、利益は一一〇〇円にもなってしまうのだ。手持ちが一〇〇円しかなかったのにもかかわらず、利益が一一〇〇円だということは、資金量は一一倍に増えたことになる。


    　もちろんその代わり、負ければ損失が何倍にもなってしまう。自分のお金一〇〇円だけでギャンブルをすれば、負けてもお金がなくなるだけだ。しかし一〇〇〇円を借りてきていたとしたら、ギャンブルに負けた瞬間、とたんに一〇〇〇円が払えなくなり、それだけの借金を背負ってしまうことになる。


    　他人のお金を利用して賭ける単位を大きくするから、利益も損失も、その分だけ大きくなるわけだ。これがレバレッジと言われるもので、一見クールな響きのある単語だが、要は他人から金を借りてギャンブルをするだけだ。


    　莉り音おんは嬉うれしそうにうなずく。


    　ちなみに、全世界でレバレッジにより膨ふくれあがったギャンブルマネーの送料は、二〇〇七年の金融バブル絶頂期で七京きよう円に達した。現在でも、六京円という天文学的な、冗談のような額になっている。こうなった以上、たとえ騙だまし騙しでもこのギャンブル場を維持しないと、資本主義世界は崩壊してしまうのだ。


    「そうそう、限界までね」


    「すさまじい儲もうけが出るかもしれない。でも逆に、すさまじい損失になるかもしれないぞ」


    「大丈夫。どっちに転んでもなんとかなるでしょう。儲かれば良し。莫ばく大だいな損失を抱かかえたとしても、まぁ適当にやりましょう」


    「適当って……」


    「もし利り益えきを出したとするなら、とてつもない金額になるでしょう？　それこそ何十兆、何百兆単位。ううん、私たちなら一〇〇〇兆、二〇〇〇兆だってすぐよ」


    「……な、なりそうだな」


    「逆に言えば、損失だって同じくらい出るかもしれない。二〇〇〇兆円なんていう負ふ債さいを抱かかえたら、痛快ね」


    「どこらへんが痛快なんだよ……確実に破は綻たんするじゃないか……」


    「ううん、そんなことない。だったらむしろ安心よ。どうせ損失を出すなら、もうね、地球が壊滅するくらいの量になった方がいいの。だって、大きくなればなるほど、世界中の政府が必死で助けてくれるから」


    「ムチャクチャだ……恒こう太たの話よりひどすぎる……」


    　俺は開いた口が塞ふさがらなかった。


    　莉音が両手を広げる。


    「よし、次のギャンブルは決まりッ。私たちが賭けるもの──それは、この星のすべて。儲もうかれば良し。損しても良し。うん、新しい方向性が決まったわね。行けるところまで行きましょう。地球をひっくり返してやるの」


    「ち、地球が可哀かわい相そうな気がするわ」


    　沙さ織おりが顔をひきつらせた。


    　俺も片手で顔を覆おおう。


    「人間やめたくなってきた……」


    「なんか、革命してるって気分になってきましたぁ。ワクワクするんです」


    「まさに俺の言わんとしたことを莉音が代弁してくれたな。いつものことながら、莉音は実に貴重な配下だよ。こやつめ、ハハハ！」


    　突とつ如じよ、恒太が中空に腕を伸ばした。


    「いいだろう。この俺が率ひきいる国際商業銀行は、この星のすべてを買収する。いざ行かん、地球の果てまで！　春かす日が恒太の旗の下もとに集つどえ！　革命部の栄光のために！」


    「大事な祝賀会で叫ぶなっつの……」


    　その大声に気恥ずかしくなり、俺はあたりを見回した。
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    　祝賀会の翌日。


    　アクアス一〇〇〇店てん舗ぽが一いつ斉せいに開店した。合わせて全店で大セールである。


    　人々は店舗に殺到した。足りなくなったセール品の奪い合いまで起こり、ハプニングの続出だった。


    　──暴動を返せ！


    　思わずそう叫びたくなるほど、暴動は綺き麗れいサッパリなかったことになっていた。


    　漢民族は実に現実的で政治的である。三〇〇〇年を超える歴史のなかで、リアリスティックな身の振り方が個々人にまで染しみ込んでいるのだろう。さすがは『戦国策』や『孫そん子しの兵法』を生み出した国である。


    　リスタートの大成功を見届けて、俺たちは日本への帰路についた。
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    　成なり田たへ向かう飛行機の中で、俺はぼんやりと国際ニュースを眺めていた。中国から日本はゆっくり眠る間まもないほど近い。


    　どうでもいいニュースばかりなので、雑誌でも読もうかと思った矢先……江こう大たい明めいの名前を耳にして俺は顔を上げた。キャスターがニュースを読み上げていく。


    



    「昨日一四日、解放軍海軍の演習中に事故があり、ミサイル誤射事件が発生しました。駆く逐ちく艦かん二隻せきが誤ってミサイルを発射し、駆逐艦一隻が大破。士官を含む一六名が死亡。この演習には江大明中央軍事委員会主席が視察に訪れており、大破した駆逐艦に乗り込んでいた模様。誤射事件に巻き込まれたものと思われます」


    



    　それは、ごく短い、淡たん々たんとしたニュースだった。


    「おい……これって……」


    　隣の莉り音おんも同じニュースを見ていたが、ほとんど気にならないようだった。


    　莉音は真顔で口にする。


    「やっぱり、こうなるでしょうね」


    「ニュースが派手なわりに、ずいぶんあっさりしてるな……。中央軍事委員会の主席だぞ」


    「こんなものじゃないの？」


    「……そういうもんか」


    「でもニュースが短い割りに、事故はド派手すぎるわよね。おそらく、一気に弱体化した上シヤン海ハイ閥ばつへの見せしめが含まれているんでしょう」


    「なるほど。しかし世間に、暗殺だってバレないか？」


    「天あまの邪じや鬼くなメディアは出てくるかもしれないけど……うーん、すぐに他のニュースで埋うもれると思うわよ。わかる人だけがわかる。このニュースに注目するのは上海閥の関係者くらいじゃないかしらね。だからやっぱり見せしめなのよ」


    　そう言って、莉り音おんはつまらなそうにあくびをした。


    



    
      ◇

    


    



    　江こう大たい明めい死亡のニュースは、メディアで淡たん々たんと伝えられたが、大きなニュースにはならなかった。莉音の言っていたとおりだ。


    　一部、香ホン港コンと台たい湾わんの雑誌が「暗殺の可能性があるのでは？」と疑問を投げかけた程度だった。主流メディアではいっさいこういった論調は見られなかったし、日々押し寄せるどうでもいいニュースに、あっという間に押し流されてしまったのだった。


    　江大明の死亡によって、中央軍事委員会主席を劉りゆう立りつ昌しようが引き継いだというニュースの方は、中国では大きく報道されたらしい。


    　数日後、綺き麗れいに繋つなぎ合わされた海かい胴どうの遺体がようやく日本へ着いたらしく、葬そう儀ぎが行おこなわれると聞きつけた。


    　海胴家は市いちヶが谷やにひっそりと邸宅を構えているらしい。梶かじ原わら大臣の秘書に住所を聞いてみると、一も二もなく教えてくれた。


    　すぐさま俺と莉音は市ヶ谷へ向かった。


    



    
      ◇

    


    



    　海胴の自宅は、瞠どう目もくするほど質素なものだった。場所こそ市ヶ谷という東京都心の好立地だが、いくつもの路地を折れ曲がった住宅街の奥にあり、いかにも日本の密集地帯にありがちな申し訳程度の小さな庭と、築三〇年は経っているであろう特色のない邸宅。家自体もこぢんまりしている。俺や莉音の自宅とそれほど変わらず、一般のサラリーマンが住んでいるようなところだった。それだけを見れば、この家の主が日本権力の中心だったなんて、とうてい信じられることではない。


    　葬儀はすぐ近くのお寺を借り切って行われた。


    　海胴の葬儀には、政財界の一流人が軒のき並なみ参列した。海胴家は内々の葬儀をしようとしていたようだが、名士連中を追い返すわけにもいかなかったのだろう。


    　存命している元・総理はほぼすべて見かけたし、タカ派として賛否両論ある今の総理大臣──大おお原はら英えい士じもいた。俺たちに馴な染じみのある梶原大臣もいる。


    　政治家連中はともかく、大物としては日本最大の資産家と言われる株式会社国こく土ど政せい策さくの藤ふじ原わら義よし和かず、鉄道王と言われる東とう亜あ鉄道株式会社の橋はし爪づめ宏ひろし……どこかで見知った顔が並ぶ。彼ら財界の頂点は、見み紛まごうことなき日本権力の真の中ちゆう枢すうだ。


    　古い世代が多いのは、やはり影響力をふるった時期の違いによるものだろうか。


    　見る人が見れば、腰を抜かすような参列者かもしれない。しかし俺はすっかり慣れてしまっていた。財界トップや総理や大臣ごとき、何百人が目の前に現れようと、なんともないぜ。


    　これほどの名士ぞろいだが、彼らは皆、海かい胴どうにはとうてい及ぶまい。暴力的な力を直接手にしているわけではないし、自みずからを犠ぎ牲せいにしてまで国家に貢こう献けんしようとする野心や意志もなさそうだった。


    　また、海胴の親族を除外すれば、一〇代二〇代の参列者はおそらく俺たちが唯ゆい一いつだ。ざっと見た限りでは、三〇代もほとんどいない。


    　暴力団関係者の姿をひとりも見かけなかったのは、気を遣つかったからなのだろうか。


    　──うん？　莉り音おんも関係者なのか？


    　まぁそれはともかく、葬そう儀ぎはしめやかに、滞とどこおりなく進んだ。


    　やがて焼しよう香こうの順番が回ってきて、俺は莉音のあとに続いて、海胴の霊れい前ぜんで両手を合わせた。白黒写真に顔を上げると、海胴が厳いかめしい顔つきで俺を睨にらみつけている。実に、海胴らしい風ふう貌ぼうだ。


    　涙は出なかった。不思議に悲しいとも思わなかった。


    　しかしこれだけは言える。俺たちと海胴は、極めて短い付き合いだったが、誰よりも深い関係にあったのではないかと思うのだ。


    　俺と莉音は元いた場所に戻り、お互い一言も言葉を発せず、要人たちが海胴に両手を合わせるのを、ただボーッと見守った。


    　涙を流しながら位い牌はいにすがりつかんばかりに祈る人もいたし、嗚お咽えつしながらようやっと焼香を終える人もいた。淡たん々たんと事務作業のごとく済ませる人もいる。


    　良くも悪くも、偉大な人間の幕引きだ。ひとつの時代の終しゆう焉えんである。


    　手早く帰り仕じ度たくを整え、莉音と俺は葬儀場を一足先にあとにしようとした。


    　だが、俺たちの姿を認めた梶かじ原わら大臣が追いかけてきた。内ない閣かく府ふ特命担当大臣（金きん融ゆう担当）である。


    「やあ、どうも」


    「こんにちは」


    「お世話になってます」


    　莉音と俺は会え釈しやくを返した。


    「日本商業銀行の件では、大変お世話になりました。それから、片かた山やまさんの件でも。……おっと今は国際商業銀行でしたっけ」


    「そうそう。国際商業銀行。片山さんは元気？」


    「ええ、だいぶやる気を取り戻してきたようです。革命部に救われなかったら、今ごろどうなっていたことか」


    「大したことしてないわよ。結果的に、私たちにもメリットあったしね」


    「銀行の方、順調そうでなによりです。心からホッとしています」


    　梶かじ原わら大臣の言葉には実感がこもっていた。


    　莉り音おんは俺を向き、茶目っ気たっぷりに問いかけてくる。


    「本当に順調かしらね？」


    「どうだろう。約一名、超危険人物がいるからな。この先どうなるか……」


    　半ば笑いながら、俺は肩をすくめた。


    「ご謙けん遜そんを。すばらしい成果です。私の方も驚かされています」


    　梶原大臣は、俺たちの話を信じていないようだ。


    　顔を近づけてくる。


    「ところで……このような場所で仕事の話も何ですが、明日、官邸に来ていただく時間はありますか？」


    「官邸？　向こうの大おお原はら英えい士じが、私たちに何か用あるの？」


    　輪に囲まれて関係者たちと挨あい拶さつを交わしている大原総理に、莉音は視線をはしらせた。


    「はい」


    「なんの用事よ？」


    　莉音はいぶかしそうに、眉をひそめた。


    「ちょっとここでは……」


    「頼み事なら、あっちの国こく土ど政せい策さくの藤ふじ原わら社長の方がいいんじゃないの？　私たち、海かい胴どうみたいな権力なんてないけどね」


    「いいえ、それは過小評価です」


    　梶原大臣は断定したが、莉音は腕を組む。


    「うーん、日本に帰ってきたばかりで、たくさん仕事溜たまってるのよね。明日は忙いそがしいなぁ」


    「ではいつなら？」


    「じゃあ明後日。午後ならいいけど」


    「では一六時に官邸へ。私も出向きます。よろしいですね？」


    「呼びつけるってのもまた、ずいぶんえらそうよね～」


    「そ、それはまぁ……大原総理は行動派ですから、出向けと言われればきっと御おん社しやまで出向くはずですが……なにぶん総理ともなれば、マスコミの目もありますから」


    「わかってる。ちょっとなじってみただけ。行くわ。なんの話か知らず放置して公安に監視されるのもいやだし……話とやらを聞かせてもらいましょう」


    



    
      ◇

    


    



    　葬儀場を出たとたん、門の脇からぬっと現れた白人の大男に、思わず俺はギョッとした。挨拶すらなしで、気楽な世間話でもするように声をかけてくる。


    「聞いたかクソ野郎ども。海かい胴どうの隠れ負ふ債さいについてよお」


    　表向きは国務省対外戦略局アジア太平洋支局長、そしてその実態はＣＩＡ──ラルフ・スタインだ！


    　黒服で来ているところを見ると、海胴の葬そう儀ぎに参列したらしい。海胴を忌いみ嫌っていたようにしか見えなかったのに、わざわざ上シヤン海ハイからやってきたようである。意外だ。


    　莉り音おんは首をかしげる。


    「負ふ債さい……？　なんのこと？」


    「クソジジイの借しやつ金きんだよ。やっこさん、とんでもねぇ額を踏み倒しやがった」


    「海胴に借金？　そんなものがあるんですか？」


    　信じられず、俺は聞き返した。


    「おう、五兆三〇〇〇億円だってよ。さすがにとんでもねぇ男だったな。個人の借金としちゃ、世界最高額じゃねえのか？　ギネスブックにでも掲載しといてもらいたいね」


    「ご、五兆……!?　海胴が？」


    「何かの間違いじゃない？」


    　俺も莉音も眉をひそめた。


    「おいおい、こっちは情報機関員の端くれだぜ。そんなこと間違えるかよ」


    「どういうこと？　海胴は旧軍の資産を横おう領りようして、株式市し場じようでインサイダー取引を繰り返してきた。世界的な大金持ちだったはずだけど……。それがどうして借金って話になるの？」


    「そんなもん、単なる伝説だろ。やっこさん、旧軍の資産を隠いん匿とくもしたし、インサイダーで儲もうけまくった。だがな、おまえらが語り継ぐほどの額じゃない。旧日本海軍の資産で海胴が横領したのは、研究の結果、四〇〇億だと言われている。その額はつまり、闇やみに消えてしまった旧軍資産の全額を、海胴が確保したという前提だったんだ。しかし、本当に海胴親子が隠匿できたのは、せいぜい多くとも五分の一、いや、おそらく一〇分の一程度だろう」


    「どうして断定できるのよ」


    「簡単さ。金はＣＩＡに回ってきてるからだ。旧日本海軍の資産は少なくとも半分以上をＧＨＱが押おう収しゆうし、回りまわって、その資金がＣＩＡの日本工作費用に利用されてるからな。そしてかなりの部分を自じ友ゆう民みん政せい党とうに回してやった。へっ、いわゆるズブズブの関係ってやつだ」


    　あっけらかんとしてラルフは続ける。


    「考えてもみろ。そういう性格の資金なんだ。闇に消えたことにするしかねぇだろ。その闇を、ＣＩＡ工作員だったころの海胴が引き受けたってわけさ。結果、伝説がひとり歩きした」


    「で、でも、五分の一や一〇分の一にしたって、巨額ですよね。インサイダーでも儲けられたわけですし……」


    　戸と惑まどいつつ俺は訊きいた。徐々に話はのみ込めてはいたが、突然すぎる話だ。


    「クソ海胴は、あくどいことをやりまくった。しかし、手にいれた以上の資金をばらまいてきた。果ては借金を重ねてまで、すべてを産業界に降り注いだ」


    「……」


    「そんなことが……」


    　莉り音おんは押し黙り、俺はうめいた。


    「海かい胴どうが借金をするのは簡単だ。日本の大手銀行に一声かければいい。すかさず担当者が飛んできて、必要な額だけ貸し出したろうよ。クソ野郎は日本の頂点だったんだからな」


    　ハン、と鼻を鳴らしてラルフは続ける。


    「破は綻たんした長銀の不良資産にも、他の大手銀行が抱かかえていた莫ばく大だいな不良債さい権けんにも、少なからず海胴絡がらみの借しやつ金きんが含まれていた。銀行だって端はなっから回収しようなんざ思っちゃいないよ。そりゃ殺されちゃかなわんだろ。国から公的資金を入れてすぐ、不良債権と認定して消し飛ばしたんだ。つまり結果として、借金は無になった」


    「なんていうか……人間だとは思えない……」


    　莉音の言葉に満足したのか、ふいにラルフは莉音を指差した。


    「それだ。海胴は人間じゃねえ。強しいて言えば、魔神のごとき愛国者ってとこか？　まるでバカげてる。こんな仕事をしていて、俺も世界中、いろんなクズに会ってきた。右を見ても左を見ても、隙すきを見て自国民の財産をかっぱらい、私利私欲のことしか考えていない害虫ばかりだ。クソジジイみたいな男は、どこを探したっていなかったね」


    「海胴を嫌ってるようでいて、意外と評価もしてるのね」


    「プラスの評価なんざしてねぇよクソ野郎。ありのままを言ったまでだ」


    　そう言って、ラルフは芝居がかったように荘そう厳ごんに口にする。


    「伝説がカリスマを創る。海胴は日本に君臨し、輝かしい一時代を築き上げた。しかし時代はめぐってゆく。老兵は借金まみれで退場し、混迷はいよいよ深まるだろう」


    「そうね。でも、アメリカにもＥＵにも、あんまり未来があるようには思えないけど？」


    「ごもっとも。今まで先進諸国としてもてはやされてきた日米欧──そんな俺たちは今、必死で成長率ビリ争いってわけだ」


    　莉音はため息をつく。


    「……それで、いきなり私たちに話しかけてきたのはどうして？　大して交流があったとは思えないんだけど。何か目的があるのでしょう？」


    「海胴と一緒だったおまえらが不思議で、あれから調べてみた。てめぇらが何をたくらんでいるのか知らねぇ。だが、クソジジイの後継者だっていうじゃねぇか。だからもう一度、そんなクソ野郎どもの顔を見ておこうと思ってな」


    　どうもラルフは「クソ野郎」と言うのが口グセのようだった。


    「後継者なんかじゃない。それは海胴にもハッキリと伝えてる」


    「ふん、口では何とでも言えるからな。てめぇたちのことはそれなりに追ってみるつもりだ」


    「ちょ、ちょっと！　迷めい惑わく千せん万ばんよ！」


    　莉音は激しく抗議した。


    「気にするこたぁねぇよ。俺だって、別にてめぇらを犯罪者扱いしてるわけじゃないんだ」


    「ＣＩＡにまわりをうろつかれて、気にしない人なんているわけないでしょう？」


    「まぁ、個人的趣味みたいなものだと思ってくれりゃそれでいい」


    「なにが趣味よ。こっちだってアメリカ政府やＣＩＡに話ができないわけじゃない。あんまりちょっかい出してくるようなら、止めてもらうわ」


    「スタインバーグか？　だが……連中だって面白い情報は欲しい。別におまえらと敵対してるわけでもねぇのに、俺の行動に口をはさんでくるとは限らないがね」


    「私だって好き好このんで新しい敵を作ろうなんて考えてないから。そっちが勝手に喧けん嘩か売ってくるなら別だけど」


    「とりあえず今日は、おまえらとちゃんと話をしてみたかった。それと、クソジジイの死に様を拝おがみにな。野郎が死んでくれて、俺はハッピーだね」


    　それだけを言い残し、俺たちに抗弁するヒマも与えず、ラルフは片手を上げて去っていった。


    



    
      ◇

    


    



    　約束の日時、俺は莉り音おんのお供として、首相官邸に出向いた。


    　自じ友ゆう民みん政せい党とう、内ない閣かく総理大臣の大おお原はら英えい士じは、タカ派として国内外で知られた人物だった。その発言は常に世論を賑にぎわせる。


    「日本も核兵器を保有すべきかどうか、議論を活発にするべきだ」


    「我が国のロボット技術を活かし、無人や遠えん隔かく操作で戦える新しい防衛構想に予算を割り当てよう」


    「日米同どう盟めいをバージョンアップし、スタンダードな攻守同盟を模索しなくてはならない」


    「日本は西欧の支配を打ち破り、結果として植民地の国々を解放する力になった」


    　ときには非難囂ごう々ごうが巻き起こり、ときには「またか」という失笑を買い、またときには支持する発言が相次いだりと、賛否が絶えない総理である。あるときは、怒った活動家たちから、無数の卵を投げつけられたこともあった。


    　そんな知名度抜群の総理だが、権力基盤は強くない。年金問題や税制改革で揺れ、国民の支持を失いかけていた。


    　今のような混迷した時代、民意に因よって立つ権力は、どうしても基盤が脆ぜい弱じやくになる。ごたぶんにもれず、大原内閣も自友民政党内の妥だ協きようの産物として生まれたものだ。


    　大原内閣は常に「崩ほう壊かい寸前」と言われつつも、幾いく度どかの難局をギリギリのところで切り抜けていた。国民の支持率は上昇と下降を繰り返しているが、全体としては低調だ。内閣はいつ瓦が解かいしてもおかしくない状況にあるらしい。


    　だが、そんな低空飛行を続ける内閣にもかかわらず、なんと四年もの間、政権を維持しつづけるという奇跡を果たしていた。日本政界はコロコロと政権が代わることで悪名を馳はせているが、そんななかにあっては驚異的な出来事と言えるだろう。


    　警備員にボディチェックされ、官邸へ通されると、玄関口で梶かじ原わら大臣が俺たちを迎えた。


    「ようこそ官邸へ。おふたりは、初めてですよね？」


    　莉り音おんと俺は、素直に梶かじ原わら大臣のあとに続いた。


    



    
      ◇

    


    



    　部屋に通され、俺たちは大おお原はら総理と軽い挨あい拶さつを交わし席についた。


    　向かい合わせで二対二。向こうは大原総理と梶原大臣だ。


    「海かい胴どう先生のことは残念だった」


    　総理はいかにも名な残ごり惜しいといった様子で口にしたが、莉音は取り合わずに身を乗り出す。


    「私たちに何の用事？　何を期待してる？　それから、どこまで何を知ってるの？」


    「おっと、いきなり本題か？　矢や継つぎ早ばやに質問されても困る。ひとつずつ処理していこう」


    　ゴホンと咳せき払ばらいをして間を取った大原総理は、もったいぶった風に言う。


    「……公調から、中国でのクーデターの報告は子細に聞いている」


    　公調とは、公安調査庁のことだ。日本の情報機関のひとつであり、欧米の機関と比べれば小さい組織だが、東アジア情勢についての情報収集・分析には定評があるらしい。


    「そうでしょうね。知ってなかったら、国民として不安になるところだったけど」


    「実際のところ、上シヤン海ハイでの軍の動きはリアルタイムで把は握あくしていた。偵てい察さつ衛星からの映像には、戦車が発砲したり、ヘリが攻撃を加えたりするのが生々しく映っていたよ。我が国とアメリカは、経けい緯いをほとんど知っている」


    「海胴が死んだことも、リアルタイムで知ってた？」


    　莉音の問いに、大原総理が首をふる。


    「いや、海胴先生と君たちがその場に居合わせていたことまでは把握していなかった。それを知ったのは、君たちがドイツ総領事館に逃げ込んだあと、ドイツ政府に耳打ちしてもらってからだ。仰ぎよう天てんしたよ」


    「まぁ知っていたところで、日本政府として何かできるわけでもないだろうけどね」


    「江こう大たい明めいも速すみやかに暗殺されたな。今後の日中関係にとってプラスになる出来事だ。中国政府にはエールを送りたい」


    「中国政府擁よう護ごなんて、いつも中国を暗に批判してる大原総理とは思えない発言ね。中国の権力争いを激しく非難したりするイメージがあったんだけど」


    「批判まがいのことはしている。だが、こっちも仕事なんだ。仕方なかろう」


    「仕事？　なんなのそれ」


    　意表をつかれたのか、莉音は素すっ頓とん狂きような声を上げた。


    「二〇〇五年、中国での反日暴動があってから、日本では反中国世論が高まった。まぁ、それは当然といえば当然だろう。そして今回の反日大暴動だ。親中国だったハト派勢力は崩ほう壊かい、世論は『反中国』で硬化した。現状を放置すれば、再び戦争という可能性はゼロじゃない」


    　わずかに大原総理は声のトーンを落とす。


    「しかし……俺の権力基盤は、知ってのとおり脆ぜい弱じやくだ。だからこそ、世論にはある程度、迎合せざるをえない」


    「じゃあなに？　世論におもねるためにタカ派的発言を繰り返してたってこと？」


    「いや、俺は根っからのタカ派だよ。日本は強くあるべきだ。それに相応ふさわしい力も、日本は十分に持っている。でもな、発言すべき内容と、時と場所は心得ているぞ。好き好このんでタカ派的発言をしてるんじゃない。俺の政権は弱いからこそ、民意を揺さぶらないと進められないこともある。国民や政治家どもの注目をそらし、政策を実現させていかなくてはならない。現に、俺がマスコミに取り上げられるのはタカ派としての話題ばかりだが、歴代政権のなかではもっとも政策を押し通すことができている。いいか、俺の発言だって政治なんだ。仕事なんだよ」


    「なんか、あんまり中国共産党と変わらないわね」


    　莉り音おんはうんざりしたように言った。


    「ハハハ、政治の本質なんざ、どこへ行こうと大して変わらん。中国とて同じだ。中国共産党は、人民の怒りをおさめるために、日本の発言にいちいち反発しなくちゃならない。中国共産党自身は、日本の発言を理解していて、なおかつ友好的に付き合うべきだと思っていてもだ」


    「それじゃあ、あなたが強硬なタカ派として有名なのは……国民や政治家の注意をそらすことで、停滞した政策を一気に強行してしまおうって腹づもりだからなのね」


    「それ以外に何がある？」


    　大おお原はら総理の問いに、莉音は肩をすくめる。


    「まぁ、それしかないわよね」


    「俺には、劉りゆう立りつ昌しようの立場がわかる。そして彼にも、俺の立場がわかるだろう」


    「それで、私たちを呼んだのはなんだっていうの？」


    「君らを呼んだのはほかでもない。冷え切った日中関係を、大きく改かい善ぜんしたいんだ」


    「……え？　それがどうして、革命部に繋つながるわけ？」


    「俺と劉立昌を取り持ってくれ」


    「……なぜ私に？　外務省を通せばいいでしょう」


    「報告によるとだ……君らと中国共産党は、並々ならぬ関係にあるらしい。中国は、最初に関係を築き上げた人間を、生しよう涯がい大切にする国柄なんだ。淡たん泊ぱくな日米欧とはまるで違う。劉立昌と腹を割って話すなら、君らを通すべきなんだ。俺がやりたいのは建前上の外交じゃない。日中間の、新しい関係を決したい」


    　総理の言葉には、覚悟の響きがあった。莉音は腕を組んで考える仕草をする。


    「今回の大暴動の影響で、中国共産党の指導力が疑問視されている。国際的な信頼も低下した。だから、こういう時期にあえて日本の総理が、中国の国家主席に手を差し伸べ、親密さをアピールすることは、中国の国際的地位の向上にも繋がるかもしれないわね」


    　我が意を得たりといったように、総理はヒザをポンと叩たたいた。


    「そういうことだ。このタイミングだからこそ、劉立昌は感謝してくれる。我が国と中国は、類たぐい希まれなる隣国関係だ。有史以来、四度にわたる大戦争を経験し、かつまた深い交流の歴史もある。昔から勢力圏がある程度確定した、これほどの長期にわたる二国間関係を、他の大国同士に見つけることは難しい。俺の代で、二度と再び戦争のない、日中関係の歴史を創りたい」


    　まぁ日中はヨーロッパのように大規模な民族移動もなかったし、双方の歴史も古く、その関係は腐くされ縁えんのようなものだ。


    　六六三年の白はく村そん江こうの戦い、一五九二～一五九八年の文ぶん禄ろく・慶けい長ちようの役えき、一八九四年の日につ清しん戦争、一九三七年から始まる日中戦争。長々と続く交流と、大規模な戦い。良くも悪くも、切っても切れない因いん縁ねんのある関係だ。お互いがいたからこそ西洋に打ち負けず、発展してこれた。


    　しばらく考えていた莉り音おんだったが、意を決したのか、やがてゆっくりうなずいた。


    「わかった。私たちにどこまでできるのかどうかわからないけど、話くらいはしてみましょう。両国にとって良い話だろうし。私たちにとってもビジネス上のプラスだからね」


    「感謝する。俺が中国へ行こうじゃないか。なんなら、暴動の発ほつ端たんとなった上シヤン海ハイがいい」


    「まさか日本国民は、反中国に見える大おお原はら総理が、中国との関係を強化しようとしているなんて思わないわよね」


    「そうだろう。だからこそ、良いのだよ」


    「どうして？」


    「政治というものを考えてみて欲しい。アメリカは、一九七二年に中国と国交を回復した。当時アメリカは、国を挙あげて共産主義勢力と敵対していて、中国との関係を改善するのは不可能であるように思われた」


    　大原総理は大きく息を吐き出し、一呼吸置いて続ける。


    「そんなときに現れたのがニクソンだ。彼は国内外で強硬なタカ派として知られていた。誰もが、ニクソンは中国が嫌いだと考えていた。政策も発言も、常に反共産主義。当時、誰ひとりニクソンが中国に擦すり寄るなんて想像すらできなかった。仮に、そんな話がもれていたら、政権はガタガタになるか、場合によってはケネディのように暗殺されていた可能性だってある」


    　グイと大原総理は身を乗り出した。


    「親中国のハト派だったら、国交回復は不可能だった。誰もがタカ派だと考えていたニクソンだったからこそ、成なし遂とげられたことなんだ。ニクソンだからこそ、国内のタカ派は文句を言わない。自分たちの味方に文句を言うヤツなんていないからな」


    「なるほど……」


    「結局、あとになって事態を把は握あくした軍産複合体の連中にはめられ、ウォーターゲートでまんまと追い落とされたがな。油断したんだろう。ともかく、ニクソンは成し遂げた」


    　ウォーターゲート事件とは、一九七二年、ワシントンのウォーターゲートビルに、盗聴装置を設置しようとした人物が逮たい捕ほされたことに端たんを発する、アメリカ最大の政治スキャンダルである。ニクソンが政敵に対して不法な情報活動を行おこなっていたとされ、アメリカ史上初めて、現役大統領が辞任に追い込まれた事件だ。諜ちよう報ほう活動など、アメリカの情報機関なら日常的に行っていることではあるが、それでもこのときは大々的に非難の対象になったのである。


    「俺とて総理を任された身だ。浅はかな国民とは違う。国家を正しい方向に導みちびく責務がある」


    　開けっぴろげな話に、莉音は笑う。


    「あはは、総理にあるまじき発言ね」


    「何を言う。君らのところの頭とう取どりなんざ、普段から愚ぐ民みん愚民と連呼しているだろう。とんでもないヤツだが、心の中では賞賛している。アイツは本当にすごいよ」


    「あ……あの子はちょっと……」


    　急に莉り音おんは、口元をひきつらせた。そして俺の方を見やり、意味深に訊きいてくる。


    「ねぇどう思う、巳み継つぐ？」


    「お、俺に恒こう太たの話をふらないでくれ……」


    　そんなもの、答えは決まっている。恒太はヤバイ。


    「とにかく、できるだけ早いうちに頼む。中国共産党は今、基盤が弱ってる。今がいいんだ」


    「わかった。努力してみるわね」


    　莉音はきっぱり請うけ負おった。


    　総理は、日本人からは中国を敵視する政治家というイメージが定着し、中国人からも嫌われている。だからこそ、政治的な逆転を後ろ指さされることなく成なし遂とげることができるのだろう。ふと思い出したように、大おお原はら総理が、黙って話に聞き入っている梶かじ原わら大臣に声をかける。


    「梶原くん、ちょっと席を外して欲しい」


    「は？」


    「ここからは、彼らと込み入った話があるんだ。悪いが外してくれ」


    「よろしければお話を聞いてみたいのですが……」


    「ダメだ。重大な機密に相当する話なのだよ」


    「わ、わかりました。では私は議員会館に戻ります。なにかあればお呼びください」


    　拒絶され、梶原大臣はすごすごと引き下がった。


    　梶原大臣が部屋を出ると、大原総理はひそひそ話をするように口にする。


    「……ひとつ提案がある」


    「うん？」


    「冷静に分析してみるとだ、俺はなかなかの逸いつ材ざいだと思うんだよ」


    　たまらずといった風に、莉音は盛大に吹き出した。腹を抱かかえて笑う。


    「あはははは！　なんなの、それ！」


    「失敬な。あくまで客観的に考えてみてもだ」


    　大原総理は憮ぶ然ぜんとした。莉音は涙をふきながら応じる。


    「ごめんごめん、だって真顔で言うんだもん。でも、それは同意できる。あなたは優秀だと思うわよ。うん、それで？」


    「つまり……今後、俺と君らが組めば、スマートな権力構造が創れると思わないか？」


    「……組むって、具体的には？」


    「俺は政界も官界も熟知しているし、現に今、こうして政権の中ちゆう枢すうにいる。しかしだ、たったひとつ、資金力がない。俺に資金力があれば、新しい国家像が創れると思うんだよ」


    「なるほど。大原総理の最大の弱点は、集金力よね。そういえば、今の民みん政せい党とうの党首は、流通最大手企業ＬＭＢ創業者の息子──何もしなくとも資金が回ってくる二代目のボンボンか。資金力じゃかなわない」


    　民政党は最大の野党であり、与党にある自じ由ゆう民みん政せい党とうに対抗する政党だ。


    　莉り音おんはアゴに手を当て、考える仕草をした。


    「そうだ」


    「でも、資金力こそ権力の大本。経済力なくして、権力掌しよう握あくも、軍事力をつけることもできない。資金がないってことは、力がないってこと。だから、タカ派的な発言で揺さぶりをかけて物事を進めるしかない。いくら優秀でも、根本的な部分に欠けてるのよ」


    　大おお原はら総理は苦にが笑わらいを浮かべる。


    「いやなことをハッキリ言ってくれるな。まぁ認めざるをえない。だから君らと組むことで補いたい。一緒に、海かい胴どう先生に代わるような新しい日本の権力基盤を創り上げようじゃないか」


    「うーん……」


    　しばらく腕を組んで悩ましげだった莉音は、唐とう突とつに俺に向けて訊きいてくる。


    「どうする？」


    「訊かれても困るな……。俺には正直、判断する力はないよ。莉音が決めて欲しい」


    　莉音は再び熟考を始めた。一分ほど悩んだ末、パッと頭を上げ、大原総理を見み据すえる。


    「お断りするわ。日本の政局に興味はないから」


    　それでも大原総理は諦あきらめなかった。懸けん命めいに、切々と語り出す。
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    「待ってくれ、話を聞いて欲しい。俺がやろうとしているのは政局うんぬんの話じゃないんだ」


    「どういう……こと？」


    「アメリカの世界覇は権けんはもうすぐ終わる。経済力の凋ちよう落らくが、なにより雄弁にそれを物語る。我が国は、これまでのように対米追従一辺倒ではなく、本当の意味で独立を成なし遂とげる頃ころ合あいだ。アメリカの傘かさの下から出て、独力で国を防衛する方針を掲かかげなくてはならない」


    「ちょ、ちょっと待って。大おお原はら総理は普段から、日米同どう盟めいを強化しようとしてる急きゆう先せん鋒ぽうでしょう？　いつもの主張とまったく逆じゃないの。どうしてそんな話になるわけ？」


    「同じだよ、中国との関係改善と。ある大望を成し遂げようとするとき、それを大っぴらにアピールする政治家は三流以下だ。政治というものは、本心を公おおやけにするほど愚おろかしいことはない」


    「本音は対アメリカを見据えているけど、表向きには親アメリカを掲げてるってこと？」


    「違う。なにもアメリカと対決しようとしているわけじゃない。対等な関係になりたいだけなんだ。現状を座視すれば、凋落するアメリカは、日本の膨ぼう大だいな富とみを奪い取ってでも世界覇権を維持しようとするだろう。総理として、指をくわえて見ているわけにはいかない」


    　総理の言葉には熱がこもっていた。拳こぶしを握りしめ、グイと身を乗り出す。


    「検察も警察も、官かん僚りようや政治家の多くも、アメリカの強い影響下にある。もし大っぴらにアメリカ覇権に異論を唱となえるようなことがあれば、俺はすぐさま検察に捕まることだろう。かつての口くち中なかのオヤジのようにな。悪くすれば、毒を盛られる可能性も、ないとは言えない」


    　口中のオヤジとは、元内ない閣かく総理大臣、口中角かく栄えいのことだろう。一時は高い人気を誇った口中角栄だったが、日本の独自路線を明確化したのを境さかいにまったく風向きが変わった。一いつ斉せいに反旗を翻ひるがえしたマスメディア各社からすさまじい攻撃を受け、それに煽あおられた大衆も手のひらを返すように口中を非難し始めた。そして最後は、検察によってトドメをさされたのだった。あの海かい胴どうさえも、このときは劣勢に立たされ、検察から激しい追及を受けている。


    　莉り音おんは一呼吸おいて、静かに口にする。


    「……なるほど。総理が本気なことはわかった。じゃあ総理は、アメリカ一辺倒はやめて、どういう方向性を目指してるわけ？」


    「普通の国を目指したい。自分の国は自分で守るという、ごくごく当たり前の原理原則だ」


    「対外関係はどうしたいの？　親中国？　親ロシア？　日本を取り巻く状況を考えれば、それもちょっと危険だと思うけど……」


    「すべては相対性の中にある。今後もアメリカは重要なパートナーだが、これまでのように日本の政策判断に口をはさむのは許さない。日本の富とみを、無条件にアメリカへ差し出すわけにもいかない。それだけのことなんだ。この権けん謀ぼううずまく国際社会、自分は自分で守らなくてはならない。本当の日本の危機に、アメリカが利害を抜きにして助けてくれるわけがないんだ」


    「気持ちはわかるけど……アメリカの影響力から距離を置こうとするだけで、命がいくらあっても足りなそう。大原総理に、そんなことができるかしらね……？」


    　莉音は首をかしげた。


    「時がくれば俺はやる。俺がやろうとしているのは革命なんだ。梶かじ原わらくんも、ワシントンとのパイプが強すぎて、自分がアメリカの犬だということを理解できていない。だから彼の首を飛ばす時期もくる。こんな話は、覚悟がないとできない。海かい胴どう先生が認めた君たちだからこそ、俺は腹を割れる。あの方も、同じ方向を模索されていたんだ。だが海胴先生といえど、晩年には政治力も資金力も衰おとろえていた。どうか資金源になって欲しい……頼む……！」


    　大おお原はら総理は熱弁をふるい、テーブルにうずくまるようにして俺たちに頭を下げてきた。


    「……」


    　莉り音おんは眉をひそめて押し黙り、静かに俺に視線を向けてきた。俺は首をふる。


    「……すまん。俺には……判断できない」


    　しばらく腕を組んで考えていた莉音は、やがてゆっくりした口調で言う。


    「大原総理の方向性が正しいのかどうか、わからない。もっと言えば、私たちとも向かう先が違うから、あんまり興味はわかないな」


    「……ダメか」


    　ガックリと、大原総理はうなだれた。


    「でも、本気なことはわかった。……まずは二〇〇億円くらいかしらね」


    「二〇〇億、だと？」


    　ふいに大原総理は顔を上げた。


    「でも、二〇〇億ともなれば裏金を作るのは大変だし……そうね、こうしましょう。私たちの傘さん下か、国際商業銀行が適当な会社を作る。その会社に二〇〇億円をぶちこんでおくから、実質的に総理が自由に使ってくれていいわよ」


    「……」


    「あっ、でもいくら二〇〇億があるからといっても、裏金として使っちゃダメね。すべて領収書をもらえる資金だけで処理してもらえる？　ちょっと使いづらい資金かもしれないけど、あくまで一企業として決算するから」


    「……俺を、バックアップしてくれるのか？」


    「うーん、ちょっと違う。大原総理が腹を割ってくれたことへの礼節といったところかしら。正直なところ、二〇〇億なんて大した金額じゃない。だから総理への献けん金きん──ちょっとした用心棒代として考えとくわ。本気でやるなら二〇〇〇億くらい投入するだろうけど、私、日本の政局を動かそうなんてまったく考えてないもの」


    　莉音の言葉に、大原総理はうなずく。


    「それは逆に、俺にとっては好都合かもしれん。スポンサーに気を遣つかわずやれるってものだ」


    「どうぞご自由に。あなたの政策は知らないけど、そういう形でやりましょう。二〇〇億円で足りなくなったら、また相談してちょうだい。臨機応変に補充してあげる」


    　そこまで言って、莉音は俺を向く。


    「それでいい、巳み継つぐ？」


    「ああ。異存はないよ」


    　俺はすぐさまうなずいた。莉音が決めたことなら、俺はよろこんで従うだけだ。


    　今まで莉り音おんの判断は、すべてが正しかったわけじゃない。まだ企業が小さかったころは、莉音の決断が正しい方向に進展することは多かったが、対応する物事が高度になればなるほど間違った判断を下したことも少なくなかった。人間なんだから、ミスをして当然だ。だから、今回の判断がプラスなのかマイナスなのか、わからない。


    　それでも、莉音がいたからこそ前に進んでこれた。俺たちは力を合わせ、どんな壁でも乗り越えてきた。これからも、前へ突き進むだけだ。


    　まぁ今の俺たちにとっては、二〇〇億円ならインパクトのある金額ではない。莉音の言うとおり、現げん役えき総理を味方につけておくことができるのなら、必要経費と言えなくもないだろう。仮に総理が代わっても、大おお原はら氏ならばそれなりの政治的影響力を保持しつづける公算が大きいはずだ。いや、それにしても……俺たちもえらくなったものである……。


    



    
      ◇

    


    



    　俺たちはテレビで、中国上シヤン海ハイで行おこなわれた日中首脳会談のニュースを眺めていた。一般ニュースがどのように会談を扱うかを確認するためだ。あの首脳ふたりならうまくいくとは思っていたが、いちおう、俺たちがアレンジしたものだ。チェックしておく義務はある。ニュースによれば、会談は滞とどこおりなく終わったようだ。


    



    　まずは中国側、劉りゆう立りつ昌しようの主張。


    「反日暴動は中国人民の正当な声である。真しん摯しに耳を傾けてもらいたい」


    「暴動は日本の責任。中国人民が怒るのは当然のことで、悪いのは常に日本である」


    「日本総領事館や商店の損害に関する補償は、いっさいこれに応じない。繰り返すが、暴動は日本の責任なのである」


    「過去の歴史を顧かえりみない日本の歴史教育に対し、我が国は深い失望と懸け念ねんを持っている」


    「日本の長年にわたるＯＤＡが、我が国の経済成長をささえる大きな役割を果たしてきたことを評価したい」


    「日本が国連安保理の常任理事国に入るのは自然なことであり、中国はこれに反対しない」


    



    　次は日本側、大原英えい士じの主張。


    「まず中央軍事委員会主席を引き継いだことを祝福したい」


    「中国の潜水艦が、頻ひん繁ぱんに我が国の領海を侵しん犯ぱんすることはやめてもらいたい。度たび重かさなる挑発によって、不測の事態に陥おちいることを懸け念ねんしている」


    「際限のない軍備拡張により、アジアに新しい軍事競争の流れを作る中国政府を非難する」


    「中国の行きすぎたナショナリズム、そして中国のゆがんだ歴史教育を強く非難する」


    「劉国家主席を中心とした現政権が、国際社会で責任を果たそうとしている努力を評価する」


    「東シナ海でのエネルギー開発は、中国政府による共同開発提案に、歩み寄る準備がある」


    



    　テレビや新聞での報道にはだいたい目を通し、確認されたお互いの意見である。


    　最後に両国首脳は、次のような共同声明を発した。


    「日中関係は洗練された、新しい大人の時代に入った。いかなる困難も、対話を通して解決していけるはずだ」


    　一見、双方ともに強硬な主張を繰り返しているように見える。まったく今までの主張どおりで、目新しさはない。両国の強硬派からは支持される内容だろう。日本に歩み寄ったと考える中国人はいないだろうし、あいかわらず中国に強硬な総理だなぁと日本人は思うはずだ。


    　だが実務面になると、日中両国ともに既き存そんの主張を翻ひるがえし、歩み寄り始めていた。


    　外交上の誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようなんて挨あい拶さつのようなもので、たいていは自国の国民へのアピールだ。実務面でどれだけ具体的に手を取り合えるかということの方が、よっぽど重要だろう。


    　とくに今は中国の大暴動によって、両国の国民感情は過去最低のところまで冷え切っている。そんななか、いかにも偽ぎ善ぜんがにおいたつような相手国への賛辞をいれるべきじゃない。現時点では、このくらいがちょうど良い。この会談は成功だ。仲ちゆう介かいの労を執とった甲か斐いがあったというものである。莉り音おんも俺も満足して、新たな仕事に取りかかった。


    　部費、一六兆三七〇〇億円、借しやつ金きん、一四兆二〇〇〇億円也なり。

  



  
     第四章　スケール追求


    



    「では、ＫＫＣＳは完全に軌き道どうに乗ったとみて良いのでしょうか？」


    　記者は質問のマイクを、恒こう太たに差し向けた。


    　ここは国際商業銀行八階、頭とう取どり室。


    　テレビクルーに囲まれた恒太の様子を、俺と沙さ織おりが壁かべ際ぎわで、ハラハラしながら監視していた。沙織は祈るように両手を握り合わせていて、恒太が変なことを喋しやべらないかどうか、息も詰まりそうなほど不安なようだった。


    　クールな調子で恒太が応じる。


    「もちろんだ。文句無しに成功をおさめている。ＫＫＣＳの運用利回りは八・〇％を超える。なかなか悪くないと思わないかね？」


    「悪くないどころか、昨今の経済状況を考えると大変な数字ですね。アメリカ国こく債さいに投資しても、せいぜい利回りは二・六％です。ましてや日本の一〇年償しよう還かんの長期国債など〇・九％あるかどうか。かといって日本のファンドに投資しても、一・〇～二・〇％程度の利回りしか見込めないなかでは、驚異的であると思えます」


    　我が意を得たりといった風に、恒太はニヤリと微笑ほほえむ。


    「そのとおり。この俺の名前を冠した証券だ。世界で一番の信用力を維持し、継続して利り益えきを出していかねばならない。民たみ草くさに代わって資産運用を成功させてやることが、伝説的な銀行経営者としてのこの俺の使命なのだからな」


    「アクアスの危機で、一時はＫＫＣＳ破は綻たんの危機も叫ばれましたが……それは完全に脱したわけですね？」


    「フッ、この俺にとって、危機すら演出の一環なのだよ」


    「……え、演出？」


    　意外な言葉に、記者は息をのんだ。


    「わざとピンチに陥おちいったように見せかけ、そこからフェニックスのように華か麗れいな復活を遂とげる。愚ぐ民みんどもにエンターテインメントを提供することも、頭とう取どりたる者の義務なのだ」


    「し、しかし……中国政治の混乱までシナリオに織り込むことなどできなかったはず……？」


    「ククク、知っていた。見通していたのだよ」


    「まさか！　予知能力でもあるなんて言うんじゃないでしょう？」


    「これは極秘事項なのだが……実のところ国際商業銀行には、投資活動を事前に精査するための、高度に訓練された諜ちよう報ほう専門部署がある。世界のどの情報機関にも負けない優秀なスタッフによって運営されているのだ。要はアメリカのＣＩＡ、旧ソ連のＫＧＢのようなものがあると思ってくれればいい」


    　そんな部署などあるはずもなく、俺は頭を抱かかえ込む。一方の沙さ織おりは息を強く吸い込み、緊張で身を凍らせた。


    　先日、中国の病院で議論してから、恒こう太たが本気で銀行を大きくしようとしていることは俺にはわかっていた。それでも、あまりに恒太は凶悪すぎる。昔からこの状態が恒太の素すなので、いくら注意しても直らないのだ。自分がトラブルメーカーだと思っていない相手を、どうやって説得できようか。せめて恒太には、もう少し普通の人の感覚を身につけてもらわないと、危険な事態になりかねなかった。


    「で、ではその諜報網が、中国の混乱、そして沈静化や、その後のアクアス人気の急激な盛り上がりまで分析していたと!?」


    「そうだ。我われ々われが資金を投入する前には、政治リスク、経済リスク、金きん融ゆうリスク、社会不安リスク、軍事リスク……あらゆるリスクを分析して臨のぞむ。ＫＫＣＳをまずは中国に投入しようと決めた時点で、シナリオの解析は完了していた」


    「さすがにそれは信じられませんが……もし本当に予測できていたとしたら、諜報専門部署はとんでもなく優秀ということになりますよ……」


    「優秀に決まっている。この俺が率ひきいているのだからな」


    「それが本当なら、世界の金融関係者にとって重大なニュースだと言えるでしょう。もう少し、その諜報部署のことについて教えていただけませんか？」


    「言っておくが、これは軍事機密だ。しかし明かせるところだけオープンにすると……組織の名称は通称、ＫＫＴ」


    　極秘事項だとか軍事機密だとか言うわりに、恒こう太たはペラペラと喋しやべりまくった。


    「正式名称は？」


    「春かす日が恒太特務部隊──略してＫＫＴ」


    「か……春日恒太特務部隊……。そのＫＫＴには、もっと具体的に、どのような機能があるんですか？」


    「我われ々われＫＫＴは、世界中に膨ぼう大だいな人的ネットワークを維持している。政治関係者、軍事関係者、そして財界人──ひそかに我々への情報提供をする者は少なくない。彼らの情報を元に、専門のスタッフが近未来を解析するのだ」


    「その分析はどのくらい当たりますか？」


    「一か月後に起こることは、ほぼ予測できる。今までの的中率は九九・七％」


    「九九……すごい……」


    　恒太は左眼に、意味深に手を置く。


    「つまり……国際商業銀行が行おこなう投資活動は、九九・七％の確率で成功するのだと考えてもらっていい」


    「信じられないほど好成績ですが……」


    「貴様らに信じてもらう必要など皆かい無む。信じるも信じないも好きにするがいい。誰も強制などせん。俺は事実を……ありのままを言っただけだ」


    「……ＫＫＴというのは、活動範囲はどこまでなんでしょうか？」


    「活動範囲？」


    「その……積極的な工作活動まで行ったりするのかどうかということですが……」


    　単なる調査や情報分析だけでなく、たとえば情報操作、爆破、放火、扇せん動どう、暗殺などなどアグレッシブな行為までするのかと聞いているのだろう。常識的に考えれば銀行がそんなことをするわけがないのだが、しかし恒太はアブノーマルな男だった。


    　わずかに恒太は逡しゆん巡じゆんしたようにしてみせ、若じやつ干かんの間まを置いてから応じる。


    「機密事項に属する。答えられないこともあるのだ」


    　その答えは、あまりに意味深だった。機密と言いながら、その答え自体が肯こう定ていを示しているように受け取れる。


    「……」


    　記者はゴクリとのどを鳴らした。


    　恒太はわずかに身を乗り出し、こっそり内輪話をするように声をひそめる。


    「ＫＫＴは近々、複数の偵てい察さつ衛星まで配備するつもりだ。これも最高機密に属する事柄なのだが……実はすでに、次世代で通用する高度な偵察衛星を完成させる目め処どがついている。アメリカの軍事衛星さえ凌りよう駕がするかもしれない。すべて、国際商業銀行の投資活動のためだ」


    「経済活動にそこまでする銀行は、地球上で初めてかもしれませんね……」


    　ふいに恒太は顔を上げ、カメラ目線になった。サラリと髪をかきあげ得意げに口にする。


    「最後に、全世界の愚ぐ民みん諸君に伝えておきたい。今すぐ銀行から資金を引き出せ。そして国際商業銀行に預け入れろ。証券を持っているなら売り払え。そして全額、国際商業銀行が提供する金きん融ゆう商品に投資し直せ。この俺こそ、貴様ら愚ぐ民みんどもを開放してやる英雄だ。地球の未来は国際商業銀行が切り開く。貴様らは、この俺の手によって、新世紀の幕開けを見るだろう」


    　恒こう太たを取り囲むクルーたちも、監視する俺と沙さ織おりまでもが言葉を失い、ただただ呆ぼう然ぜんと恒太を眺めるだけだった。


    



    
      ◇

    


    



    　取材を終えたクルーが去り、頭とう取どり室には俺たち三人──俺、沙織、恒太だけが残された。


    　沙織がどしどしと恒太の前に進み、黒こく檀たんの頭取用テーブルにドンと両手をついた。


    「だいたい何なのよ、今のインタビュー！」


    「なんのことだ？　何を怒っている？」


    　恒太は不思議そうな顔をした。


    「どこに諜ちよう報ほう部署なんてあるの？　どこに次世代の偵てい察さつ衛星を完成させる目め処どがあるって？　答えてみなさい」


    　沙織は憎々しげに恒太を見やった。


    　恒太は、なぜか自分の脳みそを指差す。


    「あるだろう。ここに」


    「こ、ここって……どこよ？」


    「ここだよ、ここ。……ククク、俺の脳こそが、革命部の真の中ちゆう枢すう。たったこれだけで地球上のすべての諜報機関を足し合わせたものを上回るのだ。そしてこの脳には、次世代の軍事衛星の設計図ができている」


    「……」


    　呆あつ気けにとられる沙織などお構いなしで、恒太は誇らしげに続ける。


    「加えてギガスがある。この紅あかい眼の特殊能力は、未来を見通すこともでき、『絶対厳守の力』により人間を操あやつることもできる。守って良し、攻めて良し。この俺の中には、底知れぬパワーが眠っている」


    「あんたの底が知れないわ……」


    「このままではいかん、自分で自分の能力を制御できなくなるときが来るやもしれぬ……」


    「もう制御できてないんじゃないか？」


    　そう俺が言うと、恒太は取り乱したように左眼を押さえる。


    「なにいッ!?　巳み継つぐにはそう見えるのか？　やはり危険だ……」


    「危険よね……とっても」


    　ポツリと沙織はつぶやいた。


    「神はもう少し俺の力を抑えた方が良かったのではないか？　なぜ俺だけがこれほどの力を……うむ？　いや待て……そうか、みえた、みえたぞ……！」


    　突然、恒こう太たが視線を俺へ向けてきた。


    　そして意味深に間を取り、つぶらな瞳で俺を見つめてきた。恒太は何も言わない。俺が話に応じるのを待っているのだろうか？


    　ついつい俺は訊きいてみる。


    「な、何が見えたんだ？　い、いややっぱ、説明しなくていいや。説明しないでくださいお願いします」


    「そう、そうなのだよ巳み継つぐ。俺の意識は、ついにこの世の理ことわりへ行き着いたぞ。……実のところ、俺自身が神だったのだ。振り返ってみれば……世界は、俺が望んだように動いている！」


    　恒太はまるで悪魔のように笑った。


    「どうしてかしら……私、なんだか息苦しいわ……」


    「俺もなんかやばい……ゾクゾクして鳥肌立ってきた……」


    　沙さ織おりと俺は、当惑して顔を見合わせた。


    



    
      ◇

    


    



    　七階革命部。


    　メンバー全員が集まっての会議である。


    　ミーティングテーブルの上、バサリと莉り音おんは書類を投げ置いた。


    「全世界、主要金きん融ゆう機関すべての資料よ。商業銀行、投資銀行、証券会社、保険会社……これらを買収していくから」


    「買収をもちかけるの？　応じてくれるかどうか、わからなくない？」


    　そう沙織が聞くと、莉音は応じる。


    「だから、ＯＫしてくれたところからね。提示価格次第でしょう」


    「でもさ、すぐ買収に応じてくれる相手なんて、信用度が下がってたり、危険な状態に陥おちいっているところが多いんじゃないか？　たとえばホラ、俺たちが国際商業銀行を買収できたのも、結局やばかったからだろ。そうそう何度も同じようなことを繰り返していられないぞ」


    「何を言う、巳継。俺がいる。我が行は地の底から華か麗れいに復活を遂とげ、今や世界に名を轟とどろかす銀行となった。俺さえいれば問題ない。大丈夫だ莉音、どんどん買収していきたまえ。莉音の尻しりぬぐいは、この俺がしてやろう」


    　椅い子すにふんぞりかえって恒太は言った。


    「この前、祝賀会のときに話したでしょう？　ここからの勝負は地球のすべてを賭ける。究極的な目標はね、私たちが、この星のすべてを買収するの。どれほど負ふ債さいを抱かかえても構わない」


    「そう、スケールの徹底的な追求だよ。この俺が、世界中の核兵器群よりある意味で強烈な、破壊のボタンに手をかけることになる」


    「買収に次ぐ買収。金融機関を買収すれば、そこには膨ぼう大だいな資金が眠っているから、その資金まで引っ張り出して、次の金融機関を買収するの」


    　俺は呆あきれて首をふる。


    「なんか、食べるものがないのに進軍して、敵軍の食しよく糧りようを奪うばいながら行軍を続けていくみたいだな。敵の食糧を奪わないと死あるのみ。イナゴ作戦だ」


    「面白いたとえね。でも、いつか食糧が切れるかもしれない。買収に使った資金より、買収した相手に残っている金額が多くないと厳しい」


    「じゃあ食糧が切れたらどうするんだ？」


    「そのためにも、並へい行こうしてお金をどんどん集めていく。今まで以上のペースで」


    「お金を集めるっていっても、結局は返さなくちゃいけないお金だから、要は借しやつ金きんだろ」


    「そう、借金みたいなもの。それでいいじゃない」


    「つまり、どんなに借金まみれになろうと構わなくて、とにかくスケール追求を目指すってことか」


    　俺の言葉に莉り音おんはうなずき、ホワイトボードに向き直った。


    　マジックを取り上げ、サラサラと箇か条じよう書きしていく。


    



    ①買収


    ・次々と金きん融ゆう機関を買収していく


    ・スケール追求を第一に


    



    ②資金調達


    ・今までのとおり、銀行の預金量を増やす


    ・買収した相手の資金を使って、さらに次を買収


    



    「買収と資金調達。これを車の両輪として、一気にスケールの拡大を目指すわよ。その過程で、どれだけの負ふ債さいを抱かかえることになっても構わない」


    　言いながら莉音は、マジックを置いてこちらを振り向いた。


    　えらそうに恒こう太たが言う。


    「ならばこの俺は、今まで以上に愚ぐ民みんどもから金を巻き上げるペースを速めねばなるまい」


    「これから恒太の活躍はとくに重要になってくるわ。今までは集めた資金の運用先がなくて困ってたけど、これからは逆に、集められるだけ集めてね」


    「やれやれ、莉音の上じよう司し遣づかいの荒さは筋金入りだな。もっと上司には敬けい意いを払ってもらいたい」


    　恒太のなかでは、いったい革命部はどんな組織になっているのだろうか。


    　意表をつかれたように沙さ織おりが恒太を見やる。


    「……まさか恒太が期待の目で見られるのって、初めてじゃない？」


    「フッ、小娘風ふ情ぜいが生意気な口を……。帝王とこうして口を利きけるだけでも神に感謝するがいい。おっと、俺自身が神だったな」


    「そんな邪じや教きようを信しん仰こうした覚えはないわ」


    「見ろ、柚ゆずが俺へ向ける眼まな差ざしには、畏い敬けいがにじみ出ているぞ。やはりこうでなくてはいかん」


    「恒こう太た神さま、いっつも難しいお話をしていて尊敬しちゃいます。私いつも頑張って聞いてるんですが、お話が難しくて哀しくなっちゃうんです」


    　沙さ織おりは隣に座る柚さんの手に、手を重ねる。


    「柚さん。話が難しいんじゃなくて、バカの話だから意味がわからないだけよ。まともに聞いちゃダメ。恒太は神は神でもビンボー神とか疫やく病びよう神がみとか、そういう方向だから」


    「そうなんですかぁ。なんだか、こんがらかってきました」


    　子供のように柚さんは首をかしげた。


    「『Angel Beats!』の天使ちゃんはマジ天使だったが、おりおりはしょせん神でも天使でもなく、庶しよ民みんでしかなかったのだな。一時は『コスプレイヤーおりおり』として俺に匹敵する名声を手にいれた豪ごう傑けつも、地に落ちたものだ」


    「あんたと同列にするな！」


    　沙織が憤ふん慨がいし始めたので、俺は慌あわてて口をはさむ。


    「まぁ沙織、しばらく好きにさせておこう。恒太でも役に立つ機会ができたってことはいいことじゃないか。目的に沿って行動してもらえるなら、多少は安心だ」


    「……う、うん」


    　沙織はまだ何か言いたそうだったが、諦あきらめたように渋々うなずいた。


    「とにかく、これから革命部の規模を一気に拡張させていくにあたって、資金調達がますます重要になってくるということだな」


    　俺の言葉に、莉り音おんがうなずく。


    「資金量が、砲弾の量と考えて。いくら兵器があっても、肝心の弾たまがなければ、戦争ができないからね」


    「そのとおり。これは戦争なのだよ。ククク、あらゆる意味で俺の存在が、これまで以上に脚光を浴びてきたということだ」


    「急拡大には綱渡りがつきまとう。革命部の負ふ債さいは間違いなく巨大化していく。数字だけ見たら、きっと恐怖で足がすくみ上がっちゃうかもしれない。でも、踏ん張りましょう。負債が拡大するのをグッと堪こらえて、一気に前へ進むのよ」


    「この俺が負債をいくら抱かかえたところで痛くもかゆくもない。なに、金がなければ、愚ぐ民みんどもから巻き上げればいいのだよ」


    「なんであんた個人の話になってるの？」


    　沙織のツッコミを華か麗れいにスルーし、恒太は続ける。


    「いいだろう。膨ぼう大だいな金きん融ゆう機関を傘さん下かに置くことで、俺たちがボタンを押せば地球が壊滅する。これから行おこなう大規模な金融機関買収作戦に、やはり相応ふさわしい名前をつけなくてはなるまい」


    「どうしていつも名前つけたがるのよ……」


    　愛あい想そを尽かしたように沙織は頬ほお杖づえをつき、ため息をついた。


    「地球壊滅のためのこの極秘プロジェクトは『おりおり補完計画』と名付ける。いささか貧相なネーミングだが……だがそれがいい」


    「いいわね。愛らしいプロジェクト名よ。それで決めましょう」


    　莉り音おんも同意し、柚ゆずさんも続く。


    「とっても可愛かわいいって思います」


    「もう勝手にしなさ……はああ？　なんで私の名前ついてるの!?」


    　ガクッと頬ほお杖づえをくずした沙さ織おりは目を丸くした。


    「ほう。いちおう『おりおり』が、自分の名前だという認識はあるのだな」


    「ちっ、違う！」


    「俺の名前ばかり冠したせいで、沙織の嫉しつ妬とが激しくなったからな。部隊の結束が乱れ始めるのは、たいてい内部の小さな反乱が原因だ。小娘に、少しは気を遣つかってやる必要を感じているのだよ。ありがたく思いたまえ」


    「嫉妬なんかするかバカ！」


    「ククク、俺の遠大な計画にやっと時代が追いついてきた。だが俺はさらに先を行く。せいぜい遅れずについてくることだな」


    　そこまで言って急に恒こう太たは立ち上がり、まるで王のように俺たちを眺め回す。そして腕を振り上げ、大声を振り絞った。


    「宣言しよう……『おりおり補完計画』、ここに始動！」


    



    
      ◇

    


    



    　莉音と俺は、日本の中堅銀行──東京第一銀行へやってきていた。


    　東京第一銀行は預金量六兆円。東とう証しよう一部上じよう場じよう企業だ。


    　明めい治じ時代創業の老舗しにせ銀行で、古くは満まん州しゆうや台たい湾わんにまで進出していたこともある。戦後、旧財ざい閥ばつ系銀行が全国の支店網を整備するのを横目に、経営の立て直しのため地方の支店を閉へい鎖さし、東京のみに拠きよ点てんを絞って経営してきた。堅実で実直な経営方針で多くの顧こ客きやくをつかんでいたが、その律りち義ぎな経営方針が逆に、グローバリゼーションが進む現代にあって業績の停滞を招いていた。要するに、ここ数年は赤字に転落し、黒字化の見込みが厳しい状況が続いているのだった。


    　東京第一銀行の頭とう取どりは、俺と莉音を前に、気難しい面おも持もちで問いかけてくる。


    「では、我が行を買収したいと？」


    「うん。調査した結果では、御おん社しやの価値は高く見積もっても、せいぜい四七〇〇億円だった。ただ、今の株価から言えば、時価総額は四〇〇〇億円くらいしかない。私たちはもっとプレミアをつけてもいいの」


    「……。どうして我が行に声をかけてくださったのか、お聞きしてもいいですか？」


    　どこでもいいのだとは言えまい。


    　しかし莉音は、あっけらかんと言う。


    「実を言うとね、どこの銀行でもいいの。国際商業銀行では、これから金きん融ゆう機関の買収攻勢をかけていくつもり。御おん社しやに声をかけたのは、規模や価格が程ほどよかったというのが正直なところ」


    　少し疑り深そうな顔をしていた頭とう取どりは、急に顔をゆがめた。


    「ははは、忌き憚たんのない方だ。でも、そこはウソでも、御社を気にいってラブコールしましたと言って欲しいところですね」


    「御社はリッパな経営をしていると思うわ。中規模な銀行の割りに、住宅ローンではメガバンクに迫る業績を上げている。なにより住宅ローンは儲もうかる分野だから、国際商業銀行も進出したかったんだけど、それなら御社を買収した方が早いと思ってね」


    「ふむ……住宅ローンでは利り益えきを上げていますが、残念ながら他の分野ではメガバンクに押され赤字が続いています。しかも国全体として、住宅の購入者の目減りが続いている。率直に申し上げて、我が行の経営が上向く状況にもありません」


    「わかってる。だから、私たちが上向かせてあげる」


    　そう莉り音おんが言い切ると、頭取は意表をつかれたようだった。


    「とんでもない自信ですね」


    「国際商業銀行の頭取は自信家なの。私たちも困ってるほどにね」


    「いろいろとすごい頭取ですよね……。あんな金きん融ゆう人はいまだかつていなかった」


    　頭取は相づちを打った。


    　まったくである。金融人どころか、恒こう太たは稀まれに見る人間だ。恒太のような人間が他に存在しているのなら教えて欲しい。いや、どうか存在しないでください……。


    　莉音は続ける。


    「ちなみに国際商業銀行の資金量は一八兆円。御社と合体すれば、単純に資金量二四兆円。運用資金五〇〇兆円を目指したい」


    「ご、五〇〇……。世界最大の日本郵ゆう便びん公社ですら、資金量三二四兆円ですよ……」


    「それほど突とつ飛ぴな数字だとは思わないけどね。もう少し手を伸ばせば、一〇〇〇兆円も狙ねらえると思ってるわ」


    「……」


    　頭取は否定しなかった。


    　しばらく悩ましげに視線を彷徨さまよわせていたが、やがて莉音を見み据すえて口にする。


    「仮に我われ々われが買収に同意したとして、方法はどうします？　友好的ＴＯＢをかけますか？」


    「友好的なんだ」


    「仮に、の話です」


    「ＴＯＢで既き存そん株主から買い取るのもいいけど、いずれにせよ買収したら、ある程度の資金を御社に注入しないといけないと思う。だったら、増資はどう？　今の株価と同価格で、新たに四五〇〇億円分の株式を発行する。その株式を、国際商業銀行がすべて引き受ける」


    　増資とは企業が新しく株を発行し、投資家に株を引き受けてもらうことだ。企業の所有者は株主だから、投資家に株を渡すということはインパクトのある行為である。時価総額四〇〇〇億円の銀行に、俺たちが四五〇〇億円分の増資をするということは、過半数の株式を俺たちが押さえることになる。俺たちの子会社となるわけだ。


    「なるほど……しかし四五〇〇億の増資とは、ずいぶん大規模ですね……」


    「国際商業銀行の持ち株比率が五〇％を超えるようにね」


    　頭とう取どりは腕を組み、独り言のように言う。


    「うーん、うちの株主総会で同意を得られるだろうか……？」


    「まず大丈夫でしょう。理由はふたつ」


    　莉り音おんは指を二本立てる。


    「ひとつめ。御おん社しやの財務基盤が大幅に強化されるから、信用度も上がり、株価は上昇する。株さえ上がるなら、文句を言う投資家はいないわ」


    「まぁ。株価の面から文句を言う投資家はいないでしょう」


    　素直に頭取はうなずいた。


    「ふたつめ。国際商業銀行は今や世界的に有名な銀行。その銀行のグループに入るということは、知名度が大きく向上するからね。そして国際商業銀行は非上じよう場じようの銀行だから、一般人は株式を買うことはできない。でも、御社は東とう証しよう一部に上場しているから、国際商業銀行の株主になりたいっていう投資家は、御社の株を買うことでグループに加わったように錯さつ覚かくできるでしょう。中長期的にも株価は上昇していく」


    「なるほど。御社の知名度を否定できる業界関係者はおりません」


    「どうする？　悪くないとは思うんだけど」


    「興味深いお話ではあったと思います」


    　拒否するわけでもなく、かといって同意するわけでもなく、頭取の言い回しは曖あい昧まいだ。


    「それから買収後、あなたには相応のストックオプションを用意する。もちろん役員たちにも。現役員陣の今の待遇を変えるつもりはなくて、役員報ほう酬しゆうもそのままだし、退職金の変更もなし。その辺は安心してもらっていいわよ」


    「待遇変更なしで、ストックオプションを別途用意してくださると？」


    　とくに嬉うれしそうな様子もなく、業務を確認するようなトーンで頭取は確認してきた。


    　莉音はうなずく。


    「そういうこと。もし他にも気にかかることがあったら教えて。善ぜん処しよするから」


    「なるほど……役員会でも議論を重ねますので、少々お時間を頂いただけますか？」


    　終始、頭取は明言を避けた。しかし頭取自身が反対している様子はなさそうだった。
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    　交こう渉しようを終えて、俺と莉音は最寄りの喫茶店に入った。


    　窓まど際ぎわの席、コーヒーとケーキを注文し、俺たちは向き合う。


    「金きん融ゆう機関の買収、思ったよりスムースかもしれない。ちょっと拍ひよう子し抜けしちゃった。私たちの話を、拒絶する素振りはまったくなかったでしょ？」


    「だな。それだけ金きん融ゆう界が混乱してるってことか……。どこもかしこも景気の悪い話ばかりだ」


    　俺は肩をすくめた。


    　世界中、先進国はどこへ行っても景気の良い話を聞かない。急激に進むグローバル化によって、先進国の産業がコストの安い新興国に移っていくから、先行きが暗くなるのは仕方のないことだった。


    「今はそういう時勢なのよ。リーマンショックの影響でマネーゲームも立ち往おう生じようしているから、私たちのように膨ぼう大だいな資金を投入する勢力も少ない。スケール追求を目指す私たちにとっては、最高の時勢かもしれないわね」


    「でも単純な金銭計算では、俺たちにとってプラスになるとは言いがたいぞ。この買収が儲もうかるのか損するのか、よくわからない」


    「単体の買収では損だと思うかもしれない。でもね、これが五〇社、一〇〇社と積み重なってくれば、それはもう別の何かよ」


    　にわかには信じがたいスケールである。


    「この賭かけが、吉と出るか、凶と出るか。どっちに転ぶかな？」


    「どっちに転んでもなんとかなるでしょ」


    　そう言って、莉り音おんは微苦笑した。


    　コーヒーとケーキが運ばれてきた。俺は角砂糖を入れながら言う。


    「そこまでするなら買収資金がいくらあっても足りない。恒こう太たが集める預金も食い尽くしてしまうかもしれないぞ」


    「そうね……じゃあ別の方向からも資金を調達してみましょうか」


    「どんな方向？」


    「新しい証券化商品でも組成する？　金融機関買収のための」


    「……前のＫＫＣＳみたいなものを、新たに創るってことか？」


    「うんうん。ＫＫＣＳはチェーン展開のための証券化だったけど、今度は金融機関買収のための証券化商品を創るわけ」


    　俺は渋じゆう面めんで応じる。


    「それはいいけど、俺や莉音にはもう余よ裕ゆうがなくなってきてるぞ。ＫＫＣＳの方も買収するチェーンが増えてきてる。新たに本格稼か働どうさせるには人手が足りない。恒太はマスコミにしか出てないから時間はあるだろうけど……論外だよなぁ」


    「沙さ織おりは？」


    「む、無理じゃないか……？」


    「どうして？」


    「だってさ、沙織に何千億円、何兆円の仕事させるのか？」


    「扱うお金の桁けたが増えたって、業務量まで増加するわけじゃないわよ。それにあの子なら、根はしっかりしてるから大丈夫。私と巳み継つぐがちゃんとサポートしてあげれば、きっと対応できるようになると思う」


    「まぁ通常業務なら、恒こう太たより、はるかに頼りになるだろうな。……わかった、莉り音おんがそう言うなら、沙さ織おりにも仕事を手伝ってもらおう。俺もサポートするよ」


    　莉音は少し視線を落とし、つぶやくように言う。


    「それから……沙織のこと、よろしくね」


    「急に、どうしたんだ？」


    「これからずっと、あの子を守ってあげて」


    　視線を上げた莉音は、真剣な様子で俺に頼み込んでくる。


    「ね？　私の一生のお願い」


    「莉音……」


    　俺の手に、莉音は手を重ねてくる。


    「あの子はいつも強気だけど、本当は弱い子だから。巳み継つぐが傍そばにいてくれれば、きっと幸せに暮らしていける。私、巳継と同じくらい、沙織のことが可愛かわいくて仕方がないの。私って親バカかもしれない」


    「不思議だな。最近さ、俺には、莉音も本当は弱いんじゃないかって思えてきたんだ。だからこそ強いっていうか……どう言えばいいんだろう……」


    　そう俺が言うと、急に莉音は憤然とする。


    「失礼ね。私のどこが弱いっていうの？」


    「い、いや、悪い意味じゃないんだ。なんつーか……うーん、なんていうか……ちょっとうまい言葉が思いつかないけど……」


    「あっ、お父さんが言ったこと気にしてるんでしょ!?　アレ、大げさな話なのよ？　絶対に信じちゃダメ。私がクマくらいで泣き叫んだりするわけないじゃない！」


    　必死で莉音はまくしたて始めた。


    　一かず馬まおじさんに見せてもらった写真は、どう見ても小さな莉音が大口を開けて泣いていたのだが……。それに一馬おじさんは俺にウソをついたこともないし、大げさなことを言う必要もない。まぁここで、それを指摘しないのが華はなだろう。


    「怒らないでくれよ。莉音の言うとおりだろうから」


    「まったく、巳継には困っちゃう。私がクマを怖がったりするわけないのに……」


    　ブツブツと莉音はつぶやいたあと、話を戻そうとする。


    「ともかく！　ね、お願い。沙織のことを守るって約束して」


    　莉音は俺をのぞきこむように見つめてきた。莉音は心から沙織に幸せになってもらいたいのだろう。俺だって沙織のことは大切に想ってる。子供のころから、ずっとだ。そしてそれが莉音の望みでもあるなら、俺は全力で応えなくてはならない。俺は決意を込めてうなずく。


    「わかった。沙織のことは任せて欲しい」


    「ありがとう」


    　ホッとしたように、莉音は微笑ほほえんだ。


    「それから柚ゆずちゃん。あの子は天使みたいに純情だから、傍で見守ってあげなくちゃいけない。前にね、母親代わりのお姉さんからも頼まれたの。ずっと一緒にいてやって欲しいって。柚ゆずちゃんが、心からそれを望んでいるからって……」


    「ああ、柚さんから聞いたよ。柚さんも、莉り音おんと一緒にいられて、毎日が夢みたいだって言ってたぞ」


    「巳み継つぐ、大げさに言ってない？」


    「本当さ。柚さんの言葉どおりだ」


    「あはは、そう言ってもらえると照れるわね。ますます柚ちゃんのことが好きになっちゃいそう……」


    「これから、もっと意識して柚さんのフォローをしてみるよ。俺も少しは、莉音の代わりを務められるようになりたいからな」


    「任せてばかりでゴメンね。でも、いろいろ頼めるのは巳継しかいないから」


    「いいって。俺は世界でたったひとりの、莉音直じき伝でんの弟で子しなんだ。その莉音に頼られるなんて光栄だよ」


    　莉音は安心したようだった。少しでも莉音の肩代わりができるなら、俺にとって、これほど嬉うれしいことはない。


    　それから俺たちはケーキを食べながら、他愛たわいのない会話を楽しんだ。


    



    
      ◇

    


    



    　革命部七階。


    　昨日、喫茶店で莉音と打ち合わせしたことを、俺は皆を前にして説明した。


    「というわけで、新しい証券化商品を創ることになったんだ。金きん融ゆう機関を買収してくためのものな」


    「証券化の担当は沙さ織おりにやってもらうからね」


    　莉音が沙織を指差すと、沙織も自分を指差した。


    「……私？」


    「うん」


    「……わ、わかった。でも、できるかしら？」


    　意外なことに、沙織は拒否しなかった。不安げながらも、前向きに取り組もうとしているようだ。


    「大丈夫。沙織は可愛かわいいからね」


    「な……どういう意味よ……」


    　沙織は顔をしかめる。


    「でも、どんなことをすればいいの？」


    「手取り足取り教えてあげるから安心してね。最初は金融機関や富豪を回って、お金を集めてもらおうかしら。国際商業銀行が新商品を創ったと発表すれば、興味を持つ金融機関から問い合わせが入るはずよ。そこに説明に行けばいいだけ。難しい仕事じゃないわ」


    「商品説明ができればいいの？」


    「うんうん」


    「わかった、やってみる」


    　俺も沙さ織おりを安心させようと口にする。


    「俺や莉り音おんがサポートするから、大丈夫だぞ」


    「ほう、小娘が資金集め……。俺の足を引っ張らないよう、せいぜい努力することだな。しかし、証券の運用はどうするんだ？　もちろん資金運用の最高責任者は、この俺なのだろう？」


    「運用は単に、金きん融ゆう機関を買収していくだけだからね。買収予定は、私と巳み継つぐで決めていく」


    「フッ、安心しろ。俺のギガスは買収先の実力を見通し…………な、なんだと!?　俺が統治しないでいいはずがない！」


    　ふいに恒こう太たは泡を食ったように立ち上がり、大おお仰ぎような身振り手振りを交まじえて叫んだ。


    「間接的に恒太も関わるから安心なさい。最初、国際商業銀行から二兆円くらい投資してもらうから」


    　恒太は俺たちを睥へい睨げいし、立ったままテーブルに身を乗り出す。


    「なればこそ、なればこそだよ。俺の資金である以上、やはり俺が監督せねばなるまい」


    「恒太の資金じゃなく、預金者のお金だろ。今の話がもれでもしたら、大バッシングにあうぞ。公私混同すんな」


    　そう俺が指摘しても、恒太は聞かなかった。


    「愚ぐ民みんどものバッシングなぞ痛くもかゆくもないわ。むしろ愚民ども来い。この俺の終極雷光フアイナルシヤイニング宇宙凶殺斬ユニバースビツグバンで一息に薙なぎ払ってやろう」


    「あれ……なんだろ……寒気がしてきたような……」


    　莉音は両腕を抱かかえ込み、ブルッと身を震ふるわせつつ、気を取り直したように続ける。


    「と、とにかく、沙織にも仕事を覚えてもらうわね」


    「今だから明かそう。次の金融商品は、実質的に俺が管理していたとしても、表向きは小娘にしてやろうと思っていたのだよ。小娘の嫉しつ妬と対策第二弾だ」


    「誰が嫉妬してるって？」


    　沙織は眉をひそめ、視線を険しくした。


    「『おりおり補完ファンド』──通称オリファだ。なかなか禍まが々まがしい商品名ではないか。オリファと聞けば、歴戦の兵士すら逃げだすことだろう」


    　恒太がそこまで言ったとたん、ガタリと椅い子すの音を響かせて沙織が立ち上がった。


    　そして恒太を睨にらみつけ、無言で足を踏みつけた。


    「うぐおああああああああああああああ！　足が、偉大なる俺の足がぁぁああああ」


    　雄お叫たけびを上げ、その場に恒太は崩れ落ちた。足を抱え込み、床を転げ回る恒太などお構いなしで、沙織は何ごともなかったように席につく。


    「フン！」


    　鼻を鳴らし、沙さ織おりはそっぽを向いた。この光景、久々に見たな……。


    



    
      ◇

    


    



    「国際商業銀行は、ＫＫＣＳに次ぐ新しい金きん融ゆう商品、オリファを開始することを宣言する。金融業界において、我われ々われの地位はさらに大きく向上するだろう」


    　テレビ画面には、恒こう太たが大写しで映し出されていた。ニュース番組で国際商業銀行の特集が組まれ、そこに生出演しているのである。


    　恒太がテレビに出ることは、しばらく革命部の公認だ。今まで以上の規模でお金を集めなくてはならないからである。もっとも恒太の場合、公認だろうが非公認だろうが、勝手にテレビに出まくるに違いないのだが。


    　ニュースキャスターは、いかにも興味津しん々しんといった風に恒太をのぞきこむ。


    「オリファとは、どのような商品ですか？」


    「金融機関を買収していくファンドだ」


    「銀行や証券会社や保険会社をですか？」


    「そうだ」


    　恒太はまるで皇帝のように重々しくうなずいた。


    「この世界的な金融不況のさなか、金融機関を買収することに、いったいどのような意味があるんです？」


    「リーマン破は綻たんによる影響で、世界中どこの金融機関を見回しても業績の悪化にあえいでいる。そんななか存在感を見せつけているのは、世界中でほとんど唯ゆい一いつ、我が国際商業銀行だけと言えるだろう。だから我々が、他の金融機関に資金を投入することで救ってやろうと思うのだよ。貧民の救済は、俺の王者としての使命であり義務である」


    「しかし、慈じ善ぜん事業というわけではないでしょう。ファンドはどうやって利り益えきを出すんでしょうか？」


    「中規模の金融機関がひとつにまとまっていくことで、大手にも対抗しうる、新たな分野を開拓していける。つまり巨大化することで、資本を効率的に運用することができるようになるのだ。利益はついてくる」


    「大きくなるだけで利益が上がるとは思えません」


    　ニュースキャスターは疑問を隠そうとしなかった。


    　恒太は得意げに鼻を鳴らす。


    「フッ、もっと視野を広げてもらいたい。なるほど、小さな企業の方が小回りが利きいて便利なこともある。しかし時代は変転していく。今の時流では、大きいことは良いことだ」


    「お話を伺うかがっていると、どうも大昔の大艦巨砲主義のようですが……。帝国主義時代末期、日本は世界最大の戦艦大和やまとを造りましたが、ほとんど役に立たなかった。むしろ空母や巡じゆん洋よう艦かんなどの方が使い勝手がはるかによかった。何ごともバランスではないですか？」


    「やれやれ、貴様は勉強不足のようだな」


    　貴様呼ばわりされたニュースキャスターは、あからさまにたじろいだ。恒こう太たが相手をしているのは、超がつくほどベテランのキャスターである。長い報道人生のなかで、自分の子供より年下の相手から「貴様」などと呼ばれたことは一度もあるまい。


    　恒太は構わずに続ける。


    「見ろ、鉄鋼のミッタル・スチールも、医薬品のファイザーも、小売りのウォルマートも、ビールのインベブも、ありとあらゆる業界のナンバーワン企業は、すべて巨大化の道を選択している。なぜか、貴様にわかるか？　端たん的てきに答えてみろ」


    「い、いえ……」


    　質問し返されたキャスターは小さく首をふった。


    「簡単だよ。世界のあらゆる企業が同じ場所、同じ国の労働者を使って価格競争をしている。中国の人件費が安ければ、大企業の製造工場は中国へ移動する。インドの人件費が安ければ、こぞってインドへ移動していく。生産工程も、製造コストも、そして完成品すらも、もはや品質に大した違いはない。企業はそれでもコストを下げてライバルに勝たなくてはならない。ならば最後に残されたコスト削減の牙が城じようはどこか……それはスケールメリットだけなのだよ」


    「スケールメリットが、どのようにコスト削減に繋つながるのですか？」


    「決まっている。管理部門を共通化することで、大きなコスト削減に繋がるだろう？　たとえば戦争でも、実際に前線へ出て戦う兵士は一割程度。他の九割は、補給や輸送、食事や建設、分析や管理に従事しているのだ」


    　急に恒太はカメラ目線になり、拳こぶしを握りしめて断言する。


    「繰り返そう。このグローバルな世の中にあって、ライバル企業に価格競争で打ち勝つためには、ただひとつ、スケールメリットのみである。金きん融ゆう機関とて、その例外ではない」


    　恒太は拳を、目の前のデスクにゴツンと打ち付けた。


    「巨大な資本とパワーが、ライバル企業を粉ふん砕さいし、新たなビジネスを切り開く。好このむと好まざるとにかかわらず、そういう時勢なのだ。巨大化を目指す我われ々われ国際商業銀行にとっては、まさに黄金時代と言えるだろう」


    「複数の銀行が集約されて大きくなっていけば、投資できる選択肢も増え、思い切った投資も可能になり、ライバルを圧倒して仕事を奪うこともでき──結果として利り益えきが上がるということですね？」


    　キャスターは恒太のひとり舞台に慌あわてて介かい入にゆうし、そつなく話をまとめた。


    　恒太はキャスターに視線を戻し、ニヤリとしてみせる。


    「そういうことだ。ククク、よくわかっているじゃないか」


    　どう答えていいかわからないようで、キャスターは咳せき払ばらいをして間をおいた。


    「オリファに資金を投入した投資家は、どのくらいの利益が見込めるのですか？」


    「オリファは、〇～二〇％の間で利回りが変動する商品だ。買収した金融機関の資産価値の上下によって、利回りが変わっていくと考えてもらいたい」


    「資産価値の上下は誰が決めるんですか？」


    「マーケットが決めるのだよ。買収先の大半は上じよう場じようしているだろう。ニューヨーク証券取引所、ロンドン証券取引所、東京証券取引所、香ホン港コン証券取引所……そういった市し場じようでの値動きによって時価総額が決まる。時価総額が上がれば、利回りも上がる」


    「なかには未上場の金きん融ゆう機関もあると思います」


    「その場合は、我われ々われが委託した世界五つの監査法人が、公正に資産価値を精査する。また、我々の手で上場させることになるだろう」


    「では当然、ファンドですから、買収した金融機関の時価総額が下がれば、利回りはマイナスへ転落することになるんですよね？」


    「いや、マイナスにはならない。先ほども言ったように、オリファの利回りは〇～二〇％の間で変動するだけだ。どんなに利り益えきを得ても二〇％を超えないが、逆にマイナス運用になったとしても、投資家の利回りは〇％以下にはならない」


    　恒こう太たの話に、キャスターは耳を疑ったようだった。


    「そんな……そんなファンドがあるんですか？　だって買収先の価値が下がれば、運用資産がマイナスになるんですよ？　それなのに利回りが下がらないなんて……おかしいです」


    「だから〇～二〇％で変動すると言っているだろう。仮に資産価額が二〇〇％にふくらんでも、投資家は最大二〇％しか受け取れない」


    「いや、上限の方ではなくて……たまに元本保証などというファンドがありますよね。しかし、実際に元本が保証されたことなどありません。ほとんど詐さ欺ぎみたいな広告文句ですよ。なぜってファンド自体が破は綻たんすれば、元本保証もなにもないんですから」


    　キャスターには、恒太の話が信じられないらしい。そのキャスターの姿勢は正しいものだが、事実オリファは恒太の言うような金融商品だった。


    「安心しろ。国際商業銀行が、オリファへの投資金額を保証する。仮にオリファが破綻しようとも、投資家が出した資金はすべて国際商業銀行によって保護してやる。民たみ草くさどもを安心させる責任も、この俺にはあるのだからな」


    「そんな！　そこまでするんですか!?」


    　キャスターは泡を食ったようだったが、恒太は平然と問い返す。


    「何が問題だ？」


    「莫ばく大だいなリスクを国際商業銀行が背負うんですよ？」


    「大丈夫だ、問題ない。オリファで行おこなう投資活動は、もともと国際商業銀行でやろうと考えていたものだからだ。だがしかし、ＫＫＣＳのように大規模に展開していくものは、損益を明確にするためファンドとして運用した方がいい。ゆえに、金融機関買収の専門ファンドとして、オリファを分離させることにしたのだよ」


    「しかし、国際商業銀行の預金者の資金を保護するというならわかりますが、オリファへの投資家は別途募集するわけですよね？　そちらの投資家の資金まで保護するというのは並なみ大たい抵ていのことではありませんよ。元本が保証され、なおかつ利回りも高いとなれば、とほうもない資金がオリファへ集中することは目に見えていますから」


    「だが考えてもみたまえ。オリファが買収していくのは世界各国の金きん融ゆう機関なのだぞ？　それらの価値がゼロになったりするか？　……もちろん個別のケースを見れば破は綻たんするところもあるだろう。しかし全体として考えろ。全体としてだ」


    「全体……とは？」


    「単体の買収案件として考えるのではなく、金融機関全体としてどういう存在かを考えろということだ。実は金融機関こそ、もっとも安定した投資先であると言える。金融機関は社会の大動脈であり、これらが軒のき並なみ破綻するような事態はあらゆる国にとって許されることではない。それは、とりもなおさず世界の危機だからだ」


    「世界の、危機……」


    　ここで恒こう太たは意味深な風に、少しだけ声のトーンを落とす。


    「つまりオリファは……世界経済そのものと直結している。オリファが破綻するのは、世界の終末のときだ」


    「……オリファは、世界そのものを担たん保ぽに取っていると？」


    「そういうことだよ、キャスターくん」


    　はるかに年上のキャスターに向けて、恒太はぬけぬけと言い放った。


    　いろいろな意味で愕がく然ぜんとしているキャスターに構わず、恒太は再びカメラに視線を向ける。


    「我われ々われは本気だ。運用に絶対の自信を持っている。そして金融機関こそ、現代社会にとって欠かせない存在。投資先としてこれに勝まさるものはない」


    　恒太は、テレビの前の視聴者に言い聞かせるように続けていく。


    「我々国際商業銀行は、金融機関の価値は今が底だと見ている。実際、放置すれば欧米の金融機関は次々と潰つぶれかねない惨さん状じようだ。だからこそ、金融機関の評価は極限まで下がっており、世界金融全体として考えれば、これ以上の低下を見せることはないと思っているのだよ」


    　また恒太の独どく壇だん場じようになるのを防ぐためだろうか、キャスターが慌あわてて口をはさむ。


    「オリファを始めるにあたって、またとない好機到来というわけですか？」


    「そうだ。そして国際商業銀行は今や、並なみの国家より強い。国こく債さいを買うよりずっとマシだ」


    「国家は、中央銀行がお金を発行する権利を有しています。ですから一民間銀行が……さすがに国家より強いということはないと思いますが……」


    「いくら紙し幣へいを発行できたとしても、それが紙くずならば意味がない」


    「紙くずは言いすぎでは」


    「紙くずは紙くずだ。なるほど、日本やアメリカのように自国通貨で借しやつ金きんを重ねるならデフォルトに陥おちいる危険性は低いだろう。最悪の場合、中央銀行が好きなだけ紙幣を刷れば借金などいくらでも返せるのだからな。だがしかし、そこまでして借金を返さなければならなかったとしたら、その紙幣はもう紙くずにほかならない」


    　金融におけるデフォルトとは「債務不ふ履り行こう」のことで、借金が払えなくなることだ。国家といえども破産するときはするし、実際にデフォルト宣言まで行おこなった国もいくつかある。


    「そして他の多くの国は、今や外国の通貨で借しやつ金きんを重ねている。中央銀行がいくら紙し幣へいを刷ろうと意味がない。外国から資金を引き揚あげられたら一瞬で終わりだ。そのような多くの国々より、よほど国際商業銀行の方が強力だと思うがね」


    　恒こう太たは強い調子になって続ける。


    「いいかね。安定した利回りを望むなら、国際商業銀行に預金するだけでいい。しかし、もっと大きなチャンスが欲しいならオリファに投資しておけ」


    「しかし一般人は預金するしかないですよね？　ファンドへの投資など、庶しよ民みんにはなかなかできることではありません」


    「なるほど、ＫＫＣＳへの最低投資金額は一億円だから、同業の金きん融ゆう機関や大手企業ではないとなかなか投資できなかったろう。しかしオリファへの最低投資金額は五〇〇万円から可能だ。これにより投資家に大きく門戸を開くことになる」


    「五〇〇万円……それなら、個人でも投資したいと考える人が出てくるかもしれませんね……」


    「そのとおりだ。貧民どもはありがたく思うことだな」


    「ところで、オリファによる買収が始まれば、国際商業銀行が世界のメガバンクに匹敵する規模になる可能性はあるでしょうか？」


    　キャスターの質問に、恒太は大おお仰ぎように驚く。


    「可能性……だと？　もはやそんなレベルの議論には意味がない。我が行は、メガバンクなどすぐに抜いてやるわ」


    「そ、そんな簡単なことではないと思いますが……。一〇〇兆円前後の預金量を持つ金融機関は世界にいくつかありますが、並の規模ではありません」


    「貴様の目は節ふし穴あなか？　わずかな期間でこれだけ成長しているのだ。近々、国際商業銀行は宇宙規模になるだろう」


    「う、宇宙規模……」


    　キャスターは言葉を失った。


    「いいか庶民ども。国際商業銀行は、国より強い国際銀行だ。貴様らのために多様なメニューを用意してやったぞ。手堅い利回りで満足なら預金するだけでいい。ハイリスク・ハイリターンを目指すならＫＫＣＳに投資しろ。ローリスク・ミドルリターンを手にいれたいのならオリファにしておけ。今すぐだ。今すぐ全財産を国際商業銀行に預け渡せ。貴様ら貧民どもの資金を増やしてやろう。ククク、この俺と同時代に生まれた幸運に全力で感謝するのだな」


    　そう宣言して、恒太は紅い左眼を押さえ、カメラに向けてニヤリと微笑ほほえんだ。


    



    
      ◇

    


    



    「役員会の方は、四五〇〇億円の増資、了解しました。ひとまず、仮契けい約やく書しよは用意しました。ご確認ください」


    　そう言って、東京第一銀行の頭とう取どりは、テーブルの上に書類を広げた。


    　俺と莉り音おんと沙さ織おりは書類をのぞきこむ。これからオリファの運営には沙織も関わってもらうことになったから、勉強のために同行してきたのだった。


    　前回やってきたときは、頭とう取どりは終始、Ｍ＆Ａされることについて曖あい昧まいなスタンスを貫つらぬいていた。しかし意外にも早く話をまとめたらしく、こうして呼ばれてきたのである。それだけ中堅銀行の未来は明るくないということだろう。


    　頭取は話を続ける。


    「それと、経営へのインパクトが大きいだけに、臨時株主総会で重々検討します。株主総会での同意が得られましたら正式な本契けい約やくということで、今しばらくお待ちいただけますか？」


    「東京第一銀行の大株主って、一〇名くらいよね？　それも、たった一家族。彼ら創業者一族だけで四〇％くらい持ってるはずだけど、同意してくれたの？」


    　莉音の言葉に、頭取はうなずく。


    「実は内々に了解をいただいております。一族も東京第一銀行の将来性には不安を持っており、株式の譲じよう渡とまで含めて検討しているところだったのです。そこに国際商業銀行さんが四五〇〇億円の増資をしてくださるということでしたら、願ったり叶かなったりなようで……。その判断を仰ぐまでは、私としては曖昧な立場にならざるをえなかったのです」


    「じゃあ株主総会は通ったようなものね」


    「十じつ中ちゆう八はつ九く」


    「うん、わかった。御おん社しやの経営方針はそんなに悪くないと思うから、この前話したように、経営陣は残留でね。もし退職希望者がいれば、退職金は弾はずむし」


    「心こころ遣づかいありがとうございます。退職を希望する者はおりません」


    「貸し出しなんかの日常業務は今までどおりでいいんだけど、グループの大まかな方針には従ってもらうわ。大丈夫かしら？」


    「当然です」


    　頭取は力強く同意した。


    



    
      ◇

    


    



    　東京第一銀行で話をまとめた帰り、俺たちは三人、ファミレスで昼食をとっていた。


    　ハンバーグにフォークを入れながら、沙織は呆あきれたように言う。


    「こんな簡単に四五〇〇億円の話が決まっちゃうのね。単位がわからなくなってきちゃった」


    「果たして、この取引って得なんだろうか？　その辺が、正直、よくわからない」


    　俺が疑問を呈すると、莉音は逆に聞いてくる。


    「東京第一銀行は、時価総額四〇〇〇億円の銀行。この銀行に四五〇〇億円の出資をすると……単純計算すれば、時価総額はいくらになる？」


    「そりゃ、四五〇〇億円の現金が銀行にポンと増えるわけだから、八五〇〇億円だろう」


    「そうよ。でね、私たちの株式比率は過半数を超えるわけ」


    「それがどうしたんだ？」


    「つまり、時価総額八五〇〇億円の銀行が、四五〇〇億円で私たちのものになったってこと」


    「言われてみれば……。四五〇〇億円払って、八五〇〇億円のものを手にいれたってことか」


    「なんだかおかしい」


    　理解できないといった風に、沙さ織おりは首をかしげた。


    　沙織なら理論としては把は握あくできているはずだが、理性がそれを素直に受けいれることができないのだろう。俺だってそうだ。


    「そういえば、速はや水み半導体工業を買収したときも、大金を使ったけど、意外と損はしてなかったんだよな。むしろ速水には現金も資産もあったから、プラスになったと言えるかも。もちろん今回とは、ちょっと規模が違いすぎるけどな」


    「まぁ、もっといろんな要素が絡からむから、本当はここまで割り切ることはできないんだけど……それでも今回の取引は損だってわけでもない。悪くない取引だったんじゃないかしら」


    「ワケがわからないわ」


    　沙織が小さく首をふると、莉り音おんは微笑ほほえんだ。


    「そうそう。本音を言うとね、このスケールの金きん融ゆう機関の買収になってくると、もうワケがわからないのよ。だからって、そんなに深刻に考える必要はないからね」


    　莉音はケラケラと笑った。本音なのだろう。


    　俺は肩をすくめる。


    「せいぜい俺たちにできることは、リーマンブラザーズみたいにリスクが一部分に集中しないよう、注意深く眺めることだな」


    「でも私たち、一時期はリーマンそっくりだった。ＫＫＣＳに莫ばく大だいな資金を投入して、それが水の泡になるところだったでしょ」


    「これからは余よ裕ゆうを持ってやりたいもんだ」


    「だーめ。天まで突き抜けなきゃ。多少のリスクなんて上等よ」


    「私たちの最大のリスクって、恒こう太たじゃないかしら」


    　ポツリと沙織はつぶやいた。


    



    
      ◇

    


    



    　俺と沙織はふたりでファンドの営業を終え、本社七階オフィスに帰社していた。


    　戻ると、柚ゆずさんがひとり、パソコンに向かっているだけだ。


    　莉音は他のアポに行っているし、恒太は恒例のテレビ局巡りである。恒太は一日の大半をマスコミと接するだけだ。もう少し実務を手伝って欲しいものだが……。


    　ちなみにオフィスでは、ここのところずっと、恒太監視のためにテレビはつけっぱなしだ。


    　ちょうど昼間のワイドショー。


    　番組内では「今日の恒太様の服装チェック」だとか、「恒太様に振り向いてもらえるには」だとかについて出演者があれこれ騒ぎ立てているだけで、とても人間が作ったのだとは思えないほどくだらない内容が垂たれ流されていた。


    　柚ゆずさんがパソコンに向かっているのを横目に、そんな番組をボーッと眺めながら、俺と沙さ織おりはコーヒーを飲み一休みしていた。朝から立て続けに入っていたアポイントからようやく解放されたばかりなので、五分休憩だ。


    「どうして毎日毎日、飽あきもせず恒こう太たの番組なんて作るのかしらねー？」


    　ふと沙織が、そんなことをつぶやいた。


    　俺はコーヒーを一口すすり、肩をすくめる。


    「こういう番組を見るたびに思うよ。地球爆発しろってな」


    「さっきもたくさんの女の子映ってたでしょ。涙を流して恒太に声援送ってた子たち」


    「いたなー。ハンカチ振ったり、叫んだり。本当にすごいよ」


    　俺は気のない返事をした。サッカーのフーリガンなのかと思われるほど熱狂した女の子たちが、恒太が前を通り過ぎただけで叫ぶのだ。同じ星の出来事だとは思えない。思いたくない。


    　沙織はため息をつく。


    「なんかね、恒太のファンクラブもできてて、すっごい数の会員がいるらしいの。ジェニーズ所属タレントのファンクラブ会員数よりも多いんだって」


    「マジかよ」


    「うん。マジ」


    「誰がファンクラブ運営してるんだ？　非公式ファンクラブなら、訴うつたえられるぞ。俺たちに」


    　誰かが商売になると思って、勝手にファンクラブを作り、運営しているのだろう。ジェニーズ事務所よりファンクラブ会員が多いとなると捨て置けない。だからといって、そんなアホらしいことに首をつっこみ、わざわざ訴えたりするつもりはないが。


    「さあ……、誰がやってるんだろう……。どうしてこんなことになってるのかしら？」


    「すっごい昔の話になるけど、オウム真理教ってあっただろ？　サリン事件の。俺たちが生まれてすぐのころだ」


    「うん」


    「あのときに教団を代表して答弁してた上じよう祐ゆうっていうスポークスマンも、毎日のようにテレビ番組に出まくって、その結果、大勢の女の子たちがファンになって追っかけたんだってさ。東京にサリンをまいたテロ教団の幹部だぞ？　もう常識では計り知れない世界だよ。恒太レベルなら、その一万倍の女の子たちが熱狂しても不思議じゃない」


    「うーん、そうなのかしら……。ちょっと理解できないわ……」


    　沙織は腕を組んで首をかしげた。


    「あれだけ女の子に追われてるのに、彼女を作る様子もないな。今なら人気タレントと噂うわさになっても驚かないが」


    「アイツの場合、想像上の彼女でもいたりするのかも」


    「そういや、前に言ってたなぁ。いつか魔法使いになるんだって」


    「なにそれ？」


    「わからん」


    「恒こう太たなら、もう魔法使いなんて超えてるけどね」


    　沙さ織おりがそう言ったとき、ちょうど画面がテレビＣＭに切り替わった。


    　突然、恒太の顔がＴＶに大写しされたため、俺はすすっていたコーヒーを吹き出した。


    　沙織は動転し、目を白黒させている。


    



    　──華か麗れいに登場してきた恒太が、アゴに手を当ててえらそうに語りだす。


    「愚ぐ民みん諸君。貴様らの預金は破滅の危機に陥おちいっている。一触即発だぞ。今すぐ預け直せ。今すぐだ！」


    　すると、画面の横から女の子が駆け寄ってきた。どういうわけか、ひらひらのメイド服だ。


    　メイドはアニメ声で恒太に問いかける。


    「でっ、でも、どこに預ければいいの!?　どうすればいいか、わかんなーい！　教えて頭とう取どり！」


    「ククク、安心しろ。そんなときのための国際商業銀行だ。この俺の力……貴様らに分け与えてやる！」


    　恒太は画面のこちら側を指差しながら、強い調子で断言した。


    　シーンが切り替わり、地球の映像が映し出される。


    　綺き麗れいな声のナレーションが響く。


    「私たちは世界を変える。国より強いグローバルバンク──それは国際商業銀行です」


    　画面は白地に変わり、中央にはＵＲＬが映し出された。


    　http://kasugakouta.com/


    　最後に別の声のナレーションが、早口で付け加える。


    「ファンクラブ会員も受付中！　詳しくはこのＵＲＬへアクセス！」


    　そして、一五秒ほどのＣＭは終わった──。


    



    　俺と沙織は泡を食い、無言で顔を見合わせる。


    「……」


    「……」


    　まるで溺おぼれたみたいに息苦しそうにしながら、沙織は言葉を絞り出す。


    「い、今の、見間違いじゃないわよね？」


    　コクコクと俺も応じる。


    「あ、ああ……な、なんか危険なものが映ってたな……」


    「ゆ、柚ゆずさん、ちょっといい？」


    　沙織は、オフィスの隅でひとり仕事に没ぼつ頭とうしている柚さんに声をかけた。


    　柚さんは満面の笑みでこちらを振り向く。


    「はい！　なんですかぁ？」


    「今の恒こう太たのＣＭ、知ってる？」


    「恒太くんのＣＭですか？　前から流れてましたぁ」


    　さも当然のように、柚ゆずさんは言った。


    「い、いつから？」


    「えっと……一週間くらい前に初めて見たって思います！　とっても素敵なＣＭですね！」


    「……」


    「……」


    　再び俺と沙さ織おりは顔を見合わせる。


    　そして柚さんの驚くべき告白。


    「私もファンクラブに入ってるんです」


    　──な、なんだってー!?


    　俺と沙織は中腰で立ち上がり、ほとんど同時に柚さんに問いかける。


    「どうして!?」


    「どうして!?」


    「この前ひとりでお仕事をしていたときに、恒太くんがやってきて、『柚をファンクラブ第一号にしてやる』って言われたんです。よくわからなかったんですが、言われたとおりに入会フォームに名前を書いたんです。だから、第一号会員なんだって思います！」


    　そう言って、柚さんはキーボードを叩たたき、パソコンモニタを指差した。


    「これ、恒太くんのサイトですよ」


    　ガタガタと俺たちは急いで席を立ち、柚さんの後ろに回り込んだ。


    　先ほどＣＭで流れていたＵＲＬのウェブサイトである。ページトップには、左眼に手をあてがった恒太が大きく映し出されていた。


    「だ、誰が作ったんだ、これ……」


    　俺が苦く渋じゆうの思いで言うと、沙織も青ざめながら続く。


    「すごいお金かかってそうなウェブサイトね……」


    「サイトは世界で一番有名なデザインの人に作らせたって言ってましたぁ」


    　柚さんの言う『デザインの人』というのは、ウェブデザイン業者のことだろう。恒太のサイトはクールなデザインで統一されており、最新ウェブ技術を駆使したやたらと動きがあるサイトだった。その割りには軽快に動き、丁てい寧ねいに作ってあるのは間違いない。一目で一流のウェブサイトだとわかる。


    　俺は、柚さんからマウスを借り、ページをめくっていった。恒太のプロフィールやら画像集やら、かなりのボリュームがあるサイトである。ファンクラブ募集のページに飛んでみると、募集要項が細こま々ごまと書かれていた。


    　しかも、ファンクラブ会員になるには登録するだけでなく、年会費まで必要らしい。年間三一五〇円払わなくてはいけないのだという。


    　それを知った俺は、うんざりして言う。


    「わざわざ年会費取んのかよ……。兆単位の仕事してんのに、三一五〇円取るなんて管理が面倒なだけだろう。何を考えてんだアイツは……」


    「私も会費払ったんです。だからお小こ遣づかいが減ったので、最近はコンビニでおやつを買うの、我慢してるんです」


    「ダメよ払っちゃ！　返してもらわないと」


    　すかさず沙さ織おりはまくしたてた。


    「でも恒こう太たくんが『第一号会員は末まつ代だいまで語り継がれる偉業だ。貴様は誇りに思っていい』って言ってましたぁ。よくわかりませんが、誇っていいんだって思います！」


    「お、おそるべき男だ……純粋な柚ゆずさんからまで三一五〇円かすめ取るなんて……」


    　俺は流れてきた汗をふいた。驚くべき悪行である。さすがは恒太、俺たちにできないことをやってのけやがる……。


    「それにしても、ファンクラブ……自分でやってたのね……」


    　沙織は哀あわれみの混じった声でつぶやいた。


    　部費、二一兆六三〇〇億円、借しやつ金きん、一九兆二六〇〇億円也なり。

  



  
     第五章　大艦巨砲主義


    



    　ここ最近、国際商業銀行には多くの金きん融ゆう機関から打診がある。


    　どこも運用先を探していて、ＫＫＣＳとオリファの説明を聞いてみたいというのだ。ちょうど俺たちが日本商業銀行を引き継いだ直後に運用先に困り抜いていたように、全世界、どこの金融機関も競争に勝ち残るために必死である。ほんの少しでも利回りが高く、そして確実な運用先を見つけようと血ち眼まなこになっていた。


    　そんななか、打診のあった金融機関に対して、俺は沙織をつれて営業に回っていた。国際商業銀行やＫＫＣＳについては俺が説明するが、オリファについては沙織に説明を任せて仕事に慣れさせるのだ。沙織の方も、早く外回りの仕事を覚えようと一生懸けん命めいだった。


    　そして今日の営業は日本郵ゆう便びん公社。


    　運用資金三二四兆円。傘さん下かには郵ゆう成せい銀行（預金量二〇二兆円）と、郵便生命保険（資金量一二二兆円）を抱かかえている。規模だけなら世界最大だが、民間金融機関とは言いがたい組織だ。


    　日本郵便公社は手堅く、大半の資金を日本国こく債さいに注ぎ込むことを運用方針としていた。何も言わず日本国債を次々と引き受けてくれるのだから、日本国家にとってこれ以上ありがたい金融機関はない。文句ひとつはさまず国の借金を引き受けつづけてくれる、まさに神である。


    　しかし二〇〇四年前後から始まった小こ泉いずみ改革によって民間銀行に様変わりしつつあり、日本郵ゆう便びん公社として利り益えきを上げることを求められ始めている。日本国にとって一方的に都合のよい打ち出の小こ槌づちを、なぜ民間に放出しようとしているのか不明だが、とにもかくにも郵政改革によって様変わりした。民間銀行的な活動を始めなくてはならないのだ。そんなわけで、国こく債さいでは大した利益は出せないから、徐々に資金の一部を他の運用先にも回し始めているのだった。


    　とうとうとオリファの解説を終えた沙さ織おりが締めくくる。


    「えっと、以上がオリファの説明です」


    　沙織の営業はたどたどしい。しかし一生懸けん命めいさがにじみ出ていて、なんだか可愛かわいらしかった。いかにも初心者っぽいが、説明を聞いて不快に感じる人はいないだろう。これはこれで良さそうだと思える。


    　日本郵便公社の担当者も、沙織の説明に不満はまったくなさそうだった。


    　沙織は申し訳なさそうに続ける。


    「わかりづらい説明だったら申し訳ございません……」


    「いえ、とてもわかりやすかったですよ」


    　少し太り気味の日本郵便公社の担当者は笑顔でうなずいた。


    「あ、ありがとうございます……」


    　沙織は気恥ずかしそうに視線を落とした。勉強を始めたばかりの営業で、褒ほめてもらえて嬉うれしいのだろう。
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    「ところでオリファっていうのはなんの略ですか？」


    　担当者の何気ない質問に、ふいに沙さ織おりは凝ぎよう固こした。


    「……。お、おり……おりお……オランダファンド……だったような気がします」


    「は？　オラ……ンダ？　ぜんぜん略になってませんよね？　しかも意味がわからない。まぁいいんですが……」


    　横で聞いていた俺は、慌あわてて助け船を出す。


    「深い意味はないんですよ。ただ語ご呂ろが良さそうなネーミングにしただけです」


    「語呂、いいですかねぇ？　オリファ……オリファ……うーん……そう言われたら、そんな気がしないこともないですが……」


    　担当者は不思議そうに首をかしげた。


    「言い慣れると、語呂がよく聞こえてきますよ。そんなものです。ところで商品についてはご理解いただけましたか？」


    　俺は無理やり話題を切り上げた。


    「利回りや仕組みは理解しました。利回りがゼロ以下にならないんですから、投資先としては悪くありません。あとは国際商業銀行の信用度だけですが……その点は未知数ですねぇ」


    　沙織が切々と口にする。


    「信用はあると思います。恒こう太たが……うちの春かす日がは世界的にも有名ですし……」


    「ＣＭやテレビに出ているのと、信用とは違いますね。銀行としての信用性です。ちょっとやそっとじゃ破は綻たんしないというね」


    　再び俺がサポートする。


    「その点は大丈夫だと思いますよ。これは内々の話ですが、実は東京第一銀行の買収も決まっています」


    「えっ？　東京第一さん!?」


    　担当者は耳を疑ったようだった。


    「はい。役員会は了解済みで、あとは株主総会で決議が通るのを待つだけですが……実は四〇％を所有する大株主の創業一族が、決議内容には同意してくれているのです。預金量は御おん社しやに遠く及びませんが、東京第一銀行の長年にわたる信用はなかなかのものです」


    「それほど経営が厳しいとは聞いていませんでしたが……」


    「ええ、我われ々われの調査でも、とくに眉をひそめるようなことはありませんでしたね。逆に東京第一銀行の方も、国際商業銀行や革命部のことを重々調査した上で、買収に応じてくれました。ですから、信用度の点で問題あるようなことはないと思われます」


    「どのように買収するんですか？　創業一族から株式譲じよう渡と？」


    「いえ……違います。これもまだインサイダーなので、内密に。よろしいですか？」


    「あっ、はい、話せないのでしたら構わないのですが」


    　担当者はそう言ったが、営業上のメリットを考えて、俺は話してしまうことにした。


    「心のうちにだけ留とどめてくださるということで、お話しします。国際商業銀行が四五〇〇億円の増資を行おこない、傘さん下かに置きます」


    「ずいぶん大規模な増資になりますね……」


    「オリファは、このような形で次々と金きん融ゆう機関を買収していくファンドなんです。今回はたまたま増資ですが、円満に株式譲じよう渡とを受けることもあれば、ＴＯＢすることもあるでしょう。とにかく、可能性のある金融機関をのみ込んでいく方針です」


    　そこまで言って俺は間まを取り、手を組んで続ける。


    「さすがに民間銀行を次々と買収していくのは、日本郵ゆう便びん公社としては手が出しづらい分野だと思います。反発が大きそうですからね。その辺を、我われ々われが肩代わりしていくと考えることはできないでしょうか？」


    「なるほど。同じ金融機関として、オリファが今後どうなっていくのか、先行きには興味がありますね」


    「どうですかね。オリファにいくらか資金を投資してもらうのは？」


    　ここは押すべき瞬間だと思い、俺は踏み込んだ。


    「他の金融機関はどうなってますか？」


    「まっ、まだです」


    　沙さ織おりが首をふった。


    　もう一度俺が手助けする。


    「正直に打ち明けますと、オリファの営業は始めたばかりなんです。ＫＫＣＳは中小の銀行にずいぶん売り込みましたが、オリファはこれからです。御おん社しやから声がかかったので、真っ先に御社に来るべきだと馳はせ参じました」


    「これは気を遣つかっていただきありがとうございます。しかし実績がまだのファンドに資金を配分するのは、弊へい社しやとしては容よう易いではありませんね」


    「わかります」


    　俺は理解を示すようにうなずいた。


    「すみませんね、実績実績と。本当は金融機関たるもの、もっとアグレッシブに行かなきゃいけないんですけどね。なんせうちですから」


    「重々理解しております。しかしどうです、少しだけ、わずかでけっこうですので、試ためしにオリファにも資金を投げていただくのは？　金融商品としては悪くないと思いますから、今後の実績を見る意味でも……」


    「検討します。多少は投げてもいいかもしれない。そんなに大きな資金ではないでしょうが」


    「ええ、まずはツバをつけていただく程度で十分です。そこから実績を見ていただきつつ、長くお付き合いしてもらえたら嬉うれしいですね」


    　俺は沙織をチラと見た。


    　沙織は顔を上気させてコクリとうなずく。


    「はい、嬉しいです」


    　本音を言えば、日本郵便公社から引き出せるのは一円でもいい。先ほど俺が東京第一銀行のことを仄ほのめかしたような使い方ができるからだ。


    　クライアント企業の情報を、ウェブや案内資料で告知することはない。一般的な守秘義務があるし、運用先を秘密にしておきたいクライアントは多いからである。しかし日本郵ゆう便びん公社ほどの巨大組織なら、営業の席上でチラと匂わせる程度に使わせてもらうだけで、その宣伝効果は絶大なのだった。


    



    
      ◇

    


    



    　日本郵便公社からの営業の帰り。


    　ちょうど公園があったので、少しだけ休むことにした。


    　サラリーマンが多い。ベンチで寝そべったり、弁当を食べたりと、仕事の合間の休憩時間を思い思いに過ごしているようだった。


    　俺は缶コーヒーを二本買い、沙さ織おりに手渡しながら労をねぎらう。


    「おつかれさん。日本郵便公社、うまくいきそうだ。良かったぞ」


    「巳み継つぐが助けてくれたおかげだよ。私ひとりじゃまともな受け答えできなかった」


    　沙織は少し自信なさげに言った。


    「誰だって最初のころはそんなもんさ。俺も莉り音おんに助けてもらってばかりだったからな。莉音がいなきゃ、何もできなかった。でも今はこうしてひとりで営業先を回ることもできる」


    「私にできるかしら……」


    「慣れるよ。説明できるだけの商品知識はあるんだし、一〇軒も一緒に回ってみればすぐさ」


    「でも、交こう渉しようの駆け引きなんてできそうにないわ。巳継を見てて、無理だなぁって思った」


    　沙織の心配を取り除こうと、俺はやさしく口にする。


    「人にはそれぞれ持ち味がある。沙織が下へ手たに駆け引きする必要なんてないんだ。一生懸けん命めい、正直なことを、素直に説明するだけでいい。沙織なら、それだけで客は落ちると思うぞ」


    　俺が営業先だったら、沙織のたどたどしく一生懸命な説明を聞くだけで嬉うれしくなるだろう。つい手助けしてあげたくなってしまうオーラが、沙織にはあった。下手に交渉するより、沙織らしい持ち味を活かすのが一番効果的だ。それは間違いない。


    　コーヒーを一口飲み、俺は続ける。


    「それに、たかだか商品営業で、毎回駆け引きなんてやってたら身が持たないよ。基本的な質問に答えられれば十分だ」


    「巳継、やっぱりカッコいいよ。営業のときもそうだったし、今もそう……」


    「ぜんぶ莉音に叩たたき込まれてきたことだ。沙織もいつか、他のヤツに教えるときが来る」


    　何気なく沙織を見やると、沙織は俺を注視している。


    「こんなに頼りになる巳継がずっと傍そばにいてくれただけで……たったそれだけで私、やっぱり幸せなんだなぁって思った。すごくカッコいいよ」


    「誤解だ。まだまだ半人前だよ」


    「どうしてそう思うの？　巳み継つぐくらい、しっかりした男の子なんていないのに……」


    「師し匠しようの莉り音おんがすぐ傍そばにいたからかもしれない。どうしても、莉音と自分を比べちまう……」


    　俺は沙さ織おりを見やり、続ける。


    「一かず馬まおじさんが言ってたんだけど、莉音は昔、すごく泣き虫だったんだってさ。たぶん幼稚園のころだから、あんまり覚えてない。そのころの莉音は、頻ひん繁ぱんに俺の家に来なかったし」


    「私、少しだけ覚えてるよ。莉音はひとりでお菓子を買うのが恥ずかしかったみたいでね。莉音の手を引いてお店に行って、私が代わりに買ってあげたりしていたの」


    「そんなころも……あったんだな……」


    「でも私も、今の莉音の印象が強すぎて、小さなころがなんだか夢のよう」


    「そんな莉音がさ、あんなに強きよう靱じんな女の子になってる。本当は、莉音はそんなに強くないはずなんだ。だからこそ……莉音にはかなわないって思うよ」


    「……」


    「どうして俺は足下にも及ばないのかって……いつまで経っても修行中で、情けないくらいだ。早く、ひとりでなんでもこなせるようになりたい」


    　俺は視線を落とし、唇をかみしめた。


    「そういう真ま面じ目めな巳継だから、素敵だなって思うよ。応援したいし、巳継のためになりたいって思う。これからも、巳継の傍に置いて欲しい……」


    「……俺も、これからもずっと沙織と一緒にいたい」


    　そう言って、チラと沙織に視線を向ける。


    　沙織はうつむいて表情を押し隠したが、嬉うれしそうな顔に見えた。


    「うん、ずっとだよ」


    　コクリとうなずき、沙織は穏やかに微笑ほほえんだ。


    



    
      ◇

    


    



    　東京第一銀行の株主総会が終わった。


    　無事に、革命部による四五〇〇億円の増資が決定したのだ。


    　株主総会で決議が通ったという情報は、またたく間にマスコミに伝わった。


    　翌日、あらゆる新聞の一面に大きな記事が躍った。


    



    「ＩＣＢ、東京第一銀行へ四五〇〇億円の増資！」


    



    「オリファ本格始動、東京第一銀行吸収へ」


    



    「春かす日が頭とう取どり吠える。『俺が銀行だ』」


    



    「東京第一銀行、革命部グループへ」


    



    「『金きん融ゆう機関の吸収は俺の義務』春かす日が頭とう取どり断言」


    



    　増資の規模も大きいし、銀行業界の再編というのはニュースバリューがあるものだ。


    　案あんの定じよう、どのニュースを見ても、東京第一銀行の増資のニュースでもちきりだった。


    　東京第一銀行の預金量はおよそ六兆円。傘さん下かに加われば、国際商業銀行の預金は今でも急増しつづけているため、総預金量は二六兆円を超えることになる。革命部グループ全体では三〇兆円に達していた。槍やりで天をつくような急拡大だった。


    　事業というのは、いつでも一いつ寸すん先は闇やみ。霧きりのなかを進んでいく。苦労に苦労を重ねても、なかなかうまくいかずにもがき苦しむ。霧のなかで野の垂たれ死じんだり、ライバルに蹴け落おとされたり、まったく方向性を間違えて崖がけ下に転落してしまうことなど日常茶飯事だ。


    　しかし、霧を超えたその先には、四海を見渡せる満天下が広がっている。さんざん苦闘を重ねた俺たちは、きっと霧を超えることができたのだろう。


    　今の俺たちが立つ丘の上からは、地平に広がる世界のすべてが、手に取るように見えていた。


    　ここからはもう、拡大は一瞬だ。


    



    
      ◇

    


    



    　俺たちは、都内で開かれた国際金融シンポジウムに招待されていた。


    　日本政府主催で、リーマンショック後いまだ回復ができていない世界金融の新しいあり方を模索する国際会議である。シンポジウムは金融庁が取り仕切るから、斉さい藤とうさんから直じき々じきに呼んでもらったのだ。


    　招待を、俺たちはよろこんで受けた。


    　国際会議に興味はない。しかし、絶好の営業の機会になるのだ。なにせ世界中から重要な金融関係者が招かれるから、ＫＫＣＳやオリファを売り込むにあたって、これほど都合のよい舞台はなかった。


    　参加するのは莉り音おん、俺、沙さ織おりの三名である。


    　幸さいわい、連絡を受けたのは沙織だったから、恒こう太たにだけは内緒にすることができた。国際会議で恒太に出しゃばられたらたまらない。だから恒太は今ごろ、いつものようにテレビ局を回っているはずだ。


    　有ゆう楽らく町ちようの東京国際フォーラムの各会場をすべて使って、さまざまな会議や講義が行おこなわれていた。会議に臨のぞんでいるのは主に銀行や保険など大手の経営者たちであり、講義を行っているのは金融に詳しい世界各国の学者たちだ。


    　また、会議や講義の合間に、場内を歩き回って多くの人と名刺交換をしたり、意見を交わす時間が設けられたりしていたので、俺たちにとっては恰かつ好こうの営業の場所だった。


    　俺たち三人はそれぞれ別行動を取り、ひとりでもたくさんの金きん融ゆう関係者と名刺交換をし、商品に興味があるかどうか聞いて回った。


    　手近なひとりを捕まえ、俺はいきなり名刺を差し出す。


    「国際商業銀行、羽は月づきです。ＢＭＰパリバさんですよね？　お話しさせてもらってもよろしいですか？」


    「ああ、どうも。ＢＭＰパリバ、ブルデルです」


    　すべての参加者は胸にネームプレートをつけているので、誰がどこの会社の人間なのかすぐわかる。


    　この場での俺たちは、革命部の名刺ではなく、国際商業銀行の名刺を使っていた。金融関係者には、そちらの方がわかりやすい。しかも、親会社である革命部より、恒こう太たの方がはるかに有名になってしまったため、国際商業銀行の方が通りがいいのだ。


    「弊へい社しやのＫＫＣＳとオリファはご存じですか？」


    「ええ、もちろん。詳しくは存じませんが、興味はありますね」


    　名刺を交わしていきなり本題だ。


    　流りゆう暢ちように時候の挨あい拶さつなどする必要はない。こっちも向こうも、忙いそがしい身である。こういう場では、ビジネスで接点があるかどうかは最初の一撃で見極められる。


    「では、説明させていただいてもよいでしょうか？」


    「そうですね、それではぜひ」


    　持参したパンフレットを渡し、端たん的てきな仕組みをササッと説明した。約五分。さらに興味を示すようなら、後日もう一度会って営業をかければいいのだ。いくつかの問答を交わし、今度は俺がＢＭＰパリバを訪問して詳しい説明をさせてもらう約束を取り付けた。


    　そしてまた次の相手だ。


    「国際商業銀行、羽月と申します。クレスティ・スイスさん、ですよね？」


    　そんな風に、次々と説明して回る。なんて効率がいいのだろうか。


    　莉り音おんも同じように会場中を回っているし、沙さ織おりも一生懸けん命めいだった。


    　そうやって俺たちは会場中を歩き回った。


    　時計を見やると、もうすぐもっとも大きな討論会が始まる頃ころ合あいだ。そろそろ切り上げどきだろうか。


    　金融業界で有名なヘッジファンドの経営者や銀行経営者、保険会社の経営者、ノーベル経済学賞を受賞した学者など、一〇人ばかりで公開討論会をするそうだ。このシンポジウムで一番の華はならしく、歩き回っていた金融関係者たちも討論会を聞こうと、会場へ向かっていった。


    　人の波が移動し始めたので、俺たちは再び集まって、お互いの戦果を確認してみる。俺と莉音は二〇社ほどと名刺交換でき、そのうち半数ほどと約束を取り付けることができていた。沙織はその半分くらいだったが、よくやったと思う。莉音も俺も、沙織の成長ぶりによろこんだ。


    　だが沙織は少し落ち込んでいるらしい。


    「私、まだあんまりうまく説明できてない気がする……」


    「そんなことない。沙さ織おりはよくやったわよ」


    「そうだぞ。十分だ」


    　莉り音おんが沙織に提案する。


    「メインの討論会が終われば、また名刺交換できる機会があるから、次は一緒に回る？」


    「あっ、うん。じゃあ少しだけ莉音についていってみようかな」


    「オッケー。すぐ慣れるからね」


    　莉音は人が少なくなった会場を見回して続ける。


    「一時休止ね。せっかくだし、私たちも討論会、聞いておきましょう」


    「そうだな。俺も興味あるし」


    「うん。私もちょっと聞いてみたいな。あんまり理解できないかもしれないけどね」


    　そんな話をしながら、俺たちは人波に紛まぎれ、大ホールに入っていった。


    　会場は金きん融ゆう関係者で埋うまりきっており、立ち見が出るほどの状況だ。大盛況である。


    　討論会は始まったばかりであり、ステージではＶＩＰたちの簡単な自己紹介が始まっていた。


    　だが、会場のステージの上に視線を止めた俺たちは凝ぎよう固こした。


    　居並ぶ金きん融ゆう界の超ＶＩＰたち一〇人のど真ん中、悠ゆう々ゆうと恒こう太たが座っていたからだ！


    「……恒……太」


    　沙織が絶句し、莉音は顔に手を当ててうなだれる。


    「……か、隠してたのに」


    　恒太はＶＩＰ中のＶＩＰであり、一〇人のなかにあっても一段と輝いて見えた。悪い意味で。


    　困ったことに、ちょうど恒太が自己紹介をするところだった。待ってましたとばかりに、恒太が颯さつ爽そうと立ち上がる。


    「ようこそ、金融業界人諸君。国際商業銀行、鉄てつ血けつ頭とう取どりの異名を持つ春かす日が恒太だ。君たちは実に幸運だよ。英雄の言葉を、こうして直じかに受け取る機会を持てたのだからな」


    　俺たちは、誰に言うでもなく反転した。


    　そのまま会場を抜け出すと、莉音はヒザに両手をつき、グッタリしながら口にする。


    「み……見なかったことにしましょう」


    「俺は何も見ていない」


    「わ、私は何も見なかった」


    　一も二もなく、俺も沙織も同意した。


    　そして営業活動を中断し、俺たちはそそくさとシンポジウムをあとにした。


    



    
      ◇

    


    



    　俺と沙織は北ペ京キンに降り立った。


    　北京には、たった半日滞在するだけである。アポイントが終われば、すぐさま飛行機に飛び乗り、再び移動する予定だった。睡眠は機内で取る。世界中から問い合わせがあるため、こうして営業に飛び回っているのだ。ジリヤに教わったように、自家用ジェットがあるとずいぶん楽になるかもしれない。


    　今日の交こう渉しよう相手は俺たちの予定を知っていて、空港まで出迎えてくれた。しかも空港を管理する会社のミーティングルームを押さえてくれていて、俺たちをスムースに通してくれた。


    　相手は中国の国策企業重役がふたり。名刺交換を済ませ、俺たちは向かい合わせでソファに座った。


    　すぐに重役は切り出してくる。


    「お話はすでに郭かく首相から、重々言い含められております。当ファンドとしては可能な限り御おん社しやの希望に添う形でご協力さしあげたいと考えております。すべてをそのままのめるかどうかわかりませんが、ご要望はいかようにも仰おつしやってください。遠慮はいりません」


    　話が早すぎる。説明する前から、いきなり乗り気だった。


    「あっ、ありがとうございます！」


    　驚いたように沙さ織おりが声を上げ、俺もすぐに礼を述べる。


    「ありがとうございます。オリファについてはどこまでご存じですか？」


    「詳しいことはあまり聞いておりません。しかし国際商業銀行さんのことは十分把は握あくしていますし、ＫＫＣＳの成功も興味を持って眺めていました。実のところ、資金の一部をＫＫＣＳにお任せすることも検討していたくらいです。今回のオリファについても、郭首相からのプッシュがなくともお話を聞いてみたかった」


    「それは嬉うれしいお話です。それと、勉強不足で申し訳ありませんが、私たちも中国国家ファンドについて詳しいことを存じ上げてはおりません。オリファのご説明をさせていただく前に、簡単にお話をお聞きしてもよろしいでしょうか」


    「もちろんです」


    　重役はうなずき、他ではお目にかかったことがないほど豪華なパンフレットを、丁てい寧ねいにテーブルに広げ置いた。


    　中国人は見み栄えを非常に重んじる。パンフレットも他と比べて一番豪華でなくてはいけないし、着るものも一番でなくてはいけないし、土地も一番よい場所でなくてはならない。とにかく一番が好きな国民性なのだ。


    「まずは私どもですが、正式名称は『中国外貨管理部投資会社（China Administration of Foreign Exchange Investment Company）』。言葉からもわかるとおり、中国の外貨をファンドの形式で管理している会社です」


    　本当は沙織に任せてみるべき交渉だが、今日ばかりは相手が相手だ。俺の方がよく知っているし、郭首相の厚意でもあるので、俺が率先して話を進めていく。


    「中国の外貨準備は日本を追い抜いて世界一になってますよね。それらの資金を運用しているのですか？」


    「資金の一部です。なにも中国は好き好このんで外貨準備を増大させているわけではありません。為替かわせを安定させるために常に為替介かい入にゆうを行おこなっており、その結果として、大量の外貨が貯たまってしまいます。それらを寝かせておいても仕方がないので、将来のために運用しているのです」


    「資金量はどのくらいですか？」


    「現在、当社で運用している資金は、円換算だと三七兆円ほどでしょうか」


    　新興国には国家ファンドを運営している国が少なくない。そのなかでも中国の国家ファンドはなかなかの規模で、世界三位の資金量だと聞いていた。


    「そういえば少し前の日本映画で、中国の国家ファンドがトヨダ自動車のような企業を買収しようと画策していたってストーリーがありましたが……そういう展開もありえますか？」


    「買収？　当ファンドが特定の企業を傘さん下かに置くということですか？」


    　意外そうに重役は問い返してきた。


    「ええ」


    「うーん、ありえませんね。我われ々われは国家の大切な資金の運用をしているのであり、事業をしているわけではありません。分散投資が基本です。リスクを減らしつつ、もっとも価値が維持できそうな金きん融ゆう商品や国と地域に資金を移動させていきます」


    「なるほど……」


    　手堅い運用方針は、日本郵ゆう便びん公社に似ているかもしれないと、ふと思った。まぁ日本国こく債さいばかり買っている日本郵便公社と比べれば、もう少し積極的な運用はしているのだろう。


    「企業株に投資する場合も、我々のファンドが一〇％を超えて投資することはありませんし、ましてや経営権を奪取したりすることなど考えられません。そもそも、私どもが経営者を送り込んでうまくいくとも思えませんし……。企業への投資先で最大のものは、カルヴァートスタンレーの株式を八・六％取得させていただいたことくらいですね」


    「カルヴァートスタンレーって……カルヴァート財ざい閥ばつの？」


    「ええ、そうです」


    　意外なところで、意外な繋つながりがあるものだ。


    　この金融市し場じようで活動するプレイヤーの数は、世間一般で思われているより、はるかに少なかったりする。それを実感するのが、今のように無関係だと思われていた相手から、過去に見聞きしてきた企業名や人物名がポンポンと挙あがってくることだ。こういうことは、とても多い。まるでみんな顔見知りのような、極めて狭い村社会なのである。


    「しかもトヨダ自動車と言えば時価総額一八兆。経営権奪取に乗り出せば三〇兆にまでふくれ上がるかもしれない。それはすでに運用の領域ではありません」


    「ではつまり、オリファも運用先のひとつとして検討しうるということですね？」


    「そうです。それからＫＫＣＳも」


    　ゴホンと咳せき払ばらいして、重役は続ける。


    「順序が逆になってしまいますが、先にお伝えしておきましょう。今回のお話は郭かく首相の肝きも煎いりなので、いくばくかの資金を投資させていただくことはほぼ決定しています。あとは当ファンドの長期計画に基づき、どれほどの資金を、どのくらいの期間にわたって投資していくかを決定するだけとなっております」


    「話が早いですね。いや、早すぎます」


    「郭かく首相の言葉ですから、それは決定事項です。我が国の特徴だと思っていただければ」


    「ではまず、オリファについて、こちらの折おり原はらから説明させていただきます。そのあと、ＫＫＣＳについては私の方から……」


    　そこまで言って、俺は沙さ織おりを見やる。


    「いい？」


    「はい」


    　沙織は口元を引き締め、殊しゆ勝しようにうなずいた。


    「では最初からご説明させていただきます」


    　そう言って今度は沙織がテーブルにオリファの資料を広げて話し始める。まだまだ不慣れながらも、その説明は丁てい寧ねいだった。いくつか質疑応答を交わし、沙織が答えに詰まったところは俺が代わりに応じた。


    　やがて納得したように、重役はうなずく。


    「まずはオリファに三〇〇〇億円ほど投入しましょう。ＫＫＣＳには五〇〇億円」


    「ありがとうございます！　嬉うれしいです」


    　沙織はパッと顔を輝かせた。


    　この場で金額まで即もらえたことが驚きだったが、中国共産党の意向でもあるのだろう。


    「あとは運用成績を見て、資金を増やすかどうかはおいおい判断していきます。それでよろしいですね？」


    　俺も礼を言う。


    「助かります。中国国家ファンドが参加してくださっただけで、当ファンドの信用力も上がりますから。ファンド創成期には、本当に心強い味方です」


    「いえいえ、ファンド自体が魅力的だからですよ。非常にメリットのあるお話だったと、郭首相にも詳しくお伝えしておきます」


    「はい。よろしくお伝えください」


    　あっさりと交こう渉しようは成立である。


    　それから中国政府の状況などの話題を交わし、重役たちに見送られながら、俺たちは次の飛行機に乗り込んだ。
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    　アブダビ国際空港。


    　俺と沙織は、北ペ京キンでの営業を終え、そのまま直行でアブダビにやってきた。


    　アブダビは、アラビア半島のペルシア湾岸に位置し、アラブ首長国連れん邦ぽうを構成する首長国のひとつである。アラブ首長国連邦のなかでも最大の領土を持ち、その広大な国土から産出される豊富な石油資源によって、連邦の政治、経済をささえるリーダー的な国家だ。石油が湧き出るおかげで、ありあまる資金を有する富ふ裕ゆう国である。


    　先に到着していた莉り音おんと、俺たちは空港のロビーで落ち合った。


    　莉音は手を挙あげて迎えてくれる。


    「おつかれー。飛行機、つかれなかった？」


    「大丈夫だ。移動にも身体が慣れてきたよ。それにファーストクラスだったから」


    「私も大丈夫。思った以上に楽だった」


    　ファーストクラスに乗ったのは初めてだったが、やはり乗り心地からして別モノだと言わざるをえない。足も思い切り伸ばせるし、ゆったりと身体からだを伸ばすこともできた。エコノミーに長時間乗ったあと、身体の節ふし々ぶしに違和感があるのとはまるで違う。


    「莉音、サウジの方はどうだった？」


    　俺たちが中国に立ち寄っている間、莉音はサウジアラビアへ出向き、サウジアラビア通貨省（Foreingn Holdings）に行っていたのだ。通貨省と言っても、四六兆円を抱かかえる国家ファンドを管理するサウジアラビアの役所である。俺たちと莉音は、手分けして営業をこなしていたのだった。


    　中国の方は郭かく首相から声をかけてくれた先ということもあり、営業が簡単だと思われたので、俺と沙さ織おりがそちらを任されたということである。


    「上々ね。最初から二〇〇〇億は出してくれるって。運用成績次第で、どんどん投入額を引き上げてくれるそうよ。そっちは？」


    「オリファに三〇〇〇億、ＫＫＣＳに五〇〇億出してくれるってさ」


    「おー、すごいじゃん。やったね沙織」


    　莉音は嬉うれしそうに沙織の背中を叩たたいた。


    「う、うん。巳み継つぐもいたし……。でもなんかね、最初から話が決まっていた感じなの」


    「まぁ、郭首相が口を利きいてくれたわけだからな。でも、沙織もよくやったぞ」


    　俺がそう言うと、沙織は恥ずかしそうに微笑ほほえんだ。


    「ありがとう」


    「さあ、行きましょう。待ってもらってるからね」


    　俺たちは莉音に続き、空港をあとにした。
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    　アブダビ対外投資庁。


    　国家ファンドとしては世界最大、六八兆円を抱えているアブダビの省庁である。


    　今日はここアブダビ国際ホールを借り切って、アブダビ対外投資庁主催の国際環境学会が開かれていた。


    　この環境学会は国際的な関心が高く、世界各国からあらゆる人種が集まっていた。アブダビは環境技術の買収に熱心で、彼らの国家ファンドも積極的に環境技術に投資している。そのためもあって、世界中から環境のスペシャリストたちを惹ひきつけているのだ。


    　学会が開かれている忙いそがしいさなか、俺たちは多少無理を言って時間を取ってもらったというわけである。


    　俺たちが待ち合わせ場所に指定されたホールに突っ立って混雑した会場を眺めていると、人込みをかきわけてアラブ人の役人らしき人物がやってきた。


    「ようこそ。国際商業銀行の方々ですね」


    　俺たちは応じる。


    「国際商業銀行、羽は月づきです」


    「同じく羽月です」


    「折おり原はらです」


    　役人も会場に目を向けながら口にする。


    「えらく混雑しているでしょう。学会の最中であまり時間は取れません。しかし案件に興味は持っております。カフェテリアでお話ししましょう」


    　俺たちはホール内にあるカフェに案内された。


    　カフェも込み合っていて、さまざまな言語が飛び交っている。ガヤガヤした店内を突っ切り、俺たちは奥まった席に座った。


    　向こうも忙しい。せっかく割さいてもらった貴重な時間だから、手早く説明しなくてはならなかった。


    　さっそく俺たちはパンフレットや資料を広げ、大声で話し始めた。大声でないと、まわりがうるさいため会話ができないのだ。


    　まずは国際商業銀行の概がい要ようを莉り音おんが解説し、ＫＫＣＳは俺、そして最後に沙さ織おりがオリファのことを紹介する。


    　三〇分ほどにわたり、俺たちは説明を重ねた。


    　オリファの説明を終えた沙織に、役人が訊きく。


    「ひとつ疑問があります」


    「は、はい。なんでしょうか？」


    「利回りが〇～二〇％の間で変動するということは、ミドルリターンを求めるファンドだと考えられます。いや、ハイリターンにもなりえる。しかし利回り〇％以下にならないということが疑問ですね。本当に信用できるのでしょうか？」


    「その分は、国際商業銀行が保証しています。もしオリファの運営で利り益えきが出なくとも、損失分は国際商業銀行が負担します」


    「いやしかし、その保証している国際商業銀行自体が破は綻たんしたらどうなるのですか？」


    「……えと、あの……」


    　沙織がもごもごしたので、俺が間に入る。


    「我が行はＫＫＣＳなどで高い実績を誇っており、破綻することはありません。また、オリファでは、二〇％を超える運用利回りを上げられると考えています。二〇％を超えた運用利益は、投資家に還元せず、すべて国際商業銀行の利益として計上させていただきます」


    「しかしですね、利回り二〇％というのは、相当なものですよ。御おん社しやの頭とう取どりが優秀なことは存じておりますが、優秀なだけでは乗り越えられない波があるのが金きん融ゆう業界です。金融工学の天才が運営した米国の投資銀行ＬＴＣＭでさえ、天文学的な負ふ債さいを抱かかえて壊滅したのですから」


    「我われ々われは今、世界各国の金融機関の価値は底だと見ています。もっとも安く金融機関を買収していけるチャンスなのです。ですからオリファは資金力を増やし、大規模な買収に乗り出しているのです。今が底だという認識があるからこそ、利回り〇％を提示しているのであり、その認識が共有できなければ、オリファへの投資は様子見をされた方がいいと思います」


    　営業は押すだけではダメだ。一度押したら、同じくらい引くことも重要である。ときには相手を突き放すくらいの引きを見せると、相手の方が追いかけてきてくれる。ましてや、最初から興味を持ってくれている相手なら、そうなりやすい。


    　実際、役人はすぐうなずいてくれた。もう少しツッコミが入ることも覚悟していたが、ひとまず了解してくれたらしい。


    「なるほど。いいでしょう。その認識はある程度共有できる。金融が機能しなくなれば経済全体が沈みます。そういう意味で、金融がなくなることはありませんからね」


    「本日はファンドのご案内ができれば十分です。我々は急いでおりませんし、すでに資金は十分に集まっております。国際商業銀行自身が、オリファにかなりの資金を投資もしています。今回、参加していただくかどうかはゆっくり検討してください」


    「いや、なにはともあれ、ものは試ためしです。他のファンドに比べてオリファだけリスクが高いというわけでもない。基本的には検討しやすいお話だと思っております。資料を持ち帰って調整しますが、私としては、まずオリファに二〇〇〇億円を投資する方向で調整したいですね」


    「わかりました。存分に検討してください」


    「ときに、メールでやりとりさせていただいたなかで、中国やサウジアラビアの国家ファンドにも声をかけているということでしたが、進展はどうですか？」


    　沙さ織おりが小さくうなずく。


    「えと、うまくいっています」


    「ほぼ決定よ。本契けい約やくまで金額は公表できないけどね」


    　莉り音おんも同意した。


    「なるほど、ならば我々としても、ますます関わっておいた方がいいということですね。まぁそんなに大きな金額ではありませんが、運用先のひとつとして、まずは試してみる価値はあると思っておりますので」


    　案外スムースに話が決まりそうだった。


    　二〇〇〇億円はそこまで大きな金額ではない。そして役人が指摘するように、他のファンドと比べて特別オリファだけリスクが高いというわけでもない。だからまずは少額で試してみること自体がリスク回避にも繋つながる。大きく儲もうかるファンドに自分だけが参加しないこともリスクになりえるからだ。


    　そんなわけで話はトントン拍びよう子しに進み、まずは少額だがオリファへ資金を投入してもらえることになった。
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    　アブダビから沙さ織おりだけ日本に帰らせ、莉り音おんと俺はフランスに飛んでいた。日本で中堅の銀行とのアポイントが入っていたから沙織にそちらを任せ、莉音と俺はパリで買収交こう渉しようだ。


    　沙織はまだ勉強中だが、それでもできるところを任せていかないと、仕事が多すぎて手が回らない。それに沙織なら、恒こう太たのようにメチャクチャやる心配は絶対にないから、安心して委任してしまえるのだった。わからないことや困ったことは「上じよう司しに確認するから」と沙織は持ち帰ってくるが、恒太だとその場で己おのれの気の向くままに決めてしまう。その恒太が決めた結果がまともだったことは、ただの一度もない。


    　さて、到着したのは言わずと知れたパリである。「芸術の都みやこ」という異名で通っているように、パリはさまざまな芸術──絵画、彫刻、流行、音楽の世界的な中心地として名を馳はせている大都市だ。アメリカの外交専門誌『フォーリンポリシー』によれば、パリはニューヨーク、ロンドン、東京に次ぐ世界第四位のグローバル都市にも選ばれている。パリは、パリというだけで価値があるのだ。


    　オルリー空港からタクシーに乗り込み、俺たちはＤＮＢへ直行した。ＤＮＢは、もともと莉音が買収をもちかけていた先であり、ほぼ最終交渉に入っている。


    　預金量一八兆円。本社はフランス。


    　ＥＵ地域で活動する銀行で、規模は中堅と大手の間くらいだろうか。まぁ大手に分類できるだろう。オリファを始めた直後からアプローチしていた銀行のひとつであり、最初からＭ＆Ａに好感触を示していた銀行だった。


    　ＤＮＢに到着すると、俺たちは丁てい重ちように社長室へ通された。


    　挨あい拶さつを済ませ、ソファで相対すると、すぐにＤＮＢ社長は話を切り出してくる。


    「御おん社しやからの条件。大株主ボードリエ氏一族が持つ株式五四％、それを一五〇〇億円で譲ゆずり渡して欲しいということでしたが……ボードリエ氏は拒否しました」


    　俺たちはＤＮＢの適正と思われる株価を、国際的な活動をしている監査法人に依頼し、さまざまな角度から検討して弾はじき出していた。


    「そう。じゃあ仕方ないわねー」


    　莉音は気にも留めないようにそれだけを言い、さっさと立ち上がった。


    　交渉内容が内容だけに、軽々しくメールや電話でやりとりできないのはわかる。しかし、わざわざ俺たちを呼んでおいて、「拒否しました」はないだろう。社員をひとり東京へ寄越して報告するとか、なんらかの手の打ちようはあると思う。


    　莉音が俺をうながしてくる。


    「さ、巳み継つぐ。帰りましょう」


    　そんな莉り音おんのアッサリした様子に、慌あわてて社長は食い下がってきた。


    「ちょ、ちょっと待ってください。まだ話は終わってません」


    「終わったでしょう？」


    「いえ。そちらからの条件をそのままのめなかっただけで、もっと条件詰めをしていきたいのですが……」


    「こっちの条件をのめなきゃ打ち切りよ。前も念入りに伝えたけどね、条件面で交こう渉しようをするつもりはないの。私たちの受けいれることが可能な、ほぼＭＡＸの条件を伝えてあるからね。それ以上の譲じよう歩ほはできないし、御おん社しやにはそれ以上の価値もない」


    　立ったまま、莉音はつっけんどんに言い放った。


    　ＤＮＢは積極果か敢かんに事業規模を拡大していた銀行だった。おかげでＥＵ全域に広く支店網を持っている。国際商業銀行がＥＵで事業を展開していく際には、その支店網を手にいれることはメリットであると言えた。


    　だが、サブプライムローンで大打撃を被こうむった銀行のひとつであり、二兆二〇〇〇億円の損失を抱かかえている。監査法人の資料から検討しても、買収することがメリットになるか、デメリットになるか、判断するのがかなり難しい案件だった。仮にタダで銀行をもらえたとしても、どっちに転ぶか微妙なのだ。


    　一五〇〇億円は俺たちにとって大きな数字ではない。それでも、それ以上の交渉の余地を持つつもりはなかった。おそらく買収したあとには、キャッシュフローを健全に保たもつため、国際商業銀行から七〇〇〇～八〇〇〇億円程度の資金は回さなくてはならないはずだからだ。


    　だから、まったく莉音の言うとおり、俺たちにできるＭＡＸの数字を伝えていたのである。余計な駆け引きは抜きにして、手早く交渉をまとめるためだった。


    　社長は、座るようにうながしてくる。


    「そう邪じや険けんにしないでください。こちらとしても前向きに取り組んでいるのですから」


    「交渉は終わり。まぁ、多少の融ゆう資しには応じられる余地はあるから、必要あれば声かけてちょうだい。金利は高いけどね。それじゃ、頑張ってね」


    「にっ、二〇〇〇億円なら条件をのんでもよいというお返事です」


    「社長、日本に来ることがあったらいろいろ案内してあげる。声かけて」


    　最初に訪問したとき、人間国宝に作ってもらった金きん箔ぱくづくしの扇せん子すを渡したら、驚喜してくれた社長である。日本文化には造ぞう詣けいが深い人らしい。もし東京に来ることがあったら、少し時間を割さいてでも、浅あさ草くさあたりを案内してあげるのは望むところだ。


    「二〇〇〇億円ではダメなのですか!?」


    「ボードリエ氏と私たちの間にはさまれて、社長が苦労してるのは知ってるわ。だから、同情はする。でもね、できないものはできない。ボードリエ氏に伝えてちょうだい」


    　そう莉音が告げると、社長はテーブルに身を乗り出す。


    「三時間！　もう三時間だけ時間をもらえませんか？」


    「時間？　どうして？」


    「もう一度、ボードリエ氏を説得します。私としては、今回のお話、なんとかまとめたいと思っています。あなたがたは買収後、ＤＮＢに数千億円の資金を投入しなくてはいけないことを知っている。そんな相手が、そうそう簡単に見つかるものではありません」


    　社長は一気にまくしたてた。


    「そりゃそうでしょう。でも、ボードリエ氏の駆け引きに付き合うつもりは毛頭ないのよね」


    「ですから、三時間で説得します。それまで、どうかホテルでお待ちください」


    「……」


    　莉り音おんは俺を見やってくる。俺は肩をすくめた。


    「お願いします」


    　ため息をついて、莉音は社長に視線を戻す。


    「……三時間だけね」


    「ありがとう、ありがとうございます。すぐにホテルまで連絡しますので、お待ちください」


    　それから俺たちは、ブラブラとパリ市内を散歩しながら、ゆっくりとホテルへ入った。


    



    
      ◇

    


    



    　二時間四〇分後。


    　俺たちは再びＤＮＢにやってきていた。


    　社長は両手を広げて出迎えてくれる。


    「良かった。またお会いできました」


    「さあ、契けい約やくしちゃいましょう」


    　莉音は意気揚よう々ようとソファに腰かけた。


    　部費、四七兆二〇〇〇億円。借しやつ金きん、四八兆一六〇〇億円である。


    



    
      ◇

    


    



    　フランスから次はアメリカだ。


    　俺たちは休む間もなくシャルル・ド・ゴール国際空港から飛行機に乗り、パリからニューヨークへ飛んだ。


    　グリニッジ銀行。アメリカ東海岸に支店網を展開している準大手。ニューヨーク証券取引所に上じよう場じようしている銀行である。


    　預金量二六兆円。サブプライムローンで一兆五〇〇〇億円の赤字を抱かかえ込んでいたため交こう渉しようは容よう易いだった。市し場じようではサブプライムローンで大きな痛手を被こうむっていることが知れ渡っており、株価は急激に下げ落らくしている。そのため交渉もとんとん拍びよう子しで進み、あとは契約するだけの案件だ。


    　本来は資産がマイナスに転じている銀行などおかしいが、しかし欧米のメガバンクには数十兆円規模の不良債さい権けんを隠し持っているところもある。だから経営悪化しているとはいえど、グリニッジ銀行ならまだマシな方なのだ。世界経済は本当に危機的な状況にあるのである。


    　打ち合わせが済み、居並ぶ経営陣から握手を求められた。


    「一兆三〇〇〇億円の増資、感謝します」


    　先方の経営陣は首が繋つながったことによろこび、莉り音おんはスムースに交こう渉しようが完了したことにホッとしていた。


    　部費、七二兆七三〇〇億円。借しやつ金きん、七五兆二〇〇〇億円である。


    



    
      ◇

    


    



    　グリニッジ銀行との交渉が済み、今日はニューヨークで一泊だ。


    　アメリカでこなす用件が多いため、三日ほど滞在する予定である。


    　ホテルへ戻りテレビをつけると……なんと、早くもグリニッジ銀行増資のニュースが流れていた。株価を上げることに躍起だった経営陣がさっそく流したのだろう。それに俺たちとしても、この取引を秘密にしておく必要はまったくなかった。マスコミ発表のタイミングは、経営陣の判断に任せておけばいい。


    　第一、俺たちが買収交渉している金きん融ゆう機関は数あま多たあり、いちいちマスコミ対策などやっていられない。経営陣の自由裁量で取り組んでもらっていいし、その方針は伝えていた。


    　Ｍ＆Ａは、事前に情報がリークされることによって、さまざまな利害関係のなかで交渉が頓とん挫ざすることもある。だが、ここまで買収案件を同時並へい行こうでこなしているのだから、それはそれで仕方がない。ひとつ交渉が滞とどこおっても、別の案件がいくらでもあるのだ。


    　何気なくニュースを眺めていると、映像は日本へ飛んだ。画面に映ったのは恒こう太たである。


    　記者は恒太へマイクを向ける。


    「稀まれに見る大規模増資です。頭とう取どりがグリニッジ銀行を訪問する予定などはないのでしょうか？」


    「そんなことを言っていたら、俺は毎日二四時間、世界中を回らなくてはならなくなる。だから今はまだいい。身体からだが一〇体ほど欲しいところだよ。だが俺の代わりに……俺と比べれば能力はいささか劣おとるが……そこそこ有能な部下どもがグリニッジ銀行買収の雑務をこなしているところだ。ククク、この俺は成なし遂とげつつある……我が行を、世界最強最大のメガバンクにするという目標を……！」


    　大きく腕をふるいながら、恒太は役者のように叫んだ。


    「グリニッジ銀行を傘さん下かにおさめたのは、どのような戦略に基づいているのですか？　グリニッジ銀行はサブプライムローンで打撃を被こうむった金融機関のひとつと目されていたので、買収のメリットがあるようには思えないのです。そこで頭取の意図を、詳しく教えて欲しいのですが」


    「意図だと？　フッ、そういう庶しよ民みん的発想は今すぐ捨て去ることだな。我が洗練された手腕によって、またたく間に──」


    　そこまで聞いて、莉音はテレビを消してしまった。そして息苦しそうに、俺へ視線を向ける。


    「あれだけグリニッジ銀行の記者会見はするなって言ったのに……。ニュースでちょっと流すだけで十分なのよ」


    「銀行を出たところでマスコミに囲まれたんだろう。今の映像、銀行の前だったし」


    「……そんなの、ノーコメントで逃げちゃえばいいの」


    「まぁ恒こう太ただから」


    「……恒太はいろいろな意味で大物すぎてコントロール不能ね……」


    「ある意味でマジすごすぎる……。俺にはマネできんね。マネなんてしたくないが……」


    　やれやれと、俺は首をふった。


    



    
      ◇

    


    



    　翌日。


    　俺たちはスタインバーグ邸を訪れていた。


    　ニューヨークから車で一時間ほどの郊外だ。車はローザが回してくれていた。


    　広い広いスタインバーグ家の敷地を突っ切り、時間キッカリに邸宅の前に着くと、ローザが待ち構えていた。何ごとも仕事中心のローザは、もちろん俺たちとのアポイントもビジネスの範はん疇ちゆうだ。


    　車を降り、俺たちはローザと握手を交わす。


    　案内されるままローザに付き従い、邸宅の横に設置されているカフェテリア風のテーブルに、俺たちは腰かけた。


    　さっそくローザが話を切り出す。


    「一連の銀行吸収政策、意図が不明ですね。あなたがたの買収に、旨うま味みがあるところは少ない。なんのつもりなのです？」


    　いつものようにローザは無表情。ローザからすれば、俺たちはがむしゃらに突き進んでいるだけで、無む為い無む策さくに見えるのだろう。


    　莉り音おんが応じる。


    「ここで徹底的にスケール追求をしておこうと思ってね。扱える資金量が増えればできることが多くなるし、影響力も手に入る」


    「数人のアナリストたちにさまざまな角度から分析させましたが……危険な銀行の吸収によって、あなたがたの資産は実質マイナスに転じています。リスクばかりが大きくなっている」


    「わかってる。いいの、これで。突っ走ろうと思って」


    「大艦巨砲主義もそこまで信念を持って取り組めばごリッパですね」


    　ポーカーフェイスでローザは言った。


    　普通なら皮肉に聞こえる話も、嫌いや味みな風はまったくなかった。ローザと付き合ってみて感じたことだが、基本的にローザは本音しか口にしない。王は、下しも々じもの意向を気にする必要などないのだ。だからこそローザとは本音で話すことができるし、付き合いやすい相手でもあった。


    　俺は口をはさむ。


    「スタインバーグも銀行の吸収は過去にたくさん行おこなってきたと思うのですが、ぼくらとは違いますか？」


    「経営破は綻たんした金きん融ゆう機関を吸収する経験なら、スタインバーグは豊富に持っています。しかし、抱かかえる負ふ債さいをひっくるめて丸ごと買収するようなマネを、我われ々われはしない」


    「具体的には、どういう吸収の方法なんです？」


    「さまざまな方法があるでしょう。経営陣と秘ひ密みつ裏りに話をつけ、法的に破は綻たんさせたのちに、債務を綺き麗れいに整理したあとで合がつ併ぺい。赤字部門は残らず切り捨てた上で、利り益えきの出る一部の支店だけを買収。ほとんどの社員をリストラし、店てん舗ぽ網やクライアントだけを吸収──」


    　それからローザは、ありとあらゆるＭ＆Ａや企業吸収の方法を説明してくれ、俺たちを厳しい視線で見み据すえる。


    「そうやって、我々のメトログループを中心に再編成してきたのです。中途半はん端ぱに経営悪化している銀行を、丸ごと傘さん下かにおさめるような方法はいけない」


    　メトログループは商業銀行では世界第四位の金融グループである。もともとスタインバーグは金融機関を中心としたグループではない。石油を中心にして、軍事や物流に強い実業中心の財ざい閥ばつだ。その割りには、メトログループはなかなか健闘していると言えた。


    　スタインバーグが世界の金融界にも大きな影響力を持っているのは、傘下の金融機関が強大だからではない。アメリカ政界に深く食い込んでいるスタインバーグは、基軸通貨ドルに対して政治的な影響力を行使できるからである。


    「美お味いしく料理してから吸収するってことね」


    　莉音がそう言うと、ローザは眉をひそめる。


    「人聞きが悪い言い回しですね。そもそも利益が出なければ、事業活動は継続できない。ビジネスを続けるために、利益を確保するのです」


    「ローザの話はまったく当然だと思う。でもね、一瞬でのし上がるためには、負債もリスクも何もかも吸収するしかなかったの」


    「私にはわかりませんね。せっかく十分な資産を築いていたのに、わざわざ自みずから負債を背負い込んで突撃する気持ちが。カミカゼアタックですか？」


    「あはは、そんなんじゃないわ。私たちの富とみも力も、しょせん綱渡りの連続で手にいれたもの。ただ幸運に恵まれただけよ。綱から落ちる覚悟なら、端はなっから持ってた」


    「幸運は、実力なくして引き寄せることはできません。莉音は天険を突破した。伸のるか反そるかの勝負は、もう終わっているはず」


    「伸るか反るかの勝負はこれからよ。まだ始まったばかり」


    「今はグループを再編成し、地固めするべきときです。それなのに、何を好き好このんで……」


    　ローザは言葉をにごらせた。


    「ありがとう、ローザ」


    　急に莉音が礼を言ったので、ローザは不審げに莉音を見返した。


    「どうしたんです？」


    「心配して言ってくれているのがわかるから」


    「……。私の常識では考えられないことですからね」


    「諸しよ行ぎようは無常。ただ春の夜の夢のごとし。未来なんて誰にもわからない」


    「平へい家け物語ですね。盛しよう者しや必ひつ衰すいの理ことわり。美しい詞です」


    　平家物語──一二〇〇～一三〇〇年ころに成立した、平家の栄えい華がと没ぼつ落らくを描えがいた軍記物語だ。


    　──祇ぎ園おん精しよう舎じやの鐘かねの声、諸行無常の響きあり。沙さ羅ら双そう樹じゆの花の色、盛者必衰の理をあらはす。おごれる人も久しからず、ただ春の夜の夢のごとし。たけき者もつひには滅ほろびぬ、ひとへに風の前の塵ちりに同じ。


    　教養ある欧米人のなかには、冒頭をそらんじることができる人もいる。


    　どれほど財産を持った一族であろうと、世界を股またにかけた巨大企業であろうと、どんなに優れた政治体制であろうと、永遠に続くものなどただのひとつもない。いかなる万物も、やがて灰のように燃え尽きる。いつか必ず尽き果てるならば、それが今であろうが未来であろうが、大して違いはありやしない。


    「見てて。世界を揺るがす力、もうすぐ手にいれてみせるから。もしかすると、ローザを敵に回すかもしれない」


    「フフ、私はもう敵だと思っていましたが……」


    「もう？　気が早いなぁ」


    　莉り音おんとローザは顔を見合わせて笑い合った。


    　思い出したように、莉音が口にする。


    「そうそう、今日は相談にやってきたの。理解を得ておこうと思って」


    「相談？　言ってみてください」


    「今ね、ミューチュアル保険にも声をかけてるところ。いちおうローザに断っておこうと思って。反対しない？」


    「ミューチュアル保険……カルヴァートの老舗しにせですか。どうして私に了解を得る必要があるのです？」


    「だってローザは、カルヴァート家が嫌いでしょう？」


    「企業の売買に、好き嫌いは関係ありません。私に遠慮など無用。ご自由にしてください」


    「それを聞けてよかった。思う存分やってみる」


    　ローザは少し眉をひそめる。


    「……。しかし、わかりませんね……。あんなところは図体が大きいだけで、買収になんのメリットも感じませんが……。経営悪化が叫ばれて久しいです」


    「でも資金量、一〇〇兆円をはるかに超えているからね。手にいれて、一気にステップアップしたい」


    「カルヴァートはミューチュアル保険を手放すことに、それほど抵抗感はないでしょう。あの老人は、傘さん下か企業がどうなろうが知ったことではないはずです。ですが私なら、あんなものを買収したりしません」


    　ローザはいらないものを遠ざけるように手を払った。


    　俺は訊きいてみる。


    「仮にも世界最大の財ざい閥ばつが、傘下の大企業を、そんなに簡単に手放すものですか？」


    「スタインバーグとカルヴァートは違います。私なら、傘下の巨大企業を投げ出すようなことは、プライドにかけて許しません。しかし向こうの老人は気にも留めないでしょう」


    「どうしてそんなに違うんです？」


    「カルヴァート財閥は中世から続く金きん融ゆう一族で、世界各国の主要商業銀行には奥深い影響力を有しています。それだけに、ＥＵ諸国の金融政策・財政政策にも強い力を持っている。しかしここ数十年、膨ぼう大だいに広がる関連企業群を直接指導することなどなくなりました。世界の諸問題にも、ときおり金融政策に顔をのぞかせるくらいで、ほとんどタッチしません。高みの見物というか、いわば王族を気取っているのですよ。私たちスタインバーグと違うところですね」


    　ローザの話に、莉り音おんが口をはさむ。


    「スタインバーグだって、ローザが出てきたからグループの再編成が始まってるだけじゃない？　もともと、こんなに関連企業を統括することなんてなかったと思うんだけど」


    「……否定はしません。それでも、お父様はまだ働いていた方でしたが」


    「じゃあミューチュアルを切り離しても、カルヴァート財閥はなんとも思わないわけですね」


    　俺はもう一度確認してみた。彼らのような真の大富豪の考え方は、なかなかわからない。


    「カルヴァートの中核は、商業銀行ロイヤルバンクオブグレートブリテン（ＲＢＢ）です。その基盤さえ確保していれば、それ以外の雑事に、あの一家は大した興味は持たないでしょう。むしろミューチュアルはＲＢＢの足を引っ張っていたので、向こうにとっても渡りに舟ではないですか？」


    「ローザが気にしないでくれてよかった。このまま、買収交こう渉しようを続けてみるわね」


    　そう莉音が言うと、ローザは首をふる。


    「気にはしています。あんなところは捨て置くべきだという意味で」


    　それから莉音は、この買収の目的や構想を説明した。


    　しかしローザは、最後まで買収に疑問を抱いだいていた。カルヴァート財閥と俺たちが取引することは気にしていなかったが、ミューチュアル保険が抱かかえている負ふ債さいに俺たちが耐えられるのかどうか、納得できないようだった。
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    　ローザと別れ、莉音につれられて一路ミズーリ州セントルイスへとやってきた。ミシシッピ川に面するセントルイス市は、開拓時代は西部への玄関口として発展し、今では中西部きっての観光都市である。中西部の美しい景色に囲まれた風ふう光こう明めい媚びな場所であるが、セントルイスは膨ぼう大だいな犯罪が発生するアメリカのなかでも、特に犯罪都市として有名だ。


    　そのセントルイスから車でずっと南西に下ったあたりに、俺たちが買収した原子力企業ウェスタンユニオンがある。


    　ウェスタンユニオンに行くのは俺は初めてのことだったが、莉り音おんは何度か出張で来ていた。この前アメリカに柚ゆずさんと一緒に出張したときは、柚さんもつれてきたそうだ。


    　莉音と雑談にふけりながら車に揺られて約二時間。


    　いくつもの岩山を抜けて小さな街のすぐ横にウェスタンユニオンが隣接している。この街の住人は、ほとんどが従業員や関係者だ。残りは街の商業や流通にたずさわっているか、周辺の農地で仕事をする人々だった。


    　ウェスタンユニオンに到着し、門を抜けるとコンクリートの敷地がどこまでも広がっている。ポツリポツリと無ぶ骨こつな構造の建物が建ち、大学のキャンパスのような雰ふん囲い気きだった。


    　車を降り、歩きながら莉音は両手を広げる。


    「大きいでしょ」


    「見渡す限りウェスタンユニオンって感じだな」


    　俺たちは延々と歩きつづけた。地平線の彼方かなたまで施設内だ。


    　いかにも発電所といった施設が、敷地内にまとまって建っている場所もあれば、倉庫が建ち並んでいるところもある。


    　たまに従業員がスクーターで駆け抜けるのとすれ違ったりした。


    「これからの計画だけど、ドバイにウェスタンユニオンと革命部が共同で会社を設立するの」


    　初耳である。この世界を超速で一周する出張で昨日アブダビに立ち寄ったばかりだが、ドバイはすぐ隣だった。


    「どんな会社なんだ？」


    「中東諸国に原げん子し炉ろや原発技術を売り込む会社よ。ウェスタンユニオン・ミドルイースト株式会社」


    「もしかして、そこを拠きよ点てんに核開発したりするのか？」


    　そう言うと、莉音はニッコリ微笑ほほえんだ。


    「ご明察。ウェスタンユニオンを子会社化したことで、基礎技術は吸収してる。使用される精密機器の九〇％も、ウェスタンユニオンから輸出できるわ。それらをドバイに送るの」


    「じゃあ完成したようなものだな」


    　莉音は首をふる。


    「ううん、まだよ。ウラン濃縮のために一番大事なものは、遠心分離器。核開発のための心臓部と言っても過言ではないものよ。それだけは、ここから送り出すことはできない」


    「どうして？」


    「核兵器開発に使用できるレベルの遠心分離器は軍事機密なの。そんなものを、アメリカから正式に輸出なんてできない。やるなら密輸しかないけど、さすがにそれは危険だからね。中東に会社を設立することで、ウェスタンユニオンの技術者たちも基本的な機材を発送することにはなんの疑念も持っていないけど、核兵器用の遠心分離器となれば話は別よ」


    「他の用途に使うって形で偽ぎ装そうはできないのか？」


    「無理。だってそれは、核兵器開発のためだけに利用できる精密機器だから」


    「あと一歩のところまで来て、中断してるってわけか」


    「だから遠心分離器だけは、他の国から仕入れる」


    「どこ？」


    「南アフリカ」


    「南アって……核兵器開発を放ほう棄きしたとこか！」


    　ポン、と俺は手を叩たたいた。


    　核開発を取り巻く状況については勉強を重ねていて、ピンときたのだ。


    「巳み継つぐは知ってるかもしれないけど、本当はね、南アフリカは核兵器を完成させていて、保有までしていたの。プルトニウム型、濃縮ウラン型、ふたつの方式で完成させている。だけど、それが南アフリカ初の黒人大統領──ネルソン・マンデラに政権が代わる直前、核兵器廃棄を宣言したわけ。だから民間に、核兵器用の遠心分離器を造れるノウハウがある」


    「なるほど。でも遠心分離器を購入となれば、話は別じゃないのか？」


    「そこはウェスタンユニオンだからね。このブランドが生きてくる。わけのわからない会社が仕入れることはできないけど、ウェスタンユニオンならアメリカ政府やイギリス政府の核政策に協力していたって不自然ではないんだもの。新しく設立するウェスタンユニオン・ミドルイースト株式会社で購入しちゃうわけ。そうすれば、濃縮ウランは完成。あとはミサイルだけね」


    　それから莉り音おんと一緒に、ドバイに送り出すための精密機材が積まれている倉庫まで行って技術者から説明を受けたり、核開発に関連した施設をひととおり回ってみたりした。


    　莉音の話をまとめると、こうだ。


    　ウェスタンユニオンと革命部が共同で、中東ドバイに原げん子し炉ろを売り込む会社を設立。


    「ウェスタンユニオン・ミドルイースト株式会社」だ。ここを中心にして、中東諸国への原子炉営業を実際に行おこなう。基礎技術や基本的な資材は、ウェスタンユニオンから持ち込む。


    　しかし中核となる技術──高度な遠心分離器は一般の原子炉には不必要なシロモノであるため、南アフリカの企業から購入すると言う。南アフリカは以前、極ごく秘ひ裏りに核開発を進め、完成にまでこぎ着けていたので民間企業には技術がある。世界最大の原子力企業ウェスタンユニオンの看板を背負っているのだから、これらの機器の仕入れもスムースである。


    　そして決けつ済さいはもちろん、運うん搬ぱん作業までなんと国際商業銀行が担当するらしい。運び出すコンテナには国際商業銀行のマークがつけられ、船でドバイまで運ぶと言うのだ。


    　ついに国際商業銀行は、核まで扱う闇やみの武器商人にもなってしまった。これは大出世なのだろうか。この話を聞けば、恒こう太たならほくそ笑むだろう。
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    　地球をぐるりと回る強行スケジュールの出張から帰ってすぐ、莉り音おんは革命部七階事務所に全員を集めた。テーブルを囲んだ俺たちを見回し、莉音は口にする。


    「そんなわけで、ウェスタンユニオンとドバイに共同で会社を創ることになったの。資本比率は革命部五〇％、ウェスタンユニオン五〇％。資本金は八〇〇億円の予定だから、うちからは四〇〇億円の出資ね」


    「核兵器開発をスムースに行おこなうための隠かくれ蓑みのだな」


    　俺の言葉に莉音はうなずく。


    「オリエントシーラインの船せん舶ぱくをひとつ、ドバイに移動させるから。その船底に濃縮ウラン工場を設置するってわけ」


    「四〇〇億……なんという端はした金がね。その程度、俺なら一秒で錬れん金きんできる……」


    　そう言って、恒こう太たはニヤリと笑った。


    　沙さ織おりが険しい顔つきで指摘する。


    「ファンクラブ会員から集めてる三一五〇円って端金じゃないのかしらね？」


    「フッ、たかだか企業の資本金と、俺のファンクラブ会費では価値が違いすぎる。比べることこそ愚おろかしい」


    「ていうか、柚ゆずさんに三一五〇円返してあげなさいよ。柚さん、いつも楽しみにしてたおやつも我慢してるのよ？　可哀かわい相そうだと思わないの？」


    「俺のファンクラブ会員第一号だぞ!?　どれほどの価値があると思っている？」


    　信じられないといった様子で恒太は叫んだ。柚さんが笑顔で便乗する。


    「すっごく価値があるみたいです。恒太くんが言ってましたぁ」


    「柚さん、それ恒太に騙だまされてるだけよ。今すぐ会員なんてやめた方がいいわ」


    「ほほう……つまり要約すると、小娘はファンクラブ会員第一号になれなかったことに嫉しつ妬としているのだな？　なるほど……すべて見えたぞ」


    　そう言って、恒太は沙織をビシッと指差した。


    「小娘の計略は見破った！　柚をやめさせて、ファンクラブ会員第一号を奪取しようと目もく論ろんでいる！」


    「どうしてそうなるのよ!?」


    「おまえらを会員にしてやろうと思ってやってきたが、たまたま柚しかいなかったのだよ。柚には幸運だったが、沙織は残念だったな。諦あきらめろ」


    　一方的に諦めろ宣言をされた沙織は、悔くやしげに唇をかんだ。


    「くっ、くうう……どうして私が残念に思わなくちゃならないのよ……」


    　突然、柚さんが拳こぶしを握りしめ、何か重大な決意をしたようにうなずく。


    「だったら私、会員第一号を沙織さんに譲ゆずろうって思います。そして新しく会員に入り直そうって思うんです」


    　その言葉に、恒太は衝撃を受けたようにして椅子ごと後じさった。


    「……ほ、本当か？」


    「沙さ織おりさんのためならかまわないんです」


    　柚ゆずさんの固い決意は揺るがなかった。


    「な、なんという美しき心を持つ娘だ……。どこぞの小娘も見み倣ならって欲しいものだな」


    　恒こう太たは感心しきったように、まじまじと柚さんを眺める。


    「いいだろう。今日から柚は、会員番号六三〇五七号だ。会員証も新しく発行し直してやる。なに、前に六万人ほどの女子がいるが、柚ならばすぐに席次が上がることだろう」


    「はい！」


    　意気揚よう々ようと柚さんはうなずいた。


    　おずおずと、沙織が困ったように隣に座る柚さんの腕に手を置く。


    「ゆ、柚さん、私ね、本当に不要なの。恒太のファンクラブ会員なんてなりたくないの。というか柚さん、絶対騙だまされてるのよ。お願い、わかって」


    「はい！　わかりましたぁ！」


    　間違いなく柚さんは何もわかっちゃいなかった。そして柚さんは財布を取り出し、カードを引き抜いた。


    「どうぞ、沙織さん。会員証第一号です。大切にしてくださいね」


    　カードを沙織に差し出しながら、柚さんはニッコリ微笑ほほえんだ。


    　いつもの沙織なら、破って捨てるだろう。


    　しかしこれは、柚さんの厚意なのだ。柚さんは、心の底から沙織を大切に想い、気き遣づかっているのである。しかも輝くような笑顔で差し出されたら、破り捨てたりできるわけがない。


    　もし恒太のカードなんていらないと破り捨てるようなことがあれば、柚さんはショックで泣いてしまうはずだ。沙織とて、そんな柚さんの気持ちはわかっている。


    　ゴクリと息を飲み、震ふるえる手つきで、沙織はカードを受け取った。


    「……あ、ありがとう。本当に困るんだけど……でもね柚さん、気持ちはとても嬉うれしい……。と、とにかくありがとう……」


    　顔をひきつらせながら、沙織はお礼を述べた。


    　席を立って沙織の背後に回り、会員証をのぞきこんでみる。運転免許証のようなイメージだろうか。白い歯を出してニヤッと微笑む恒太の写真が、左上に貼り付けてある。会員ナンバーは一号だった。


    「それよりも、自分でファンクラブ会員募集してるのは痛々しいことだと思うぞ……」


    　ポツリと俺は言ったが、恒太は得意げに腕を組んでいるだけだった。


    　沙織はと言えば、敗北感に打ちひしがれたように、だらりと両腕をたらして沈黙してしまっている。柚さんは、自分が一生懸けん命めい成なし遂とげたことを誇るように、満足げな笑みを浮かべていた。恒太がサラリと髪をかきあげる。


    「さて、おりおりの暴走で話がそれたが、続けよう。つまり、俺がドバイに資本金八〇〇億で会社を創るということだな？」


    「表向きは中東の営業拠きよ点てんでしかないから、本当はこんなに資本金いらないんだけど……大きく見せた方が信用力も上がるからね」


    　莉り音おんが言うと、すかさず恒こう太たは応じる。


    「ならば、会社名は俺に決めさせてもらおう。最終兵器をもって世界支配を企図するモノ──常とこ闇やみの魔王──ミストラルデビル株式会社でいこうではないか」


    「会社名は決定済み」


    「な、なん……だと……？」


    　恒太はわざわざ立ち上がり、目を見開いた。しかも大ダメージを喰らったかのようにグラリとよろめいて、片かた膝ひざをついた。どうしてリアクションまで演技がかっているのか……。


    　莉音の事務報告のような口調。


    「ウェスタンユニオン・ミドルイースト株式会社ね。ウェスタンユニオンの看板が大切だから」


    「つーか、会社名にデビルとかありえないだろ。少しは自じ重ちようしろよ……」


    　うんざりして俺は言った。


    「それから、この資料見て」


    　そう言って、莉音はテーブルにバサリと資料を置く。


    「ミューチュアル保険。世界的にも有名な保険会社。カルヴァート財ざい閥ばつの系列企業よ。保険会社としては世界第一位の規模。総資金量一八三兆円。知ってるわよね？」


    「ほう。俺が買収を計画していたところじゃないか」


    「ここを買収するの。経営悪化が叫ばれて久しいからね、ここの経営陣にもアプローチはしていたんだけど、反応は悪くない」


    　俺はローザのところで概がい略りやくだけは聞いていた。だから具体的に、どのくらい数字が悪化しているのかを質問してみる。


    「経営悪化というけど、どのくらい悪いんだ？」


    「ここもサブプライムで打撃を喰らっていて、一〇兆円ほどの損失を抱かかえているらしいわね」


    「さすがに一〇兆円の穴は大きいだろう。それに保険会社だと、保険の支払いだって逐ちく次じ出てくる。けっこう負担は大きくなるはずだ」


    「そんなの、規模から考えれば大した問題じゃないわ。たとえ抱える損失が大きくなろうと、資金は十分に回せる。大丈夫よ」


    「問題ない。買収した暁あかつきには、この俺が穴を埋うめるだろう」


    　恒太も追従した。今しがたまで落ち込んでいた沙さ織おりが、顔を上げる。


    「でも、カルヴァート財閥の系列なんでしょ。そんなに大きな財閥の企業なのに、サブプライムローンで打撃受けたりするのかしら？　どうしてそんなに損を抱えてるの？」


    「ローザのところと違って、カルヴァートは傘下企業を監督してるわけじゃないの。だからグループとしての足並みは一緒じゃないし、ほとんどの企業が経営方針を独自に判断してる」


    「それって非効率じゃない？」


    「一概にそうとは言えないわよ。それはそれで、リスクヘッジになるからね」


    　莉音はやさしく教えるように、沙織に説明を始める。


    「考えてみて。万が一よ、ローザの経営判断が間違っていたとしたら、スタインバーグ系列企業はドミノ倒しで大ダメージを喰らうことになるでしょ？　……まぁ実際にはスタインバーグレベルになれば、インサイダーを基もとにして行動してるから間違うことはまずないにしても……一〇〇％の確率でインサイダー情報どおりに世の中が動くとは言い切れない。でもね、カルヴァートのように各個バラバラに行動していれば、すべての企業が同じようなダメージを喰うことはないわけ。世界最大の財ざい閥ばつとしては、それぞれの経営陣の自由意志に任せることがリスクヘッジになってるのよ」


    「あっ、そういう見方もできるのね……」


    「でも本当のところは、そんなことあんまり意識してるわけじゃなくて、面倒なだけだと思うけどね。なにせ世界最大の大金持ちなんだから、好き好このんでわざわざ仕事で走り回るようなことをするわけないでしょう」


    　俺も補足する。


    「ローザが普通じゃないだけだよ。生しよう涯がいの自由が保障されてるようなものなのに、何が楽しくて奴ど隷れいみたいに働いてるんだろうな」


    「俺にはわかる。生まれ落ちたときから使命を持つ者というのはいるのだよ。ククク、つまりローザ・スタインバーグは、この俺と同じ宿命を背負っているということだ。……だがしかし、哀しいかな、両りよう雄ゆうは並び立たない。いずれローザ・スタインバーグとこの俺は、雌し雄ゆうを決するときが来るだろう」


    「ローザさん、恒こう太たなんかと一緒にされて可哀かわい相そう……」


    　沙さ織おりは切なそうにつぶやいた。
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    　国際商業銀行が買収し、傘さん下かにおさめたチェーン本部はたくさんある。それらはＫＫＣＳによって、世界中に店てん舗ぽ網が拡大し始めていた。


    　すべてのチェーンが利り益えきを出しているわけではないから、ＫＫＣＳ全体として見れば、収支はプラスマイナスゼロといった程度だろう。アクアスでチェーンを広めていたときは確実に利益が出ていたが、今展開しているチェーン店数は六〇にも及び、玉ぎよく石せき混こん淆こうである。利益を出せないチェーン店網が出てくるのは仕方のない側面もあった。


    　だから事業として成功しているかどうかと言われると微妙だが、それでもＫＫＣＳは間違いなく成功をおさめていた。ＫＫＣＳには、莫ばく大だいな資金が集まり始めていたからだ。


    　ＫＫＣＳによって拡大する店舗網と、世界中で流されるニュース報道や新聞報道、それからテレビＣＭ。これらの影響で、国際商業銀行は世界でもっとも有名な銀行にまで成長していた。


    　そして今や、頭とう取どりである春かす日が恒太の名は、地球人七〇億人があますことなく知るところとなり、その存在感は押しも押されぬものとなっていた。


    　現在はもう、世界で一番の有名人はアメリカ大統領ではなく、ハリウッドスターでもなく、サッカースタープレーヤーでもない。世界ナンバーワン──彼の名は春かす日が恒こう太たである。
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    　テレビでは、恒太が国民栄えい誉よ賞を受賞したニュースが大々的に取り上げられていた。どうでもよかったのでテレビを消そうか迷ったが、しかし言動をチェックしないと不安でもある。


    　すでに授賞式は終わっており、恒太はマスコミに取り囲まれていた。そしてマスコミ集団の外側は、大勢の女の子たちによって包囲されている。ファンクラブの子たちだろう。熱狂的な声援を浴びつづける恒太は、人波の中心でいつもの涼しげな顔だった。


    「我が行は、世界各国で買収を成功させていることは周知のとおりだ。国際商業銀行の支店がある国は世界一六か国にまで広がっている。そしてどの国でも、最高レベルの銀行金利を提示しているのだ」


    　複数の記者たちがヤリのように恒太へマイクを向ける。


    「国際商業銀行が買収を成功させたのは、経営危機が心配されていた銀行が中心です。そもそも御おん社しやにとって得な買収でしょうか？」


    「当然だろう。ＫＫＣＳの成功を忘れるな。グループの資金をＫＫＣＳやオリファへ回し、大きな利り益えきを上げている。むしろ資金量が足りないくらいだよ」


    　ＫＫＣＳは利益が出ていないチェーン店網も抱かかえていて、事業としての将来性はどうだろうか。しかし記者は半ば興奮したように応じる。


    「ＫＫＣＳは大成功なようですね。国際商業銀行の後押しで、世界各国で展開するチェーン店が増えました。たとえばアクアスは今やアジア全域に店てん舗ぽがありますし、勢いは止まりそうにありませんね」


    「この俺の名前を冠した世紀の金きん融ゆう商品なのだ。うまくいきすぎるくらいが普通の状態だと思いたまえ」


    「ところで頭とう取どりは、ノーベル平和賞候補にも名前が挙あがっているそうですが、ご感想は？」


    　嘘うそだッ。聞いたとたん、テレビの前で俺は頭を抱え込んだ。偉大なる化学者アルフレッド・ノーベル氏に対して申し訳ない。


    「フッ、平和などという陳ちん腐ぷな言葉は、俺には相応ふさわしくない。愚ぐ民みんどもを統治、支配してこその我が力。……ふむ？　いや待て……なるほど……そう考えると、一周回って人類は平和を勝ち取るとも言える」


    「と、いいますと？」


    「この俺の絶対権力だけが世界を真の平和に導みちびく。俺は平和のためのテロリストであり、国際商業銀行は正義のための軍隊だ。愚民諸君、この俺にひれ伏すがいい。さすれば世界は、永遠の太平を謳おう歌かすることができるだろう」


    　恒太は大きく腕をふるい、カメラに向けてニヤリと笑みをうかべた。


    　部費、八九兆六三〇〇億円。借しやつ金きん、九四兆二〇〇〇億円也なり。

  



  
     第六章　ミューチュアル保険買収


    



    　ミューチュアル保険、社長室。


    　足を踏みいれただけで威圧感を覚える場所だった。


    　テーブルも机も椅い子すも何もかもイタリア製の調度品で統一され、黒光りするまで磨き上げられ、本棚にはずらりと専門書がこれ見よがしに並んでいる。足下はペルシャ絨じゆう毯たんだろうか。貴族の住まいのような場所だった。


    　買収交こう渉しようも佳か境きように入り、莉り音おんと俺はふたりでやってきた。今までは莉音がひとりで担当していたが、俺も引っ張ってきたということは、交渉はほぼまとまりかけていると見ていいだろう。


    　チリひとつついていないパリッとしたスーツに身を固めた社長が、俺たちに相対して腰かけている。


    「率直に申し上げて、弊へい社しやは重大な経営危機にあります。身の振り方を選択すべきときにある」


    　重々しい口調で社長は言った。


    　莉音がうなずく。


    「わかってる。資料はすべて見せてもらった。考えていたよりずっと率直な資料で、とても助かったわ」


    「もちろん表向きには開示されていない資料です。この資料が出回れば、保険契けい約やく者が逃げだし、経営に重大な影響が出てしまいますから」


    「そうね。信頼してくれてありがとう」


    「御おん社しやが金きん融ゆう機関を買収する勢いを見ていれば、本気で買収を検討してくださる相手だと誰でもわかります。ですから、ありのままの状況を知ってもらいたいと思いました」


    「私の方も率直に話すわね。ずばり、買収はしたいと思ってる。だから買収前提で条件交渉したいの。その上で、質問させて。いいかしら？」


    「もちろんです。どうぞ」


    「御社はカルヴァート財ざい閥ばつの金融機関のひとつよね。関係企業から融資はいくらでも受けられるでしょう。それなのに、どうして買収交渉の土ど俵ひように上がってくるの？」


    　少し考える風にしてから、社長は言う。


    「いくらでも……というわけでもありませんが、ある程度の融資は受けられます。そして、経営危機を乗り越える資金を投入してもらうことも可能です」


    「そうよね。一〇〇〇億ドルくらい投入してもらうことは可能なはずよ」


    　一ドル一〇〇円換算だと一〇兆円だ。


    「ええ。しかし、果たしてそれがカルヴァート財閥にとって得になるでしょうか。そして我われ々われミューチュアル保険の経営陣、社員にとって得になるでしょうか。逆にお聞きしたい。彼らと私たちにとって、得になると思われますか？」


    「カルヴァート財ざい閥ばつにとっては、金銭的メリットがあるとは思えないわね。自分のところの名前を汚すことだけはしたくないだろうから、最終的にはミューチュアル保険を救済するだろうけど……それでも売却できるなら検討すると思う。ミューチュアルは巨大だしブランド力もある。でもカルヴァートは他にもたくさん金きん融ゆう機関持ってるんだし、ミューチュアルにこだわる必要はないからね」


    「そうです」


    「で、経営陣だけど、救済を受ければ首が飛ぶわね。間違いなく」


    　社長は無言でうなずいた。


    「社員らも同様よね。リストラは厳しくなるでしょう」


    「左さ様ようです」


    「でも、サブプライムローンで大打撃を受けることになったのは経営陣の判断でしょう。首が飛ぶのは当然すぎることじゃないかしら？」


    　咳せき払ばらいして、社長が応じる。


    「……わかります。しかし私どもにも言い分がある」


    「どんな？　聞かせて」


    「弊へい社しゃの運用部門は、ロイヤルバンクオブグレートブリテン（ＲＢＢ）の強い影響下にあるのです。要は、弊社の巨額の運用資産一八三兆円は、ＲＢＢのアナリストの分析・指導によって検討しています。また、弊社に在ざい籍せきする運用担当者の多くも、ＲＢＢから移籍してきた人間たちだった。サブプライムローン関連商品に大きな資金を移したのも、彼らの判断です」


    「カルヴァート財閥企業の関係性はわかる。でも、ＲＢＢがやっていたのは、あくまでアドバイスレベルでしょう。最終的な判断は、やっぱり現経営陣の責任よ」


    「それはそうです。私どもは全責任を回避しようとして申し上げているのではない。誤解しないでいただきたいのですが、私はカルヴァート財閥の企業で仕事ができたことを誇りに思っているし、同時にまた彼ら一族に対して大いなる好感も持っています。……しかし好意とビジネスは違います。現実としてミューチュアル保険の運用は、長きにわたりＲＢＢの指導を受けつづけてきた。そういう慣習にあったということです」


    「わかるわよ。うん、わかる。でもねー……」


    「責任を放ほう棄きしようとしていると、捉えて欲しくはありません。社長として責任は感じている。しかし、あえて言いましょう。打撃を受けたのは仕方なかった。誰がやっても同じことだ」


    「そりゃまぁ、一八三兆円もの運用資産があるのなら、運用先を選ぶのも一苦労だからね。あの状況、資金の一部がサブプライムローン関連商品に振り分けられても仕方がない。ＲＢＢの指導も、御おん社しやの判断も理解できなくはないわ。それでも、当のＲＢＢはそんなに打撃受けてないでしょう」


    　ＲＢＢがサブプライムローンで大打撃を被こうむったというニュースはまったく聞かない。


    　社長は応じる。


    「私どもほどではありませんが、多少は損害を被っています。しかし私どもに損失が集中したのは、ＲＢＢがまずは私どもにサブプライムローン関連商品を引き受けさせることによって様子見をしたのです。私たちが儲もうかれば、ＲＢＢも儲かる。だから悪い言い方をすれば、私たちは生いけ贄にえだった」


    　社長はそこまで言って、ソファに深々と身を沈めた。


    　グループ間の経営陣で葛かつ藤とうがあることはわかっていた。独裁的なトップが君臨していない巨大グループというのは、どこでもそんなものだろう。むしろ暗闘がない方が不自然だ。


    　ローザが君臨するスタインバーグとは、そもそも違うのである。そして、スタインバーグよりカルヴァートの方が一回りか二回りもスケールが大きいのだ。利害関係者同士の鍔つば迫ぜり合いがないわけがない。


    　これ以上、つっこむことは不要だと判断したのか、莉り音おんは話を変える。


    「……わかった。でもね、私たちが買収しても、現経営陣を優遇するとは思えないわよ。厳しい処分までするかどうかはわからない。でも、そのままってわけにはいかないでしょう」


    「数年、現経営陣の待遇維持をお願いしたい」


    「一年間だけ。それ以降は未定」


    「二年間」


    「せいぜい一年間ねー。直後にすぐ入れ替えるって言ってるわけじゃないし、円えん滑かつに業務が進むなら、そのまま残留してもらうつもりだし」


    「……」


    　社長は苦にがい顔をした。


    　莉音も腕を組み、悩ましげに口にする。


    「そりゃ、一年以上も先のことなんて約束できないって。私たちの立場も理解して欲しいなぁ」


    「そうですね。では、それで……」


    　渋っていたように見えたが、案外アッサリと社長は同意した。現状のままだと、すぐ首を切られてもおかしくはないのだろう。


    「売却金額だけど、いくらを考えてる？」


    「売却するのは私ではないので……。あくまで私は、カルヴァート公こう爵しやくに提案を伝えるだけです。公爵がそれでＯＫしてくださるか、わかりませんが……」


    「一ドル。どうかしら？」


    　莉音の提案に、社長は困惑する。


    「い、一ドル!?　う、うーん」


    「大丈夫でしょう」


    「どうですかね……」


    　社長はうなり、首をかしげた。


    「ミューチュアル保険は資金量一八三兆円あるけど、サブプライムローンで一〇兆円の穴が開いている。つまり一〇兆円の負ふ債さいを引き受けることと同じよ。私たちが一〇兆円で買うってことと同じ意味。だから一ドルって金額は、あながち安くはないけどね」


    　ミューチュアル保険は、表立っての資金量は一八三兆円あるが、サブプライムローン関連で損失を被こうむり、実際の手持ち資産は一七三兆円である。銀行の預金と同様、保険会社の運用資金も、保険加入者に払っていかねばならない。


    　一七三兆円の資金を持ち、一八三兆円の借しやつ金きんを抱かかえる企業を買収するのと同じようなものである。買収したとたんに一〇兆円の負ふ債さいを背負うわけだ。ミューチュアル保険を売り渡せば、カルヴァート側は一〇兆円分を得するし、革命部側は一〇兆円の損を抱える。


    　だから買収金額一ドルというのは、それほど突とつ飛ぴな提案というわけではない。


    　社長は頭を抱える。


    「それはそうですが……公こう爵しやくが納得するかどうか……」


    「一〇〇年続いた保険会社の看板だけを、一〇兆円で買うと思えば、かなり思い切った取引ね。私たちに損な取引になる可能性は大きいと思ってる。それでも、買えるなら買っておきたいんだけどね」


    「資金量は一八三兆円ありますよ。世界最大だ」


    「その資金量って、要は借金みたいなものじゃない。本当は一八三兆円の借金を負っているのに、手元に一七三兆円しかない。このままじゃ借金を返せない。それって大事よ」


    「……うーん」


    　莉り音おんは一押しする。


    「まずそれで交こう渉しようをしてみて。でも、それ以上の金額になってきたら、買収はしない」


    「二ドルでも？」


    「そうね、じゃあ二ドルなら買収はやめとく」


    「そんな！」


    「そんなものでしょ」


    　あっけらかんと莉音は言った。


    　渋々といった様子で社長がうなずく。


    「……わ、わかりました。それでは話をしてみるだけしてみましょう。公爵からどういうお返事を頂いただけるかわかりませんが、数日中にご連絡差し上げます」


    「うん、お願いね」


    「ロンドンに滞在していますか？」


    「ヨーロッパの金きん融ゆう機関を回ってる最中だから、ＥＵ圏内にはいるから。話が進むようなら、ロンドンへ戻ってくるわ」


    　ミューチュアルとの交渉を終え、俺たちはキプロスへ向かった。


    



    
      ◇

    


    



    　空港のゲートをくぐると、見知った顔があった。


    　ジリヤが迎えに来てくれたらしい。


    「よっ」


    「おっす」


    　莉り音おんに続き、俺も挨あい拶さつする。


    「こんにちは、今日もスーツなんですね」


    「そりゃ、さっきまで仕事だったからな。さあ、行こうぜ、一晩で一〇〇万吹っ飛ぶっていう五つ星レストラン予約してる」


    「おごってくれるの？」


    　意外そうに莉音はジリヤをのぞきこんだ。


    「そうだ。フランス料理の最さい高こう峰ほう、食わせてやる」


    「君、いつも気前いいわよね」


    「おまえらはお客様だからな。こういう接待費用も、おまえらが払ってくれる売買金額にちゃんと含んでるよ。大丈夫だ、私は損になることはしない」


    　俺と莉音は顔を見合わせ失笑した。


    



    
      ◇

    


    



    　オマール海え老びのロースト、鴨かも胸肉のエマンセ、甘あま鯛だいのムニエル、ラングスティーヌのポワレ、鳩はと胸肉の燻くん製せい──。


    　目の前には食べきれないほどの料理が並んでいる。


    　この世のものとは思えないほど旨うまい。


    　俺は料理に気を取られてしまったが、莉音とジリヤは料理そっちのけで話し込んでいる。


    　ジリヤが血相を変えた。


    「ミューチュアル保険!?　おま……なんというか、いろいろな意味で驚きだ。ミューチュアル、そんな業績悪いのか？」


    「だいぶ悪いわね。機密保持契けい約やくがあるし、向こうとの信義上、詳しい数字は言えないけど」


    「そうかぁ。極上のインサイダー情報だが、ミューチュアルは非上じよう場じよう……。うーん、金きん融ゆう業界にどんな影響が出るかだな。影響をうちのアナリストに分析させて、投資先を検討してみよう」


    　早くもジリヤは計算を巡らせているようだった。


    「もしこのＭ＆Ａが成功しても、市し場じようにはそんなに影響出ないと思うわよ。ミューチュアルを支援しなくてよくなるＲＢＢ関連企業の株価が、多少は上がるくらいかしらね。ＲＢＢも非上場だから、その周辺企業だけど」


    「しかし世界最大の保険会社が、おまえらの傘さん下かに入ることになるとはな。ずいぶん時代も変わったもんだ」


    「気が早すぎ。だから今はまだ買収をもちかけてるだけよ。決着ついてないから。カルヴァート財ざい閥ばつが同意するかどうかわからないし」


    「ふぅむ。でも経営陣は同意してるんだろ？」


    「うん。グループ間でいろいろ人間関係が面倒らしくてね。ミューチュアル保険としては、ＲＢＢの影響下から脱したいみたい」


    　莉り音おんの話に、ジリヤが薄笑いを浮かべる。


    「しょせん、人間同士だ。連中は一枚岩じゃない。カルヴァート財ざい閥ばつは、そんなせせこましいことにまで首をつっこんで、いちいち悩んだりしないよ。汗水たらして苦労してるどこぞのお嬢様とは、根本的に違う生き物だからな」


    「フフ。それ、今度ローザに会ったときに言っておこうかしら」


    「待て待て。そういじめないでくれよ。私はローザに忠ちゆう誠せいを誓ちかう鉄てつ壁ぺきのナイトだぜ。なんせ商売関係なしに、学生時代からの友達なんだ」


    　ジリヤの慌あわてた様子に、莉音は笑い出す。


    「冗じよう談だんだって。そんな慌てて言い訳しなくてもいいのに」


    「……ったく、ローザは怒らせると怖いんだよ。顔を合わせても、こっちが存在しないかのように無視されてみろ。居心地悪いったらありゃしない」


    　そう言って、ジリヤは顔をしかめた。


    　莉音が本題を切り出す。


    「ところで、ミサイルのことを相談したいんだけどね」


    「その前に、核の方はどうなってる？」


    「そっちは順調よ。中東のドバイに、革命部とウェスタンユニオンが共同で新会社を創るの。だからドバイに船を持っていって、そこでウランを濃縮するつもり。ウェスタンユニオンの基礎技術と機器、資材は手にいれたし、あとは遠心分離器に必要な精密機器を用意すれば済む」


    「核兵器用の遠心分離器なら、ウェスタンユニオンでも造れるはずだ」


    「そうだけど……そこまでウェスタンユニオンから調達するのは危険よ。技術や機器は、中東に原げん子し炉ろを売り込んだりモデル施設を造ったりする際に必要になるから、それだけなら誰にも不審に思われることはない。だけど、遠心分離器だけは慎しん重ちように進めないとね」


    「つってもさ、高度なウラン濃縮技術を持っている企業なんてそうそうないぞ」


    「当たりはつけてる。南アのアルティステクノロジー社」


    　ジリヤは声をひそめる。


    「……アルティステクノロジー社を使うのか？　大丈夫かよ？　パキスタンや北朝鮮も、アルティステクノロジー社を騙だまして、遠心分離器をかっぱらったんだ。監視は厳しくなってる」


    「だから、中東にウェスタンユニオンと共同で会社を創るの。ウェスタンユニオン・ミドルイースト株式会社。そこで仕入れる。取引相手がウェスタンユニオンなら、アルティステクノロジー社はなんとも思わない。代金の決済や運うん搬ぱんは、国際商業銀行が担当。ドバイに品が着いたらすぐ、中身をすり替えて、別の荷をウェスタンユニオン・ミドルイーストに運び込む」


    　莉音が淡たん々たんと説明すると、ジリヤが頓とん狂きような声を上げる。


    「決済はともかく、運搬まで銀行が担当すんのか？」


    「そう。至れり尽くせりでしょ。国際商業銀行は、お金も物資も、ボーダレスに取引するグローバルバンクなの。必要となれば世界中、どこへなりとも武器弾薬を運んでみせる」


    「どんな銀行だよ……」


    「ジリヤも国際商業銀行を使ってちょうだい。麻薬以外なら、どんなものでも決済するし運ぶから」


    「まぁ、利用価値は高そうだな。ヤバイ取引をするときは、ぜひとも検討させてもらうよ」


    「お願いね」


    「そんな話を聞けば、マネーロンダリングに使いたいっていう危なっかしい筋も多いだろう。アフリカや南米の独裁者どもは目の色変えてよろこぶはずだ。売り込んでみたらどうだ？　何人か、紹介してやってもいい」


    　マネーロンダリングとは、犯罪によって得られた利り益えきを隠いん蔽ぺいし、一般市し場じようで使っても身元がばれないように綺き麗れいなお金に変えてしまう行為である。


    「そのうちね。あくどい連中のお金を丸ごとかっさらうのも悪くない。マネーロンダリングをもちかけて、お金を預けさせて、丸裸にしてやりましょう」


    「なんだ、連中からは騙だまし取るのか。それなら紹介はできんな。楽しく見物させてもらおう」


    「悪いヤツらは懲こらしめてやらないと。私たち、正義の味方だからね」


    「ほとんどテロリストみたいなもんなのに、よく言うよ……」


    「それより今はミサイルよ。ミサイル。本気で数をそろえるからね？」


    「ミサイルに希望はあんのか？」


    「値段は問わない。ジリヤが入手できる最新鋭のヤツで」


    「核を搭とう載さいすんなら、スカッドの旧式でいいんじゃねーの？　安物でいいよ。精密誘導なんて不要だろ」


    「核だからこそ必要よ。威い嚇かくで海に落とすつもりが、間違えて別の目標にでも落ちたら大変でしょ。最低でもＣＥＰ三〇〇メートルの戦略ミサイルが欲しい」


    「ならスカッドの最新型だなぁ。射程七〇〇キロメートル、ＣＥＰ五〇メートル……十分な性能じゃないか」


    　ＣＥＰとは、弾だん道どうミサイルや誘導爆撃の命中精度のことである。たとえばＣＥＰ四〇メートルなら、弾頭の半数が狙ねらった目標の半径四〇メートル以内に着弾し、もう半数が範囲外に着弾するという値あたいである。


    「でもスカッドだとＭＤに撃ち落とされる可能性が高いでしょ。日米のイージスシステムなら、スカッドミサイルの系統に最適化されてるからね。北のノドンとかテポドンとか。六〇～八〇％は墜おとされると思うわ」


    　ＭＤはMissile Defense、ミサイル防衛システムのことだ。


    「そんなこと言ったってなぁ。どっちにしろ、ミサイルなんざ発射基地を狙われたらひとたまりもないんだ。発射基地を守る能力がない核なんぞ、抑止力になるのかどうかさえ微妙だぜ」


    　まったくジリヤの言うとおりだった。ミサイルは優秀な軍備だが、どうしても発射基地が必要であり、そこをピンポイントで破壊されたら、とたんに無防備になってしまうのだ。


    　たとえば中国は核弾頭を二〇基所有しているが、核ミサイル発射台自体を移動できるようにしている。発射基地ごと核ミサイルを吹っ飛ばされるのを防ぐための手段だ。


    　ミサイルを大規模に運用するなら、発射基地を守る力が必要である。その力がないのなら、見つからないように隠いん蔽ぺいするしか方法がない。もっとも、地球のすべてをくまなく監視できる軍事衛星の登場によって、隠蔽することは極めて困難だ。


    　ジリヤは指摘を続ける。


    「これだけは憶おぼえておけ。もしおまえらが本気で核を使うなら、誰にも知られていない最初の一発目しか意味がない。威い嚇かくで使った時点でゲームセットだ。だからそういうことを含めて、スカッドの旧式でいいんじゃねーかっていうことさ」


    　莉り音おんは小さくうなりつつ、口にする。


    「……ミサイル発射基地への攻撃は無効化したい」


    「莉音たちのミサイル発射基地はどこを想定してる？」


    「陸上に一か所は用意するけど、基本は船ね」


    「まさか、あの鉄クズの老ろう朽きゆう船か？」


    「鉄クズは失礼ね。オリエントシーライン所属の大型船、一〇隻せきは用意したい」


    「そんなん、どうやって敵の攻撃を無効化するつもりなんだよ。あんな鉄クズじゃ、本当にどうしようもないぜ」


    「私たちもＭＤを用意する」


    「とほうもないっつの。ＭＤは世界最先端技術の粋すいを集めたものだ。核兵器開発より一〇〇倍は大変だぞ。鉄クズの船に、いったい何発の迎げい撃げきミサイルを持ち込むつもりなんだよ……。それから、ただ撃てばいいミサイルと違って、ＭＤの運用には、高度に訓練された人員も必要だ。テレビゲームみたいに個人で撃ち落とせるわけじゃない」


    「……それか、宇宙で静止待機するミサイル。衛星みたいに地上を見下ろして待機させる。あるいは衛星にミサイル数発を搭とう載さいしてもいい」


    「ミサイル技術や宇宙技術まで開発するつもりか？」


    「……ジリヤに開発してもらえないかしら？」


    　とたん、ジリヤは吹き出した。


    「冗じよう談だんだろ。私はブローカーだ。いったい私が、誰と戦争するんだよ」


    「お金なら十分に払う。それに、売り込める商品になるでしょ」


    「まぁ商品と考えれば有望だよ。だがな、そんなシロモノの買い手は、アメリカ様くらいしかいない。いやむしろペンタゴンに根回ししておいて、アメリカの軍事計画とよほど歩調を合わせなきゃ、計画自体が潰つぶされちまう」


    「ローザが了解してくれれば、ペンタゴンは抑えられるでしょう」


    「あのな、莉音は勘違いしてるぞ。究極的には私もローザも、莉音の味方じゃない。私はともかく、スタインバーグは絶対にそんな計画を許可しないよ。むしろ全力で打ち砕こうとするはずだ。それに、いくらスタインバーグが強大な軍産複合体だと言っても、他にも無視できない勢力だってペンタゴンに影響力を持ってる。セルベルやハストンなんかの資本家連中、イスラエル、サウジ、イギリスあたりのロビイスト……。思おも惑わくうずまくアメリカ中ちゆう枢すうの力学は、一筋縄じゃいかないんだよ」


    「……」


    「ちなみに、私らは今の状態が一番儲もうかってる。……冷静になってよく考えてみてくれ。宇宙核ミサイル──そんな新しい抑止力ができたとしたら、私は不幸になる。安上がりな抑止力は商売の敵なんだ。本当は、抑止力なんてこの世に存在しない方が、私には商売になるんだよ。なぁ戦友、わかるだろう？」


    「……なるほど、そうね。ジリヤの新しい商売になるかもしれないって思ってたんだけど……」


    　莉り音おんはあっさり諦あきらめた。ジリヤの話に納得したのだろう。


    「わかった。ジリヤに開発してもらおうと思っていたけれど、それは諦める」


    「ずいぶん物分かりがいいじゃないか。莉音らしくもない。どうしたんだよ」


    「革命部で開発するわね。どこか高度なミサイル技術を持っている企業を、紹介して欲しい」


    「マジかよ……」


    　ジリヤは顔をひきつらせた。


    　核はともかく、特殊なミサイル技術まで開発できるのだろうか。
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    　ミューチュアル保険から連絡が入り、俺と莉音はロンドンに舞い戻った。


    　社長室に通され、社長が両手を広げて迎えてくれる。


    「決まりました。一ドルでの譲じよう渡と、快かい諾だくしてくださいましたよ」


    　その言葉に、俺は拍ひよう子し抜けして問い返す。


    「快諾？　そんなにあっけないんですか？」


    「はい。即答していただきました」


    　社長がしっかりうなずくと、莉音が説明してくれる。


    「そんなものでしょう。一〇〇〇億ドルのマイナスがあるからね。その分を、出資しなくてもいいわけだし」


    「しかし、カルヴァート財ざい閥ばつのなかでも、なかなかの名門企業ですよね」


    　俺はすぐには納得できなかった。


    「公こう爵しやくは大らかな方です。『この機会に売却できるなら、そうしてもよい』と……そう仰おつしやいました」


    「なんだか曖あい昧まいなスタンスね。どっちでもいいみたい」


    　莉音が言うと、社長は微笑ほほえんだ。


    「事実そうなのでしょう。公爵はおやさしい方です。ミューチュアルの経営陣がＭ＆Ａを支持していると伝えたところ、一も二もなく同意してくださったのです」


    「やさしいってだけでする判断じゃないと思うけどね。単純に金銭的な損得を天てん秤びんにかけて、売却してもいいと思っただけじゃないの？」


    「それはそうですが、穏おん和わな方であるのも確かです」


    「それで、売買契けい約やくはどうすればいい？」


    「契約書はカルヴァート家が数日中に用意します。完成次第、革命部様がご宿泊のホテルに送らせていただきますので、内容を確認してください。何か交こう渉しようすべきところがあれば、私まで伝えていただければ、伝言いたします」


    「直接話し合った方が早くない？」


    「こういった業務はおやりになりませんので……。本契約までは私が代行いたします。いざ売買契約となりましたら、カルヴァート邸で締てい結けつとなるでしょう」


    「わかった。異存はないわ。急いでもらえる？」


    「了解しました。スムースに業務を遂すい行こういたします」


    　あっけない買収だったが、とにかくＭ＆Ａは円満に成立しそうである。


    　世界最大の金きん融ゆう機関であるミューチュアル保険が、こうもアッサリと手に入ることに俺は驚きを隠せなかった。
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    　カルヴァート家が提示してきたミューチュアル保険株式の売買契約書に、なんら交渉するところはなかった。というか、ごく一般的な、たぶんどこの投資銀行でも使っているであろう書式をそのまま利用したようなもので、目を惹ひくところと言えば売買金額が一ドルだったことくらいだろう。


    　契約内容に同意を伝えると、契約日の場所と時間の指定があった。俺たちの都合などお構いなしで向こうが一方的に指定してきたのだが、カルヴァート財ざい閥ばつとはこういうものなのだろう。それにＭ＆Ａは俺たちから申しいれたのだから、行かねばならない。


    　指定の日、カルヴァート家がハイヤーを出してくれることになっていた。キッカリ時間どおり、ホテル前まで乗り付けてきたハイヤーに俺たちは乗り込み、カルヴァート家へ向かう。


    　ロンドンの市内を出てしばらくすると、イギリスの田舎いなからしい小麦畑がしばらく続く。


    　さらに一時間ほど走ると、徐々に景色が変わってきた。


    　整備され尽くした庭園が広がり、ポツリポツリと大邸宅が点在し始めたのだ。邸宅も、ロココ様式やビクトリア様式、ネオクラシック様式やジョージアン様式の凝こった造りのものばかりで、庭園を取り囲む門までもが流りゆう麗れいに整備され尽くしており、ひとつひとつの家にやたらと威圧感があった。


    　若じやつ干かんの高台になっているのか、はるか彼方かなたのロンドンの街並みを遠望することもできる。


    　空気も良いし、のどかで美しい高級住宅地域だった。


    　そのうちのひとつ、片幅だけで数キロはある邸宅の門を、ハイヤーはくぐっていく。


    　中央に建つ邸宅へ向けて緩ゆるやかにカーブを描えがいた車道が通っている。左右には煉れん瓦が造りの散歩道に、絵に描いたような噴水、それから常緑樹が一定間かん隔かくで几き帳ちよう面めんに植えられていた。庭というより、大規模な国立公園と言った方がよかった。


    　邸宅の向こう側がキラキラ輝いて見える。何かと思って目を凝こらすと、水面だった。どうやら向こうには、湖みずうみがあるようである。


    　これだけ広い敷地が細大もらさず整えられているさまは、それだけで見事だった。いったいどれだけの庭師が、この庭園を整備しているのだろうか。


    　ハイヤーは、邸宅の前にピタリと横付けされた。


    　玄関前には、白い髭ひげをたくわえた黒服の執しつ事じが直立の姿勢で立っていた。


    　ここまで案内してくれた運転手が降りて、俺たちが座る後部座席のドアをうやうやしく開けてくれる。莉り音おんに続いて、俺も降り立った。


    　執事が近寄ってきて、慇いん懃ぎんに言葉をかけてくる。


    「羽は月づき莉音様、羽月巳み継つぐ様、お待ちしておりました。公こう爵しやく様がお待ちです。ご案内いたしますので、どうぞこちらへ」


    　俺たちは案内されるまま、執事のあとへ続いた。


    



    
      ◇

    


    



    　カルヴァート公爵は、椅い子すに座ったまま俺たちを迎えた。


    　端から端まで続くような長いテーブルに、淡あわいオレンジ色のシャンデリア、暖だん炉ろが備え付けられている部屋で、カルヴァート家の談話室といったところだろうか。


    　テーブルの向かい側、公爵は温かい笑顔で微笑ほほえんでいる。


    「ようこそ。近ごろ、足の調子が悪くてね。立って迎えられないのを許してくれたまえ」


    　俺たちは公爵の傍そばに近づき、握手を交わした。


    　ここへ案内されるとき、執事から「公爵は足が悪く、立ってお出迎えはいたしませんので、ご了りよう承しようください」と聞かされていたので、とくべつ驚くことはなかった。


    　横には、取っ手が真しん鍮ちゆう製のステッキがあり、立って歩くときはこれを用もちいるらしかった。


    　俺たちは用意された席について公爵と向かい合い、さっそく莉音が取引の礼を述べる。


    「今回の買収、スムースに決めてくれてありがとう。早すぎてビックリしちゃった」


    「あんなところを買収して、君らに何か得があるのかね？」


    　心底から不思議そうに、公爵は俺たちを見つめてきた。瞳には、思いやりがにじみ出ている。


    　その様子に、ふと俺は思い至った。


    　──そうか、この人は、俺たちと同じ基準に立ってないんだ。


    　なぜミューチュアルほどの歴史があり、世界最大の保険会社を、こうもアッサリと手放してしまうのだろうかと、俺はいささかの疑問を持っていたのである。腐くさっても鯛たいという言葉がある。いくら負ふ債さいを抱かかえていたとしても、金きん融ゆう界で重要な地位を占しめる会社なのだ。


    　しかし今ハッキリと実感できた。公こう爵しやくにとって、そもそも傘さん下かの企業のひとつやふたつ、どうでもいい程度のものなのだと。もしまた傘下に保険会社が必要になれば、有望な企業を丸ごと買収することだってできるはずだ。


    　しばし考えて莉り音おんが応じる。


    「現時点で、得かどうかは判断できないわね。財務面だけを見たら疑いなく損だけど、私たちの戦略上は合致した取引なの。この判断が正しかったのか間違っていたのかは、やがて歴史が決めてくれるはず」


    　歴史とは大きく出たように普通の人には聞こえるだろうが、しかし公爵は莉音の言葉になんの疑問も抱いだかないようだった。


    　穏やかに公爵はうなずく。


    「経営陣、社員、皆忠ちゆう実じつな人間たちだ。君たちが彼らを助けてやれるなら、私としては異存のある取引ではない」


    「でもカルヴァート財ざい閥ばつならいくらでも救えるでしょう？」


    「もちろんだとも。だから彼らには選ばせてあげたつもりだよ。私としてはできる限り、彼らの自由意志にゆだねたいと考えている」


    　少し莉音は当惑した表情を見せる。


    「なんて言えばいいんだろう……普通は取引にメリットがあるかどうかで決めると思うんだけど……公爵の判断基準は不可思議ね」


    「思うところがあるなら言ってくれていい」


    「これだけ大きな企業の売買なのに、相手がどう思うかを判断基準にしている。やっぱり普通じゃない」


    「なるほど……。いけないかい？」


    　公爵は柔にゆう和わな視線で莉音をのぞきこんだ。


    「ううん。むしろ皆そうしたいと思っても、できないことだから」


    「私たちは幸運にも、世界一の財産を持っている。金や銀、それから希少金属の保有高も世界最大だ。今後、金きん融ゆう市し場じようがどれほど揺れ動こうと破は綻たんしようと、子々孫々に至るまで幸せな人生を手にいれることができる。私たちにとって、これ以上ドルやユーロや円を稼かせいだところで何かが変わるわけじゃない。だからせめて関わってくれた人たちだけは、幸福にしてあげたいと思っている」


    「率直なのね」


    「私たちはいついかなるときでも率直であるべきだ。欺ぎ瞞まんで自みずからを慰なぐさめる必要など、私たちにはないからね」


    　さらに公爵は、念を押すように確かめてくる。


    「もう一度聞いておこう。私には、君たちが何か得をしているとは思えない。なるほど、ミューチュアル保険は世界最大だし、そして一〇〇年の歴史を持っている。しかし一〇〇〇億ドルの損失に釣り合うものだろうか？」


    「公こう爵しやくの言うとおり、この取引、金銭上はカルヴァート側にメリットが大きい取引だと思う。だけどそんな話を何度も持ち出したら、せっかくのチャンスをフイにしちゃうことになっちゃうわよ？」


    「まだ契けい約やくは成立していない。だから君たちが降りようと判断すれば、今ここで降りてもらっても構わないよ。そのときは、お茶でも飲んでゆっくり過ごそう。昨日、新鮮なお茶が届いたばかりなんだ。ご馳ち走そうしよう」


    「噂うわさに違たがわずやさしいのね。この場に至っても、冷静になるよう説得してくれるなんて」


    　ミューチュアル保険の社長が「公爵はおやさしい方だ」と言っていたのがわかったような気がした。


    「考えてみたまえ。一〇〇〇億ドルあれば、もっと利り益えきを上げている企業が買えるはずだ。なぜ君たちがミューチュアル保険を選んだのか、純粋に興味があるのだよ」


    「革命部は、ある時期までは利益が最大化するような選択をしてきた。だけどこれからは、利益を度外視してでも、スケールを取りたいの。巨大化したい」


    「ふぅむ……。そこまでしてスケールにこだわるのはなぜだ？」


    　わからないといった風に、公爵は目を細めた。


    「できるだけ早く、世界を動かす力を手にいれたいから」


    　普通の人なら驚くような莉り音おんの言葉も、公爵はとくべつ気に留めた様子はないようだった。あくまで穏やかな視線を莉音に向ける。


    「世界を動かしてどうしたい？」


    「人類を、新しい世紀へ導みちびきたい」


    　莉音が断言すると、とたんに公爵は破顔した。


    「本気なのかい？」


    「もちろん」


    「なぜ話してくれる？」


    「あなたは表裏がない人だから、私も率直であるべきだと思ったの」


    　ふむ、とうなずいて、公爵は応える。


    「……やめておきたまえ。人類の側にとっても、君たちの側にとっても不幸なことだ」


    「どうしてそう言い切れるの？」


    「人間は、そんなものを求めてはいない。戦争も、競争も、差別も何もかも、人類自身が望んだことだ。人間の存在意義、魂たましいそのものなんだよ」


    「わかる。それをコントロールしたい」


    「……コントロール？　君は人間が、何か高等な生物であるとでも錯さつ覚かくしているのかね？」


    　心底わからないといったように、公爵は言った。


    「してない。人間も動物も変わらないわ。人間だけが選ばれたと思うのは、不ふ遜そんにして傲ごう岸がんなことよ」


    「そこまで断定できるなら、なぜ介かい入にゆうしようとする？　好きにさせておけばいい」


    「それでも私は、数百年間はコントロールできるバランスがあるはずだって信じてる。その方法を諦あきらめるのは時期尚しよう早そうよ」


    「人間を統制しようとすることは、人間を檻おりにはめることだ。……なるほど、檻にいれようとする君のような指導者は、おそらく善ぜん意いなのだろう。しかし人間は、そんな善意を受けいれやしない。必ず君を悪だと憎み、檻をかみ砕き突き破り、やがて君は血祭りに上げられるだろう。感謝など誰にもされない。恨うらまれて終わりだ」


    「それでもいいじゃない。私はヒーローになりたいわけじゃないから」


    「では君は、自みずからを犠ぎ牲せいにして、なんのためにそんなことをしている？」


    「私の本職は冒険家。世界中を旅してきたの。だから人類の理想を探求することは、私の新しい冒険なのよ」


    「冒険か……。君には、道半ばで殺される覚悟まであるのだろうか……。しかし私とて、命が惜しくて言っているわけではない。人類には、そんなことをする価値もないと言っているのだ」


    「あなたは、人間社会に興味がないのね」


    「興味を持つ方がどうかしている」


    「……まぁ、わかるけどね」


    　莉り音おんは、自じ嘲ちよう気味に小さく笑った。


    「私自身と、私の親しい人。そして私に関わってくれる人。私が興味を持つのは目に見える範囲だけだ。彼ら彼女らが幸せなら、私はそれで十分だ。だから私は、こうして出会った君たちに少しでも幸せになってもらいたいし、君たちが困っていたら手を差し伸べてあげたいとも思う。しかし……それを人類にまで広げたいとは思わない。思いたくもない」


    　公こう爵しやくは困ったものを前にしたように首をふり、咳せき払ばらいをして続ける。


    「もちろんＥＵ、アメリカ、日本など主要国の金きん融ゆう政策や財政政策では、社会的責任として、カルヴァートが義務を果たさなくてはならないこともある。それには誠せい実じつに応えるし、できる限りの努力も惜しまない。しかし、それ以上の関わりは不幸を生むだけだ。いやすでに、我われ々われがいかなる善意の協力をしても、恨まれるだけの方が多い」


    「なんていうか……悟ってるわね」


    「悟りではない。単なる事実だ。民衆の好きにさせておけばいいのだよ。彼らの取り決めを尊重し、自由に考えさせ、勝手にさせておけばいい。それが彼らにとって一番の幸せなんだ。誰にとっても良いことだろう」


    「割り切れるあなたが羨うらやましい。あなたのような財産を持ち、あなたのような超越した考えを持てたなら、どんなに幸福なことでしょうね。……ううん、嫌いや味みじゃないわ。本心から羨ましいって思う」


    「昔の私は、割り切って考えることができなかった。悩み苦しんだ時期もある。どうすれば、救いある世の中を創ることができるのだろうかと、身を粉こにして働いたこともあった。だが今は断言できる──民衆のことを考えると不幸になると。そう思えて初めて、私は心安らかに生きられるようになった」


    「だから、社会に興味がなくなったの？」


    「君がどんな生き方をしてきたか、私にはわからない。だが、どうやら君は、世界と真剣に向き合おうとしているようだ。ならば憶おぼえておいて欲しい。君もいずれ、戦いつづけたその果てに、社会や人類に、きっと興味をなくすときが来る。そのときは、心のままに受けいれなさい」


    「……、あなたと私は似ている部分があるかもしれないって、ちょっと思った」


    　公こう爵しやくは目を丸くして莉り音おんを眺めやる。


    「意外だね。君はもっと、積極果か敢かんな人間なのかと思っていた」


    「私はね、世界中を冒険してきて、いろんな人に会ってきたの。たくさんの不幸な人を見てきたわ。ううん、不幸な人の方がずっとずっと多かった。そんな人たちと長く過ごしてきたし、一緒にご飯を食べたし、友達になった。だからね、私は友達を救いたいだけかもしれない」


    「ならば直接、友に手を差し伸べてやればいい。まさか友人が何百万もいるのではあるまい？」


    「せいぜい一〇〇人くらいかな。そうね、手を差し伸べることはできる。でも、お金を直接渡したりするだけじゃ、なんの解決にもなってないと思う」


    「解決になっている。それでいいんだ。なにもお金を渡せと言っているわけじゃない。望みの職業に就くのを支援してあげるのもいいし、留学のための支援をしてあげるのもいい。あるいはひどい国ならば、その国を脱出する手助けをしてあげるのもいい。君たちにはそれができる。十分じゃないか」


    「十分だなんて思わない。そういう人たちが生まれる社会に、私は憤いきどおりを感じるわ」


    「社会を作っているのは彼ら自身だ」


    「彼らにはどうしようもないことがたくさんある。運良くカルヴァート家に生まれ落ちることができればいい。でもね、途上国の貧困層に生まれ落ちたらどうにもならない。人間は、生まれながらにとほうもない違いがある。そんなものは間違ってるわ」


    「しかし、武器を取ることはできる。戦う自由がある」


    「そんなに強い人間ばかりじゃない」


    「ならば、それも選択だろう。彼らに任せておきなさい。それが、誰にとっても幸せだ」


    「そんな風に、私は割り切れない」


    「多くの諦あきらめを知ることが、大人になるということだ」


    　莉音はおどけた調子で口にする。


    「私、諦めたときは死ぬときだと思ってるの」


    「ははは、君の方こそ悟っているじゃないか」


    　公爵は楽しげに笑った。


    　ゴホンと咳せき払ばらいして続ける。


    「話を戻そう。しつこいようだが、正式契けい約やくの前に、最後に確認しよう。売却交こう渉しようにあたって君たちの組織は調査した。私は、君たちがミューチュアル保険を買うことにメリットがあるとは思っていない。今以上の無む闇やみな拡大政策さえ取らなければ、君たちは大きな影響力を持つコングロマリットとして生きていくことができるに違いない。拡張路線のために、堅実な利り益えきや資産をなげうつのは愚おろかなことだ。実に惜しいことだと思う」


    「愚かなことは認識してる。でも革命部は、財ざい閥ばつになるために成長してきたわけじゃない。世界を変えるためにやってきた。これからも、その方針は変わらない」


    　莉り音おんはキッパリと断言した。


    　しばらく公こう爵しやくと莉音は、無言で見つめ合う。


    　やがて公爵はため息をつき、静かにペンを取り上げる。


    「……わかった。では契けい約やくしよう」


    　テーブルの上に用意されていた書類を公爵は引き寄せ、スラスラとサインをした。


    　続いて莉音が書類を受け取り、同じようにサインをする。


    　これにて契約締てい結けつだ。


    　契約書を引き寄せ、じっくり眺めやった公爵は、うなずいた。


    「さあ、契約は済んだ。ミューチュアル保険は君たちのものだ」


    「うん、ありがとう」


    　莉音は笑顔で応じた。


    「どうだね、座ってばかりでもつまらない。庭園に行こう。案内してあげよう」


    　そう言って、公爵はステッキを取り上げ、立ち上がろうとする。公爵は少しよろめいた。


    　俺たちはテーブルの向こう側に行って公爵をささえようとしたが、ほとんど同時に横長い部屋の隅で屹きつ立りつしていた執しつ事じが駆け寄ってくる。


    「旦だん那な様！」


    　執事は公爵の肩をささえた。


    「大丈夫だ。今日は気分がいい」


    　公爵はそう言って、俺たちに視線を向けてきた。


    「行こう。ついてきたまえ」


    



    
      ◇

    


    



    　美しい庭園を行く。邸宅のちょうど裏手になっていた湖みずうみの方面だ。


    　公爵は杖つえをつき、片足を半ば引きずりながら。


    　ゆっくりした足取りで、公爵に歩調を合わせながら俺たちは従った。


    　さらに五〇メートルほど後ろ、心配顔の執事があとをついてくる。


    　こぢんまりとした丘を越え、目の前に広がった景色に公爵は手をかざす。


    「うち一番の自慢の庭園だよ」


    「言葉もないとはこのことね……」


    「すごい……」


    　莉音と俺は素直に感嘆の声を上げた。


    　日本庭園だ。細部まで行き届いた自然と一体化した造形美は、率直に言って、息が詰まりそうなほど洗練されていると感じた。


    　今まで日本庭園には縁がなかったし、それらしいところを訪れた記憶もない。せいぜい写真で見たことがあったくらいだろうか。そんな俺でも、こうして完成された庭園を散策すると、その美しさに心を打たれた。


    「日本には来たことあるの？」


    「三〇回ほどは訪れたろうか。なかでも京都は大好きなところでね、桂かつら離り宮きゆうを基にして再生したんだ」


    　それから俺たちは、ゆっくりと石畳の上を歩きながら、公こう爵しやくから日本庭園の造形についてさまざまなことを聞かされた。


    　公爵は嬉うれしそうに話を続けてゆく。


    　自分なりに研究を重ねて、この庭園を造園しようと思ったこと。日本から庭師を何人も呼んだこと。今では雇やといのイギリス人庭師たちが、この庭園も含めて、この広い敷地すべての整備をやっていること。エリザベス女王をはじめとしたイギリス王室や、ヨーロッパの王族たちも、ここへ何度も足を運んでくれたこと。足の調子が良い日には、この庭園を通って湖みずうみまで出て、日がな一日をゆったりと過ごすことがなによりの幸せだと思えること──。


    　終始、率直な語り口。なんとも自然体で、気さくな人類の頂点だと思った。


    　もちろん話は、俺たちのことにも及ぶ。ビジネスや政治経済の話題はまったくない。


    　ロンドンではどこのホテルに宿泊しているのだ、とか。パリやベルリン、ローマで好きなところはどこだ、とか。ミューチュアル保険の社長とは長い付き合いなのだが、君たちの印象はどうだったか、とか。


    　ビジネスにはなんの関係もない話だ。しかし楽しそうに話す公爵の様子を見ているだけで、俺たちもなんだか落ち着いた気持ちになれた。


    　そんな会話を交わしながらゆっくりと日本庭園を突き抜けると、湖が広がっていた。陽光に照らされ、水面が輝いている。ハイヤーで案内されたときに、遠目に見えた大きな湖だ。見たところ人工のものではなく、自然にできた湖をそのまま造形に採りいれているようだった。


    　ボートが岸辺にいくつか横付けされていたり、ほとりにはロッジのような場所や、野外用のテーブルや木の椅い子すが並べられている。先ほどの公爵の話によれば、ときおりあの椅子に座り読書を楽しんだりするのだと言う。


    　湖を前に立ち止まり、公爵は俺たちを振り返る。足が悪いだけに、公爵の動作は緩かん慢まんだ。だがそれが公爵の大らかさに繋つながっているように思えた。


    「ローザとはずいぶん親しいようだね」


    　公爵は新しい話題を切り出した。カルヴァート家とスタインバーグ家は血縁関係である。


    「うん。ローザとは友達」


    　莉り音おんはうなずいた。


    「君たちはローザと似ている。あの子は昔から、使命感を強く持っていた。いやきっと、使命を授さずかってこの世に生を享うけた子なのかもしれない」


    「スタインバーグ家とは親しん戚せき同士よね？　やっぱりローザとは頻ひん繁ぱんに会ってるの？」


    　昔を思い出すように、公こう爵しやくは湖みずうみへ視線をはしらせる。


    「……赤ん坊のころは、この腕で何度も抱いたものだ。私は、あの子が可愛かわいくて仕方がない。だが……もう会わずに五年にもなる。私は、あの子に嫌われてしまっているようでね」


    「そういえば、ＭＣＣのＴＯＢでは、カルヴァートとスタインバーグが争ったわね？　ローザ、すんごい怒ってた」


    「ＭＣＣは、ＲＢＢやカルヴァートスタンレーの、長年にわたる顧こ客きやくのひとつだ。その付き合いは一三〇年になる。彼らが我われ々われの支援を切実に求めてきた以上、手助けしてやらざるをえない。それが信義というものだ」


    「でも、スタインバーグは身内じゃない。身内と取引先を天てん秤びんにかけたら、あなたは取引先を選ぶの？」


    　わずかに公爵は間をおき、悩ましげに言う。


    「どちらとも言えない。どちらも自みずからと同じくらい大切な相手だ。もちろんたいていの場合は身内を選ぶだろう。しかしあのＴＯＢ、スタインバーグに大義はなかったと私は思う。ローザ……あの子が強硬な拡張路線を歩んでいることを、私は誰よりも気に病やんでいる」


    「ローザはローザなりに、人類の未来を考えている。だから、私には理解できるわ」


    「我々が人類の未来を考える必要など、ないのだよ」


    　公爵はそう断言し、ゆっくりと続けてゆく。


    「ローザは新しい世界の秩ちつ序じよを創ろうとしている。それはつまり、スタインバーグ家による……いや、おそらくは我々やハストン家、セルベル家まで含めた、現行権力中ちゆう枢すうによる世界支配の構想だ」


    「知ってる。ローザから聞かされたから。思わず震ふるえちゃうくらい、すごいことだと思ってる」


    「だが私は、あの子の呼びかけには応じない。だから私は毛嫌いされてしまってね」


    「呼びかけられたの？」


    　意外そうに莉音が訊きくと、公爵は苦にが々にがしい表情をする。


    「ああ、何度もね。激しく言い争ったこともある」


    　そこで一いつ旦たん言葉を切り、公爵は静かに首をふりながら語る。


    「私たちが世界を支配しようなど、おこがましいことこの上ない。人類の問題は人類の問題。私たちが口を出すべきではないのだ」


    「まるで自分たちが人類ではないような物言いね」


    「どうだろうか……。私は人間だが、しかし人類からは一定の距離を取りつづけたい」


    「その考え方こそ、おこがましくない？」


    「そういう叱しつ責せきはもっともだ。しかし本心でもある」


    　公爵は湖のほとりを再び歩き始めた。ステッキをつき、足を引きずり、ゆっくりと。俺たちもあとに続く。


    　歩きながら、公爵は口にする。


    「私は、心からローザのことを大切に想っている。あの子が私をお爺じいちゃんと呼んでくれ、何度もこの庭で、あの木がどこから運ばれてきたのだとか、あの鳥はどこから来たのかだとか、今日の食事が美味しかったのだとか……そんな日々の出来事を語り合って過ごしたころがなつかしい」


    「フフ、今のローザからはちょっと想像できないわね」


    　莉り音おんが含み笑いをもらすと、公こう爵しやくも微笑ほほえんだ。


    「ローザとて子供のころはあった。あの子はロンドンの学校で二年過ごしたが、そのときはここで暮らしていた。私にとって、本当に幸せなころだった」


    　ふと公爵は立ち止まり、俺たちに向き直った。


    「しかし、ローザがやろうとしていることは捨て置けない。考えたくないことだが……ローザを敵にしなくてはならないときが来るやもしれないと思っている」


    　意外そうに莉音は応じる。


    「公爵は世界がどうなっても関心がないんじゃないの？　だったら、スタインバーグ財ざい閥ばつが何をしようと勝手だと思うけど。別にカルヴァート財閥を攻撃しているわけじゃないんでしょ？」


    「人類がどんな選択をしようが勝手だが、そこに我われ々われが強権をもって関わるべきじゃない。新たなる世界支配──それはきっと、ローザの使命感の表われだ。しかしカルヴァートとしては、世界の安定と秩ちつ序じよのため、スタインバーグの強硬な姿勢を看過することはできない」


    「ローザは、今の安定と秩序を良しとしていない」


    「私は今のまま自然にゆだねるのがいいと思う。我々が人類の未来を創る必要などない。人類は人類のことを、私たちは私たちのことを考えていればそれでいい。私たちは神じゃないんだ」


    　穏やかな公爵の口調が強まったように感じた。


    「でも、カルヴァート家やスタインバーグ家の人間は、神に近い存在かもしれないって思う」


    「……それは言いすぎだ」


    「そうかしら」


    「君たちは……ローザに賛同しているのかい？」


    「理解はしている。だけど賛同はしていない。私たちとローザはまったく違うし、敵になるかもしれないと思ってる」


    　ふむ、とうなずいて公爵は尋たずねてくる。


    「私と君たちも、敵になる可能性はあるだろうか？」


    「私も今の秩序を変えたいと思ってる。ローザとは正反対のやり方で。だから、現状維持を望む公爵とは相あい容いれない存在だとも思う」


    「やはり君はローザと似ている。その使命感がやがて身を滅ほろぼすことになったとしても、生き方を曲げるつもりはないのだろう」


    「うん。私は曲げない。私たちの明日と、人類の未来のために」


    　莉音は真しん摯しな眼まな差ざしで言い切った。


    　公爵は黙して莉音に視線を合わせた。


    　ふたりはしばらく見つめ合っていたが、議論を重ねることを諦あきらめたのだろうか、公こう爵しやくは小さくため息をついて視線をそらし、それからゆっくりと歩きだす。


    　そして俺たちはまた、世界のことなんて関係ない、日々の何気ない出来事を語り合った。そんなやりとりを続けながら、やはり公爵は直ちよく截せつで、見み栄えを張らない老紳しん士しだと改めて感じた。


    　一時間ほどかけて湖みずうみを半周し、今度は別のルートを通って俺たちは邸宅へ戻る。


    　公爵は歩き疲れたようで、引きずる足も重くなっているようだ。手を貸そうとしたが、公爵は大丈夫だと言い張った。


    　邸宅の前、俺と莉り音おんはそのままハイヤーに乗って帰ることになり、別れ際ぎわにお礼を伝える。


    「ミューチュアル保険のことはありがとう。もっと長くかかると思っていたのに、予想外に早く済んでとても感謝してる」


    「私は君たちが心配だ。破滅を望んでいるようにも見えるからね」


    　公爵は心から心配してくれている様子だった。


    「一か八かであることは承しよう知ち。崖がけ下に足をすべらせる覚悟はあるけれど、それでも乗り越えなくちゃ」


    「……。もし困ったことがあったら言ってきなさい。少なからず手助けしてやれるだろう」


    「ありがとう」


    　莉音は笑顔でうなずいた。


    　公爵は最後に、言いづらそうに口にする。
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    「それから……ひとつお願いを聞いてもらっていいだろうか」


    「もちろんいいわよ。どんなこと？」


    「どうかローザに伝えて欲しい。ロンドンの老人が、また君と、日々の何気ない会話を交わせるときが来るのを、楽しみに待っていると」


    　そう言って、公こう爵しやくは寂しそうに笑った。


    



    
      ◇

    


    



    　買収発表がなされると、世界のニュースは騒然となった。


    　なにせミューチュアル保険は総資金量一八三兆円を誇り、世界でもっとも巨大な総合保険会社なのだ。


    　これで国際商業銀行グループの総資金量は二六二兆円に達し、民間金きん融ゆう機関としては世界最大になってしまった。


    　ちなみに、この「国際商業銀行グループ」の上に「革命部グループ」がある。革命部全体としての総資産規模は二八〇兆円ほど。


    　革命部グループはウェスタンユニオン、速はや水み半導体工業、アクアスなど実業を行おこなう企業が中心のグループだ。金融部門については国際商業銀行に集約していたが、今やグループ総資金の九〇％がこの銀行に集まっていた。


    　それから国際商業銀行がＫＫＣＳ事業のために新たに買収したチェーン本部や、オリファによって買収した金融機関を合わせると、大小一〇〇社の企業が、恒こう太たの銀行の傘さん下かになっているのだった。これらの企業はいわば革命部の孫まご会社であるが、経営面ではほとんど独立しており、国際商業銀行の影響力が圧倒的だ。


    　しかも、資本関係で上位にある革命部より、国際商業銀行のほうがはるかに有名になっていた。一時は革命部とて世界的に名を馳はせていたのに、現在の国際商業銀行の足下にも及びやしない。恒太の言動と相まって、もはやどっちが上なのかわからなかった。


    　世界で一番有名な経営者と言えば、春かす日が恒太。


    　世界で一番有名な銀行と言えば、国際商業銀行。


    　天才と聞けば誰もが想像する名前が、春日恒太。


    　新聞やテレビでもっとも名前が挙あがる企業名は、国際商業銀行。


    　テレビスターの名前をひとり挙げろと言われれば、春日恒太。


    　世界最大の金融機関と言えば、国際商業銀行。


    　恒太アズ、ナンバーワン。


    　まさに恒太は、その名声をほしいままにしていた。


    　この買収がミューチュアル保険側より発表された直後、恒太はアジア太平洋経済協力機構（APEC）の国際会議に出席していた。大きな国際会議ということもあって記者たちがわんさといたから、ニュースが伝わるやいなや、恒太は記者たちにもみくちゃにされた。記者たちは、この重要なインタビューのために、少しでも良い場所を取ろうと懸けん命めいなのだ。


    　その模様を、莉り音おんと俺はホテルのテレビで、半ば観念しつつ眺めていた。こうなることはわかっていたので、恒こう太たが妙な言動をしないかチェックしなくてはならないのだ。恒太の暴走をきちんと確認しておき、必要あらばあとで修正していかねばならない。


    　恒太に向けて、そこかしこからマイクが突き立てられる。


    「頭とう取どり！　ミューチュアル保険の買収が成功しましたね！　国際商業銀行は、あらゆる金きん融ゆう機関と比べても、世界でもっとも大きな金融グループとなります！　何か一言、ご感想などを！」


    　莉音と俺は、とくに恒太に何か話していたわけではない。いやむしろ、ミューチュアル保険との交こう渉しようの進展状況など、何も伝えていなかった。


    　それにもかかわらず恒太は、記者たちからの質問ですべてを把は握あくしたようで、まるで自分が交渉の席につき、激しい交渉の末に買収を勝ち取ったように話し始める。


    「ククク、ついにこの俺が王手をかけたぞ。タフネゴシエーターとして定評のあるこの俺は、並み居る交渉相手をひれ伏して、ついにミューチュアル保険の買収を成立させたのだ。……今だから明かそう。交渉は長く、辛つらく、苦しく、そのため一時、成立は困難かもしれないと思ったほどだ……」


    　そう言って、恒太は意味深に左眼に手を置いた。


    　ミューチュアル保険の売買交渉は、ちっとも辛い道のりではなかった。スムースすぎて驚いたくらいだ。


    　記者たちは食いついてくる。


    「そんな大変な交渉を、どうして成功させることができたんですか!?」


    「苦しさにあえぐなか、ふと俺は、国際商業銀行の設立の物語を思い出した。そうだ……俺は愚ぐ民みんどもを救うため、この命を懸かけて戦おうと決意したはずだ。そして数多くの絶望を乗り越えてきた。どれほど耐えがたい痛みでも、己おのれの使命を忘れず突き進んできた。いかに艱かん難なん辛しん苦くにあふれた物語だったか、貴様らに想像がつくか？　あのときの絶望と比べれば、今回の買収劇などいかほどのものでもない。厳しい買収交渉だったが……しかし終わってみれば、実にあっという間の出来事だったよ。今さらながらに、自分の才気には畏い敬けいの念を禁じえない」


    　恒太の中では、国際商業銀行の設立が、何かとほうもない物語として出来上がっているらしい。ちなみに銀行を設立したのは片かた山やまである。


    　国際商業銀行は、民間としては世界最大だ。世界でもっとも影響力のある銀行になってしまったということである。


    　半官半民を含めると、日本の日本郵ゆう便びん公社が総資金量三二四兆円。しかしそちらは国策的な会社でもあり、一般的な民間金融機関と比べることはできない。


    　商業銀行のなかでは今まで世界一の資金量を争っていた日本の東京五いつ菱びしフィナンシャルグループ（総資金量一二六兆円）や、中国の中国商業銀行グループ（総資金量一二五兆円）を大きく引き離しての、圧倒的な一位である。マスコミも飛びつくわけだ。


    　記者たちは興奮している。


    「商業銀行のグループとしては世界最大です。今後さらに頭とう取どりは、金きん融ゆう業界に大きな影響を与えていくものと思われますが、方針などをお聞かせいただいてもよろしいでしょうか？」


    「方針は最高軍事機密だ……と言いたいところだが、しかしほんの少しだけ、愚ぐ民みんどもに春かす日が恒こう太たの頭脳に触れるチャンスを与えてやろう。方針は単純明快だ。我が国際商業銀行は宇宙最強を目指す」


    「う、宇宙……!?　い、意味がわかりませんが……？」


    　取り囲む記者たちは、一気に不審げな面持ちになった。


    　しかし恒太は構わず続けていく。


    「世界に流通するあらゆる商品が国際商業銀行を経由することが理想だ。物の流通も、金融商品も電子マネーも、すべてを国際商業銀行が取り仕切る。今まで地球上に存在しえなかった、そして現行世界の枠わく組みを超えた、新しい経済システムを国際商業銀行が提供するのだ」


    「地球上の枠組みを超越するという意味で、宇宙最強ということですか……？」


    「そういうことだ。期待したまえ」


    「な、なるほど。具体的にどうなっていくのか未知数なだけに、ますます頭取から目が離せませんね」


    　記者たちはよくわからないといった様子ながら、とりあえず納得したらしかった。


    「そして、ここだけの機密事項だが……国際商業銀行は上じよう場じようすることを考えている」


    　これだけのマスコミの前での宣言は、ちっとも機密じゃなかった。


    　──マズイ、上場はマズイ。


    　国際商業銀行は、資金量は世界最大だ。しかし正直なところ、それ以上の負ふ債さいを抱かかえてしまっている。スケール追求を最重要視しすぎて、大きな損失を抱えている金融機関まで根こそぎ吸収しまくっていた。


    　そして国際商業銀行は非上場企業であり、親会社の革命部も非上場企業だから、一般人が業績を詳しくチェックすることは難しい。非上場企業ということは、会社の株式を俺たち関係者だけで握っていることになるから、赤の他人に会社の内情を開示する必要などないからだ。会社は株主のものである。


    　だが上場すれば、当然、株式は顔も見たことがないさまざまな投資家に保有されることになる。もちろん彼ら投資家たちに、業績は公明正大に開示しなくてはいけない。すると、国際商業銀行が実は危険な綱渡りをしているということが一いち目もく瞭りよう然ぜんでわかってしまうのだ。だから国際商業銀行にとって、上場は禁じ手なのである。


    　そんな俺たちの心配をよそに、記者たちはざわめいた。


    「上場!?　国際商業銀行が!?　大ニュースですよ！」


    「我が行の株式公開は、間違いなく世界最大の上場劇となるだろう。記者諸君、このニュースを世界中に配信するのを許可しよう」


    　──さっきは機密と言ってなかったか？


    　言動の変転ぶりに、テレビで見ていた俺は呆あきれ返った。


    　立ち騒ぐ記者たちに向けて、恒こう太たは悠ゆう々ゆうと続ける。


    「愚ぐ民みん諸君、哀あわれな貴様らがまともな生活を送れる手段はたったひとつ。そう、国際商業銀行に資金を預けることだ。預金してもいいし、我われ々われが提供する金きん融ゆう商品を購入するのもいいだろう。とにかく、今すぐメインバンクを国際商業銀行に切り替えることだ。今行おこなえ。今すぐだ！　それが貴様ら自身の未来を切り開く力となるだろう」


    　しっかり視線をカメラへ向けて、恒太はニヤリと微笑ほほえんだ。


    



    
      ◇

    


    



    　革命部本社七階。


    　俺と莉り音おんはＥＵから帰国し、恒太はＡＰＥＣから戻り、打ち合わせのため革命部オフィスで全員が顔を合わせた。


    　珍しく莉音が、恒太に厳しい調子で指摘する。


    「上じよう場じようはダメよ。革命部や国際商業銀行は上場していないから、私たちは突っ走れてるわけ。でも上場したら、顔も知らない株主を大量に引き込まなくちゃいけない。純利り益えきが最重要視されるとスケール追求は難しくなるわ」


    　恒太は椅い子すにふんぞりかえっている。


    「だが革命部を上場させようとしているわけではない。あくまでこの俺が率ひきいる国際商業銀行だけの上場でいいのだよ。銀行だけに、設立当初から監査法人も入っている。片かた山やまが残したグレーな財務も整理し終わり、上場しようと思えばいつでもできる状態だ」


    「あんたが上場したいのはもっと有名になりたいだけでしょ!?」


    　横から沙さ織おりがピシャリと言うと、恒太は呆あきれたように視線を向ける。


    「有名？　何をバカな。愚民どもに名前を売ってなんの得がある？　そんなものはマイナスにしかならない」


    「思いっきり売ってるじゃないの」


    「昨晩もくだらないエンタメに出てたの見たぞ。好きでやってるようにしか見えないが」


    　俺も沙織に追従した。


    「大戦略に基づいてのことだ。沙織も巳み継つぐも、もっと大衆心理を勉強する必要があるらしい。俺は愚民どもを操あやつっているのだよ。ヤツらごときに、ギガスを使うまでもないのだからな」


    「ウソばっかり言って！」


    　やれやれといった風に、恒太は首をふる。


    「俺ばかりが有名になってしまうのがそんなに悔くやしいなら、今晩出演する番組の隅にでも、座らせてやってもよいのだが？」


    「くっ、悔しくなんかない！」


    　沙織は唇をかんだ。


    　ふと柚ゆずさんが素すっ頓とん狂きように訊きいてくる。


    「上じよう場じようって何ですかぁ？　前にも聞いたような気がしたんですが、よくわからないんです」


    「証券取引所に株式を公開することだよ。今の国際商業銀行は、革命部が一〇〇％の株式を持っている。だけど証券取引所に上場すると、新しい株式を発行して他の投資家たちに引き受けてもらえるんだ」


    　そう俺が説明したが、ポカンとしている柚さんは、どこまでわかっているだろうか。


    「引き受けてもらったら、どうなるんですかぁ？」


    「その分だけお金が集まる。国際商業銀行が一万円の株をひとつ発行し、投資家がそれを引き受ければ、一万円が入ってくるってこと。お金を発行するのに似てるかな。国際商業銀行は世界で一番大きな銀行だから、入ってくる金額も桁けた違いになるんだ」


    「あの……難しくてわからないことがいっぱいです」


    　沙さ織おりがやさしく口にする。


    「柚さん、わからなくても大丈夫よ。私も勉強始めたばかりだけど、まだよく実感できないもの。なんとなくわかるだけでいいと思うわ」


    「一生懸けん命めい聞いてるんですが、なんとなくもわからないんです。少しでもわかる沙織さんが素敵だって思います」


    「本当は私もあんまりわかってないの。一緒に勉強しましょ」


    「はい！」


    「やれやれ……うちの娘どもには困ったものだ。世界最凶最悪のウルトラメガバンクを傘さん下かに抱かかえながら、株式のこともいまだにわからないとは」


    「う、うっさい。少しはわかってきたわよ。少しはね」


    「最凶最悪って今度はどんな設定なんだよ……」


    　考え事をしていた莉り音おんが、恒こう太たに問とい質ただす。


    「聞かせて。恒太はどうして上場させようと思ってるわけ？」


    「ククク、決まっているだろう。愚ぐ民みんどもからさらに金を集めるためだ」


    　そう言って、恒太は両手を雄大に広げて続けていく。


    「我が国際商業銀行は世界一。ゆえに世界最強。このネームバリューをもってすれば、上場時にたやすく五〇兆円は集められるだろう。いいか莉音、知ってのとおりその五〇兆円は預金じゃない。借しやつ金きんでもない。この俺が自由に使える金なんだ。金きん融ゆう機関を買収しまくった末に抱えた負ふ債さいなど、一瞬で消し飛ばすことができるだろう」


    　なぜか恒太個人のお金にすり替わっていたが、まぁ恒太なら仕方ない。


    「でも逆に、図体ばかり大きくて、かなりの負債を抱えていることが公おおやけに知られてしまう。そんなことになったら、私たちが急拡大方針を執とった意味なんてなくなってしまうの。上場したとたんに株価が下げ落らくし、預金者は逃げだし、資金量は減っちゃう恐れがある。もしそんなことになれば、破は綻たんに向けて真っ逆さまよ」


    「知られても問題ない。その程度のウィークポイント、この俺の知名度と才気によって無効化できる」


    　フッ、と恒こう太たは鼻を鳴らした。


    　しかし莉り音おんは腕を組んで首をかしげる。


    「無効化……できるかしら……？　少なく見積もっても、今は一四兆円くらいの穴が開いてる。いくら規模が大きくても、それだけ負ふ債さいを抱かかえたグループの株を、投資家が持とうとするかどうかわからない」


    　不思議そうな面持ちで、恒太は莉音をのぞきこむ。


    「おや？　まさかまさか莉音ともあろう者が、民たみ草くさどもの愚おろかさを見くびっているのではないか？　安心しろ。莉音が想像している以上に庶しよ民みんどもは愚かだ。連中の脳みそを信じろ。冷静な連中がいくらウィークポイントを指摘しようとも、そんなものには見向きもしない。マスコミどもは世紀の大規模上じよう場じようだとはやし立て、俺の英雄っぷりにばかり注目が集まることは目に見えている。これは確実に勝てる勝負なのだよ」


    「……うーん、一〇〇％と言い切れるかどうか……」


    　それでも莉音は悩ましげだった。


    「俺は確実に勝てる勝負しかしない。歴戦のデュエルで鍛きたえた勝負勘かんは、もはや神域。ギガスさえあれば誰にも負けん」


    「そういえば小学校のころ、恒太とのポケモン対決で、私の方が勝ち越してたけどね」


    　投げやりに沙さ織おりが言うと、すばやく恒太が応じる。


    「おっと、沙織が負けに負けて泣きそうだったのでな。わざと負けてやったことなら数度ある」


    「誰が泣きそうだったのよ？　数度どころか、あんた私に一〇〇回以上負けてるでしょうが」


    　俺も恒太には勝ち越している。俺と沙織の勝利数を合わせれば、少なくとも恒太は二〇〇回は負けているはずだ。


    　恒太の話をまともに捉えても仕方がないので、俺は上場のことに話を戻す。


    「つまり恒太は、国際商業銀行の実態を公おおやけに知られるリスクと、国際商業銀行が上場したときのお祭り騒ぎを比較してみれば……お祭りの方が優勢だと考えているんだな？」


    「優勢どころではない。確実に勝てる」


    　恒太は断言した。


    　俺もさんざんお祭り騒ぎの渦か中ちゆうにいたことがあったから、恒太の話がまったく理解できないわけじゃない。今の恒太なら、世界中を巻き込んだカーニバルにしてしまうことも不可能ではないのは確かだ。しかし、希望的観測に基づいてばかりもいられない。もし想定どおりにならなかったとしたら、築き上げてきたものが一気に崩ほう壊かいする可能性もあるのだ。


    　莉音は両手で顔を覆おおい、「うーんうーん」と小さくうなりながら考えていた。


    　尊大な口調で恒太は催促する。


    「さあ莉音、俺の勝負に乗りたまえ。この鉄てつ血けつ頭とう取どり・春かす日が恒太が、革命部の新しい未来を創ってみせよう」


    「……上場がうまくいくかどうか、これは賭かけね。崩壊の序曲かもしれないし、さらなる飛躍のキッカケになるかもしれない。……難しい判断だけど……恒太に乗ってみましょうか」


    　悩み抜いた様子の莉り音おんが言葉を絞り出すと、とたんに沙さ織おりが目を見開いた。


    「なっ、莉音！　ダメよ、恒こう太たなんかの勝負に乗っちゃ！　そんな提案は受けないで。恒太は絶対、ただ有名になりたいだけなんだから！」


    「沙織こそ中学二年のころ、アイドルになりたかったことを俺は知っているぞ」


    「なっ!?　どうしてそんなこと!?」


    　ふいに沙織は息をのんだ。


    「ククク、おりおりダイアリーに書いてあったからな」


    　おりおりダイアリー──沙織の日記を、恒太は盗み見たことがある。当時、沙織は日記で自分のことを『おりおり』と記述していた。今となっては恥ずかしい想い出なのである。


    「さあ諸君、おりおり黒歴史祭りの開催だよ」


    「あ……あんたねぇ……」


    「俺は、折おり原はら沙織一四歳が歌の練習をしている場面を何度か目撃している」


    　それは俺も見たことがあった。身振り手振りをしながら、ステレオから流れてくる歌に合わせて歌っていた。別になんとも思わなかったが。


    　ピシッと恒太は沙織を指差す。


    「俺が有名になるのを押さえ込もうとするのは、やはり沙織の嫉しつ妬とだ」


    「ちっ、違う！」


    　沙織は激しく首をふった。


    「コスプレイヤーおりおりとして世界中で名を馳はせたとき、本当は沙織は嬉うれしくてたまらなかった。間違いない」


    「違うって言ってるでしょ……」


    　沙織は徐々に弱々しくなってきていた。


    「そんなにアイドルになりたいなら、この俺のフィクサーとしての力を使って、世界中で売り出してやってもいいのだが？」


    「思ってない……そんなこと、もう思ってないよ……」


    　沙織が顔をゆがめたので、俺は横から助け船を出す。


    「あのな恒太、小学校や中学校のころは、そのくらい、誰だってひとつやふたつあるだろ」


    「大丈夫です。沙織さんならすぐにアイドルになれますよ」


    　柚ゆずさんの励ましはフォローになっていなかった。


    　莉音も過去を振り返る。


    「それなら私だって、小学校のころ、ちょっと思ったことあったかもしれない。なんていうか、思い出すと面おも映はゆい気持ちになるわね」


    「沙織、気にするなよ。誰だって一度は通る道なんだからな」


    　俺は沙織の肩に手を置いて慰なぐさめた。


    「だが安心しろ。これからは諸君らにも、俺の偉大な評判を分け与えてやる。俺が出演する番組に同行させてやろうではないか。さあ、力が欲しければ名乗り出たまえ」


    　何を勘かん違ちがいしたのか、恒こう太たは雄大に手を広げて言った。恒太は善ぜん意いなのかもしれない。だがしかし、誰も名乗り出ようとしなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　いつものように恒太確認のため、テレビをつけながら仕事に没ぼつ頭とうしていた。


    　突然、沙さ織おりから肩を揺すられて視線を上げる。


    「巳み継つぐ！」


    「どうした？」


    「テレビ」


    　うながされてテレビを見やると、ミューチュアル保険のＣＭだった。


    



    　男性ナレーターの安心感ある落ち着いた声が、切々と流れてくる。


    「せっかく保険を選んだのに、保険会社が倒産するほど愚おろかなことはありません」


    　画面には、グッタリとした家族が映し出されていた。


    　ナレーターの声音が変わり、ふいに明るい調子になる。


    「でも！　世界最大の金きん融ゆうグループなら、いざというときに安心です！」


    　そしてモニタには、ついに真打ち登場──不敵な笑みを浮かべた恒太が大写しされた。


    「未加入のヤツも、他の保険に入っているヤツも、ミューチュアルだけには入っておけ。保険はミューチュアル一択」


    　そう言って、恒太は力強く指を一本立てた。


    　最後は女性ナレーターの機械的な声。


    「世界をひとつに結びつける。グローバルワン──国際商業銀行グループです」


    



    　俺と沙織は、呆あきれて顔を見合わせる。


    「も、もうＣＭ作ったのか!?　ＣＭ枠わく押さえるの早ッ！」


    「しかもまた自分で出てるし……。恒太の暴走、止まらないわね……」


    　以前に見た国際商業銀行のはっちゃけた預金者募集ＣＭと違い、それなりに落ち着いたイメージのあるＣＭだった。保険だけに、穏やかなものに代えているのだろう。


    　グローバルワンとは、恒太が提唱している国際商業銀行の新戦略で、単に「世界をひとつにする」というだけのスローガンだ。恒太がしきりにグローバルワン戦略と言っていたが、そんな抽象的な話など実にどうでもよかった。


    



    
      ◇

    


    



    　資料を買うために立ち寄った書店で、つい数日前に出版されたばかりという最新の人物事典が目に留まった。世界のあらゆる人物を網もう羅らしているという、分厚い事典だ。


    　俺の名前も出ているかもしれないと思い、念のため手に取ってみた。


    　ペラペラとめくってみると、なるほど国語辞典のようにたくさんの人物名が出ている。世界の八万人ほどの人物が掲載されているというから、ちょっとでも名前が表に出ている著名人は掲載されているのだろう。


    「は」のページをめくってみると、少なくない人がいた。ページを追っていくと、俺の名前がある。


    


    


    



    羽は月づき巳み継つぐ 【Hazuki Mitsugu】


    



    　一九九四年生まれ。国こく籍せき、日本。


    （株）革命部、代表取とり締しまり役やく社長。速はや水み半導体工業（株）の社長に就任した折、世界最年少上じよう場じよう企業社長として名を馳はせた。複数の企業を傘さん下かにおさめるコングロマリットの経営者。


    


    


    



    　まぁ、こんなものだろう。掲載されていたからといって、別に嬉うれしくはない。


    　ザッと見たところ、他の著名人たちも一行や二行がせいぜいだ。


    　他のページもめくってみた。


    「お」の項目を探すと、沙さ織おりまで出ている。


    


    


    



    折おり原はら沙さ織おり 【Orihara Saori】


    



    　一九九四年生まれ。国籍、日本。コスプレイヤー。


    


    


    



    　これだけだ。なんだかわからない。もし沙織がこれを見れば泣き出すかもしれなかった。そもそも沙織はコスプレに興味を持っているわけではないのだ。


    　世界の一流タレント・映画スターの名前も軒のき並なみ載っていて、俺くらいの分量があるから、たった一行の沙織は少ない方だ。いくら一時的に名声を博したとしても、やはりコスプレイヤーというのは亜流なのだろうか。


    　ちなみに莉り音おんや柚ゆずさんの名前は、どこにも発見できなかった。


    　最後に恒こう太たの名前を探してみた。ページに手を止め、その圧倒的な分量に、俺は思わず事典を取り落としそうになる。


    


    


    



    春かす日が恒太 【Kasuga Kouta】


    



    　一九九四年生まれ。国籍、日本。


    　国際商業銀行頭とう取どり。総資金量二六二兆円、世界最大級のメガバンクグループ総そう帥すい。


    



    　その経歴は短いが波は瀾らんに満ちている。


    　彗すい星せいの如ごとく実業界に登場し、日本商業銀行（当時の名称）を買収。統一されたマーケティング戦略と、攻撃的な経営方針を掲かかげることで、またたく間に預金量を急増させる。そして名称を国際商業銀行に変更し、グローバルバンク戦略を明確に打ち出し、積極的に世界展開を図った。


    頭取自みずからが考え出した金きん融ゆう商品ＫＫＣＳによって、アクアス（衣料ショップチェーン・東とう証しよう一部上じよう場じよう）の世界展開を成せい功こう裡りに導みちびく。さらに増大した資金量を用もちい、世界中のチェーン本部を買収し、電撃的な店てん舗ぽ網の拡大を図る。


    　また同時に、金融商品オリファによって、数多くの金融機関を傘さん下かにおさめつづけている。世界最大の保険会社だったミューチュアル保険の買収を成功させたことはとくに有名。


    　その卓たく抜ばつした経営手腕により、またたくまに国際商業銀行を巨大な金融機関に押し上げた。


    



    　東京大学の文化人類学者・松まつ永なが礼れい治じ教授は、春かす日が恒こう太たのことをこう称す。


    「彼ほど全人類に大きな影響力を持つ人物はいないだろう。人類史、地球史に残る偉大な実業家……いや、その存在自体がすでに政治家であり、思想家だ。もしもこのスピードでグループを拡大できたとしたら、彼の名は世界史に永遠に刻まれることは間違いない」


    　他にも数多くの研究者から、歴史上最高の経営者、世界を塗り替えるかもしれない人類の総合プロデューサーと評されている。


    



    　また春日恒太は、世界二八か国から勲くん章しようを贈られている。グローバル金融では欠かすことのできない最重要人物であり、どこの国に出入りする際も最貴き賓ひん待遇で迎えられている。今や世界でもっとも輝かしい経歴と実力を持つ、第一級の人物であると言えるだろう。


    　春日恒太は人類の歴史上、最大にして最高の成功例である。


    


    


    



    　どのページを見ても、恒太ほどの分量を持つ著名人はひとりもいなかった。


    　なんという出世だろう。世界史上、たった一夜にして、これほどの出世街道を駆け上った偉い人じんがいたか？


    　断言できる、ただのひとりもいなかったと。毛もう沢たく東とうや豊とよ臣とみ秀ひで吉よし、ジャンヌ・ダルクやスターリンもびっくりの成り上がりっぷりである。


    　俺は愕がく然ぜんとしつつ、静かに人物事典を棚に戻した。


    



    
      ◇

    


    



    　東京、丸まるの内うち。


    　ジリヤはビルを見上げた。


    「ここがおまえらのオフィスビルか……。なんだよ、普通じゃん。東京の超一等地だし」


    「普通に決まってるでしょ。曲がりなりにも世界最大級の金きん融ゆうグループを子会社に持ってるんだから」


    　そう莉り音おんは説明したが、ジリヤは首をかしげる。


    「おかしいなぁ。ローザからはハムスター小屋みたいなところだって聞いてたけど」


    「ああ、それ、昔の部室の方ですよ。学校の近くに一軒家借りてたんです」


    　俺が割って入って説明しても、ジリヤは納得しないようだった。


    「一軒家？　別にいいよな。なんでローザ怒ってたんだろ」


    「いつ倒壊してもおかしくない掘っ立て小屋みたいなところだったんで……」


    　こうして口で説明しても、実物を見ないとわかってもらえまい。トタンを壁にしているだけの、敗戦直後のバラックのようなものだったのだから。


    　そんな話をしながらジリヤに七階の革命部本社を見せ、オフィス八階に設置してある特別室に案内した。盗聴器などをチェックしている唯ゆい一いつの部屋だ。


    　今の時間、恒こう太たはマスコミだから八階は静かである。沙さ織おりが特別室までお茶を運んできて、引き下がっていった。


    　ジリヤはバッグから書類を取り出し、バサリと投げ置く。


    「技術協力、あるいは買収できそうな兵器企業のリストだ。どれもミサイルや宇宙技術に特化してる」


    「ジリヤの見立てで、よさげなところあった？」


    　それらを莉音が取り上げ、興味津しん々しんに見やりながら訊きいた。


    「どうだろ。どこも一長一短だからな。まぁ、アメリカ様と比べたらレベルは一段低いところばかりだ」


    「アメリカの水準までは望んでないけど、最低限のラインってある」


    「莉音の考える最低限のラインって、どの辺だ？」


    「ミサイル単体や宇宙技術単体で見れば、現代の水準で勝負できること。私たち、軍全体の連係とか考えてないから、総体的な軍事技術全体として勝負できなくても構わないの」


    「もっと具体的に」


    「アメリカがとくに優れているのは、各種兵器や兵員たちをネットワークで結びつけ、リアルタイムで戦況を把は握あくし、的確で柔軟な戦闘方針を取り得る情報通信技術でしょう。軍全体を一個の生物として動かせるようなね。でも革命部には、軍全体の情報通信技術は不要ってこと。勝負はミサイルオンリーだから。ていうか、兵員五名しかいないし」


    　しばらく眉根を寄せて考えていたジリヤだったが、やがて淡たん々たんと口にする。


    「うーん……なら、ロシア系企業だな。老いたりとはいえ軍事国家だ。モノや技術はそれほど悪くない。ミサイル技術や宇宙技術は、長年にわたる経験と蓄積がある。だがやはり、莉音の指摘するように、ハイテクノロジーで圧倒的に劣おとってる」


    「ハイテクノロジーって、具体的に何ですか？」


    　もう少し踏み込んで知りたいと思い、俺は質問してみた。


    「ピンポイント爆撃やミサイル誘導から始まって、ありとあらゆるものに情報技術による格差が生まれるんだよ。たとえばイージスシステムなんかを思い浮かべてくれ。高度に洗練された情報技術によって、有機的に各艦かん艇ていを結びつけて、特定の目標にスムースに対処することができる。アメリカや日本のような先端技術を持つ軍隊は、軍全体をひとつの巨大な機械のように扱うことができるんだ」


    「じゃあロシアは？」


    「これがロシアになるとてんでダメ。最終的には各軍に所属する人間同士が連係して目標に対処しなくちゃならない。時代遅れなんだよ。実感湧かないだろうが、この差は驚異的なんだぞ」


    「ロシアがアメリカと戦えば負けると？」


    「そりゃ核がなかったら瞬殺だろ。いやまぁ、それでもロシアはまだたいていの国とガチで戦えば負けることはない。近年台たい頭とう著いちじるしいって巷ちまたでもちきりの中国やインドあたりなら、ロシアは完勝できるだろう。要は、いかにアメリカ様が突出してるかってことだ」


    　俺も本で読んだことがある。世界の軍事費総額の四〇％以上を、アメリカたった一国が占しめているという。世界には二〇〇もの国と地域があるのにだ。


    　一年間に費ついやされるアメリカの軍事予算──実に五三兆円。世界第二位と第三位の中国およびロシアが六兆円、そして第四位の日本は四兆六〇〇〇億円だ。他の国が寄り集まっても、とうていアメリカには太た刀ち打うちはできない。現代のアメリカは、人類の歴史上最大の、突出した軍事帝国なのである。


    「イラクも踏みつぶされたしね」


    　莉り音おんはジリヤの書類を次々と見やりながら、ぼそりと言った。


    「イラク軍はなかなか悪くなかった。正直、いい線いってたよ。イラン・イラク戦争で実戦経験を積んだ将官も少なくなかった。フセインだって、まさかあそこまで完敗するとは思ってなかったろう。これは、ひとつひとつの兵器や軍人の差じゃない。情報テクノロジーの段違いの差が、あんな結果を生んだんだ」


    「私たちが運用するのはミサイルだけだし、それだけを世界最高レベルにまで突き詰めたい」


    　書類から顔も上げずに莉音が言うと、ジリヤは肩をすくめる。


    「気持ちはわかるがな……私が持ってきた企業と技術協力したって、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでミサイル技術が上がるわけでもない。一〇年二〇年の知識の集積と、最先端の研究者たちを雇こ用ようしなくちゃいけないんだ。金もかかる。期間もかかる。えらく未来の話だぜ」


    「その点は心配しないで。一気に乗り越える方法は考えてる」


    「無理だよそんなもん……」


    「まずは基礎となる技術が欲しい。その土台の上に、電光石火で最先端技術を築き上げるの」


    「だから無理無理。無理だって。仮に天才が一〇人いたって、テクノロジーの壁はそう簡単に超えられるものじゃない」


    「だったら、天才一万人使えばいいじゃない」


    「はあ？」


    「さあ、ジリヤ。この企業がいいわね。さっそく紹介してちょうだい」


    　莉り音おんは書類の束から一枚を抜き出し、テーブルの上、ジリヤの前に走らせた。


    　取り出したのは、コークスミサイルカンパニー（ＫＭＣ）。ロシアの戦略ミサイル開発企業である。


    



    
      ◇

    


    



    　ジリヤに案内してもらい、莉音と俺はモスクワにある連れん邦ぽう産業庁の庁舎を訪ねていた。


    　出迎えてくれたのは、目の下にクマができ、困こん憊ぱいした様子の、禿はげ上がった中年男性。五〇歳前後だろうか。


    「ジリヤ！　元気そうで良かった！」


    「やあイヴァン。なんかつかれた顔だな」


    「ああ、いつもつかれてるよ。今じゃ閑かん職しよくに追いやられて窓まど際ぎわさ……」


    　中年が寂しげに言った。


    「とりあえず紹介させてくれ。電話でも伝えたけど、ほら、革命部の。私の友達だ。国際商業銀行を傘さん下かにおさめてるコングロマリットのヤツらだよ」


    　俺と莉音はそろって挨あい拶さつし、名刺を交換した。


    　連邦産業庁、国防企業統括担当。


    　次はジリヤが男性に手をかざし、紹介してくる。


    「イヴァンは国防関連企業を管理する部門に勤務してる。私の元上じよう司しだ。なんだか冴さえないように見えるかもしれないが、ずっと昔は一目置かれる立場だったんだぞ」


    　そんなジリヤの『冴えない』などという言葉に、イヴァンは反発する様子がなかった。聞き流したわけではなく、本当のことだと考えているのだろう。


    　ちなみにジリヤは、ハーバードで博士号を取得してすぐ、ロシア官かん僚りようとして一年過ごし、それから国連で一年、そしてスタインバーグからの出資を受けて企業を興おこし、複数の軍事関連企業を買収し二年超。


    　ジリヤは世界有数のエリートである。その割りには冒険心にも飛んでいるし、莉音のようないわゆるアウトサイダーとも交友関係が広い。ちゃらんぽらんなように見えるが、かなりの実力者なのである。だからこそローザは、ジリヤを引き入れ、ポンと大金を預けたのだ。


    　ジリヤは説明を続ける。


    「莉音の要望を叶かなえるなら、連邦産業庁がピンポイントだ。もともとイヴァンは、通常兵器庁の兵器管理部で部長まで務めていたんだ。それが統廃合によって通常兵器庁・管理システム庁・造船庁・弾薬庁が、ロシア連邦産業エネルギー省にまとまって、その下に連邦産業庁ができた。私がロシア連邦産業エネルギー省に勤務していたとき、イヴァンが上司だったってわけさ。それが今ではイヴァンは連邦産業庁の方に出しゆつ向こうしてる。ロシアの産業はもちろん、防衛関係企業までを統括している省庁だから、ここが一番話が早く進むだろう」


    　ジリヤの説明はきちんとしすぎていて、逆にわかりづらかった。まぁ連れん邦ぽう産業庁がロシア防衛産業を統括していて、イヴァンがそこに勤務しているとだけ憶おぼえておけばいいはずだ。


    　ソビエト連邦の崩ほう壊かいは一九九一年。だからロシアはまだ今の体制になってから二〇年しか経っておらず、頻ひん繁ぱんに省庁の統廃合が行おこなわれたのだろう。


    　イヴァンが自信なさげに言う。


    「ジリヤの頼みだ、できるだけ話は聞いてあげたいが……ぼくがどこまで役に立つか……」


    「そりゃ、連邦産業庁にいるんだ。しかも昔から国防関連の受発注を担当して、連中とは友人同士みたいなものじゃないか。これ以上スムースに話ができる相手なんていないよ」


    「だが今じゃ、やっていることと言えば、大した仕事じゃない。毎日が雑用の日々さ」


    「どんな風に？」


    「軍ぐん需じゆ産業の管理と言えば聞こえはいいが、実際には、従業員の給料分の資金が遅配すると会社に報告したり、厳しいやりくりを調整するのが仕事なんだ。カネを回すのが遅れると、たまに殴なぐられたりするよ。ひどいもんだろ」


    　ジリヤは眉根を寄せて、イヴァンをのぞきこむ。


    「なんだぁ？　そんな現場仕事まで任されてんのか？　一時は飛ぶ鳥を落とす勢いだった高級官かん僚りようが、絵に描いたような転落人生だな」


    「誰かがやらなくちゃいけないからな。でも、官界の片隅にしがみつけてるだけでもマシな方さ。同僚や部下たちは皆、いなくなったよ。ジリヤ、君もそのひとりだ」


    「無責任なことは言えんけどさ、やめちゃえばいいのに。もうロシアの政官界は、連中じゃなくちゃダメなんだよ。私らに居場所なんかない」


    「連中って……誰なんです？」


    　俺が訊きくと、ジリヤはニッと笑って応じる。


    「ＦＳＢの連中だ」


    　以前、東とう丈じよう会かいの本部で、海かい胴どうも口にしていたことがあった。ＦＳＢはロシア連邦保安庁のことである。ロシア連邦の諜ちよう報ほう活動を担になっており、悪名高きソビエト連邦の旧ＫＧＢを、ほぼそのまま引き継いでいる巨大な省庁だ。


    「イヴァンなら、オリガルヒで顧こ問もんくらいできるだろう。なんなら、うちで雇やとってもいいぞ」


    　オリガルヒとはロシアの新興財ざい閥ばつのことだ。その多くは、天然資源の利権を国家から奪取して財閥化した。ロシアンマフィアがオリガルヒに転じたケースが少なくないとささやかれている。


    「気持ちは嬉うれしいよ。でも、もういいんだ。いいんだよ。ぼくはこのまま官界の片隅で、祖国ロシアの行く末を見守りたい」


    「しばらく会わないうちに、ずいぶん消しよう耗もうしたみたいだな」


    「ぼくはダメだ。この年になるともうダメなんだよ」


    　イヴァンは身体からだを縮ちぢめ込ませ、手で顔を覆おおって頭をふった。


    「イヴァンを見ると、私、早いうちにやめてよかったとつくづく思うよ」


    「ジリヤは国連だってやめたじゃないか。役人には向いていなかったんだろう」


    「向いちゃいなかった。それは認める。もしまだ官かん僚りようやってたら、私、絶対に腐くさってた自信あるぞ。世界最強の腐ふ敗はい官僚を目指してたと思うね」


    　そう言って、ジリヤはカラカラと笑った。


    「ところで本題、ＫＭＣのことだよ。伝えてあるとおり、こっちの革命部がさ、技術協力か買収をしたいっていうんだ。なんとか相談に乗ってやってくんない？」


    　ジリヤに続き、莉り音おんも説明する。


    「ＫＭＣと共同して、新しいミサイルの開発を進めたいの。できれば買収したいけど、無理なら共同開発してもいい。ＫＭＣにとってもロシアにとっても、悪い話じゃないと思う」


    「知ってのとおり……いや、ロシア事情に詳しくないと知らないかもしれないが……ロシアの軍ぐん需じゆ企業は基本的に政府の管理下に置かれていると思ってくれていい。重要な企業ほど、株式の大部分を実質的に政府が所有するような形式になっている。だから買収は難しいだろう」


    「でも、業績は大幅に悪化しているでしょう。そもそも競争原理が働いてないし、ロシアの軍産複合体は共産主義的なものをそのまま残しちゃってる。今のままの体制だと腐敗の温おん床しようよ。これじゃ、国際的な競争力は衰すい退たいする一方ね」


    　そう莉音が訴うつたえると、イヴァンは小さく何度もうなずく。


    「わかってる。我われ々われもそれはわかってる。実際、ロシアの軍需産業は危機にある。ロシアの産業でまともなものと言えば、もはや軍需しか残されていない……。ぼくとしても、なんとか再興させたいものだが……あらゆる利権が伴うのでね……」


    　ジリヤもさらに押す。


    「ロシアの軍需産業が残れるかどうか、ここが分ぶん水すい嶺れいだろう。世界市し場じようからの資本導入を検討した方がいい」


    「理解はしているが、調整しなくちゃいけない関係者が多すぎる。国こく益えきなんかに訴えたって彼らは動かない。結局、金なんだ。自分のポジションを守って、金のなる地位に居座りたいのさ」


    　イヴァンはいっそう哀しげな表情になり、続けていく。


    「悲観的な未来しか浮かばないよ……。ハイテクノロジー分野では、アメリカにはとうていかなわない。さらに、もともとはロシア製兵器の大きな市し場じようだった中国が、我が国の兵器を無断でコピーし始めて、アフリカや中東の貴重な市場を奪い始めてる。ロシアにとって中国は災わざわいの元だ。もう目も当てられないね。それだけロシアの技術力が退化したってことだよ」


    「昔から、ロシアは軍事なくして国が成り立たないようにできてるんだ。我らがロシアが存立するのは、強大な軍事力によってのみ。軍需産業で押し負ければ、マジでロシアは吹き飛ぶよ」


    　珍しくジリヤは真剣な様子だった。


    「石油がある。世界最大の天然資源。それがある限り、ロシアが食うに困ることはないよ」


    「石油しかないとも言う。今はプチロフ首相がえらそうな顔をしてるけど、石油がなくちゃ終わりだよ。神の恩おん恵けいにすがって食いつないでいるような国に、未来なんて来やしない」


    「わかってるよ。でも、そう言うな。国の産業構造は、一いつ朝ちよう一いつ夕せきには変わらない」


    「ロシアから天然資源を取れば、あとは軍事しかないんだ。それ以外、何もないんだよ。イヴァンの方で、なんとかならんもんかね？」


    　イヴァンとジリヤは、俺たちそっちのけでロシア連れん邦ぽうの未来について熱く語り始めた。世界中を飛び回る国際人のジリヤであっても、やはり根っこはロシア人なのだろう。まぁジリヤは元官かん僚りようでもあったわけで、祖国の未来を憂うれえるのは当然かもしれない。


    　ふたりの議論が長々と続いたが、悲観的な結論になりかけたとき、ジリヤが俺たちに視線を向けながら口にする。


    「なぁ、だからやっぱり革命部と協力した方がいい」


    「そうは言ってもなぁ……簡単じゃないよ……」


    「要は資金の問題だろ？　そうだ、すべては金で解決がつく話なんだ。革命部は、無む尽じん蔵ぞうに資金を提供してもいいって言ってるんだぞ。ロシア側にとって、こんな良い話があるか？」


    　莉り音おんもうなずいて身を乗り出す。


    「資金はいくらでも用意する。だから、ＫＭＣのミサイル技術を提供して欲しいの。一緒に開発しましょう」


    「そもそも革命部はなんのために軍ぐん需じゆビジネスに参加したいんだい？　君たちのメリットは？」


    「今後、革命部は武器売買に乗り出したい。でもビジネスに乗り出すためには、仕入れ元を確保しなくちゃいけないけど、アメリカや欧州の軍事企業は端はなっから新しん参ざんを相手にしないでしょう？　だから、自分たちで開発・製造までするの」


    　莉音の答えは予あらかじめ用意していたものだが、ウソではない。これから国際商業銀行は世界中の武器の運輸や決済をビジネスに取り入れていくし、兵器売買にも参加する。そして革命部自身でも兵器の調達を図らなくてはいけない。最大の目的は革命部のミサイル技術を飛躍させるためだが、独自開発した兵器を、ビジネスとして売却していくことはやぶさかではなかった。


    「軍事ビジネスに乗り出すために、自分たちで製造まで始めるの？」


    「そう。いくらでも資金を拠きよ出しゆつするから」


    　莉音が強く言うと、イヴァンはいぶかしげに言う。


    「予算は？」


    「まずは円で三〇兆。以降も逐ちく次じ投入していく。最終的には数百兆円を投入すると思ってもらっていいわ」


    「いきなり……三〇……兆……!?」


    　突然イヴァンは身体からだを仰のけ反ぞらせ、目を剥むいて驚いた。


    　これは実際、とてつもない金額である。今の時代、軍需産業というのは世間で考えられているほど巨大な分野ではない。現代産業の本流は、あくまでも自動車やパソコンなどの民需なのだ。その大きくない軍需分野で、しかもミサイルというたったひとつの戦略兵器に絞って三〇兆円もの資金を注ぎ込むのは、時代錯さく誤ごかつ奇想天外な話なのである。金をドブに……いや、この場合は金を大量に海へ投げ捨てているようなものだ。


    　ジリヤも助け船を出す。


    「な？　今の時代、こんだけ資金を投入してくる相手なんて、どこ探してもいないって。こんな相手がいること自体が奇跡だよ。絶対、莉り音おんたちと組むべきだ」


    「む、むう……」


    　イヴァンは毒気を抜かれたようで、言葉もないといった様子だった。


    　その様子を見たジリヤが、ビジネスマン然として口にする。


    「もし連れん邦ぽう産業庁に興味がないなら、話は他に持っていくよ。できることなら私の会社で莉音たちから金をもらって開発したいくらいだが、ミサイル技術や宇宙関連技術がないんだよ。私んとこは仲ちゆう介かいが中心で、作ってるのはライフルとか機関銃とか、そんなんばっかだし」


    　ふいにイヴァンの顔つきが変わった。


    「……やろう。予算三〇兆円と聞かされて、やらないわけがない。ロシアの軍事産業は危機にあるが、変えられるかもしれない。これほどの幸運が舞い降りてきたことを神に感謝しよう」


    　そしてイヴァンは俺たちの目の前で、突然、十字を切った。彼らの宗教はロシア正教である。予算三〇兆円が、神からの恩おん恵けいのようなものに思えたのかもしれない。


    「共同開発、どんな方法がある？」


    　莉音が訊きいた。


    　イヴァンは先ほどまでの心労がどこかに消し飛んだように、急にハキハキした口調になる。


    「先も話したように、Ｍ＆Ａは無理だ。重要な国防関連企業は政府が株式の大部分を持っているからね。だが、関係各部署に話を通して、共同で子会社を設立できる可能性はある。たとえば……ＫＭＣと革命部が五〇％ずつ出資して企業を創り、そこで開発を進めることができるかもしれない」
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    「異存はないわね。技術移転はしてくれるんでしょ？」


    「うまく関係者に話をつけて、一部の基幹技術……今回の場合はミサイル技術を共同会社に供与しよう。だから技術提供料を払ってもらう必要はあるが……」


    「もちろんＯＫよ。じゃあ毎月一〇〇〇億円を、技術提供料としてＫＭＣに払いましょう。それなら、ぜんぜん行けるでしょ」


    　再びイヴァンは息をのんだ。


    「し、信じがたい幸運だ。毎月一〇〇〇億など、ＫＭＣの月間売り上げの六倍に相当する。それが利り益えきとして計上できるなら……」


    　ＫＭＣは年商二〇〇〇億円の企業だ。天然資源関連企業を抜かせば、ロシア企業としてはもっとも大きい部類である。純利益は公開されていないが、まず間違いなく赤字企業だろう。


    　毎月一〇〇〇億円の技術提供料が入るとすると、それだけで年商は一兆二〇〇〇億円。しかもこれは純利益である。イヴァンが『信じがたい幸運』と表現したのも、あながち大げさではない。


    　ジリヤが確認する。


    「どうだ、スムースに関係各所に話をつけられそうか？」


    「……これだけの話なら、大丈夫だと思う。だが、技術移転に難色を示す連中はいるだろう」


    「ＫＭＣの技術だけじゃん。ミサイル関連だけなんだ。ロシア国防産業は数十社あるんだし、ＫＭＣは大きな企業だが、しょせん一社でしかない。そのくらいならロシア国家としても、十分に割りに合う取引だろう」


    「利権が欲しくて文句を言うヤツは大勢いるよ。ジリヤだってよく知っているじゃないか」


    「ワイロつっこんどけばいいじゃん」


    「誰が払うんだ？」


    「大丈夫だろう？　莉り音おん？」


    　ジリヤが莉音を向いて、意味深に言う。莉音が応じる。


    「誰にいくら支払うかだけきちんと教えてもらえれば、ワイロならいくらでも用意する」


    「現金、大量に用意しとけよ。ドルかユーロか円がいいな。日本車でもいい」


    「そこまで用意してくれるのかい？」


    　イヴァンが言うと、莉音はうなずく。


    「そうじゃなきゃ、こんな政治的な話は簡単に進まないでしょ。うちには銀行があるから、その辺のやりとりはスムースよ」


    「至れり尽くせりだな」


    「じゃあまずは国際商業銀行の秘密口座に、五〇〇億円を預けておくわね。その口座の資金は、ワイロ用としてイヴァンさんが自由に出し入れしてくれていい。足りなくなったら教えて。補充するから」


    　それから俺たちは関係者へどのように金を回すかを調整し、連れん邦ぽう産業庁をあとにした。
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    　俺たちはホテルへ戻り、一階のレストランでお茶を飲みながら成果を確認し合っていた。


    　コーヒーを一口飲み、ジリヤは言う。


    「うまく行きそうじゃないか。金の力をもってすればこんなもんさ。予算三〇兆円とか言われたら、抵抗できるヤツなんてひとりもいないね」


    「でもなんか、最初は元気なさそうだったわね。つかれ切ってた」


    　莉り音おんが言うと、ジリヤは肩をすくめる。


    「イヴァンも、昔は陽気だったんだよ。むしろ上じよう司しっていうより、友達みたいな感覚だったかな。まぁ、複雑怪奇な官界にいれば、まともなヤツほどあんな風になっちゃうのさ」


    「君はいつでも陽気よね。ホントは頭いいくせに、何も考えてなさそうに見える」


    「ロシア人ってのはな、個人として見れば、みんな気のいい連中ばかりなんだよ。みんなみんな、大らかでいいヤツだ。私を見ても、そう思うだろ？」


    「……」


    　莉音はわざとらしく、沈黙してジリヤを見つめた。


    「な、なんだよ……反論があるならハッキリ言え……」


    「あはは。まぁ同意してあげる。そうね、ジリヤはホント、ロシア人って感じだからね」


    　莉音の言葉にジリヤは満足そうにうなずく。


    「だがな、ロシア人ってのは国が誕生して以来、まともな内政を、ただの一度も経験したことがない。ロマノフ帝政、スターリン時代、ソビエト連邦、冷戦終了後のマフィアどもの支配、そして秘密警察国家……もちろん今だってそうだ。そしてきっと、これからも」


    「国家として見れば、ロシアは本当にとんでもないわね」


    　莉音は苦笑した。


    　悟ったようなジリヤと莉音に、俺は訊きいてみる。


    「今も秘密警察国家なんですか？　いちおうロシアは民主主義国家になったんですよね？」


    「おいおい、まだそんなこと言ってんのか？　そもそも民主主義って何だ？　日本だって、本当に民主主義国家なのか怪しいもんだぞ。民意が政治を動かしてるなんて思うのは、頭がお花畑にも程ほどがある。誰かが誰かを支配しない政治なんざ、この世にひとつもないんだよ」


    　ジリヤの指摘に、気楽に質問したことを俺は恥じ入ってしまった。日本政治でも中国政治でも、ロクでもないものを直接見聞きしてきたばかりだ。殺されそうになったことだってあるのに……。『喉のど元過ぎれば熱さを忘れる』と言うが、いつまで俺は一般人気分なのか。


    「そ、そうでした……」


    「しっかり目見開いとけ。今、ロシアを実質的に支配しているのはＦＳＢだ」


    　ジリヤに続き、莉音が説明してくれる。


    「ＦＳＢ──ロシア連れん邦ぽう保安庁。少し前までＦＳＢ長官だったプチロフが大統領に就任し、混迷したロシアを立て直したの。今は大統領を退任して首相になってるけど、強力な指導力を保有するロシアの実質的な皇帝ね」


    「まぁ私は、マフィアどもを追っ払って混乱を収しゆう拾しゆうしたプチロフは、なかなかのものだと思ってるけどね」


    「へぇ～、プチロフを評価してるんだ。その割りには、あっさり官庁をやめちゃったじゃない」


    「そりゃ職場までＦＳＢの連中が大挙やってきて、幅を利きかせてみろって。一緒に働けるわけがないっつの。イヴァンがつかれ切ってたのも、そのせいだ。やめちゃえばいいんだよな」


    「ジリヤさんがプチロフを評価してるのか、好きじゃなかったのか、よくわかりませんね」


    　俺が言うと、ジリヤが真剣な眼まな差ざしで応えてくれる。


    「物事ってのは多面的なんだ。プチロフのせいで私はロシアを去ったが、それでもやっぱりロシアには必要な政治家なんだよ。独裁でしか解決できないことは多いんだ」


    「今度の共同技術開発の提案に、ＦＳＢがどういう反応を示すかしら？」


    　莉り音おんはいささか不安げに言った。


    「地獄の沙さ汰たも金次第。工作資金はたんまり用意したんだし、あとはイヴァンに任せておけばいい。ひとまず共同開発まではこぎ着けられるだろ。ＦＳＢも、ロシアの国こく益えきに合ってるうちは文句を言わないと思うぞ。話をぶち壊したってなんのメリットもない」


    「国益にかなってるうちはね……。でも、私たちの世界革命と合致しないことは、もう決まってる」


    「それを言い始めたら、ロシアだけの話じゃ済まないだろ。そもそも莉音たちと、既き存そんの国家体制が相あい容いれないじゃないか」


    「そうなのよね……。そのとき障害になる可能性は、ロシアＦＳＢだけじゃない。全世界と戦える最先端ミサイルの開発だもの。アメリカが放っておくはずもない」


    「最先端ミサイルって言っても、各国が妨害してくるかどうかはモノによるだろう。どんなミサイルを想定してる？」


    「先日ジリヤとキプロスで話したあと、いろいろ考えてみたんだけどね。発射基地への攻撃を無効化するために、普段は宇宙に浮かんで静止待機していて、命令すれば即座に作動するミサイルに絞って開発しようと思ってるの。技術的なハードルは高いけど、乗り越える価値はある」


    「ふぅむ……ＩＣＢＭも宇宙を通過して大気圏に再突入するわけだから、ロシアに基本技術はあるだろう。あとは燃料の保存性、プログラムの信頼性と……地球の自転をシミュレートして、ピンポイントで落とせるかどうかだな……。核も搭とう載さいすんのか？」


    「そりゃ、大量破壊兵器を搭載しないミサイルなんてほとんど意味ないでしょ」


    　戦略ミサイル──敵国の主要都市や軍事拠きよ点てんを叩たたくミサイルには、さまざまな弾頭を搭載できる。だが、アメリカの軍事機関が想定しているシミュレーションだと、通常弾頭の戦略ミサイルを中規模都市に落とした場合、死者数の想定はわずかに五人である。工作員をひとり送り込んだ方がはるかに安上がりで効果的だ。


    　だから戦略ミサイルに装備する弾頭は、生物化学兵器や核兵器などの、大量破壊兵器でなくては意味がない。単にミサイルだけ持っていても威い嚇かくにはならず、抑止力にもならないのだ。戦略ミサイルと大量破壊兵器は、セットで考えなくてはならないのである。


    　ジリヤは渋じゆう面めんをつくって応じる。


    「本当にそんなミサイル開発に、一気に三〇兆円も注つぎ込むって話なら、当然アメリカ様は出で張ばってくるな……。だけど、それだけじゃ済まんぞ。イギリス、ドイツ、フランスなんかのＮＡＴＯ諸国、それから中東諸国、イスラエル、日本、中国、インド……絡からんでこないわけがない。それを考え出したらキリがないな」


    「もっと開発に投資してもいいわよ。これからも私たちもっと稼かせぐから、一〇〇兆円だって構わない。世界中の先端科学者を集めに集めて、最高の環境で開発するの。それだけ大々的にやるからには、各国注視のなかで進めなくちゃいけないでしょうね」


    　莉り音おんは考えをまとめるように言葉を続けていく。


    「そう考えていくと……ロシアとの共同開発ってのは案外、いい選択かもしれない。なにせロシアの外交姿勢はいつも強硬だし、国際的な発言力もある。うまくコントロールできれば、アメリカやＮＡＴＯの防ぼう波は堤ていになってくれるかも……」


    「ちょっと待て。ＦＳＢの上うわ手てを取ろうなんて考えるなよ。旧ソ連の情報機関ＫＧＢが、単に名前を変えただけなんだぞ。連中を甘く見るな。踏み外せば即死だ。うまく金を回して、下した手てに出て言うことを聞いとけ」


    「それでも、敵にする覚悟は持ってる。ＦＳＢもＣＩＡもＮＡＴＯもアジア諸国も、いずれは戦わなくちゃいけない相手よ。世界各国の思おも惑わく──その絶妙なバランスをコントロールしてみせる。ここは乗り越えなくちゃ」


    　莉音は強い調子で言い切った。


    「とうてい信じたくない話だ。話してるのが莉音じゃなかったら、血迷ったとしか思わなかったろうよ……」


    　ジリヤは呆あきれたように肩をすくめた。


    　部費、二八〇兆六七〇〇億円。借しやつ金きん、二九四兆九〇〇〇億円也なり。
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    　この作品はフィクションです。実在の人物、団体、事件、法律とは一切関係ありません。


    　また、以下の文献を参考にさせていただきました。


    　溥儀『わが半生　「満州国」皇帝の自伝』（小野忍、新島淳良、野原四郎、丸山昇訳／ちくま文庫）、スーザン・Ｌ・シャーク『中国　危うい超大国』（徳川家広訳／日本放送出版協会）、毛毛『わが父・鄧小平』（藤野彰、鐙屋一訳／中央公論新社）、趙紫陽、バオ・プー、ルネー・チアン、アディ・イグナシアス『趙紫陽 極秘回想録 天安門事件「大弾圧」の舞台裏』（河野純治訳／光文社）、ロバート・ローレンス・クーン『中国を変えた男 江沢民』（鵜澤尚武、田中敦子、八木正三訳／武田ランダムハウスジャパン）、楊中美『胡錦涛　21世紀中国の支配者』（趙宏偉監修、青木まさこ訳／日本放送出版協会）、黄仁宇『蒋介石　マクロヒストリー史観から読む蒋介石日記』（北村稔、永井英美、細井和彦訳／東方書店）、安部英樹『洪門人による洪門正史　歴史・精神・儀式と組織』（雅舎）、アンドリュー・Ｊ・ネイサン、ブルース ギリ『中国権力者たちの身上調書　秘密文書が暴いた処世術・人脈・将来性』（山田耕介訳／阪急コミュニケーションズ）、加藤徹『西太后　大清帝国最後の光芒』（中公新書）、陳桂棣、春桃『中国農民調査』（納村公子、椙田雅美訳／文藝春秋）、加藤聖文『「大日本帝国」崩壊　東アジアの１９４５年』（中公新書）、矢吹晋『文化大革命』（講談社現代新書）、北海閑人『中国がひた隠す毛沢東の真実』（寥建龍訳／草思社）、岡田英弘、神田信夫、松村潤『紫禁城の栄光明・清全史』（講談社学術文庫）。

  



  
     あとがき


    



    　本シリーズでは、企画段階で三つのコンセプトを決めていました。以下、その三つを確認しておきます。


    ★人類史上最大のスケールにする


    　単純明快、世界で発売されているあらゆるコンテンツの中で、最大のスケールにしようというものです。政治・経済・社会を包括し、表も裏も境界線を取り払い、地球の歴史の流れから俯ふ瞰かんした現代社会を描いてみようという試こころみです。


    ★ぼくにしか書けないものを書く


    　巷ちまたの小説やビジネス書の書き手には、決して書けないものを描こうというものです。大して取材しなくても大丈夫。いやでもまさか、このような場所で、自身の経験や知識が活きるとは、自分が一番びっくりです。


    ★きちんと意味のあるものを書く


    　教科書よりも役に立ち、新聞よりも糧かてになり、ビジネス書よりも実際的な、そんな作品にしたいのです。何十ページとダラダラ続く会話劇も、重厚な文学的描写も一切不要。ワンアイデアを膨ふくらませて一冊にすることもしない。限界いっぱい意味ある内容を詰め込んで、最少の巻数で描きたい。


    　おかげさまで、本シリーズは折り返し地点を越えました。現時点、すべて予定通りです。

  



  
    至道流星


    Ryusei Shidou


    



    会社経営者、ときどき作家。専門書からライトノベルの執しつ筆ぴつまで何でもこなします。本シリーズでは、かつてない新しいことをやってみたい。気力充実しています。
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    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。
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